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1．未来社会の実現に向けた先端研究の抜本的強化 
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１
．

未
来

社
会

の
実

現
に

向
け

た
先

端
研

究
の

抜
本

的
強

化

概
要

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
5
9
,
7
0
6
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
5
8
,
4
4
7
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

革
新

的
な

人
工

知
能

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
・
Io

T等
の

未
来

社
会

実
現

の
鍵

と
な

る
先

端
的

な
研

究
開

発
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
大

学
等

に
お

い
て

情
報

科
学

技
術

を
核

に
So

ci
et

y
5.

0の
実

現
に

向
け

た
実

証
研

究
を

加
速

す
る

拠
点

を
創

成
。

C
y

b
e

r
×

P
h

y
s

ic
a

l
⇒

S
o

c
ie

ty
 5

.0

○
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

（一
部

）
（科

学
技

術
振

興
機

構
）

5
,5

1
3
百

万
円

※
 （

平
成

２
９

年
度

予
算

額
：
4
,1

5
9
百

万
円

）

人
工

知
能

や
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

に
お

け
る

若
手

研
究

者
の

独
創

的
な

発
想

や
、

新
た

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
切

り
開

く
挑

戦
的

な
研

究
課

題
を

支
援

。
※

運
営

費
交

付
金

中
の

推
計

額
「
３

．
基

礎
研

究
力

強
化

と
世

界
最

高
水

準
の

研
究

拠
点

の
形

成
」
と

重
複

○
革

新
知

能
統

合
研

究
セ

ン
タ

ー
（
理

化
学

研
究

所
）

3
,0

5
1
百

万
円

（
平

成
２

９
年

度
予

算
額

：
2
,9

5
0
百

万
円

）

世
界

最
先

端
の

研
究

者
を

糾
合

し
、

革
新

的
な

基
盤

技
術

の
研

究
開

発
や

我
が

国
の

強
み

で
あ

る
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

研
究

開
発

を
推

進
。

総
務

省
・
経

済
産

業
省

等
の

関
係

府
省

庁
と

の
連

携
に

よ
り

、
サ

イ
エ

ン
ス

や
実

社
会

な
ど

の
幅

広
い

“
出

口
”
に

向
け

た
応

用
研

究
を

推
進

。

一
体
的

に
実
施

○
S

o
c
ie

ty
 5

.0
実

現
化

研
究

拠
点

支
援

事
業

7
0
0
百

万
円

（
新

規
）

S
o
c
ie

ty
 5

.0
実

現
に

向
け

て
は

、
「
自

立
分

散
」
す

る
多

様
な

も
の

同
士

を
新

た
な

技
術

革
新

を
通

じ
て

「
統

合
」
す

る
こ

と
が

大
き

な
付

加
価

値
を

産
む

た
め

、
眠

っ
て

い
る

様
々

な
知

恵
・
情

報
・
技

術
・
人

材
を

つ
な

げ
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

社
会

課
題

の
解

決
を

も
た

ら
す

仕
組

み
を

世
界

に
先

駆
け

て
構

築
す

る
こ

と
が

必
要

。
知

恵
・
情

報
・
技

術
・
人

材
が

高
い

水
準

で
そ

ろ
う

大
学

等
に

お
い

て
、

組
織

の
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
情

報
科

学
技

術
を

核
と

し
て

様
々

な
研

究
成

果
を

統
合

し
つ

つ
、

産
業

界
、

自
治

体
、

他
の

研
究

機
関

等
と

連
携

し
て

社
会

実
装

を
目

指
す

取
組

を
支

援
し

、
S
o
c
ie

ty
 5

.0
の

実
証

・
課

題
解

決
の

先
端

中
核

拠
点

を
創

成
す

る
。

知
恵

人
材

技
術

情
報

IT
等

ト
ッ

プ
人

材
・専

門
人

材
高

度
外

国
人

材
最

先
端

技
術

基
盤

技
術

A
I/

Io
T
/

ﾋ
ﾞｯ

ｸ
ﾞﾃ

ﾞｰ
ﾀ

優
れ

た
基

礎
研

究
力

の
強

化
・
活

用

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

・
材

料
科

学
技

術
AI

P：
人

工
知

能
/ ﾋ゙

ｯｸ゙
ﾃ゙

ﾀー
/  Io

T
/ ｻ

ｲﾊ゙
ｾー
ｷ
ｭﾘ

ﾃｨ
統

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

So
cie

ty
5.0

 実
現

に
向

け
た

拠
点

支
援

○
革

新
的

材
料

開
発

力
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
,9

0
6
百

万
円

（
平

成
２

９
年

度
予

算
額

：
1
,5

8
1
百

万
円

）

物
質

・
材

料
研

究
機

構
に

、
①

革
新

的
材

料
創

出
の

た
め

の
産

業
界

と
大

学
等

を
結

ぶ
業

界
別

の
オ

ー
プ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

形
成

、
②

国
内

外
か

ら
の

優
れ

た
若

手
研

究
者

の
招

へ
い

や
次

世
代

セ
ン

サ
・
ア

ク
チ

ュ
エ

ー
タ

材
料

研
究
を
中
核
と
し
た

国
際

研
究

拠
点

の
構

築
、

③
最

先
端

機
器

や
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

等
の

研
究

基
盤

の
整

備
を

実
施

。

○
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
1
,9

3
5
百

万
円

（
平

成
２

９
年

度
予

算
額

：
1
,5

8
4
百

万
円

）

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
関

す
る

最
先

端
研

究
設

備
と

そ
の

活
用

ノ
ウ

ハ
ウ

を
有

す
る

大
学

・
研

究
機

関
が

連
携

し
た

強
固

な
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

し
な

が
ら

、
高

度
な

技
術

支
援

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

バ
イ

オ
分

野
等

に
対

す
る

支
援

体
制

の
強

化
、

増
加

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
を

整
備

し
、

S
o
c
ie

ty
 5

.0
の

実
現

に
貢

献
。

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
2
,
4
0
0
百
万
円
】

○
光

・
量

子
飛

躍
フ

ラ
ッ

グ
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
Q

-L
EA

P）
2
,2

0
0
百

万
円

（
新

規
）

従
来

技
術

の
限

界
に

対
し

非
連

続
に

課
題

を
解

決
（
Q

u
an

tu
m

le
ap

）
し

、
高

度
な

情
報

処
理

や
、

材
料

・
も

の
づ

く
り

、
医

療
な

ど
に

貢
献

す
る

光
・
量

子
技

術
の

社
会

実
装

に
向

け
て

、
明

確
な

研
究

開
発

目
標

、
マ

イ
ル

ス
ト

ー
ン

の
設

定
と

き
め

細
か

な
進

捗
管

理
に

よ
り

推
進

す
る

F
la

gs
h
ip

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
中

核
に

、
基

礎
基

盤
研

究
、

想
定

ユ
ー

ザ
ー

と
の

共
同

研
究

・
産

学
連

携
を

推
進

し
、

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

貢
献

す
る

。

固
体
量
子
セ
ンサ

（
ダイ
ヤ
モ
ンド
NV
セ
ンタ
）

CP
S型
次
世
代
レ
ー
ザ
ー
加
工

ア
ト秒
パ
ル
ス
に
よ
る

電
子
状
態
の
観
測

量
子
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン

光
・
量

子
技

術
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S
o
c
ie

ty
 5

.0
実

現
化

研
究

拠
点

支
援

事
業

～
社

会
実

装
ま

で
を

視
野

に
入

れ
た

産
業

界
と

連
携

し
た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

の
実

現
～

⃝
S
o
c
ie

ty
5
.0

の
経

済
シ

ス
テ

ム
で

は
、

「
自

立
分

散
」

す
る

多
様

な
も

の
同

士
を

新
た

な
技

術
革

新
を

通
じ

て
「

統
合

」
す

る
こ

と
が

大
き

な
付

加
価

値
を

産
む

た
め

、
眠

っ
て

い
る

様
々

な
知

恵
・

情
報

・
技

術
・

人
材

を
つ

な
げ

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
社

会
課

題
の

解
決

を
も

た
ら

す
仕

組
み

を
世

界
に

先
駆

け
て

構
築

す
る

こ
と

が
必

要
。

⃝
大

学
等

で
は

知
恵

・
情

報
・
技

術
・
人

材
が

す
べ

て
高

い
水

準
で

そ
ろ

う
一

方
で

、
組

織
全

体
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
統

合
し

複
数

の
技

術
を

組
み

合
わ

せ
て

社
会

実
装

を
目

指
す

取
組

や
、

実
証

実
験

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

等
を

担
う

人
材

・
デ

ー
タ

の
整

理
・

活
用

を
担

う
人

材
が

不
足

。

⃝
S
o
c
ie

ty
5
.0
の
実
証
・
課
題
解
決
の
先
端
中
核
拠
点
と
し
て
大
学
等
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
先
導
が
必
須

。

背
景

・
課

題

【
事

業
の

目
的

・
目

標
】

【
事

業
概

要
・

イ
メ

ー
ジ

】

大
学

等
に

お
い

て
、

情
報

科
学

技
術

を
基

盤
と

し
て

、
事

業
や

学
内

組
織

の
垣

根
を

越
え

て
研

究
成

果
を

統
合

し
、

社
会

実
装

に
向

け
た

取
組

を
加

速
す

る
た

め
、

学
長

等
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

よ
り

組
織

全
体

と
し

て
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
発

揮
で

き
る

体
制

構
築

を
支

援

企
業

等
か

ら
の

本
格

的
な

投
資

の
呼

び
水

と
な

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
大

学
等

で
の

実
証

試
験

等
の

実
施

や
概

念
実

証
に

必
要

な
研

究
費

を
支

援

事
業

概
要

下
記

を
満

た
す

「
S
o
c
ie

ty
5
.0

実
現

化
構

想
」
を

大
学

等
か

ら
公

募
、

審
査

・
採

択

①
S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

た
明

確
な

ビ
ジ

ョ
ン

と
具

体
的

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
設

定

②
学

長
の

ト
ッ

プ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

支
援

し
学

内
外

に
自

立
分

散
的

に
存

在
す

る
知

恵
・

情
報

・
技

術
・

人
材

を
結

び
つ

け
る

体
制

の
構

築

③
支

援
期

間
中

に
①

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
実

証
を

行
う

具
体

的
な

計
画

を
策

定

５
年

間
の

支
援

（
ス

テ
ー

ジ
ゲ

ー
ト

評
価

を
経

て
、

５
年

間
の

延
長

も
可

能
）

法
人

単
位

で
の

申
請

（
他

大
学

や
自

治
体

等
の

関
係

機
関

が
参

画
す

る
こ

と
も

可
能

）

情
報

科
学

技
術

を
核

と
し

て

大
学

等
を

S
o
c
ie

ty
 5

.0
の

実
証

・
課

題
解

決
の

先
端

中
核

拠
点

に

大
学

等
学

長
等

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

支
え

る
体

制

具
体

的
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

設
定

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

知
恵

人
材

技
術

情
報

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
・
キ

ャ
ン

パ
ス

・
附

属
研

究
所

等

優
れ

た
基

礎
研

究
力

の
強

化
・
活

用
IT

等
ト

ッ
プ

人
材

・
専

門
人

材
高

度
外

国
人

材
最

先
端

技
術

基
盤

技
術

A
I/

Io
T

/
ﾋ
ﾞｯ

ｸ
ﾞﾃ

ﾞｰ
ﾀ

S
oc

ie
ty

5.
0

実
現

産
業

界
自

治
体

他
機

関

実
現

可
能

な
社

会

・
ス

マ
ー

ト
農

場
に

よ
る

生
産

性
の

拡
大

・
健

康
予

測
シ

ス
テ

ム
の

実
現

・
ス

マ
ー

ト
介

護
シ

ス
テ

ム
の

実
現

・
自

律
輸

送
・
配

送
シ

ス
テ

ム
の

実
現

・
バ

ー
チ

ャ
ル

オ
フ

ィ
ス

の
実

現
・
パ

ー
ソ

ナ
ラ

イ
ズ

学
習

の
実

現
等

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
7
0
0
百
万
円
（
新
規
）

支
援

対
象

機
関

：
大

学
等

事
業

期
間

：
平

成
3
0
年

度
～

平
成

3
4
年

度

（
ス

テ
ー

ジ
ゲ

ー
ト

評
価

を
経

て
、

５
年

間
の

延
長

も
可

能
）

※
5
年

目
に

支
援

金
額

と
同

規
模

以
上

の
大

学
等

、
産

業
界

、
自

治
体

な
ど

の

関
係

機
関

に
よ

る
貢

献

国
補

助
金

大
学

等
大

学
等

【
事

業
ス

キ
ー

ム
】
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A
IP

: 
A
d
va

n
c
e
d
 I
n
te

g
ra

te
d
 I
n
te

lli
g
e
n
c
e
 P

la
tf
o
rm

 P
ro

je
c
t

人
工

知
能

/
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
/
Io

T
/
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
統

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

⃝
政

府
全

体
の

司
令

塔
「
人

工
知

能
技

術
戦

略
会

議
」
に

お
い

て
と

り
ま

と
め

ら
れ

た
「
人

工
知

能
の

研
究

開
発

目
標

と
産

業
化

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
」
（
平

成
2
9
年

3
月

）に
基

づ
き

、
関

係
府

省
が

連
携

し
て

人
工

知
能

技
術

の
研

究
開

発
・
社

会
実

装
に

向
け

た
取

組
を

推
進

。
⃝

「
未

来
投

資
戦

略
2
0
1
7
」
に

お
い

て
も

、
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

基
づ

き
、

産
学

官
連

携
に

よ
る

出
口

分
野

を
見

据
え

た
研

究
開

発
の

重
要

性
に

言
及

。

背
景

・
課

題

事
業

概
要

【
事

業
の

目
的

・
目

標
】

【
事

業
概

要
】

A
I、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
Io

T
、

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

革
新

的
な

基
盤

技
術

の
構

築
及

び
関

係
府

省
等

と
の

連
携

に
よ

る
研

究
開

発
か

ら
社

会
実

装
ま

で
の

一
体

的
推

進

【
こ

れ
ま

で
の

成
果

】
(A

IP
セ

ン
タ

ー
)

以
下

を
一

体
的

に
実

施
・

理
研

A
IP

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

し
た

革
新

的
な

基
盤

技
術

の
研

究
開

発
・

J
S

T
戦

略
事

業
に

よ
る

幅
広

い
研

究
課

題
へ

の
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

•
計

5
1
チ

ー
ム

/
ユ

ニ
ッ

ト
、

4
1
2
名

の
研

究
体

制
を

構
築

（平
成

2
9年

1
2月

1
日

現
在

）。
•

世
界

最
高

峰
の

機
械

学
習

の
国

際
学

会
「
IC

M
L
2
0
1
7
」
発

表
論

文
数

に
お

い
て

、
日

本
勢

合
計

1
1本

の
う

ち
9
本

が
A

IP
セ

ン
タ

ー
関

係
。

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
8
,
5
6
4
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
7
,
1
0
9
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

総
務

省
N

IC
T

経
産

省
産

総
研

厚
労

省
農

水
省

国
交

省
内

閣
府

C
S
T
I

戦
略

的
創

造
研

究
推

進
事

業
（
一

部
）

科
学

技
術

振
興

機
構

【
フ

ァ
ン

デ
ィ
ン

グ
】

情
報

と
未

来

（
後

藤
総

括
）

新
し

い
社

会
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
に

向
け

た

情
報

基
盤

技
術

の
創

出
（
黒

橋
総

括
）

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

発
に

資
す

る
人

工
知

能

基
盤

技
術

の
創

出
と

統
合

化
（
栄

藤
総

括
）

社
会

情
報

基
盤

（
安

浦
総

括
）

知
的

情
報

処
理

（
萩

田
総

括
）

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

基
盤

（
喜

連
川

総
括

）
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
基

盤
（
喜

連
川

総
括

）

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

応
用

（
田

中
総

括
）

人
と

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

の
未

来
（
暦

本
総

括
）

人
と

情
報

環
境

の
共

生
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン

基
盤

技
術

の
創

出
と

展
開

（
間

瀬
総

括
）

•
A

Iや
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

に
お

け
る

若
手

研
究

者
の

独
創

的
な

発
想

や
、

新
た

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
切

り
開

く
挑

戦
的

な
研

究
課

題
を

支
援

。

•
「
A

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ラ

ボ
」
と

し
て

の
一

体
的

運
営

に
よ

り
、

課
題

選
考

か
ら

研
究

推
進

ま
で

幅
広

い
フ

ェ
ー

ズ
で

の
研

究
領

域
間

の
連

携
を

促
進

。

国
JS

T
JS

T

運
営

費
交

付
金

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

委
託

J
S
T
A
I
P
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ラ
ボ

支
援

対
象

機
関

：
理

化
学

研
究

所
事

業
規

模
：
3
,0

5
1
百

万
円

（
平

成
3
0
年

度
）

事
業

期
間

：
平

成
2
8
年

度
～

平
成

3
7
年

度
国

補
助

金
理

化
学

研
究

所
理

化
学

研
究

所

革
新

知
能

統
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
A
IP

セ
ン

タ
ー

）
理

化
学

研
究

所
【
拠

点
】

汎
用

基
盤

目
的

指
向

倫
理

社
会

一 体 的 に 実 施

連
携

•
世

界
最

先
端

の
研

究
者

を
糾

合
し

、
革

新
的

な
基

盤
技

術
の

研
究

開
発

や
我

が
国

の
強

み
で

あ
る

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
研

究
開

発
を

推
進

。

•
具

体
的

に
は

以
下

の
３

つ
の

領
域

で
研

究
開

発
を

実
施

。

①
深

層
学

習
の

原
理

の
解

明
、

現
在

の
A

I技
術

で
は

対
応

で
き

な
い

高
度

に
複

雑
・
不

完
全

な
デ

ー
タ

等
に

適
用

可
能

な
基

盤
技

術
の

実
現

等

②
日

本
の

強
み

を
伸

長
：
A

I×
再

生
医

療
・
モ

ノ
づ

く
り

等
社

会
課

題
の

解
決

：
A

I×
高

齢
者

ヘ
ル

ス
ケ

ア
・
防

災
・
イ

ン
フ

ラ
検

査
等

（
京

大
C

iR
A

※
1
、

東
北

メ
デ

ィ
カ

ル
・
メ

ガ
バ

ン
ク

、
N

IE
D

※
2

等
と

の
共

同
研

究
）

③
A

Iと
人

間
の

関
係

と
し

て
の

倫
理

の
明

確
化

A
Iを

活
か

す
法

制
度

の
検

討
等

杉
山

将
AI

Pセ
ン

タ
ー

長

【
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

ス
キ

ー
ム

】

※
1

京
都

大
学

iP
S
細

胞
研

究
所

※
2

防
災

科
学

技
術

研
究

所

事
業

規
模

：
5
,5

1
3
百

万
円

※

※
 運

営
費

交
付

金
中

の
推

計
額

「
３

．
基

礎
研

究
力

強
化

と
世

界
最

高
水

準
の

研
究

拠
点

の
形

成
」
と

重
複
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革
新

的
材

料
開

発
力

強
化

プ
ロ

グ
ラ

ム
～

M
3
（
M

-
c
u
b
e
）
～

⃝
我

が
国

が
伝

統
的

に
強

み
を

有
し

、
S
o
c
ie

ty
 5

.0
の

実
現

の
基

盤
技

術
で

あ
る

ナ
ノ

テ
ク

・
材

料
分

野
は

、
我

が
国

の
成

長
及

び
国

際
競

争
力

の
源

泉
で

あ
る

。
し

か
し

、
近

年
、

先
進

国
に

加
え

て
、

中
国

、
韓

国
を

は
じ

め
と

す
る

新
興

国
が

戦
略

的
な

資
金

投
入

を
行

い
、

国
際

競
争

が
激

化
。

⃝
一

方
で

、
我

が
国

唯
一

の
物

質
・
材

料
分

野
の

研
究

開
発

を
行

う
機

関
で

あ
る

物
質

・
材

料
研

究
機

構
が

特
定

国
立

研
究

開
発

法
人

と
な

り
、

世
界

最
高

水
準

の
研

究
成

果
を

創
出

し
、

我
が

国
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
を

強
力

に
牽

引
す

る
中

核
機

関
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

支
援

対
象

機
関

：
物

質
・
材

料
研

究
機

構
事

業
期

間
：
平

成
２

９
年

度
～

【
事

業
の

目
的

・
目

標
】

●
世

界
最

高
水

準
の

研
究

成
果

を
創

出
し

、
我

が
国

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
強

力
に

牽
引

す
る

特
定

国
立

研
究

開
発

法
人

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

べ
く
、

「
物

質
・
材

料
研

究
機

構
(N

IM
S

)」
に

お
い

て
、

革
新

的
材

料
開

発
力

強
化

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

取
り

組
み

、
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

の
材

料
開

発
力

の
強

化
を

図
る

。

国

運
営

費
交

付
金

物
質

・
材

料
研

究
機

構
物

質
・
材

料
研

究
機

構

【
事

業
ス

キ
ー

ム
】

【
未

来
投

資
戦

略
2

0
1

7
-S

o
ci

e
ty

 5
.0

の
実

現
に

向
け

た
改

革
-（

平
成

2
9

年
6

月
9

日
閣

議
決

定
）

】
Ⅱ

．
Ａ

．
４

．
（
２

）
新

た
に

講
ず

べ
き

具
体

的
施

策

ⅱ
）
我

が
国

が
強

い
分

野
へ

の
重

点
投

資
：

・
A

I 
学

習
効

率
の

向
上

、
自

然
言

語
処

理
、

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
翻

訳
、

超
高

効
率

A
I 
処

理
に

資
す

る
半

導
体

及
び

革
新

的
セ

ン
サ

ー
等

の
基

盤
技

術
開

発
及

び
そ

の
組

込
み

シ
ス

テ
ム

へ
の

適
用

を
加

速
す

る
。

ⅳ
）
産

学
官

の
リ

ソ
ー

ス
を

最
大

限
活

用
し

た
研

究
開

発
の

促
進

・
産

学
官

が
利

用
で

き
る

物
質

・
材

料
開

発
等

の
研

究
開

発
に

資
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
及

び
解

析
ツ

ー
ル

等
の

構
築

・
利

活
用

に
向

け
て

、
本

年
度

か
ら

デ
ー

タ
収

集
や

解
析

手
法

の
開

発
等

を
進

め
る

。

【
こ

れ
ま

で
の

成
果

】

【
事

業
概

要
・

イ
メ

ー
ジ

】
●

以
下

の
３

つ
の

取
組

を
一

体
的

に
進

め
る

こ
と

に
よ

り
、

我
が

国
の

産
業

競
争

力
確

保
、

材
料

開
発

力
の

強
化

。

革
新

的
材

料
開

発
力

強
化

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

始
動

～
M

3
（
M

-
c
u
be

）
～

H
2
9
.4

.1

国
立

情
報

学
研

究
所

と
連

携
・
協

力
の

覚
書

締
結

6
.1 ～
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
研

究
開

発
を

通
じ

て
オ

ー
プ

ン
サ

イ
エ

ン
ス

推
進

に
貢

献
～

N
IM

S
と

化
学

４
社

に
よ

る
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
す

る
枠

組
み

の
構

築
6
.1

9

N
IM

S
と

鉄
鋼

３
社

に
よ

る
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
す

る
枠

組
み

の
構

築
6
.3

0

背
景

・
課

題

事
業

概
要

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
9
0
6
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
5
8
1
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
2
,
4
0
0
百
万
円
】
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光
・

量
子

飛
躍

フ
ラ

ッ
グ

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
Q
-
LE

A
P）

光
・

量
子

飛
躍

フ
ラ

ッ
グ

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
Q
-
LE

A
P）

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
,
2
0
0
百
万
円
（
新
規
）

量
子

科
学

技
術

は
、

近
年

の
技

術
進

展
に

よ
り

、
超

ス
マ

ー
ト

社
会

（
So

cie
ty

 5
.0

）
実

現
に

向
け

た
社

会
課

題
の

解
決

と
産

業
応

用
を

視
野

に
入

れ
た

新
し

い
技

術
体

系
が

発
展

す
る

兆
し

。

欧
米

等
で

は
「
第

２
次

量
子

革
命

」
と

う
た

い
、
世

界
的

に
産

学
官

の
研

究
開

発
競

争
が

激
化
※

1 。
我

が
国

の
官

民
研

究
開

発
投

資
を

拡
大

し
、

量
子

科
学

技
術

の
研

究
開

発
を

強
化

し
、

他
国

の
追

随
に

対
し

、
簡

単
に

コ
モ

デ
ィ

テ
ィ

化
で

き
な

い
知

識
集

約
度

の
高

い
技

術
体

系
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
。

光
拠

点
プ

ロ
グ

ラ
ム
※

2 等
で

培
わ

れ
た

日
本

の
優

れ
た

量
子

科
学

技
術

の
基

礎
研

究
を

い
ち

早
く

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

げ
、

「
生

産
性

革
命

」
の

実
現

に
貢

献
す

る
こ

と
が

必
要

。

①
量

子
情

報
処

理
（
主

に
量

子
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
・
量

子
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
）

②
量

子
計

測
・
セ

ン
シ

ン
グ

③
次

世
代

レ
ー

ザ
ー

想
定

ユ
ー

ザ
ー

と
の

共
同

研
究

・産
学

連
携

基
礎

基
盤

研
究

（理
論

を
含

む
）

事
業

規
模

：
7～

9億
円

程
度

／
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

研
究

拠
点

・
年

事
業

期
間

：
原

則
5年

間
と

し
、

ス
テ

ー
ジ

ゲ
ー

ト
評

価
の

結
果

を
踏

ま
え

、
最

長
1
0
年

間
ま

で
延

長
可

。

早
い

段
階

で
の

民
間

投
資

が
見

込
ま

れ
る

研
究

開
発

課
題

に
つ

い
て

、
府

省
連

携
で

推
進

し
、

民
間

研
究

開
発

投
資

を
拡

大
す

る
。

・
電

子
の

相
互

作
用

等
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
、

物
性

や
化

学
反

応
を

支
配

す
る

電
子

状
態

を
解

明
し

、
超

低
消

費
電

力
デ

バ
イ

ス
等

の
開

発
や

創
薬

へ
の

応
用

を
実

現
。

大
規

模
デ

ー
タ

の
高

速
処

理
・
計

算
へ

発
展

・
従

来
技

術
を

凌
駕

す
る

精
度

・
感

度
に

よ
り

、
自

動
走

行
や

Io
Tは

も
と

よ
り

、
生

命
・
医

療
、

省
エ

ネ
等

の
様

々
な

分
野

で
こ

れ
ま

で
な

か
っ

た
情

報
と

応
用

を
実

現

・
電

子
の

動
き

の
計

測
・
制

御
を

実
現

す
る

ア
ト

秒
ス

ケ
ー

ル
の

極
短

パ
ル

ス
レ

ー
ザ

ー
の

開
発

・
活

用
に

よ
り

、
化

学
反

応
メ

カ
ニ

ズ
ム

解
明

や
電

子
状

態
制

御
に

よ
る

高
性

能
電

子
デ

バ
イ

ス
等

を
実

現
・
加

工
学

理
や

機
械

学
習

を
活

用
し

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

最
終

形
状

に
仕

上
げ

が
可

能
な

高
精

度
・
低

コ
ス

ト
の

C
P
S
（

サ
イ

バ
ー

・
フ

ィ
ジ

カ
ル

・
シ

ス
テ

ム
）

型
次

世
代

レ
ー

ザ
ー

加
工

技
術

を
実

現

固
体
量
子
セ
ンサ

（
ダイ
ヤ
モ
ンド
NV
セ
ンタ
）

CP
S型
次
世
代
レ
ー
ザ
ー
加
工

ア
ト秒
パ
ル
ス
に
よ
る

電
子
状
態
の
観
測

量
子
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン

【
事

業
ス

キ
ー

ム
】

【
対

象
技

術
領

域
】

国国
委

託

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
研

究
拠

点
（

×
3

拠
点

）

幹
事

機
関

（
大

学
・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

）

幹
事

機
関

（
大

学
・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

）

参
画

機
関

参
画

機
関

参
画

機
関

参
画

機
関

参
画

機
関

参
画

機
関

【
事

業
の

目
的

】

Q
-
L
E
A
P
は

、
経

済
・
社

会
的

な
重

要
課

題
に

対
し

、
量

子
科

学
技

術
を

駆
使

し
て

、
非

連
続

的
な

解
決

（
Q

u
a
n
tu

m
 l
e
a
p
)
を

目
指

す
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
事

業
概

要
・
イ

メ
ー

ジ
】

異
分

野
融

合
、

産
学

連
携

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
研
究
拠
点

に
よ

る
研

究
開

発
を

推
進

技
術

領
域

毎
に

P
D
を

任
命

し
、

適
確

な
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
の

も
と

、
実

施
方

針
策

定
、

予
算

配
分

等
、

き
め

細
か

な
進

捗
管

理
を

実
施

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
研

究
拠

点
の

中
核

と
な

る
F
la

g
sh

ip
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
H
Q

を
置

き
研

究

拠
点

全
体

の
研

究
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
い

、
事

業
期

間
を

通
じ

て
T
R
L
6
(
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
機

に
よ

る
実

証
）

ま
で

行
い

、
企

業
等

へ
橋

渡
し

基
礎

基
盤

研
究

は
F
la

gs
h
ip

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
相

補
的

か
つ

挑
戦

的
な

研
究

課
題

を
選

定

※
1 

Go
og

le
：

Q
ua

nt
um

 A
I研

究
所

を
設

立
（

20
13

～
）
、

英
国

：
5年

間
で

£2
70

M
の

研
究

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

（
20

14
～

）
、

EU
：

€1
B規

模
の

「
量

子
技

術
Fl

ag
sh

ip
」
事

業
を

予
定

（
20

19
～

）
等

※
2 

最
先

端
の

光
の

創
生

を
目

指
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
研

究
拠

点
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
20

08
～

20
17

年
度

）

F
la

g
sh

ip
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
H
Q
：
ネ
ッ
トワ
ー
ク
型
研
究
拠
点
全
体
の

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

知
識

集
約

度
の

高
い

技
術

体
系

の
構

築
・

社
会

実
装

の
加

速

F
la
g
sh
ip
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、
相
補
的
か

つ
様
々
な
挑
戦
的
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で

持
続
的
に
サ
イ
エ
ン
ス
エ
ク
セ
レ
ン
ス
を
創
出

経
済
・
社
会
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

ユ
ー
ザ
ー
の
拡
大
の
た
め
、
想
定
ユ
ー
ザ
ー

と
の
共
同
研
究
や
産
学
連
携
を
推
進

背
景

・
課

題

事
業

概
要
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ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー

ム

⃝
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
・
材

料
科

学
技

術
は

、
我

が
国

が
強

み
を

有
す

る
分

野
と

し
て

、
基

幹
産

業
（
自

動
車

、
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
等

）
を

は
じ

め
、

あ
ら

ゆ
る

産
業

の
技

術
革

新
を

支
え

、
S
o
c
ie

ty
 5

.0
実

現
に

も
大

き
く
貢

献
。

我
が

国
の

成
長

及
び

国
際

競
争

力
の

源
泉

。

⃝
し

か
し

、
近

年
、

先
進

国
に

加
え

て
、

中
国

、
韓

国
を

は
じ

め
と

す
る

新
興

国
が

戦
略

的
な

資
金

投
入

を
行

い
、

国
際

競
争

が
激

化
。

⃝
世

界
各

国
が

し
の

ぎ
を

削
る

中
、

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
関

す
る

最
先

端
設

備
の

有
効

活
用

と
相

互
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

促
進

し
、

我
が

国
の

部
素

材
開

発
の

基
礎

力
引

上
げ

と
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

に
向

け
た

強
固

な
研

究
基

盤
の

形
成

が
不

可
欠

。

支
援

対
象

機
関

：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
事

業
期

間
：
平

成
２

４
年

度
～

平
成

３
３

年
度

【
事

業
の

目
的

・
目

標
】

【
事

業
概

要
・

イ
メ

ー
ジ

】

●
最

先
端

研
究

設
備

と
研

究
支

援
能

力
を

分
野

横
断

的
に

か
つ

最
適

な
組

合
せ

で
提

供
で

き
る

体
制

を
構

築
し

て
、

産
業

界
の

技
術

課
題

の
解

決
に

貢
献

。

●
全

国
の

産
学

官
の

利
用

者
に

対
し

て
、

利
用

機
会

が
平

等
に

開
か

れ
、

高
い

利
用

満
足

度
を

得
る

た
め

の
研

究
支

援
機

能
を

有
す

る
共

用
シ

ス
テ

ム
を

構
築

。

（
外

部
共

用
率

達
成

目
標

：
国

支
援

の
共

用
設

備
5
0
%
以

上
、

そ
れ

以
外

30
%以

上
）

【
こ

れ
ま

で
の

成
果

】

国
委

託
大

学
・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

【
事

業
ス

キ
ー

ム
】

●
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

関
す

る
最

先
端

の
研

究
設

備
と

そ
の

活
用

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

有
す

る
大

学
・
研

究
機

関
が

連
携

し
、

全
国

的
な

共
用

体
制

を
構

築
。

●
部

素
材

開
発

に
必

要
な

技
術

（
①

微
細

構
造

解
析

②
微

細
加

工
③

分
子

・
物

質
合

成
）

に
対

応
し

た
強

固
な

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
形

成
し

、
若

手
研

究
者

を
含

む
産

学
官

の
利

用
者

に
対

し
て

、
最

先
端

設
備

の
利

用
機

会
を

、
高

度
な

技
術

支
援

と
と

も
に

提
供

。

●
科

学
技

術
の

新
た

な
成

長
（
S

o
c
ie

ty
 5

.0
や

C
O

P
2
2に

対
応

し
た

新
材

料
、

ナ
ノ

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

、
バ

イ
オ

分
野

等
）
に

対
す

る
支

援
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
増

加
す

る
利

用
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
の

体
制

を
整

備
。

●
前

事
業

（
ナ

ノ
ネ

ッ
ト

）
以

降
、

支
援

件
数

は
顕

著
に

増
加

。

●
事

業
開

始
時

に
比

べ
て

、
平

成
28

年
度

は
支

援
件

数
が

1.
4倍

、
利

用
料

収
入

が
3.

1倍
に

増
加

。
※

平
成

30
年

度
以

降
適

切
な

利
用

料
金

の
設

定
に

向
け

た
検

討
、

試
行

的
運

用
を

開
始

●
事

業
開

始
以

降
、

利
用

者
に

よ
る

関
連

論
文

4,
50

0
件

以
上

。
大

学
等

の
研

究
力

向
上

に
大

き
く
貢

献
。

ま
た

、
利

用
者

に
よ

る
特

許
出

願
は

40
0件

以
上

。

【
支

援
件

数
実

績
】

背
景

・
課

題

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
9
3
5
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
5
8
4
百
万
円
）

事
業

概
要

●
永

続
的

に
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

保
存

で
き

、
圧

力
を

か
け

る
と

自
由

自
在

に
熱

を
取

り
出

せ
る

蓄
熱

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

の
発

見
に

貢
献

。
廃

熱
の

効
率

的
な

再
利

用
を

可
能

に
す

る
新

材
料

と
し

て
期

待
。

●
高

温
で

使
用

で
き

光
で

剥
が

せ
る

革
新

的
な

接
着

材
料

の
開

発
に

貢
献

。
半

導
体

の
製

造
プ

ロ
セ

ス
等

、
様

々
な

製
造

工
程

の
接

着
材

料
と

し
て

の
応

用
展

開
が

期
待

。

●
植

物
の

成
長

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

用
M

EM
Sセ

ン
サ

を
開

発
し

、
植

物
固

有
の

性
質

の
解

明
に

貢
献

。
今

後
、

植
物

の
育

成
技

術
の

向
上

へ
の

応
用

展
開

に
期

待
。

：
代

表
機

関
：
微

細
構

造
解

析
：
微

細
加

工
：
分

子
・
物

質
合

成
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2．科学技術イノベーション・システムの構築
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２
．
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

○
ベ

ン
チ

ャ
ー

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
形

成
の

推
進

2
,1

4
１

百
万

円
（
2
,3

3
1
百

万
円

）

強
い

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

創
出

の
加

速
の

た
め

、
起

業
に

挑
戦

し
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
す

人
材

の
育

成
、

創
業

前
段

階
か

ら
の

経
営

人
材

と
の

連
携

等
を

通
じ

て
、

大
企

業
、

大
学

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
と

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
と

の
間

で
の

知
、

人
材

、
資

金
の

好
循

環
を

起
こ

し
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

創
出

を
図

る
。

・
次

世
代

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

育
成

事
業

（
E
D

G
E
-
N

E
X
T
）
※

・
大

学
発

新
産

業
創

出
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
T
A

R
T
）

※
「
４
．
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
・
確
保
」
と
重
複

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

シ
ス

テ
ム

の
整

備
4
,4

4
3
百

万
円

（
2
,5

4
1
百

万
円

）

企
業

の
事

業
戦

略
に

深
く
関

わ
る

大
型

共
同

研
究

の
集

中
的

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の

構
築

や
非

競
争

領
域

に
お

け
る

複
数

企
業

と
の

共
同

研
究

、
人

材
育

成
の

一
体

的
な

推
進

に
よ

り
、

我
が

国
の

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
加

速
に

必
要

と
な

る
大

学
等

に
お

け
る

体
制

の
整

備
等

を
支

援
す

る
。

・
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
の
整
備

・
産
学
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
研
究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
O
P
E
R
A
)
(
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

機
構

連
携

型
の

創
設

【
新

設
】
を

含
む

）

国
立
研
究
開
発
法
人
を
中
核
と
し
て
､産
学
官
の
垣
根
を
越
え
た
人
材
糾
合
の
場
(イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
)の
形
成
及
び
そ
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
､国
立
研
究
開
発
法
人
の
飛
躍
性
あ
る
優
れ
た
取

組
を
選
択
的
に
支
援
･推
進
す
る
。

・
国
立
研
究
開
発
法
人
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
の
形
成

○
革

新
的

研
究

成
果

に
よ

る
本

格
的

産
学

官
連

携
の

推
進

1
8

,3
7
9
百

万
円

（
1
9
,1

1
4
百

万
円

）

1
0
年

後
の

社
会

像
を

見
据

え
た

チ
ャ

レ
ン

ジ
ン

グ
な

研
究

開
発

を
産

学
官

が
ア

ン
ダ

ー
ワ

ン
ル

ー
フ

で
実

施
す

る
拠

点
へ

の
支

援
や

、
全

国
の

優
れ

た
技

術
シ

ー
ズ

の
発

展
段

階
に

合
わ

せ
た

最
適

支
援

な
ど

の
様

々
な

手
段

に
よ

り
本

格
的

な
産

学
官

連
携

を
推

進
す

る
。

・
セ

ン
タ

ー
・
オ

ブ
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

（
C

O
I）

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
研
究
成
果
最
適
展
開
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A
-
S
T
E
P
）

○
地

方
創

生
に

資
す

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

形
成

5
,5

7
7
百

万
円

（
6
,3

6
8
百

万
円

）

地
域

の
成

長
に

貢
献

し
よ

う
と

す
る

大
学

等
に

事
業

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

チ
ー

ム
を

創
設

し
、

地
域

の
競

争
力

の
源

泉
（
コ

ア
技

術
等

）
を

核
に

、
事

業
化

計
画

を
策

定
し

、
社

会
的

イ
ン

パ
ク

ト
が

大
き

く
地

域
の

成
長

に
も

資
す

る
事

業
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
方

創
生

に
資

す
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

形
成

を
推

進
す

る
。

・
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
形

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
3
5
,
0
0
4
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
2
,
6
2
4
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

○
未

来
社

会
創

造
事

業
（
ハ

イ
リ

ス
ク

・
ハ

イ
イ

ン
パ

ク
ト

な
研

究
開

発
の

推
進

）
5
,5

0
0
百

万
円

※
（
3
,0

0
0
百

万
円

）

経
済

・
社

会
的

に
イ

ン
パ

ク
ト

の
あ

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト

（
ハ

イ
イ

ン
パ

ク
ト

）
を

明
確

に
見

据
え

た
技

術
的

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

ン
グ

な
目

標
（
ハ

イ
リ

ス
ク

）
を

設
定

し
、

民
間

投
資

を
誘

発
し

つ
つ

、
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

や
科

学
研

究
費

助
成

事
業

等
か

ら
創

出
さ

れ
た

多
様

な
研

究
成

果
を

活
用

し
て

、
実

用
化

が
可

能
か

ど
う

か
を

見
極

め
ら

れ
る

段
階

（
概

念
実

証
：
P

O
C

）
を

目
指

し
た

研
究

開
発

を
実

施
。

「
組

織
」
対

「
組

織
」
の

本
格

的
産

学
官

連
携

を
通

じ
た

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

加
速

に
よ

り
、

企
業

だ
け

で
は

実
現

で
き

な
い

飛
躍

的
な

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

を
実

現
す

る
。

ま
た

、
大

学
等

の
研

究
シ

ー
ズ

を
基

に
、

地
域

内
外

の
人

材
・
技

術
を

取
り

込
み

な
が

ら
、

地
域

か
ら

世
界

で
戦

え
る

新
産

業
の

創
出

に
資

す
る

取
組

を
推

進
す

る
ほ

か
、

民
間

の
事

業
化

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

た
大

学
等

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

創
出

の
取

組
等

を
推

進
す

る
。

加
え

て
、

経
済

・
社

会
的

に
イ

ン
パ

ク
ト

の
あ

る
出

口
を

明
確

に
見

据
え

、
挑

戦
的

な
目

標
を

設
定

し
た

ハ
イ

リ
ス

ク
・
ハ

イ
イ

ン
パ

ク
ト

な
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。

※
「
地

球
規

模
課

題
で

あ
る

低
炭

素
社

会
の

実
現

」
領

域
に

係
る

部
分

は
「
９

．
ク

リ
ー

ン
で

経
済

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
の

実
現

」
と

重
複

基
礎

か
ら

P
O

C
（
概

念
実

証
）
ま

で
一

貫
し

た
支

援
を

行
う

た
め

、
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

と
連

携
し

て
運

用
。

概
要
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オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
シ
ス
テ
ム
の
整
備
（
大
学
）

産
業
界
か
ら
、
海
外
の
大
学
と
比
べ
る
と
、
大
型
共
同
研
究

を
実
施
す
る
上
で
以
下
の
点
が
問
題
と
指
摘
。

①
企
業
に
対
す
る
提
案
力
（
研
究
内
容
の
先
進
性
、
研
究
成

果
の
実
用
化
ま
で
の
シ
ナ
リ
オ
等
）
の
不
足

②
部
局
横
断
的
な
チ
ー
ム
編
成
な
ど
連
携
の
柔
軟
性
の
不
足

③
財
務
管
理
、
知
財
管
理
等
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

の
脆
弱
さ

[改
革
方
策
]


以
下
の
よ
う
な
大
型
共
同
研
究
の
集
中
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
整

備
。

①
経
営
ト
ッ
プ
主
導
に
よ
り
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
（
ク
リ
エ
テ
ィ

ブ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
集
め
た
特
別
な
集
中
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構

築

②
優
れ
た
研
究
者
チ
ー
ム
の
部
局
を
超
え
た
組
織
化


改
革
に
高
い
意
欲
を
有
す
る
大
学
を
５
年
間
集
中
的
に
支
援
（
※
）
。

支
援
終
了
時
に
は
一
定
程
度
の
自
立
経
営
を
目
指
す
。

[効
果
]


国
内
外
か
ら
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
型
の
共
同
研
究
を
呼
び
込
み
、
企
業

と
の
緊
密
な
連
携
を
通
じ
た
研
究
者
の
意
識
改
革
等
に
寄
与

関
連
分
野
の
企
業
群

阻
害
要
因

改
革
方
策
と
そ
の
効
果

※
具
体
的
に
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

チ
ー
ム
の
人
件
費
・
活
動
費
等
の
支
援
を
想
定
。

大
学

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構

共
同
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

企
業

企
業

企
業

企
業

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
企
業
と
共
同
で
価
値
創
造
を
行
う
専
門
家
集

団
）
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
集
中
的
支
援

•
企
画
：
（
人
物
像
）
先
端
技
術
の
事
業
化
を
手
掛
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

→
市
場
・
技
術
動
向
調
査
に
基
づ
く
研
究
・
事
業
化
計
画
の
提
案

•
知
財
：
（
人
物
像
）
先
端
技
術
分
野
の
知
財
戦
略
に
精
通
し
た
弁
護
士
、
弁
理
士
等

→
大
学
の
利
益
を
確
保
し
つ
つ
、
企
業
の
活
用
を
最
大
化
す
る
た
め
の
所
有
権
帰
属
、

実
施
許
諾
の
方
法
を
確
立

•
契
約
、
財
務
：
（
人
物
像
）
経
理
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
研
究
資
源
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
手
法
に
精

通
し
た
財
務
管
理
の
専
門
家
等

→
研
究
費
の
回
収
は
も
と
よ
り
、
技
術
デ
ー
タ
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
設
備
利
用
な
ど
に

つ
い
て
も
適
正
な
費
用
負
担
を
交
渉

競
争
領
域
を
中
心
と
し
た
大
型

共
同
研
究

企
業

優 れ た コ ア 技 術 に 関 わ る 研 究 者 を 部 局 を 超 え て 組 織 化

メ
ニ
ュ
ー
②
：
産
学
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
研
究
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
O
P
E
R
A
）

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
連

携
型
の
創
設
【
新
設
】

メ
ニ
ュ
ー
①
：
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
の
整
備

【
新
規
】

（
非
競
争
領
域
の
基
礎
研
究
の
た
め
の
産
学
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
）

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
A

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄB

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
C

世
界
的
に
強

み
を
持
つ
コ

ア
技
術
領
域

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）
：
1,
40
8百

万
円
（
採
択
予
定
：
８
件
程
度
）

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
40
0百

万
円

※
Ｊ
Ｓ
Ｔ
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

（
採
択
予
定
：
４
件
程
度
）

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）
：
1,
8
08
百
万
円
（
新
規
）

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）
：
1,
80
8
百
万
円
（
新
規
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む
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オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
の
整
備

•
従

来
の

産
学

連
携

は
、

個
人

同
士

の
お

付
き

合
い

の
小

規
模

・
非

競
争

領
域

（論
文

発
表

可
）
の

活
動

と
い

っ
た

大
学

と
企

業
の

研
究

開
発

部
門

と
の

協
力

が
中

心
。

•
産

業
界

で
は

、
従

来
の

産
学

連
携

の
拡

大
に

加
え

、
研

究
開

発
部

門
の

み
な

ら
ず

製
造

部
門

・
事

業
部

門
も

含
め

た
各

階
層

で
大

学
と

の
連

携
を

行
う

ニ
ー

ズ
が

顕
在

化
。

•
他

方
、

大
学

か
ら

見
る

と
、

こ
う

し
た

連
携

に
よ

る
大

型
共

同
研

究
で

は
、

①
研

究
開

発
の

企
画

、
契

約
額

設
定

、
②

企
業

と
の

交
渉

、
③

利
益

相
反

処
理

、
④

進
捗

管
理

が
複

雑
化

し
て

お
り

、
現

状
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

で
は

対
応

が
極

め
て

困
難

。

支
援

対
象

機
関

：
大

学
等

事
業

規
模

：
１

.７
億

円
程

度
／

機
関

・
年

（
８

件
程

度
採

択
予

定
）

事
業

期
間

：
平

成
３

０
年

度
～

（
原

則
５

年
間

）

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

企
業
の
事
業
戦
略
に
深
く
関
わ
る
（
競
争
領
域
に
重
点
）
大
型
共
同
研
究
を
集

中
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
体
制
の
整
備
を
通
じ
て
、
大
型
共
同
研
究
の
推
進

に
よ
り
国
費
投
入
額
を
超
え
る
民
間
投
資
誘
引
を
図
り
、
「
未
来
投
資
戦
略

2
0
1
7
」
に
掲
げ
る
大
学
等
へ
の
民
間
投
資
３
倍
増
の
目
標
を
実
現
。

•
大

型
の

民
間

投
資

を
呼

び
込

ん
で

自
立

的
に

運
営

さ
れ

る
シ

ス
テ

ム
を

大
学

内
部

に
形

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
大

学
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

を
大

幅
強

化

•
大

型
の

民
間

投
資

の
呼

び
込

み
に

よ
り

大
学

の
財

務
基

盤
を

強
化

•
企

業
と

の
深

い
連

携
を

通
じ

て
、

社
会

実
装

の
視

点
か

ら
自

ら
の

研
究

を
考

察
す

る
と

い
う

意
識

改
革

を
も

た
ら

し
、

大
学

改
革

、
研

究
力

強
化

、
人

材
育

成
を

加
速

•
以

下
の

要
素

を
持

つ
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

機
構

の
整

備
に

関
し

、
高

い
意

欲
と

優
れ

た
構

想
を

持
つ

大
学

等
に

対
し

、
費

用
・
リ

ソ
ー

ス
負

担
も

含
む

大
学

側
の

コ
ミ

ッ
ト

を
条

件
と

し
て

、
５

年
間

国
費

支
援

。

①
大
学
等
の
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材

（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
集
め
た
特
別
な
集
中
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

（
あ
る
程
度
独
立
し
た
財
務
管
理
シ
ス
テ
ム
を
含
む
）
の
構
築

②
優
れ
た
研
究
者
チ
ー
ム
の
部
局
を
超
え
た
組
織
化

•
各

大
学

の
Ｏ

Ｉ機
構

に
お

い
て

は
、

億
円

単
位

の
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

年
間

少
な

く
と

も
数

件
運

営
し

、
支

援
終

了
時

に
は

間
接

経
費

や
特

許
実

施
料

収
入

な
ど

を
基

に
し

た
、

自
立

的
経

営
を

目
指

す
。

（
自

立
化

に
向

け
て

、
４

年
目

以
降

支
援

規
模

を
縮

小
）

国

補
助
・
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援

大
学
等

大
学
等

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
（
平
成
2
9
年
６
月
９
日
閣
議
決
定
）

４
．
ｲﾉ
ﾍﾞ
ｰｼ
ｮﾝ
・
ﾍﾞ
ﾝﾁ
ｬｰ
を
生
み
出
す
好
循
環
ｼｽ
ﾃﾑ

ⅲ
）
大
学
等
の
投
資
受
入
れ
・
自
己
資
金
獲
得
促
進

・
経
営
ト
ッ
プ
配
下
の
強
力
な
権
限
で
、
優
れ
た
研
究
者
を

部
局
を
超
え
組
織
化
し
、
事
業
化
・
知
財
等
の
専
門
人
材

に
よ
り
産
学
官
連
携
を
集
中
管
理
す
る
新
体
制
を
来
年
度

中
に
構
築
す
る

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
機

構
の

イ
メ

ー
ジ

大
学

共
同
開
発
α

経
営
ト
ッ
プ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
自
助
努
力

企
業
A

企
業
B

企
業
C

共 同
開 発

資 金 ・

人 材

共
同
開
発
β

優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
に
率
い
ら
れ
た
企
画
・
管
理
部
門

B
助
教

研
究
室
２

B
助
教

部
局
A
（
○
学
部
）

部
局
B
（
◇
学
部
）

世
界
的
に
強
み
を
持
つ
学
問
領
域

共
同
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構

国
費
に
よ
る
支
援

優
れ
た
研
究
者
チ
ー
ム
を

部
局
を
超
え
て
編
成
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
）専
用
ス
ペ
ー
ス

A
教
授

研
究
室
１

A
教
授

ク
リエ
イ
テ
ィブ
・マ
ネ
ー
ジ
ャー
（
企
業
と共
同
で
価
値
創
造
を
行
う専
門
家
集

団
）
に
よ
る
イ
ノベ
ー
シ
ョン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

•
企
画
：
（
人
物
像
）
先
端
技
術
の
事
業
化
を
手
掛
け
た
プ
ロ
ジ
ェク
トマ
ネ
ー
ジ
ャー

→
市
場
・技
術
動
向
調
査
に
基
づ
く研
究
・事
業
化
計
画
の
提
案

•
知
財
：
（
人
物
像
）
先
端
技
術
分
野
の
知
財
戦
略
に
精
通
した
弁
護
士
、弁
理
士
等

→
大
学
の
利
益
を
確
保
しつ
つ
、企
業
の
活
用
を
最
大
化
す
る
た
め
の
所
有
権
帰

属
、実
施
許
諾
の
方
法
を
確
立

•
契
約
、財
務
：
（
人
物
像
）
経
理
の
み
な
らず
、様
々
な
研
究
資
源
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
手
法

に
精
通
した
財
務
管
理
の
専
門
家
等

→
研
究
費
の
回
収
は
も
とよ
り、
技
術
デ
ー
タ
や
コン
サ
ル
テ
ィン
グ
、設
備
利
用
な

どに
つ
い
て
も
適
正
な
費
用
負
担
を
交
渉

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
4
0
8
百
万
円
（
新
規
）

大
学

研
究
開
発
部
門

（
企
業
研
究
所
）

製
造
部
門

（
工
場
）

製
造
部
門

（
工
場
）

事
業
部
門

大
学

研
究
開
発
部
門

（
企
業
研
究
所
）

製
造
部
門

（
工
場
）

製
造
部
門

（
工
場
）

事
業
部
門

原
材
料

（
技
術
）

資
金

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構

資
金

製
品
モ

ジ
ュ
ー
ル

資
金

販
売

販
売

①②③

①②③

【
こ
れ
ま
で
の
産
学
連
携
モ
デ
ル
】

【
目
指
す
べ
き
産
学
連
携
モ
デ
ル
】

新
た
な
研

究
成
果

資
金

原
材
料

（
技
術
）

収
益
ベ
ー
ス

で
の
実
施

技
術
シ
ー
ズ

技
術
シ
ー
ズ

技
術
シ
ー
ズ

異
分
野
融
合

・
大
型
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
内
の
ス
タ
ー

研
究
者
を
結
集

ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
へ

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
着
手
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24
9

28
6

31
1

33
9

29
5

31
4

33
4

34
1

39
0

41
6

46
7

22
5

22
9

22
5

22
6

19
9

20
2

20
5

20
2

21
8

21
8

22
4

19
0

20
0

21
0

22
0

23
0

24
0

25
0

26
0

27
0

28
0

29
0

30
0

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

50
0

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

受
入

総
額

1件
当

た
り

の
受

入
額

産
学
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
研
究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
O
P
E
R
A
)

産
業
界
か
ら
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
加
速
に
向
け
て
本
格
的
な
産
学
官
連
携
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
一
方
、
「
民
間
企
業
と
の
１
件
当
た
り
の
研
究
費
受
入
額
」
は
、
依
然
と
し
て
、

約
２
０
０
万
円
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
産
学
連
携
活
動
に
お
け
る
課
題
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

【
民
間
企
業
と
の
１
件
当
た
り
の
受
入
額
の
推
移
】

【
民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
の
受
入
額
規
模
別
実
施
件
数

内
訳
（
平
成
２
７
年
度
）
】

出
典

：文
部

科
学

省
「平

成
２

７
年

度
大

学
等

に
お

け
る

産
学

連
携

等
実

施
状

況
に

つ
い

て
」

※
大

学
等

と
は

、
国

公
私

立
大

学
（
短

期
大

学
を

含
む

）、
国

公
私

立
高

等
専

門
学

校
、

大
学

共
同

利
用

機
関

法
人

を
指

す
。

○
基
礎
研
究
か
ら
社
会
実
装
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
経
営
課
題
の
共
有
を
通
じ
た
本
格
的
な
産

学
連
携
や
拠
点
形
成
、
さ
ら
に
は
産
学
連
携
で
の
人
材
育
成
を
進
め
る
た
め
の
有
効
な
方

策
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

○
次
の
時
代
を
担
う
「
新
た
な
基
幹
産
業
の
育
成
」
に
向
け
た
本
格
的
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
。
具
体
的
に
は
、
非
競
争
領
域
を
中
心
に
複
数
の
企
業
・
大

学
・
研
究
機
関
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
拡
大
し
、
将
来
の
産
業
構
造
の
変
革
を
見
通

し
た
革
新
的
技
術
の
創
出
に
取
り
組
む
。

産
業
界
か
ら
の
提
言

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
2
0
1
5
年
1
0
月
2
0
日
）

「
第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
緊
急
提
言
」
よ
り

○
2
0
2
5
年
度
ま
で
に
大
学
・
国
立
研
究
開
発
法
人
等
に
対
す
る
企
業
の
投
資
額
を
2
0
1
4
年

の
水
準
の
３
倍
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7

（
平
成
2
9
年
６
月
９
日
閣
議
決
定
）

民
間
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
に
よ
り
、
複
数
企
業
か
ら
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
の
連
携
に
よ
る
非
競
争
領
域
に
お
け
る
大
型
共
同
研
究
と
博
士
課
程
学
生
等
の
人
材

育
成
、
大
学
の
産
学
連
携
シ
ス
テ
ム
改
革
等
と
を
一
体
的
に
推
進
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
組
織
」
対
「
組
織
」
に
よ
る
本
格
的
産
学
連
携
を
実
現
し
、
我
が
国
の
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
格
的
駆
動
を
図
る
。

【
支

援
内

容
】

（
新

規
）
フ

ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
・
ス

タ
デ

ィ
０

．
３

億
円

程
度

／
年

度
×

４
領

域
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

機
構

連
携

型
１

億
円

程
度

／
年

度
×

４
領

域
（
継

続
）
１

．
７

億
円

程
度

／
年

度
×

７
領

域
支

援
期

間
：
５

年
度

（
た

だ
し

、
フ

ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
・
ス

タ
デ

ィ
は

、
Ｆ

Ｓ
２

年
度

＋
本

採
択

４
年

度
）

国
JS
T

運
営
費

交
付
金

大
学
等

大
学
等

委
託

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）
：
1
,
8
1
1
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
1
5
5
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

背
景
・
課
題

事
業
概
要

～
10

0万
円

未
満

48
%

～
30

0万
円

未
満

37
%

～
50

0万
円

未
満 7%

～
10

00
万
円

未
満 4%

10
00
万
円

以
上 4%

日
本
の
大
学
等
に
お
け
る

一
件
あ
た
り
共
同
研
究
費

の
規
模
は
約
2
0
0
万
円

（
億

円
）

（
万

円
）

幹
事

機
関

研
究

領
域

主
な

参
画

企
業

平 成 28 ～ 32 年 度

東
北

大
学

世
界

の
知

を
呼

び
込

む
ＩＴ

・
輸

送
シ

ス
テ

ム
融

合
型

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

技
術

の
創

出
東

京
エ

レ
ク

ト
ロ

ン
株

式
会

社
等

山
形

大
学

有
機

材
料

の
極

限
機

能
創

出
と

社
会

シ
ス

テ
ム

化
を

す
る

基
盤

技
術

の
構

築
及

び
ソ

フ
ト

マ
タ

ー
ロ

ボ
テ

ィ
ク

ス
へ

の
展

開
株

式
会

社
カ

ネ
カ

、
帝

人
株

式
会

社
等

名
古

屋
大

学
人

と
知

能
機

械
と

の
協

奏
メ

カ
ニ

ズ
ム

解
明

と
協

奏
価

値
に

基
づ

く
新

し
い

社
会

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
た

め
の

基
盤

技
術

の
創

出
ト

ヨ
タ

自
動

車
株

式
会

社
等

広
島

大
学

ゲ
ノ

ム
編

集
に

よ
る

革
新

的
な

有
用

細
胞

・
生

物
作

成
技

術
の

創
出

大
日

本
住

友
製

薬
株

式
会

社
、

キ
ユ

ー
ピ

ー
株

式
会

社
等

平 成 29 ～ 33 年 度

大
阪

大
学

安
全

・
安

心
・
ス

マ
ー

ト
な

長
寿

社
会

実
現

の
た

め
の

高
度

な
量

子
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
の

創
出

富
士

フ
ィ

ル
ム

Ｒ
Ｉフ

ァ
ー

マ
株

式
会

社
等

信
州

大
学

生
理

学
的

デ
ー

タ
統

合
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
よ

る
生

体
埋

込
型

・
装

着
型

デ
バ

イ
ス

開
発

基
盤

の
創

出
帝

人
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
株

式
会

社
等

東
京

工
業

大
学

大
規

模
都

市
建

築
に

お
け

る
日

常
か

ら
災

害
時

ま
で

安
心

し
て

社
会

活
動

が
継

続
で

き
る

技
術

の
創

出
清

水
建

設
株

式
会

社
、

株
式

会
社

竹
中

工
務

店
等

【
資
金
の
流
れ
】
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経
済

・
社

会
の

変
革

期
に

お
い

て
企

業
単

独
で

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

結
実

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
り

、
「
組
織
」
対
「組
織
」
の
産
学
官
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
る

。

大
学

と
比

較
す

る
と

、
か

ね
て

よ
り

国
立

研
究

開
発

法
人

は
組
織
的
な
総
合
力

で
各
分
野
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
実

行
し

て
き

た
。

国
立

研
究

開
発

法
人

が
そ

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

発
揮

し
、
産
学
官
の
研
究
力
・
人
材
力
強
化
の
中
核
と
し
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
が
急
務

。

第
５

期
科

学
技

術
基

本
計

画
に

お
い

て
は

、
国
立
研
究
開
発
法
人
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
駆
動
力
と
し
て
、
組
織
改
革
と
そ
の
機
能
強
化
を
図
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

未
来

投
資

戦
略

2
0
1
7
に

お
い

て
は

、
2
0
2
5
年
ま
で
に
企
業
か
ら
大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人
等
へ
の
投
資
を
3
倍
増
と
す
る
と
こ
と
を
目
指
す

と
さ

れ
て

い
る

。

【
事
業
の
目
的
】

我
が

国
の

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

促
進

す
る

た
め

、
国

立
研

究
開

発
法

人
を

中
核

と
し

て
、

産
学

官
の

垣
根

を
越

え
た

人
材

糾
合

の
場

（
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ

）
の

形
成

及
び

そ
の

機
能

強
化

を
図

る
。

【
事
業
概
要
】

各
国

立
研

究
開

発
法

人
が

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ

」
の

形
成

及
び

そ
の

機
能

強
化

を
図

る
た

め
、

体
制

整
備

や
、

戦
略

立
案

・
実

行
の

た
め

に
必

要
と

な
る

社
会

・
市

場
の

俯
瞰

、
調

査
・
分

析
、

人
材

交
流

の
促

進
、

連
携

機
関

と
の

共
同

研
究

等
を

、
産

学
官

連
携

等
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
有

す
る

J
S

T
が

強
力

に
支

援
す

る
。

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

ハ
ブ
名

ハ
ブ
の
概
要

こ
れ
ま
で
の
成
果

物
質

・
材

料
研

究
機

構

情
報
統
合
型
物
質
・
材
料

開
発
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

広
範

な
企

業
の

参
画

に
よ

り
、

材
料

科
学

、
デ

ー
タ

科
学

、
計

算
科

学
を

融
合

し
、

帰
納

的
な

材
料

探
索

手
法

（
M

I：
マ

テ
リ

ア
ル

ズ
・
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

）
を

実
証

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
方

法
論

の
構

築
と

そ
れ

を
実

施
可

能
と

す
る

人
材

を
育

成
。

画
期

的
な

磁
石

・
電

池
・
伝

熱
制

御
等

の
新

材
料

設
計

の
実

装
を

目
指

す
。

・
マ

テ
リ

ア
ル

ズ
・
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

に
関

心
の

高
い

企
業

群
に

よ
る

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

立
ち

上
げ

（
平

成

2
9
年

1
0
月

時
点

で
5
9
社

）
。

・
デ

ー
タ

駆
動

型
研

究
に

必
要

な
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

。

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

太
陽
系
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓

に
よ
る
人
類
の
生
存
圏
・
活

動
領
域
拡
大
に
向
け
た
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

企
業

等
の

多
様

な
プ

レ
ー

ヤ
ー

と
J
A

X
A

技
術

の
強

み
と

合
わ

せ
、

非
連

続
か

つ
大

胆
な

分
散

協
調

型
の

方
式

開
発

や
先

行
地

上
技

術
の

宇
宙

実
装

等
、

既
存

概
念

に
と

ら
わ

れ
な

い
シ

ス
テ

ム
改

革
を

推
進

。
課

題
設

定
段

階
か

ら
企

業
等

か
ら

の
ニ

ー
ズ

を
取

り
込

ん
で

研
究

開
発

を
実

施
。

・
知

財
優

遇
制

度
に

よ
り

企
業

連
携

を
促

進
。

・
宇

宙
・
地

上
デ

ュ
ア

ル
ユ

ー
ス

の
共

同
開

発
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

非
宇

宙
分

野
の

企
業

を
含

め
た

5
0
社

以
上

と
の

共
同

研
究

を
実

施
。

防
災

科
学

技
術

研
究

所

「
攻
め
」
の
防
災
に
向
け
た

気
象
災
害
の
能
動
的
軽
減

を
実
現
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ブ

防
災

科
研

の
気

象
災

害
の

早
期

予
測

技
術

を
コ

ア
と

し
、

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
、

Io
T
情

報
技

術
、

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

り
入

れ
、

各
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
密

接
な

連
携

に
よ

り
地

域
特

性
・
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
気

象
災

害
予

測
情

報
シ

ス
テ

ム
の

社
会

実
装

の
実

現
を

目
指

す
。

・
自

治
体

や
市

民
も

参
加

す
る

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

立
ち

上
げ

（
平

成
2
9

年
1
0
月

時
点

で
2
0
2
会

員
）
。

・
Io

T
企

業
や

大
手

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト
ア

と
の

共
同

研
究

の
開

始
等

、
連

携
体

制
を

構
築

。

理
化

学
研

究
所

高
精
度
の
予
測
に
基
づ
く
予

防
医
療
の
実
現
に
向
け
た

疾
患
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
主
導
型

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

疾
患

発
症

過
程

の
理

解
に

基
づ

く
個

別
化

予
防

医
療

の
実

現
の

た
め

、
医

療
機

関
と

連
携

し
、

医
療

デ
ー

タ
を

加
工

・
取

得
し

、
リ

ス
ク

管
理

や
臨

床
現

場
で

の
早

期
診

断
、

意
思

決
定

、
新

薬
開

発
、

治
療

方
法

開
発

の
支

援
を

人
工

知
能

を
活

用
し

て
可

能
と

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

目
指

す
。

・
組

織
横

断
的

連
携

の
た

め
、

科
学

技
術

ハ
ブ

推
進

本
部

を
法

人
内

に
設

置
。

・
１

企
業

４
大

学
病

院
に

よ
る

疾
患

別
連

携
体

制
を

構
築

。

国
立
研
究
開
発
法
人
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
の
形
成

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
2
2
4
百
万
円

平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
3
8
6
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

専
門
人
材
に
よ
る

ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
形

成

新
た
な
連
携
の

枠
組
み企
業

大
学

自
治
体

・
研

究
開

発
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

知
財

管
理

な
ど

の
課

題
解

決
支

援

国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
研
究
開
発
法
人
改
革
の

先
行
実
証
の
場

産
学
官
連
携
手
法
の
改
革

研
究
開
発
手
法
の
改
革

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

理
事
長

・
事

業
規

模
：

～
4
.5

億
円

／
課

題
・
年

・
事

業
期

間
：

平
成

2
7
年

度
～

平
成

3
1
年

度

背
景
・
課
題

事
業
概
要
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セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
C
O
I）
プ
ロ
グ
ラ
ム

支
援

対
象

：
大

学
等

（
１

８
拠

点
）

事
業

規
模

：
１

億
円

～
1
0
億

円
／

拠
点

・
年

事
業

期
間

：
平

成
２

５
年

度
～

平
成

３
３

年
度

（
原

則
９

年
）

○
１

０
年

後
の

目
指

す
べ

き
日

本
の

社
会

像
を

見
据

え
た

ビ
ジ

ョ
ン

主
導

型
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
ン

グ
・
ハ

イ
リ

ス
ク

な
研

究
開

発
を

支
援

。
○

企
業

や
大

学
だ

け
で

は
実

現
で

き
な

い
革

新
的

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
産

学
連

携
で

実
現

す
る

と
と

も
に

、
革

新
的

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
整

備
す

る
。

○
大

学
や

企
業

等
の

関
係

者
が

一
つ

屋
根

の
下

で
議

論
し

、
一

体
（
ア

ン
ダ

ー
ワ

ン
ル

ー
フ

）
と

な
っ

て
取

り
組

む
。

構
造

化
チ

ー
ム

C
O

I拠
点

に
お

け
る

若
手

支
援

、
デ

ー
タ

連
携

、
規

制
対

応
等

の
横

断
的

課
題

へ
の

対
応

や
、

拠
点

間
連

携
の

推
進

等
に

対
し

て
産

学
の

有
識

者
が

支
援

を
実

施
。

ビ
ジ

ョ
ナ

リ
ー

・
チ

ー
ム

各
拠

点
を

評
価

・
支

援
す

る
た

め
、

C
O

I
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
体

を
所

掌
す

る
ガ

バ
ニ

ン
グ

委
員

会
の

下
に

、
企

業
経

験
者

を
中

心
と

し
た

、
社

会
ビ

ジ
ョ

ン
毎

の
チ

ー
ム

を
設

置
し

、 毎
年

サ
イ

ト
ビ

ジ
ッ

ト
、

個
別

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

に
よ

る
徹

底
し

た
進

捗
管

理
を

実
施

。
（
H

2
8
サ

イ
ト

ビ
ジ

ッ
ト

等
実

績
：
計

8
4
回

）

進
捗
管
理
体
制

国
JS
T

大
学
等

大
学
等

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

運
営
費

交
付
金

近
年

、
産

業
界

か
ら

、
産

学
官

連
携

に
積

極
的

に
取

り
組

む
大

学
等

と
の

間
で

、
「
将

来
の

あ
る

べ
き

社
会

像
等

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

探
索

・
共

有
」
し

、
共

同
で

革
新

的
な

研
究

開
発

を
行

う
こ

と
が

強
く

求
め

ら
れ

て
い

る
。

【
「
産

学
官

連
携

に
よ

る
共

同
研

究
の

強
化

に
向

け
て

～
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
共

同
研

究
の

強
化

に
向

け
て

～
」
（
平

成
2
8
年

2
月

1
6
日

日
本

経
済

団
体

連
合

会
）

】
基

本
認

識
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
本

格
化

を
通

じ
た

革
新

領
域

の
創

出
に

向
け

て
は

、
産

学
官

連
携

の
拡

大
、

と
り

わ
け

将
来

の
あ

る
べ

き
社

会
像

等
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
企

業
・
大

学
・
研

究
開

発
法

人
等

が
共

に
探

索
・
共

有
し

、
基

礎
研

究
、

応
用

研
究

お
よ

び
人

文
系

・
理

工
系

等
の

壁
を

越
え

て
様

々
な

リ
ソ

ー
ス

を
結

集
さ

せ
て

行
う

「
本

格
的

な
共

同
研

究
」
を

通
じ

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
加

速
が

重
要

で
あ

る
。

Ⅲ
政

府
に

求
め

ら
れ

る
対

応
政

府
に

は
「
本

格
的

な
共

同
研

究
」
を

積
極

的
に

強
化

す
る

主
体

に
関

し
て

、
共

同
研

究
の

強
化

が
財

務
基

盤
の

弱
体

化
や

教
育

・
研

究
の

質
の

低
下

を
招

か
な

い
た

め
の

シ
ス

テ
ム

改
善

と
、

産
学

官
連

携
が

加
速

す
る

強
力

な
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

シ
ス

テ
ム

の
設

計
を

求
め

る
。

具
体

的
に

は
、

以
下

の
よ

う
な

事
項

が
求

め
ら

れ
る

。
（
中

略
）

政
府

が
支

援
す

る
産

学
官

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
あ

る
「
革

新
的

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
C

O
I 
S
T
R

E
A

M
）
」
「
産

学
共

創
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」
等

に
お

け
る

、
中

長
期

的
な

ビ
ジ

ョ
ン

を
も

っ
た

本
格

的
な

共
同

研
究

を
実

現
す

る
た

め
の

、
継

続
的

か
つ

競
争

環
境

の
変

化
等

に
も

応
じ

う
る

柔
軟

な
資

金
供

給
。

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
8
,
4
6
9
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
8
,
5
6
9
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

背
景
・
課
題

事
業
概
要

3
つ

の
ビ

ジ
ョ

ン
（
1
0
年

後
の

日
本

が
目

指
す

べ
き

姿
）

1

ビ
ジ

ョ
ン

1
 
少

子
高

齢
化

先
進

国
と

し
て

の
持

続
性

確
保

：
S
m

ar
t 

L
if
e
 C

ar
e
, 
A

ge
le

ss
 S

o
c
ie

ty
ビ

ジ
ョ

ン
2
 
豊

か
な

生
活

環
境

の
構

築
（
繁

栄
し

、
尊

敬
さ

れ
る

国
へ

）
：
S
m

ar
t 

J
ap

an
ビ

ジ
ョ

ン
3

活
気

あ
る

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

：
A

c
ti
ve

 S
u
st

ai
n
ab

ili
ty
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研
究
成
果
最
適
展
開
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A
-
S
T
E
P
）

○
産

学
連

携
の

関
係

者
間

に
お

い
て

は
、

基
礎

・
応

用
研

究
の

成
果

と
企

業
ニ

ー
ズ

を
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

こ
と

に
よ

る
単

純
な

リ
ニ

ア
モ

デ
ル

の
研

究
開

発
で

は
実

用
化

・
社

会
実

装
に

は
至

ら
な

い
こ

と
が

共
通

の
理

解
と

さ
れ

て
い

る
。

○
一

方
で

、
基

礎
研

究
の

枠
を

超
え

て
全

国
の

大
学

等
の

技
術

シ
ー

ズ
を

企
業

に
よ

る
価

値
創

出
に

つ
な

ぐ
た

め
に

必
須

で
あ

る
、

産
学

連
携

活
動

を
継

続
的

か
つ

安
定

的
に

維
持

す
る

た
め

の
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
型

の
支

援
が

不
足

し
て

い
る

た
め

、
多

く
の

基
礎

研
究

成
果

が
死

蔵
さ

れ
て

い
る

。

○
特

徴
あ

る
研

究
成

果
を

有
す

る
大

学
等

の
研

究
者

を
基

礎
研

究
か

ら
実

用
化

に
向

け
た

研
究

開
発

へ
と

引
き

込
み

、
社

会
的

イ
ン

パ
ク

ト
の

あ
る

事
業

化
に

つ
な

げ
る

た
め

に
は

、
J
S
T
が

保
有

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
最

大
限

活
用

し
た

人
的

・
資

金
的

支
援

が
必

要
。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

特
定

の
分

野
や

テ
ー

マ
を

設
定

せ
ず

、
全

国
の

大
学

等
の

尖
っ

た
技

術
シ

ー
ズ

を
基

に
、

実
用

化
を

目
指

す
研

究
開

発
を

行
う

技
術

移
転

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

企
業

・
社

会
の

ニ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
前

提
と

し
て

、
概

念
実

証
か

ら
実

用
性

検
証

・
実

用
化

開
発

ま
で

、
切

れ
目

の
な

い
支

援
メ

ニ
ュ

ー
を

揃
え

、
科

学
技

術
に

よ
る

価
値

創
出

を
行

う
。

【
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
2
0
1
7
（
平
成
2
9
年
6
月
2
日
閣
議
決
定
）
に
お
け
る
記
載
】

大
学

等
の

研
究

成
果

へ
の

民
間

企
業

・
投

資
家

の
関

心
を

高
め

事
業

化
に

結
び

付
け

る
た

め
、

ギ
ャ

ッ
プ

フ
ァ

ン
ド

の
充

実
の

検
討

を
含

め
新

た
な

研
究

ア
イ

デ
ア

の
実

現
可

能
性

を
検

証
す

る
概

念
実

証
（
P

O
C

: 
P

ro
o
f 

o
f 

C
o
n
c
e
p
t）

の
実

施
を

促
す

支
援

を
強

化
す

る
。

出
所

：
科

学
技

術
・
学

術
政

策
研

究
所

（
N
IS

T
E
P
）
「
科

学
技

術
の

状
況

に
係

る
総

合
的

意
識

調
査

（
N
IS

T
E
P
 定

点
調

査
2
0
1
3
）
報

告
書

」
（
N
IS

T
E
P
 R

E
P
O
R
T
 N

o
.1

5
7
, 
2
0
1
4
）

フ
ェ

ー
ズ

名
機

能
検

証
産

学
共

同
企

業
主

導

タ
イ

プ
名

試
験

研
究

（
※

1
）

実
証

研
究

シ
ー

ズ
育

成
N

e
xT

E
P

-
B

N
e
xT

E
P

-
A

支
援

の
目

的

大
学

等
シ

ー
ズ

が
企

業
ニ

ー
ズ

の
解

決
に

資
す

る
か

ど
う

か
確

認
す

る
た

め
の

試
験

研
究

を
支

援

企
業

と
の

共
同

研
究

フ
ェ

ー
ズ

に
進

む
た

め
に

必
要

な
実

証
的

な
研

究
を

支
援

大
学

等
の

シ
ー

ズ
の

可
能

性
検

証
・
実

用
性

検
証

フ
ェ

ー
ズ

に
お

い
て

、
中

核
技

術
の

構
築

を
目

指
し

た
産

学
共

同
研

究
開

発
を

支
援

大
学

等
の

シ
ー

ズ
に

つ
い

て
、

研
究

開
発

型
企

業
（
※

2
）
で

の
実

用
化

開
発

を
支

援

大
学

等
の

シ
ー

ズ
に

つ
い

て
、

開
発

リ
ス

ク
を

伴
う

大
規

模
な

実
用

化
開

発
を

支
援

申
請

者
大

学
等

大
学

研
究

者
と

企
業

（
※

3
）

企
業

（
※

3
）

研
究

開
発

期
間

1
年

2
～

6
年

最
長

5
年

最
長

1
0
年

研
究

開
発

費
(間

接
経

費
含

む
)

3
0
0
万

円
／

年
ま

で
1
,0

0
0
万

円
／

年
ま

で
J
S
T
支

出
総

額
2
,0

0
0
万

～
5
億

円
J
S
T
支

出
総

額
3
億

円
ま

で
J
S
T
支

出
総

額
1
5
億

円
ま

で

グ
ラ

ン
ト

マ
ッ

チ
ン

グ
フ

ァ
ン

ド
マ

ッ
チ

ン
グ

フ
ァ

ン
ド

実
施

料
納

付
開

発
成

功
時

要
返

済

実
施

料
納

付

①
我

が
国

の
大

学
の

研
究

者
が

論
文

に
な

り
や

す
い

研
究

を
志

向
す

る
よ

う
に

な
り

、
基

礎
研

究
と

開
発

研
究

の
間

（
応

用
研

究
）
に

ギ
ャ

ッ
プ

が
存

在
す

る
。

②
基

礎
研

究
か

ら
実

用
化

ま
で

の
資

金
的

な
支

援
が

、
切

れ
目

な
く

つ
な

が
っ

て
い

な
い

。
③

産
学

の
橋

渡
し

が
充

分
に

機
能

し
て

い
な

い
（
ニ

ー
ズ

と
シ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

、
産

学
官

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
補

助
等

）

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

脳
深

部
用

極
微

細
内

視
鏡

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
開

発
（
小

山
内

実
氏

（
東

北
大

学
）
）

従
来

大
型

・
高

価
だ

っ
た

脳
内

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

装
置

に
つ

い
て

、
大

学
の

有
す

る
脳

内
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
を

企
業

と
共

同
で

機
器

間
の

結
合

効
率

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

で
、

安
価

・
小

型
化

を
達

成
。

可
搬

性
の

付
与

に
よ

り
、

検
査

範
囲

も
拡

大
。

試
作

品
製

作
ま

で
達

成
。

今
後

は
、

量
産

化
に

向
け

た
試

作
機

の
検

証
を

行
う

実
証

段
階

へ
。

青
色

発
光

ダ
イ

オ
ー

ド
の

実
用

化
（
赤

﨑
勇

氏
（
名

古
屋

大
学

教
授

）
・

豊
田

合
成

（
株

）
）

サ
フ

ァ
イ

ア
基

板
と

窒
化

ガ
リ

ウ
ム

結
晶

の
間

に
窒

化
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
層

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

良
質

な
窒

化
ガ

リ
ウ

ム
の

製
作

を
実

現
。

支
援

期
間

終
了

後
、

豊
田

合
成

(株
)が

平
成

7
年

に
高

輝
度

青
色

発
光

ダ
イ

オ
ー

ド
を

商
品

化
。
赤
﨑
勇
博

士
が

2
0
1
4
年

ノ
ー

ベ
ル

物
理

学
賞

受
賞

。
3
,5

0
0
億

円
の

経
済

波
及

効
果

を
創

出
。

■
我

が
国

の
大

学
研

究
成

果
を

産
学

連
携

な
ど

を
通

じ
て

経
済

的
・

社
会

的
価

値
に

つ
な

げ
て

い
く
上

で
の

障
害

（
上

位
３

つ
）

【
資
金
の
流
れ
】

国 J
S
T

運
営
費

交
付
金

大
学
・
国
立
研
究

開
発
法
人
、
企
業
等

大
学
・
国
立
研
究

開
発
法
人
、
企
業
等

委
託

英
語

名
：

A
d
ap

ta
b
le

 a
n
d
 S

e
am

le
ss

 T
e
c
h
n
o
lo

gy
 T

ra
n
sf

e
r 

P
ro

gr
am

th
ro

u
gh

 T
ar

ge
t-

d
ri
ve

n
 R

&
D

基
礎

研
究

と
実

用
化

の
間

の
大

き
な

ギ
ャ

ッ
プ

を
越

え
る

た
め

、
審

査
の

段
階

か
ら

技
術

の
優

位
性

や
事

業
化

の
可

能
性

を
精

査
し

た
上

で
採

否
を

決
定

す
る

。

J
S
T
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
特

許
や

市
場

動
向

の
調

査
等

も
踏

ま
え

た
専

門
的

な
分

析
を

行
う

。
分

析
結

果
は

J
S
T
の

課
題

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
反

映
し

徹
底

的
な

ハ
ン

ズ
オ

ン
支

援
に

つ
な

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

一
般

に
非

常
に

小
さ

い
革

新
的

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
成

功
確

率
を

向
上

さ
せ

る
。

1
,0

0
0
万

円
／

年
の

タ
イ

プ
を

新
設

し
、

民
間

企
業

が
自

己
資

金
を

投
じ

る
フ

ェ
ー

ズ
ま

で
引

き
上

げ
る

た
め

に
必

要
な

研
究

開
発

を
支

援
す

る
。

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

大
学
等

ア
カ
デ
ミ
ア

大
学
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
中
心

中
堅
・
大
企
業
等
が
中
心

（
T
R

L
は

、
E
u
ro

pe
an

 A
ss

o
c
ia

ti
o
n
 o

f 
R

e
se

ar
c
h
 a

n
d 

T
e
c
h
n
o
lo

gy
 

O
rg

an
iz

at
io

n
s 

(E
A

R
T
O

)等
に

お
け

る
分

類
）

機
能

検
証

フ
ェ

ー
ズ

産
学

共
同

フ
ェ

ー
ズ

企
業

主
導

フ
ェ

ー
ズ

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

大
学

等
・
企

業
の

ニ
ー

ズ
に

対
し

、
迅

速
・
柔

軟
に

対
応

【
事

業
の

ニ
ー

ズ
】

全
国

の
大

学
等

の
基

礎
研

究
成

果
を

基
に

社
会

実
装

に
結

び
付

け
る

企
業

等
（民

間
資

金
）

大
学

等
（公

的
資

金
）

科
研

費
、

戦
略

創
造

等

T
R

L
T
e
c
h
n
o
lo

gy
 

R
e
ad

in
e
ss

L
e
ve

l
(技

術
習

熟
度

レ
ベ

ル
)

※
1

平
成

2
9
年

度
ま

で
は

「
地

域
産

学
バ

リ
ュ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

お
い

て
実

施
※

2
資

本
金

1
0
億

円
以

下
※

3
シ

ー
ズ

の
発

明
者

・
所

有
者

の
了

承
を

得
て

い
る

こ
と

が
必

要

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
（
平
成
2
9
年
6
月
9
日
閣
議
決
定
）
に
お
け
る
記
載
】

基
礎

研
究

と
そ

の
成

果
を

活
用

し
た

概
念

実
証

の
支

援
や

、
将

来
に

わ
た

り
継

続
的

に
民

間
投

資
を

誘
発

す
る

た
め

の
方

策
に

つ
い

て
来

年
度

か
ら

改
革

を
実

施
す

る
。

7

「
地

域
産

学
バ

リ
ュ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

統
合

「
地

域
産

学
バ

リ
ュ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

統
合

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
7
,
6
7
4
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
8
,
1
0
3
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

平
成
2
9
年
度
予
算
額
は
地
域
産
学
バ
リ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
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地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
方

創
生

を
実

現
す

る
た

め
に

、
科

学
技

術
が

駆
動

す
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

重
要

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

（
未

来
投

資
戦

略
2
0
1
7
等

）

一
方

、
地

方
大

学
・
研

究
機

関
等

に
特

徴
あ

る
研

究
資

源
が

あ
っ

て
も

、
事

業
化

経
験

・
ノ

ウ
ハ

ウ
及

び
資

金
等

が
不

足
し

て
い

る
た

め
、

事
業

化
へ

の
つ

な
ぎ

が
進

ま
な

い
。

地
方

大
学

等
の

研
究

成
果

を
事

業
化

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

多
く
の

機
能

支
援

と
資

金
が

必
要

。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

地
域

の
成

長
に

貢
献

し
よ

う
と

す
る

地
域

大
学

に
事

業
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
チ

ー
ム

を
創

設
し

、
地

域
の

競
争

力
の

源
泉

（
コ

ア
技

術
等

）
を

核
に

、
地

域
内

外
の

人
材

や
技

術
を

取
り

込
み

、
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

が
可

能
な

事
業

化
計

画
を

策
定

し
、

社
会

的
イ

ン
パ

ク
ト

が
大

き
く
地

域
の

成
長

と
と

も
に

国
富

の
増

大
に

資
す

る
事

業
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
す

る
。

事
業

化
を

通
じ

て
、

日
本

型
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

形
成

と
地

方
創

生
を

実
現

す
る

。

第
５

章
（
４

）
①

地
域

の
成

長
と

国
富

の
増

大
に

資
す

る
地

域
の

コ
ア

技
術

等
（
競

争
力

の
源

泉
）
を

核
に

、
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

が
可

能
な

事
業

の
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
に

向
け

た
体

制
を

地
域

の
大

学
や

公
的

研
究

機
関

等
に

構
築

す
る

こ
と

で
、

地
域

内
外

の
人

材
・
技

術
を

取
り

込
み

つ
つ

、
知

的
財

産
戦

略
の

強
化

や
最

適
な

技
術

移
転

の
促

進
等

を
図

り
、

日
本

型
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

エ
コ

シ
ス

テ
ム

の
形

成
を

加
速

す
る

。

科
学

技
術

ｲ
ﾉﾍ

ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

総
合

戦
略

2
0
1
7
(平

成
2
9
年

6
月

2
日

閣
議

決
定

)

３
．

（
１

）
ⅳ

）
地

域
大

学
等

の
特

色
あ

る
技

術
を

核
に

事
業

を
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
す

る
チ

ー
ム

を
創

設
、

知
財

戦
略

の
強

化
や

最
適

な
技

術
移

転
を

促
進

し
、

地
域

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

形
成

を
図

る
。

未
来

投
資

戦
略

2
0
1
7
 （

平
成

2
9
年

6
月

9
日

閣
議

決
定

）

知
財

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

技
術

開
発

者

特
徴

あ
る

研
究

資
源

を
有

す
る

地
域

の
大

学
に

お
い

て
、

事
業

化
経

験
を

持
つ

人
材

を
中

心
と

し
た

事
業

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

チ
ー

ム
を

創
設

。
専

門
機

関
を

活
用

し
市

場
・
特

許
分

析
を

踏
ま

え
た

事
業

化
計

画
を

策
定

し
、

大
学

シ
ー

ズ
等

の
事

業
化

を
目

指
す

。

事
業

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

チ
ー

ム
≒

地
域

と
い

う
ﾍ

ﾞﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ

企
業

を
成

長
さ

せ
る

た
め

の
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄﾁ

ｰ
ﾑ

大
学

等 自
治

体
等

地
域

≒
成

長
を

目
指

す
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

地
方

創
生

を
実

現
す

る
た

め
の

地
域

の
技

術
シ

ー
ズ

（
コ

ア
技

術
等

）
を

発
掘

し
、

最
適

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
形

成
し

事
業

化
を

推
進

支
援

体
制

の
構

築

技
術

営
業

財
務

・
ﾏ
ｰ

ｹ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ

地
元

中
小

企
業

等
に

よ
る

商
品

化
（事

業
化

）

戦
略

ﾊ
ﾟｰ

ﾄﾅ
ｰ

へ
の

技
術

移
転

（
事

業
部

等
に

よ
る

推
進

）

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
創

出
と

成
長

コ
ア

技
術

等

推
進

委
員

・
ア

ド
バ

イ
サ

ー
チ

ー
ム

（
及

び
特

許
・
技

術
等

専
門

機
関

を
活

用
）

≒
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄﾁ

ｰ
ﾑ

を
支

え
る

た
め

の
ﾊ

ﾝ
ｽ

ﾞｵ
ﾝ
支

援
で

き
る

支
援

ﾁ
ｰ

ﾑ

国 ≒
ベ

ン
チ

ャ
ー

を
支

援
す

る
株

主

密
な

連
携

ﾊ
ﾝ
ｽ

ﾞｵ
ﾝ
支

援

出
口

→
民

間
資

金
の

獲
得

支
援

対
象

：
大

学
・
研

究
開

発
法

人
及

び
自

治
体

が
指

定
す

る
機

関
等

事
業

規
模

：
1
.2

億
円

程
度

／
機

関
・
年

（
新

規
・
5
機

関
採

択
予

定
）

1
.7

億
円

程
度

／
機

関
・
年

（
継

続
）

※
事

業
期

間
全

体
で

公
的

資
金

と
同

規
模

以
上

の
地

域
負

担
(自

治
体

・
民

間
等

）
を

求
め

る

事
業

期
間

：
平

成
２

８
年

度
～

1
件

あ
た

り
5
年

間
の

支
援

を
実

施
。

国

補
助
金 大
学
・
自

治
体
が
指

定
す
る
機

関
等

大
学
・
自

治
体
が
指

定
す
る
機

関
等

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

•
平

成
2
8
年

度
採

択
の

4
地

域
（
つ

く
ば

、
浜

松
、

福
岡

、
北

九
州

）
に

お
い

て
事

業
推

進
体

制
を

構
築

事
業

ﾌ
ﾟﾛ

ﾃ
ﾞｭ

ｰ
ｻ

ｰ
の

ﾘ
ｸ
ﾙ

ｰ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ

各
地

域
の

常
時

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

•
平

成
2
9
年

度
新

規
と

し
て

1
0
地

域
を

採
択

•
地

域
に

お
け

る
取

組

ヒ
ト

用
脳

波
測

定
デ

バ
イ

ス
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

開
発

（
つ

く
ば

）

内
視

鏡
用

高
色

忠
実

度
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
カ

メ
ラ

試
作

（
浜

松
）

黄
色

有
機

E
L
発

光
材

料
の

耐
久

性
試

験
（
福

岡
）

Io
T
セ

ン
サ

ー
等

に
よ

る
行

動
デ

ー
タ

取
得

・
解

析
（
北

九
州

）

＜
地

域
ｲ
ﾉﾍ

ﾞｰ
ｼ

ｮﾝ
創

出
に

お
け

る
課

題
＞

（
上

位
２
つ

）
（
文

科
省

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
）

応
用

・
実

用
化

研
究

か
ら

商
品

化
が

進
ま

な
い

【
6
4
.4

％
】

資
金

の
確

保
が

難
し

い
【
5
3
.3

％
】

事
業

ﾌ
ﾟﾛ

ﾃ
ﾞｭ

ｰ
ｻ

ｰ
の

招
へ

い
、

技
術

シ
ー

ズ
（
コ

ア
技

術
等

）
の

発
掘

、
調

査
機

関
等

を
活

用
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

厳
選

、
戦

略
構

築
、

出
口

と
し

て
民

間
資

金
等

の
獲

得
を

目
標

、
国

の
知

見
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

を
活

用
し

て
各

地
域

を
サ

ポ
ー

ト

H
2
8
採

択

●
（
財

）
つ

く
ば

グ
ロ

ー
バ

ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
機

構
・

茨
城

県

●
静

岡
大

学
・
浜

松
市

●
九

州
大

学
・
福

岡
県

●
九

工
大

・
北

九
州

市

H
2
9
採

択

●
東

工
大

、
川

崎
市

●
福

井
大

、
福

井
県

●
山

梨
大

、
山

梨
県

●
信

州
大

、
長

野
県

●
三

重
大

、
三

重
県

●
神

戸
大

、
神

戸
市

●
山

口
大

、
山

口
県

●
香

川
大

、
香

川
県

●
愛

媛
大

、
愛

媛
県

●
熊

本
大

、
熊

本
県

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
3
,
0
9
3
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
,
3
5
0
百
万
円
）

背
景
・
課
題

事
業
概
要
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大
学
発
新
産
業
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）

⃝
リ

ス
ク

の
高

い
新

規
マ

ー
ケ

ッ
ト

へ
の

事
業

展
開

・
新

産
業

創
出

に
つ

い
て

は
、

既
存

企
業

等
の

多
く
が

、
リ

ス
ク

の
比

較
的

低
い

コ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

に
関

連
す

る
技

術
の

事
業

化
に

集
中

し
て

い
る

た
め

、
十

分
に

行
わ

れ
て

い
な

い
。

⃝
大
学
等
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、

既
存

企
業

で
は

リ
ス

ク
を

取
り

に
く
い

が
新

事
業

創
出

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

高
い

技
術

シ
ー

ズ
の

迅
速

な
社

会
実

装
が

可
能

で
あ

る
た

め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
し
て
期
待

さ
れ

て
い

る
。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
・
事
業
ス
キ
ー
ム
】

○
大

学
等

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

の
起

業
前

段
階

か
ら
公
的
資
金
と
民
間
の
事
業
化
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

、
リ

ス
ク

は
高

い
が

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
高

い
技

術
シ

ー
ズ

に
関

し
て

、
事

業
戦

略
・
知

財
戦

略
を

構
築

し
つ

つ
、

市
場

や
出

口
を

見
据

え
て

事
業

化
を

目
指

す
こ

と
で

、
成
長
性
の
あ
る
大
学
等
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
創
出
す
る

。

○
革

新
的

な
技

術
シ

ー
ズ

の
事

業
化

や
国

際
展

開
を

積
極

的
に

進
め

る
た

め
、

①
新

事
業

育
成

に
熟

練
し

た
民

間
人

材
を

活
用

、
②

市
場

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

シ
ー

ズ
を

発
掘

、
③

民
間

人
材

が
主

体
と

な
り

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

構
築

・
提

案
、

④
事

業
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
下

、
経

営
人

材
と

研
究

者
の

チ
ー

ム
に

よ
る

研
究

開
発

と
事

業
育

成
を

一
体

的
に

推
進

。

○
J
S
T
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

等
で

創
出

さ
れ

た
技

術
シ

ー
ズ

の
社

会
還

元
を

進
め

る
た

め
、

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

教
育

の

提
供

と
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
探

索
活

動
を

支
援

。

【
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
（
平
成
2
9
年
6
月
9
日
閣
議
決
定
）
に
お
け
る
記
載
】

知
と

人
材

の
拠

点
で

あ
る

大
学

・
研

究
開

発
法

人
を

中
核

と
し

て
、

産
業

界
も

巻
き

込
み

、
社

会
全

体
で

優
れ

た
研

究
開

発
や

ベ
ン

チ
ャ

ー
が

自
発

的
・
連

続
的

に
創

出
さ

れ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

ベ
ン

チ
ャ

ー
の

エ
コ

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
た

め
、

産
学

連
携

の
推

進
や

経
営

力
を

高
め

る
大

学
改

革
、

我
が

国
の

強
み

を
発

揮
で

き
る

分
野

へ
の

研
究

開
発

を
進

め
る

。

東
京

工
業

大
学

及
び

東
京

医
科

歯
科

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

リ
バ

ー
フ

ィ
ー

ル
ド

株
式

会
社

✓
気

体
の

超
精

密
制

御
技

術
を

基
盤

と
し

た
低

侵
襲

手
術

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

シ
ス

テ
ム

を
開

発
中

。
✓

2
0
1
5
年

8
月

内
視

鏡
把

持
ロ

ボ
ッ

ト
を

発
売

。
✓

2
0
1
7
年

1
2
月

現
在

、
民
間
よ
り
約
2
0
億
円
の

出
資

を
受

け
て

い
る

。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

大
学

等

科
学

技
術

振
興

機
構

採
択

研
究

者

技
術

シ
ー

ズ

技
術

シ
ー

ズ

技
術

シ
ー

ズ

・
事

業
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
の

仲
介

に
よ

る
経
営

人
材
と
研
究
者
の
チ
ー
ム

を
結

成
・
事

業
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
下

、
成

長
を

見
据

え
た
知
財
戦
略
・
市

場
戦
略

・
民

間
資

金
呼

び
込

み
に

向
け

た
活

動

選 定

( 目 利 き )

ビ ジ ネ ス

モ デ ル 作 成

①
新

事
業

育
成

に
熟

練
し

た
民

間
人

材
を

活
用

事
業

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

（
Ｖ

Ｃ
・
金

融
機

関
等

）

②
市

場
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
シ

ー
ズ

を
発

掘

事
業

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

③
民

間
人

材
が

主
体

と
な

り
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
構

築
、

提
案

④
経

営
人

材
と

研
究

者
の

チ
ー

ム
に

よ
る

、
研

究
開

発
と

事
業

育
成

を
一

体
的

に
推

進

研
究

者
事

業
プ

ロ
モ

ー
タ

ー

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル

技
術

シ
ー

ズ

経 営 人 材 の 確 保

新 市 場 を

開 拓 す る 大 学 等 発

ベ ン チ ャ ー の 創 出
研

究
者

事
業

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

・
研

究
開

発
・
事

業
育

成
（
実

用
化

開
発

、
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

改
善

等
）

経
営

者
候

補

J
S
T
発

技
術

シ
ー

ズ
の

起
業

化
に

関
心

を
持

つ
研

究
者

を
中

心
に

支
援

・
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
育

成
：
JS
T
内
外
の
セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
等
の
受
講
支
援

・
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

探
索

支
援

：
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
、
ニ
ー
ズ
探
索
、
知
財
戦
略
立
案
等
を
支
援ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル

技
術

シ
ー

ズ
事

業
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
研

究
者

研
究

開
発

支
援

（
チ

ー
ム

と
し

て
採

択
）

・
支

援
金

額
：
4
0
百

万
円

程
度

/
課

題
・
年

・
支

援
期

間
：
3
年

間

事
業

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

活
動

支
援

・
支

援
金

額
：
2
2
百

万
円

程
度

/
機

関
・
年

・
支

援
期

間
：
5
年

度
選

定

・
支

援
金

額
：
5
百

万
円

程
度

/
課

題
・
年

・
支

援
期

間
：
1
年

間

大
学

等
目

利
き

（
公

表
資

料
よ

り
文

部
科

学
省

に
お

い
て

作
成

（
時

価
総

額
に

つ
い

て
は

平
成

29
年

5月
時

点
）
）

国
JS
T

運
営
費

交
付
金

民
間
企
業
・
大
学
・

国
立
研
究
開
発
法
人
等

民
間
企
業
・
大
学
・

国
立
研
究
開
発
法
人
等

委
託

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

名
設

立
年

月
上

場
年

月
上

場
市

場
シ

ー
ズ

創
出

大
学

等
時

価
総

額
（百

万
円

）

1
ペ

プ
チ

ド
リ

ー
ム

　
株

式
会

社
20

06
年

7月
20

13
年

6月
東

証
一

部
東

京
大

学
35

1,
30

5

2
Ｃ

Ｙ
Ｂ

Ｅ
Ｒ

Ｄ
Ｙ

Ｎ
Ｅ

　
株

式
会

社
20

04
年

6月
20

14
年

3月
東

証
マ

ザ
ー

ズ
筑

波
大

学
21

7,
28

4

3
株

式
会

社
　

ユ
ー

グ
レ

ナ
20

05
年

8月
20

12
年

12
月

東
証

一
部

東
京

大
学

97
,1

83

5
株

式
会

社
　

ヘ
リ

オ
ス

20
11

年
2月

20
15

年
6月

東
証

マ
ザ

ー
ズ

理
化

学
研

究
所

69
,8

73

4
サ

ン
バ

イ
オ

　
株

式
会

社
20

01
年

2月
20

15
年

4月
東

証
マ

ザ
ー

ズ
慶

應
義

塾
大

学
56

,5
91

上
場

中
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
の

合
計

値
1,

26
0,

08
4

背
景
・
課
題

事
業
概
要

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
7
8
4
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
,
0
0
1
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
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未
来
社
会
創
造
事
業
（
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
の
推
進
）

○
知

識
や

価
値

の
創

出
プ

ロ
セ

ス
が

大
き

く
変

貌
し

、
経

済
や

社
会

の
在

り
方

、
産

業
構

造
が

急
速

に
変

化
す

る
大

変
革

時
代

が
到

来
。

次
々

に
生

み
出

さ
れ

る
新

し
い

知
識

や
ア

イ
デ

ィ
ア

が
、

組
織

や
国

の
競

争
力

を
大

き
く
左

右
し

、
い

わ
ゆ

る
ゲ

ー
ム

チ
ェ

ン
ジ

が
頻

繁
に

起
こ

る
こ

と
が

想
定

。

○
過

去
の

延
長

線
上

か
ら

は
想

定
で

き
な

い
よ

う
な

価
値

や
サ

ー
ビ

ス
を

創
出

し
、

経
済

や
社

会
に

変
革

を
起

こ
し

て
い

く
た

め
、

新
し

い
試

み
に

果
敢

に
挑

戦
し

、
非

連
続

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
生

み
出

す
ハ

イ
リ

ス
ク

・
ハ

イ
イ

ン
パ

ク
ト

な
研

究
開

発
が

急
務

。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

○
社

会
・
産

業
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
経

済
・
社

会
的

に
イ

ン
パ

ク
ト

の
あ

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト

（
ハ

イ
イ

ン
パ

ク
ト

）
を

明
確

に
見

据
え

た
技

術
的

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

ン
グ

な
目

標
（
ハ

イ
リ

ス
ク

）
を

設
定

。

○
民

間
投

資
を

誘
発

し
つ

つ
、

戦
略

的
創

造
研

究
推

進
事

業
や

科
学

研
究

費
助

成
事

業
等

か
ら

創
出

さ
れ

た
多

様
な

研
究

成
果

を
活

用
し

、
実

用
化

が
可

能
か

ど
う

か
を

見
極

め
ら

れ
る

段
階

（
概

念
実

証
：
P

O
C

）
を

目
指

し
た

研
究

開
発

を
実

施
。

○
探

索
加

速
型

：
国

が
定

め
る

領
域

を
踏

ま
え

、
Ｊ
Ｓ

Ｔ
が

情
報

分
析

及
び

公
募

等
に

よ
り

テ
ー

マ
を

検
討

。
斬

新
な

ア
イ

デ
ア

を
絶

え
間

な
く
取

り
入

れ
る

仕
組

み
を

導
入

し
た

研
究

開
発

を
実

施
。

○
大

規
模

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
：

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
情

報
を

収
集

・
分

析
し

、
現

在
の

技
術

体
系

を
変

え
、

将
来

の
基

盤
技

術
と

な
る

技
術

テ
ー

マ
を

国
が

特
定

。
当

該
技

術
に

係
る

研
究

開
発

に
集

中
的

に
投

資
。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

※
各

国
と

も
ハ

イ
リ

ス
ク

・
ハ

イ
イ

ン
パ

ク
ト

な
研

究
開

発
を

重
視

•
E
U

H
o
ri
zo

n
 2

0
2
0

約
3
,1

0
0
億

円
/
7
年

•
米

国
D

A
R

P
A

約
3
,0

0
0
億

円
/
年

等

○
第

５
期

科
学

技
術

基
本

計
画

『
国

は
、

各
府

省
の

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

、
挑

戦
的

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

ン
グ

）
な

研
究

開
発

の
推

進
に

適
し

た
手

法
を

普
及

拡
大

す
る

。
』

○
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

総
合

戦
略

20
17

『未
来

社
会

創
造

事
業

に
よ

り
、
社

会
・産

業
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
（中

略
）
実

用
化

が
可

能
か

ど
う
か

見
極

め
ら

れ
る

段
階

を
目

指
し

た
研

究
開

発
を

進
め

る
。
』

○
柔

軟
か

つ
迅

速
な

研
究

開
発

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

：

•
ス

モ
ー

ル
ス

タ
ー

ト
で

、
多

く
の

斬
新

な
ア

イ
デ

ア
の

取
り

込
み

。

•
ス

テ
ー

ジ
ゲ

ー
ト

に
よ

る
最

適
な

課
題

の
編

成
・
集

中
投

資
で

、
成

功
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
高

め
る

。

•
テ

ー
マ

の
選

定
段

階
か

ら
産

業
界

が
参

画
。

研
究

途
上

の
段

階
で

も
積

極
的

な
橋

渡
し

を
図

る
（
大

規
模

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
は

、
研

究
途

上
か

ら
企

業
の

費
用

負
担

、
民

間
投

資
の

誘
発

を
図

る
）
。

○
1
,0

0
0
件

を
超

え
る

提
案

を
踏

ま
え

て
重

点
公

募
テ

ー
マ

６
件

を
決

定
。

○
技

術
テ

ー
マ

３
件

を
決

定
。

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
5
,
5
0
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
,
0
0
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

文
部
科
学
省

＜
探
索
加
速
型
＞

・
レ
ー
ザ
ー
プ
ラ
ズ
マ
加
速

・
超
伝
導
接
合

・
量
子
慣
性
セ
ン
サ

・ ・
等

重
点

公
募

テ
ー

マ
の

設
定

に
当

た
っ

て
の

領
域
、
技
術
テ
ー
マ
の
決
定

＜
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
＞

探
索
研
究

(
３
年
程
度
、
２
千
万
円
程
度
/
年
)

本
格
研
究

(
５
年
程
度
、
最
大
４
億
円
程
度
/
年
)

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

重
点
公
募
テ
ー
マ
・
・
・

重
点
公
募
テ
ー
マ
②

・
重
点
公
募
テ
ー
マ
の
設
定

・
重
点
公
募
テ
ー
マ
、
技
術
テ
ー
マ
に
基
づ
く
研
究
開
発
課
題
お
よ
び

研
究
開
発
代
表
者
（
P
L
、
P
M
）
の
選
定

・
進
捗
状
況
把
握
、
評
価
、
研
究
課
題
統
合
・
絞
込
み

等

ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト

技
術
実
証
研
究
（
１
０
年
）

（
１
～
４
年
目
、
最
大
６
億
円
程
度
/
年
）
（
５
～
１
０
年
目
、
最
大
８
億
円
程
度
/
年
）

運
営
費
交
付
金

国
JS
T

大
学
・
国
立
研
究
開
発

法
人
・
民
間
企
業
等

大
学
・
国
立
研
究
開
発

法
人
・
民
間
企
業
等

委
託

超 ス マ ー ト 社 会

の 実 現

持 続 可 能 な 社

会 の 実 現

世 界 一 の 安 全 ・

安 心 社 会 の 実 現

地 球 規 模 課 題

で あ る 低 炭 素

社 会 の 実 現

研
究
開
発
を
横
断
的
に
支
え
る
共
通

基
盤
領
域
(
先
端
計
測
分
析
機
器
等
)

を
平
成
３
０
年
度
か
ら
設
定

※
基

礎
か

ら
P

O
C

（
概

念
実

証
）
ま

で
一

貫
し

た
支

援
を

行
う

た
め

、
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

と
連

携
し

て
運

用
。

探
索

加
速

型
重

点
公

募
テ

ー
マ

大
規

模
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

技
術

テ
ー

マ

平
成

３
０

年
度

予
算

案
内

訳
既

存
６

テ
ー

マ
分

新
規

５
テ

ー
マ

分
既

存
３

テ
ー

マ
分

新
規

３
テ

ー
マ

分

ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト

背
景
・
課
題

事
業
概
要
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世
界

水
準

の
優

れ
た

研
究

大
学

群
を

増
強

す
る

た
め

、
研

究
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
の

確
保

・
活

用
と

大
学

改
革

・
集

中
的

な
研

究
環

境
改

革
の

一
体

的
な

推
進

を
支

援
・
促

進
す

る
と

と
も

に
、

先
導

的
な

研
究

力
強

化
の

取
組

を
加

速
す

る
た

め
の

重
点

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
我

が
国

全
体

の
研

究
力

強
化

を
図

る
。

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：

5
,0

4
8
 百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
5
,5

5
0
百

万
円

）

大
学

等
へ

の
集

中
的

な
支

援
に

よ
り

シ
ス

テ
ム

改
革

等
の

自
主

的
な

取
組

を
促

し
、

国
際

的
に

優
れ

た
研

究
環

境
と

、
新

た
な

融
合

領
域

の
創

出
を

目
指

し
た

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
研

究
水

準
を

誇
る

世
界

か
ら

「
目

に
見

え
る

研
究

拠
点

」
の

構
築

を
引

き
続

き
推

進
し

、
平

成
30

年
度

は
新

規
2拠

点
の

公
募

を
行

う
。

ま
た

、
W

P
Iの

成
果

を
最

大
化

す
る

取
組

を
着

実
に

推
進

す
る

。

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
W
P
I）

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：

7
,0

1
2
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
6
,0

0
1
百

万
円

）

３
．
基
礎
研
究
力
強
化
と
世
界
最
高
水
準
の
研
究
拠
点
の
形
成

•
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
源

泉
で

あ
る

多
様

で
卓

越
し

た
知

を
生

み
出

す
基

盤
の

強
化

の
た

め
、

独
創

的
で

質
の

高
い

多
様

な
学

術
研

究
と

政
策

的
な

戦
略

に
基

づ
く
基

礎
研

究
を

、
強

力
か

つ
継

続
的

に
推

進
す

る
。

•
競

争
的

研
究

費
改

革
等

と
連

携
し

て
研

究
開

発
と

機
器

共
用

の
好

循
環

を
実

現
す

る
新

た
な

共
用

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

推
進

す
る

。

•
大

学
の

研
究

力
強

化
の

た
め

の
取

組
を

戦
略

的
に

支
援

し
、

世
界

水
準

の
優

れ
た

研
究

大
学

群
を

増
強

す
る

。
さ

ら
に

、
国

内
外

の
優

れ
た

研
究

者
を

惹
き

つ
け

る
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

拠
点

の
構

築
を

支
援

す
る

。

科
研

費
は

、
人

文
学

・
社

会
科

学
か

ら
自

然
科

学
ま

で
す

べ
て

の
分

野
に

わ
た

り
、

多
様

で
独

創
的

な
｢学

術
研

究
｣を

幅
広

く
支

援
す

る
。

若
手

研
究

者
へ

の
支

援
の

充
実

や
国

際
共

同
研

究
の

強
化

を
図

り
、

科
研

費
改

革
を

着
実

に
推

進
す

る
。

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
）

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：

2
2
8
,5

5
0
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
2
2
8
,3

5
0
百

万
円

）

競
争

的
資

金
改

革
等

と
連

携
し

、
研

究
組

織
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
一

体
と

な
っ

た
研

究
設

備
・
機

器
の

整
備

運
営

の
早

期
確

立
に

よ
り

、
研

究
開

発
と

共
用

の
好

循
環

を
実

現
す

る
新

た
な

共
用

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
産

学
官

が
共

用
可

能
な

研
究

施
設

・
設

備
等

に
お

け
る

施
設

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

共
用

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
形

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
研

究
開

発
基

盤
の

維
持

・
高

度
化

を
図

る
。

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：

1
,6

0
5
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
1
,5

2
4
百

万
円

）
先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
9
9
,
2
1
9
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
0
0
,
8
1
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

概
要

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

で
定

め
た

戦
略

目
標

・
研

究
領

域
に

お
い

て
、

組
織

・
分

野
の

枠
を

超
え

た
時

限
的

な
研

究
体

制
を

構
築

し
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

指
向

の
戦

略
的

な
基

礎
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
有

望
な

成
果

に
つ

い
て

研
究

を
加

速
・
深

化
す

る
。

•
世

界
的

に
著

名
・
有

望
な

研
究

者
が

多
数

存
在

す
る

我
が

国
に

強
み

の
あ

る
基

盤
的

研
究

領
域

等
に

、
ブ

レ
ー

ク
ス

ル
ー

を
も

た
ら

す
新

技
術

シ
ー

ズ
を

着
実

に
創

出
す

る
た

め
の

戦
略

目
標

・
研

究
領

域
を

引
き

続
き

戦
略

的
に

設
定

。
•

若
手

研
究

者
等

の
挑

戦
的

な
研

究
の

機
会

の
創

出
な

ど
を

実
施

。

戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
（
新
技
術
シ
ー
ズ
創
出
）

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：

4
3
,4

1
0
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
4
5
,8

2
1
百

万
円

）
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科
研

費
は

、
我

が
国

の
産

出
論

文
の

質
・
量

の
両

面
で

牽
引

（
※

）
す

る
な

ど
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

源
泉

で
あ

る
「
学

術
研

究
」
を

支
援

。

科
研

費
改

革
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
制

度
の

「
質

の
向

上
」
と

「
量

の
充

実
」
の

一
体

的
強

化
が

不
可

欠
。

平
成
3
0
年
度
概
算
要
求
額

2
4
4
,
7
7
6
百
万
円
（
2
2
8
,
3
5
0
百
万
円
）

・
国

際
的

な
研

究
力

競
争

の
激

化
、

科
研

費
を

は
じ

め
と

す
る

資
金

需
要

の
増

大

・
研

究
環

境
の

劣
化

（
基

盤
研

究
費

の
縮

減
、

研
究

者
の

独
立

基
盤

の
脆

弱
化

）
・
研

究
者

の
研

究
テ

ー
マ

の
短

期
志

向
、

リ
ス

ク
回

避
傾

向

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
科
研
費
の
研
究
種
目
体
系
】

【
平
成
３
０
年
度
事
業
の
骨
子
】

平
成

３
０

年
度

は
、

こ
れ

ま
で

検
討

を
進

め
て

き
た

「
審

査
シ

ス
テ

ム
改

革
」及

び
「
研

究
種

目
・
枠

組
み

の
見

直
し

」
を

中
心

と
し

た
「
質

の
向

上
」と

以
下

の
取

組
を

強
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

科
研

費
改

革
を

着
実

に
推

進
す

る
。

○
人

文
学

・
社

会
科

学
か

ら
自

然
科

学
ま

で
す

べ
て

の
分

野
に

わ
た

り
、

基
礎

か
ら

応
用

ま
で

の
あ

ら
ゆ

る
「
学

術
研

究
」
（
研

究
者

の
自

由
な

発
想

に
基

づ
く
研

究
）
を

格
段

に
発

展
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

「
競

争
的

資
金

」
。

○
中

核
的

研
究

種
目

の
充

実
を

通
し

た
「
科

研
費

若
手

支
援

プ
ラ

ン
」
の

着
実

な
実

行
や

国
際

共
同

研
究

の
一

層
の

強
化

を
図

る
。

ま
た

、
審

査
区

分
の

大
括

り
化

な
ど

競
争

性
を

高
め

る
審

査
シ

ス
テ

ム
改

革
を

は
じ

め
と

す
る

科
研

費
改

革
の

全
面

展
開

に
よ

り
、

助
成

対
象

の
更

な
る

質
の

向
上

を
図

る
。

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
）

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
2
8
,
5
5
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
2
8
,
3
5
0
百
万
円
）

②
「
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
」
の
発
展
的
見
直
し
に
よ
る
国
際
共
同

研
究
の
推
進

「
海

外
学

術
調

査
」
の

対
象

等
の

見
直

し
に

よ
る

国
際

共
同

研
究

の
強

化
。

・
調

査
等

に
限

ら
ず

研
究

対
象

を
一

般
化

し
、

国
際

共
同

研
究

を
更

に
促

進
。

・
応

募
総

額
：
2
,0

0
0
万

円
程

度
、

研
究

期
間

3
～

6
年

。

・
若

手
研

究
者

の
研

究
組

織
へ

の
参

画
等

を
要

件
と

し
て

、
海

外
研

究
者

と
の

共
同

研
究

基
盤

の
強

化
や

新
た

な
課

題
探

索
等

を
支

援
。

科
学

研
究

費
助

成
事

業
の

安
定

確
保

・
充

実
強

化
の

た
め

、
「
科

研
費

改
革

の
実

施
方

針
」
（
平

成
29

年
１

月
27

日
改

定
）
に

基
づ

き
、

「
科

研
費

審
査

シ
ス

テ
ム

改
革

20
18

」
や

「
科

研
費

若

手
支

援
プ

ラ
ン

」
の

実
施

等
を

通
じ

た
改

革
を

本
年

度
か

ら
進

め
る

。

【
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
に
お
け
る
記
載
】

【
審
査
シ
ス
テ
ム
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
「
科
研
費
若
手
支
援
プ
ラ
ン
」
の
実
行
に
よ
り
、
若
手
研
究
者
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
応
じ
た
支
援
を
強
化
し
つ
つ
、
オ
ー
プ
ン
な
場

で
の
切
磋
琢
磨
を
促
す

若
手

研
究

者
の

基
盤

形
成

を
幅

広
く
支

援
す

る
た

め
、

「
若

手
研

究
」
を

充
実

。

国
際

競
争

下
で

研
究

の
高

度
化

に
欠

か
せ

な
い

、
よ

り
規

模
が

大
き

い
「
基

盤
研

究
（
Ｂ

）
」
の

充
実

。

「
審

査
区

分
」
と

「
審

査
方

式
」
の

一
体

改
革

新
た

な
「
審

査
区

分
表

」を
作

成
（
審

査
区

分
の

大
括

り
化

）

・
「
小

区
分

」
３

０
６

（
現

区
分

の
約

３
割

減
）

・
「
中

区
分

」
６

５
・
「
大

区
分

」
１

１

⇒
自

由
な

発
想

に
基

づ
く
テ

ー
マ

設
定

及
び

分
野

間
の

競
争

・
連

携
を

促
進

。

「
総

合
審

査
」
の

導
入

（
審

査
の

質
の

向
上

）

⇒
合

議
を

重
視

し
、

分
野

の
カ

ベ
を

超
え

た
多

角
的

審
査

を
行

う
「
総

合
審

査
」
の

導
入

。

2,
63

3 
2,

56
6 

2,
38

1 
2,

27
6 

2,
27

3 
2,

27
3 

2,
28

4 
2,

28
6 

1,
00

0

1,
20

0

1,
40

0

1,
60

0

1,
80

0

2,
00

0

2,
20

0

2,
40

0

2,
60

0

2,
80

0

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

科
研

費
予

算
額

の
推

移

※
科

研
費

関
与

論
文

中
の

T
o
p1

0
％

論
文

の
割

合
は

約
1
0
%
で

科
研

費
非

関
与

論
文

の
割

合
（
約

７
％

）
を

大
幅

に
上

回
り

、
産

出
数

も
我

が
国

の
産

出
数

の
約

60
％

を
占

め
る

（W
e
b 

o
f 
S
c
ie

n
c
e
 X

M
L
 を

元
に

科
学

技
術

・
学

術
政

策
研

究
所

が
集

計
）
。

億
円

（
案

）

年
度
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戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
(
新
技
術
シ
ー
ズ
創
出
)

⃝
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
要

と
な

る
基

礎
研

究
は

、
社

会
的

・
経

済
的

価
値

の
創

造
に

結
び

つ
く
に

は
高

い
不

確
実

性
が

伴
い

、
市

場
原

理
に

委
ね

る
の

み
で

は
十

分
に

取
り

組
ま

れ
な

い
こ

と
か

ら
、

そ
の

推
進

は
重

要
。

⃝
科

学
的

知
見

を
社

会
的

・
経

済
的

価
値

の
創

造
に

向
け

て
大

き
く
発

展
さ

せ
る

た
め

、
国

が
目

標
を

示
す

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

戦
略

的
な

基
礎

研
究

を
推

進
す

る
こ

と
が

重
要

。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

（
P３

０
）
第

４
章

（
２

）
①
ⅱ

）
戦

略
的

・
要

請
的

な
基

礎
研

究
の

推
進

に
向

け
た

改
革

と
強

化

企
業

の
み

で
は

十
分

に
取

り
組

ま
れ

な
い

未
踏

の
分

野
へ

の
挑

戦
や

、
分

野
間

連
携

・
異

分
野

融
合

等
の

更
な

る
推

進
と

い
っ

た
観

点
か

ら
、

国
の

政
策

的
な

戦
略

・
要

請
に

基
づ

く
基

礎
研

究
は

、
学

術
研

究
と

共
に

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
源

泉
と

し
て

重
要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
国

は
、

政
策

的
な

戦
略

・
要

請
に

基
づ

く
基

礎
研

究
の

充
実

強
化

を
図

る
。

国
の

戦
略

に
基

づ
く
基

礎
研

究
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
客

観
的

根
拠

に
立

脚
し

た
戦

略
目

標
の

策
定

に
向

け
た

改
革

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

独
創

的
・
革

新
的

な
研

究
の

支
援

を
強

化
す

る
観

点
か

ら
、

若
手

・
女

性
等

に
よ

る
挑

戦
的

な
研

究
の

機
会

や
分

野
・
組

織
を

超
え

た
研

究
の

機
会

の
充

実
を

図
る

。

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

で
定

め
た

戦
略

目
標

・
研

究
領

域
に

お
い

て
、

大
学

等
の

研
究

者
か

ら
提

案
を

募
り

、
組

織
・
分

野
の

枠
を

超
え

た
時

限
的

な
研

究
体

制
（
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

研
究

所
）
を

構
築

し
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

指
向

の
戦

略
的

な
基

礎
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
有

望
な

成
果

に
つ

い
て

研
究

を
加

速
・
深

化
し

、
若

手
研

究
者

等
の

挑
戦

的
な

研
究

の
機

会
の

創
出

な
ど

を
実

施
。

【
第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
け
る
記
載
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

戦
略

目
標

未
来

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
芽

を
育

む
個

人
型

研
究

。
●

研
究

期
間

３
年

半
●

研
究

費
（
直

接
経

費
）

１
人

あ
た

り
総

額
３

～
４

千
万

円
程

度

イ
ン

パ
ク

ト
の

大
き

な
シ

ー
ズ

を
創

出
す

る
た

め
の

チ
ー

ム
型

研
究

。
●

研
究

期
間

５
年

半
●

研
究

費
（
直

接
経

費
）

１
チ

ー
ム

あ
た

り
総

額
１

.５
～

５
億

円
程

度

個
人

研
究

者
の

公
募

・
選

定

領
域

会
議

研
究

チ
ー

ム
の

公
募

・
選

定

研
究

総
括

【
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
】

【
さ
き
が
け
】

【
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
】

○
研

究
総

括
の

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
下

、
目

標
を

共
有

し
研

究
を

推
進

○
全

体
で

年
約

2
0
0
件

を
採

択
（
優

れ
た

研
究

者
に

よ
る

高
い

競
争

性
）
、

年
約

9
0
0
件

の
研

究
課

題
を

支
援

研
究

領
域

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

文
部

科
学

省

研
究

主
監

会
議

卓
越

し
た

人
物

を
研

究
総

括
と

し
て

選
抜

研
究

領
域

の
選

定
、

研
究

総
括

の
選

任

個
人

研
究

者

研
究

総
括

研
究

総
括

研
究

領
域

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

研
究

グ
ル

ー
プ

研
究

グ
ル

ー
プ

研
究

代
表

者

研
究

者

〈
研

究
チ

ー
ム

〉 有
望

な
新

技
術

シ
ー

ズ
を

、
ビ

ジ
ョ

ン
を

持
っ

た
出

口
指

向
の

目
で

抽
出

し
、

シ
ー

ム
レ

ス
に

移
行

【
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指
向
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
先
端
研
究
の
加
速
・
深
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
AC
C
EL
）
】

有
望

な
研

究
成

果
に

つ
い

て
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
指

向
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
よ

っ
て

加
速

・
深

化
※

H
29

採
択

分
か

ら
他

事
業

と
整

理
・
統

合
し

、
「
未

来
社

会
創

造
事

業
」
と

し
て

計
上

。独
創

的
な

研
究

を
、

卓
越

し
た

リ
ー

ダ
－

（
研

究
総

括
）
の

も
と

に
展

開
。

●
研

究
期

間
５

年
程

度
●

研
究

費
（
直

接
経

費
）

１
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
あ

た
り

総
額

１
２

億
円

程
度

を
上

限

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
JS
T

運
営
費

交
付
金

大
学
・
国
立
研
究

開
発
法
人
等

大
学
・
国
立
研
究

開
発
法
人
等

委
託

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
4
3
,
4
1
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
4
5
,
8
2
1
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

○
世
界
的
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
我
が
国
発
の
成
果
を
多
数
創
出

（
過

去
１

０
年

で
「
S
c
ie

n
ce

」誌
に

よ
る

各
年

の
科

学
１

０
大

成
果

に
お

い
て

、
日

本
人

が
貢

献
し

た
成

果
計

１
８

件
の

う
ち

、
９

件
が

本
事

業
が

貢
献

し
た

成
果

）

ガ
ラ
ス
の
半
導
体
に
よ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
高
精
細
化
・
省
電
力
化

【
細

野
秀

雄
東

京
工

業
大

学
教

授
】
（

H
11

～
16

年
度

ER
A

TO
、

H
16

～
22

年
度

SO
RS

T 
）

・
透

明
で

曲
が

る
酸

化
物

（
ガ

ラ
ス

）
な

の
に

半
導

体
に

な
る

全
く
新

し
い

材
料

を
発

見
。

液
晶

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

な
ど

の
高

精
細

化
・
省

電
力

化
の

鍵
と

な
っ

た
。

・
サ

ム
ス

ン
、

シ
ャ

ー
プ

に
特

許
ラ

イ
セ

ン
ス

さ
れ

、
2
0
1
2
年

か
ら

量
産

を
開

始
。

○
顕
著
な
成
果
事
例

iP
S細
胞
を
樹
立
【

2
0
1
2
年

ノ
ー

ベ
ル

生
理

学
・
医

学
賞

受
賞
】

【
山

中
伸

弥
京

都
大

学
教

授
】
（

H
15

～
20

年
度

CR
ES

T、
H

20
～

24
年

度
山

中
iP

S細
胞

特
別

PJ
 ）

・
骨

・
心

臓
・
肝

臓
・
神

経
・
血

液
な

ど
、

人
体

を
構

成
す

る
ど

の
よ

う
な

細
胞

に
も

分
化

す
る

こ
と

が
可

能
な

「
多

能
性

幹
細

胞
」
で

あ
る

iP
S細

胞
に

つ
い

て
、

分
化

し
た

皮
膚

や
血

液
の

細
胞

に
わ

ず
か

な
因

子
を

導
入

す
る

だ
け

で
、

iP
S細

胞
に

変
化

さ
せ

る
技

術
を

確
立

。

・
再

生
医

療
や

創
薬

へ
の

大
き

な
期

待
。

○
世
界
三
大
科
学
誌
へ
の
掲
載
論
文
を
多
数
輩
出

（
「
C

e
ll」

,「
N

at
ur

e
」,

「
S
c
ie

n
ce

」誌
に

掲
載

さ
れ

た
国

内
論

文
の

う
ち

、
２

割
程

度
が

本
事

業
に

よ
る

も
の

）

○
我
が
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
者
を
多
数
輩
出

（
自

然
科

学
系

で
ノ

ー
ベ

ル
賞

受
賞

有
力

候
補

と
目

さ
れ

る
ク

ラ
リ

ベ
イ

ト
・
ア

ナ
リ

テ
ィ

ク
ス

引
用

栄
誉

賞
(2

0
1
6
年

ま
で

は
ト

ム
ソ

ン
・
ロ

イ
タ

ー
引

用
栄

誉
賞

)を
受

賞
し

た
日

本
人

２
３

名
中

１
２

名
（
内

１
名

は
２

回
受

賞
）
が

本
事

業
で

大
き

く
飛

躍
）

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】
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先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業

⃝
我
が
国
が
持
続
的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
成
長
し
て
い
く
に
は
研
究
開
発
活
動
を
支
え
る
最
先
端
の
研
究
施
設
・
設
備
の
整
備
・
共
用
化
が
必
要
。

⃝
第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
、
経
済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
お
い
て
研
究
施
設
・
設
備
等
の
共
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

支
援
対
象
期
間
：
大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人
等

事
業
規
模
：
約
7
千
万
円
／
Ｐ
Ｆ
・
年
（
共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）

約
2
千
万
円
／
組
織
・
年
（
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
）

事
業
期
間
：
平
成
2
8
年
度
～
平
成
3
2
年
度

※
共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
原
則
5
年
間
。
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
は
原
則
3
年
間
。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

国

大
学
・
国
立
研
究

開
発
法
人

大
学
・
国
立
研
究

開
発
法
人

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

人
材

育
成

民
間

活
力

の
導

入
共

通
基

盤
技

術
の

開
発

研
究
設
備
・
機
器
の
共
用
化
に
よ
る
効
果

～
研
究
開
発
と
共
用
の
好
循
環
の
実
現
～

共
用
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

・共
用
機
器
化
に
よ
る
保
守
費
・

設
備
費
・ス
ペ
ー
ス
利
用
の

効
率
化

・研
究
者
の
研
究
時
間
増
大

・専
門
ス
タ
ッフ
の
ス
キ
ル

向
上
・キ
ャリ
ア
形
成

・若
手
研
究
者
や
海
外
・他
機
関

か
ら移
籍
して
き
た
研
究
者
の

速
や
か
な
研
究
体
制
構
築

（
ス

ター
トア

ップ
支

援
）

・産
学
官
連
携
の
強
化

・分
野
融
合
・新
興
領
域
の
拡
大

・試
作
機
の
導
入
・利
用
に
よ
る

技
術
の
高
度
化
、市
場
創
出

・ノ
ウハ
ウ・
デー
タ共
有

SP
rin

g-
8,

 S
AC

LA
, J

-
PA

RC
, 「

京
」

最
先

端
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・共
用

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
の
推
進

（
研
究
組
織
に
よ
る
共
用
）

・短
期
滞
在
者
の
利
便
性
向
上

国
際
共
同
研
究
の
増
加

海
外

研
究

者
に

よる
評

判
向

上
（

大
学

ラン
キ

ング
アッ

プ）
論

文
引

用
度

の
向

上

競
争
的
研
究
費
改
革
と
連
携
し
、
研
究
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

一
体
と
な
っ
た
研
究
設
備
・
機
器
の
整
備
運
営
の
早
期
確
立
に
よ

り
、
研
究
開
発
と
共
用
の
好
循
環
を
実
現
す
る
新
た
な
共
用
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
が
共
用
可
能
な
研
究
施

設
・
設
備
等
に
お
け
る
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
共
用

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
最
高
水
準
の

研
究
開
発
基
盤
の
維
持
・
高
度
化
を
図
る
。

＜
未
来
投
資
戦
略
20
17
＞

産
学
官
連
携
を
支
え
る
先
端
的
な
放
射
光
施
設
等
の
研
究
施
設
・
設
備
の
共
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
・
構
築
す
る

と
と
も
に
、
来
年
度
末
ま
で
に
研
究
組
織
内
共
用
シ
ス
テ
ム
を
7
0組
織
を
目
指
し
て
展
開
す
る
。

研
究
室
A

研
究
組
織
内
共
用
シ
ス
テ
ム

研
究
室
B

研
究
室
C

共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

4
億
円
(
4
億
円
)

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
1
億
円
(
1
0
億
円
)

平
成
29
年
度
ま
で
に
6プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
及
び
47
研
究
組
織
を
採
択
。
技
術
支
援
人
材
の
配

置
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
及
び
研
究
設
備
・
機
器
の
再
配
置
・
更
新
再
生
等
を
実
施
。

利
用
者
等
が
拡
大
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す
る
研
究
成
果
が
創
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

産
官
学
が
共
用
可
能
な
研
究
施
設
・
設
備
を
保
有
す
る
研
究
機
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

「
共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
形
成
を
支
援
す
る
。

＜
具
体
的
な
取
組
内
容
＞

・
取
り
ま
と
め
機
関
を
中
核
と
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
設
置

・
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

・
人
材
育
成
機
能
の
強
化
（
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
・
講
習
）

・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
共
有

・
技
術
の
高
度
化

・
国
際
協
力
の
強
化
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
）

各
研
究
室
等
で
分
散
管
理
さ
れ
て
い
る
研
究
設
備
・
機
器
群
を
一
つ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
下
で

運
営
す
る
共
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
支
援
す
る
。

＜
具
体
的
な
取
組
内
容
＞

・
共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
機
器
の
再
配
置
・
更
新
再
生

・
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
6
0
5
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
5
2
4
百
万
円
）
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5

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

～
世
界
水
準
の
研
究
大
学
群
の
増
強
～

背
景
：
国
際
競
争
力
と
研
究
力
の
厚
み
が
不
十
分

①
国
際
的
に
見
る
と
、
全
体
と
し
て
我
が
国
の
研
究
力
は
相
対
的
に
低
下
傾
向
。

②
我
が
国
に
お
い
て
、
高
引
用
度
（
T
O
P
1
0
%
）
論
文
数
で
上
位
1
0
0
に
入
る
分
野
(
※
)
を
有
す

る
大
学
数
（
0
7
-
1
1
年
の
平
均
値
）
は
、
諸
外
国
と
比
べ
て
少
な
い
。

※
ク

ラ
リ

ベ
イ

ト
・
ア

ナ
リ

テ
ィ

ク
ス

社
の

論
文

分
類

単
位

の
自

然
科

学
系

２
２

分
野

「
日
本
再
興
戦
略
」
（
平
成
2
5
年
6
月
1
4
日
閣
議
決
定
）
第
Ⅱ
.一
.３
.⑤
研
究
支
援
人
材
の
た
め
の
資
金
確
保

研
究
者
が
研
究
に
没
頭
し
、
成
果
を
出
せ
る
よ
う
、
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
等
の
施
策
を
推
進
し
、
リ
サ
ー

チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
等
の
研
究
支
援
人
材
を
着
実
に
配
置
す
る
。

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
（
平
成
2
5
年
6
月
1
4
日
閣
議
決
定
）
成
果
目
標
５
（
社
会
全
体
の
変
化
や
新
た
な
価
値
を
主

導
・
創
造
す
る
人
材
等
の
養
成
）

【
成
果
指
標
】
世
界
で
戦
え
る
「
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
１
０
年
後
に
倍
増

世
界
水
準
の
優
れ
た
研
究
活
動
を
行
う
大
学
群
の
増
強
「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」
の
開
始
（
H
2
5
～
）

◎
平
成
２
５
年
度
に
2
2
機
関
を
選
定
。
支
援
対
象
期
間
1
0
年
間
。

◎
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
(リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
含
む
)群
の
確
保
・
活
用
と

集
中
的
な
研
究
環
境
改
革
等
を
組
み
合
わ
せ
た
研
究
力
強
化
の
取
組
を
支
援

◎
平
成
2
9年
度
に
実
施
し
た
中
間
評
価
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
や
成
果
等
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
平
成
3
0
年
度
以
降
の
「
研
究
力
強
化
構
想
」
を
再
構
築
。
今
後
は
評
価
結
果
を
活
用

し
、
指
標
の
見
直
し
を
含
め
た
新
た
な
指
標
の
設
定
、
事
業
推
進
方
策
を
検
討
。
あ
わ
せ
て
、

補
助
事
業
終
了
後
を
見
据
え
た
自
主
財
源
確
保
も
含
む
自
主
的
な
展
開
に
向
け
た
取
組
を
促
す
。

◎
先
導
的
な
研
究
力
強
化
の
取
組
を
加
速
す
る
た
め
の
重
点
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
（
H
29
年

度
開
始
。
3機
関
を
対
象
。
）

◎
毎
年
度
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、
進
捗
状
況
を
確
認
。

14
6

20
1

21
8

22
5

12
6

(8
6%

)

21
7

(1
08

%
)

23
7

(1
09

%
)

24
4

（
10

8%
）

20
6

23
6

21
6

23
2

33
2

45
3

45
3

47
6

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

50
0

平
成

25
年

度
平

成
26

年
度

平
成

27
年

度
平

成
28

年
度

本
事

業
計

画
数

本
事

業
配

置
数

自
主

財
源

等
配

置
数

総
配

置
数

(平
成

2
9
年

3
月

3
1
日

現
在

)
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
配
置
計
画
・
配
置
数
の
推
移

被
引
用
度
の
高
い
論
文
数
シ
ェ
ア

出
典
：
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所

「
科
学
技
術
指
標
20
16
」

2
0
0
2
年

－
2
0
0
4
年

（
P

Y
）

(平
均

)

T
o
p1

0
％

補
正

論
文

数
（
整

数
カ

ウ
ン

ト
）

国
名

論
文

数
シ

ェ
ア

世
界

ラ
ン

ク

米
国

3
8
,0

7
5
 

4
7
.4

 
1

英
国

8
,9

5
7
 

1
1
.1

 
2

ド
イ

ツ
8
,0

6
8
 

1
0
.0

 
3

日
本

5
,7

5
0
 

7
.2

 
4

フ
ラ

ン
ス

5
,5

2
1
 

6
.9

 
5

カ
ナ

ダ
4
,4

4
7
 

5
.5

 
6

イ
タ

リ
ア

3
,7

4
0
 

4
.7

 
7

中
国

3
,7

2
0
 

4
.6

 
8

４
位

2
0
1
2
年

－
2
0
1
4
年

（
P

Y
）

(平
均

)

T
o
p
1
0
％

補
正

論
文

数
（
整

数
カ

ウ
ン

ト
）

国
名

論
文

数
シ

ェ
ア

世
界

ラ
ン

ク

米
国

5
1
,8

3
7
 

3
9
.5

 
1

中
国

2
2
,8

1
7
 

1
7
.4

 
2

英
国

1
5
,5

3
7
 

1
1
.8

 
3

ド
イ

ツ
1
4
,3

4
3
 

1
0
.9

 
4

フ
ラ

ン
ス

9
,4

2
8
 

7
.2

 
5

カ
ナ

ダ
8
,1

6
0
 

6
.2

 
6

イ
タ

リ
ア

8
,0

4
9
 

6
.1

 
7

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
7
,0

7
4

5
.4

8

ス
ペ

イ
ン

6
,7

7
5

5
.2

9

日
本

6
,5

2
4

5
.0

 
1
0

10
位

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
5
,
0
4
8
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
5
,
5
5
0
百
万
円
）

【
支

援
対

象
機

関
（
2
2
機

関
）
】

リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
U
R
A
）
を
活
用
し
た
研
究
力
強
化
の
取
組

U
R

Aが
大

学
全

体
の

デ
ー

タ
収

集
・
分

析
に

基
づ

く
研

究
力

分
析

（
IR

）
を

行
い

、
大

学
執

行
部

の
補

佐
機

能
を

果
た

し
、

大
学

全
体

の
研

究
力

強
化

戦
略

の
立

案
に

寄
与

U
R

Aが
研

究
者

に
対

す
る

論
文

投
稿

支
援

を
継

続
的

に
実

施
→

大
学

全
体

の
被

引
用

To
p1

0%
論

文
率

向
上

U
R

Aに
よ

る
国

際
共

同
研

究
の

企
画

、
立

案
に

よ
っ

て
国

際
共

同
研

究
を

促
進

。
研

究
成

果
の

国
際

的
な

情
報

発
信

を
支

援
→

国
際

共
著

論
文

率
向

上
U

R
Aが

強
み

と
な

る
分

野
を

分
析

し
、

外
部

資
金

獲
得

に
向

け
た

研
究

者
へ

の
支

援
を

実
施
→

外
部

資
金

獲
得

件
数

、
金

額
増

設
置

形
態

対
象

機
関

国
立

大
学

（
1
7
機

関
）

北
海

道
大

学
、

東
北

大
学

、
筑

波
大

学
、

東
京

大
学

、

東
京

医
科

歯
科

大
学

、
東

京
工

業
大

学
、

電
気

通
信

大
学

、
名

古
屋

大
学

、
豊

橋
技

術
科

学
大

学
、

京
都

大
学

、
大

阪
大

学
、

神
戸

大
学

、
岡

山
大

学
、

広
島

大
学

、
九

州
大

学
、

熊
本

大
学

、
奈

良
先

端
科

学
技

術
大

学
院

大
学

私
立

大
学

（
2
機

関
）

慶
應

義
塾

大
学

、
早

稲
田

大
学

大
学

共
同

利
用

機
関

（
3
機

関
）

自
然

科
学

研
究

機
構

、
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

、

情
報

・
シ

ス
テ

ム
研

究
機

構
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•
支

援
対

象
：
研

究
機

関
に

お
け

る
基

礎
研

究
分

野
の

研
究

拠
点

構
想

•
支

援
規

模
：
最

大
7
億

円
/
年

×
1
0
年

（
H

1
9
、

2
2
年

度
採

択
拠

点
は

～
1
4
億

円
/
年

程
度

）
※

拠
点

の
自

立
化

を
求

め
る

観
点

か
ら

、
中

間
評

価
後

は
支

援
規

模
の

漸
減

を
原

則
と

し
、

特
に

優
れ

た
拠

点
に

つ
い

て
は

、

そ
の

評
価

も
考

慮
の

上
、

支
援

規
模

を
調

整

•
事

業
評

価
：
ノ

ー
ベ

ル
賞

受
賞

者
や

著
名

外
国

人
研

究
者

で
構

成
さ

れ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
委

員
会

や
P

D
・
P

O
に

よ
る

丁
寧

か
つ

き
め

細
や

か
な

進
捗

管
理

を
実

施

【
事
業
目
的
・
実
施
内
容
】

【
拠
点
が
満
た
す
べ
き
要
件
】

•
大

学
等

へ
の

集
中

的
な

支
援

に
よ

り
、

シ
ス

テ
ム

改
革

の
導

入
等

の
自

主
的

な
取

組
を

促
し

、
優

れ
た

研
究

環
境

と
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

水
準

を
誇

る
「
目

に
見

え
る

研
究

拠
点

」を
形

成
。

•
総

勢
7
0
～

1
0
0
人

程
度

以
上

（
H

1
9
、

2
2
年

度
採

択
拠

点
は

1
0
0
人

～
）

•
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

P
Iが

7
～

1
0
人

程
度

以
上

（
H

1
9
、

2
2
年

度
採

択
拠

点
は

1
0
人

～
）

•
研

究
者

の
う

ち
、

常
に

3
0
％

以
上

が
外

国
人

•
事

務
・
研

究
支

援
体

制
ま

で
、

す
べ

て
英

語
が

標
準

の
環

境

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
W
P
I）

•
国

際
的

な
頭

脳
獲

得
競

争
の

激
化

の
中

で
我

が
国

が
生

き
抜

く
た

め
に

は
、

優
れ

た
人

材
が

世
界

中
か

ら
集

っ
て

く
る

”
国

際
頭

脳
循

環
の

ハ
ブ

”
と

な
る

研
究

拠
点

の
構

築
が

必
須

。

•
W

P
Iプ

ロ
グ

ラ
ム

の
支

援
に

よ
り

、
世

界
ト

ッ
プ

機
関

と
並

ぶ
卓

越
し

た
研

究
力

や
国

際
化

を
達

成
し

た
、

世
界

か
ら

「
目

に
見

え
る

研
究

拠
点

」
の

形
成

に
成

功
。

•
平

成
2
9
年

度
は

新
規

2
拠

点
を

選
定

し
、

平
成

3
0
年

度
は

さ
ら

に
新

規
2
拠

点
の

公
募

を
実

施
予

定
。

ま
た

、
補

助
金

終
了

後
の

W
P

I拠
点

を
は

じ
め

と
す

る
拠

点
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
し

、
そ

れ
ら

の

持
つ

経
験

・
ノ

ウ
ハ

ウ
を

展
開

す
る

こ
と

で
全

国
的

な
基

礎
研

究
力

の
強

化
に

つ
な

げ
る

新
た

な
枠

組
み

で
あ

る
”
W

P
Iア

カ
デ

ミ
ー

”
を

立
ち

上
げ

、
W

P
Iの

成
果

最
大

化
の

取
組

を
開

始
。

背
景
・
課
題

【
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
に
お
け
る
記
載
】

中
短

期
工

程
表

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

を
生

み
出

す
好

循
環

シ
ス

テ
ム

④
」

：
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
研

究
拠

点
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
W

P
I）

の
構

築
を

推
進

世
界
最
高
水
準
の
研
究

-S
ci

en
ce

-

国
際
的
な
研
究
環
境
の
実
現

-G
lo

ba
liz

at
io

n-

研
究
組
織
の
改
革

-R
ef

or
m

-

融
合
領
域
の
創
出

-F
us

io
n-

4つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
に
よ
り

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
を
構
築

（
参

考
）
質

の
高

い
論

文
の

輩
出

割
合

※

※
機

関
（
先

行
5
拠

点
）
か

ら
出

た
論

文
の

う
ち

、
他

の
研

究
者

か
ら

引
用

さ
れ

る
回

数
（
被

引
用

数
）
が

多
い

上
位

1
％

に
ラ

ン
ク

イ
ン

す
る

論
文

の
割

合
。

（
ト

ム
ソ

ン
・
ロ

イ
タ

ー
社

（
当

時
）
調

べ
（2

00
7年

～
2
01

3年
）
）

•
世

界
の

ト
ッ

プ
機

関
と

同
等

以
上

の
卓

越
し

た
研

究
成

果

•
平

均
で

研
究

者
の

4
0
%
以

上
が

外
国

人

•
民

間
企

業
や

財
団

等
か

ら
大

型
の

寄
付

金
・
支

援
金

を
獲

得
例

：
大

阪
大

学
IF

R
e
C

と
製

薬
企

業
2
社

の
包

括
連

携
契

約
（
1
0
0
億

円
＋

α
/
1
0
年

）

【
W
P
I拠
点
一
覧
】

①
補

助
金

支
援

実
施

中
の

拠
点

へ
の

支
援

を
引

き
続

き
着

実
に

実
施

②
W

P
Iの

成
果

最
大

化
の

取
組

を
引

き
続

き
着

実
に

実
施

③
平

成
2
9
年

度
に

引
き

続
き

、
新

規
2
拠

点
（7

億
円

程
度

×
10

年
）の

公
募

を
実

施

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
7
,
0
1
2
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
6
,
0
0
1
百
万
円
）

～
平
成
3
0
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
～

事
業
概
要
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○
現

在
、

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

の
遅

れ
や

若
手

研
究

者
が

能
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
環

境
整

備
の

遅
れ

な
ど

か
ら

、
我

が
国

の
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
基

盤
的

な
力

が
弱

ま
っ

て
き

て
い

る
点

な
ど

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。

○
こ

う
し

た
諸

課
題

に
対

し
て

、
知

の
基

盤
の

強
化

が
強

く
求

め
ら

れ
て

お
り

、
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

は
、

世
界

に
開

か
れ

た
魅

力
あ

る
研

究
環

境
を

構
築

す
る

役
割

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

○
我

が
国

の
学

術
研

究
の

水
準

の
向

上
と

均
衡

あ
る

発
展

を
図

る
た

め
、

戦
略

的
・
計

画
的

に
推

進
す

る
こ

と
が

必
要

。

背
景
・
課
題

【
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
2
0
1
7
に
お
け
る
記
載
】

事
業
概
要
等

【
目
的
】

○
最

先
端

の
大

型
研

究
装

置
等

に
よ

り
人

類
未

踏
の

研
究

課
題

に
挑

み
、

世
界

の
学

術
研

究
を

先
導

○
国

内
外

の
優

れ
た

研
究

者
を

結
集

し
国

際
的

な
研

究
拠

点
を

形
成

す
る

と
と

も
に

、
研

究
活

動
の

共
通

基
盤

を
提

供

【
学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
方
策
】

○
日

本
学

術
会

議
に

お
い

て
科

学
的

観
点

か
ら

策
定

し
た

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
を

踏
ま

え
つ

つ
、

文
部

科
学

省
に

お
い

て

戦
略

性
・
緊

急
性

等
を

加
味

し
、

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
策

定
。

そ
の

中
か

ら
実

施
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

選
定

。

○
原

則
１

０
年

間
の

年
次

計
画

を
策

定
し

、
専

門
家

等
で

構
成

さ
れ

る
委

員
会

で
評

価
・
進

捗
管

理

○
大

規
模

学
術

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

促
進

事
業

と
し

て
、

国
立

大
学

運
営

費
交

付
金

等
の

基
盤

的
経

費
に

よ
り

戦
略

的
・
計

画
的

に
支

援

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
主
な
成
果
】

○
ノ

ー
ベ

ル
賞

受
賞

に
つ

な
が

る
画

期
的

研
究

成
果

（
受

賞
歴

：
H

1
4
小

柴
昌

俊
氏

、
H

2
0
小

林
誠

氏
、

益
川

敏
英

氏
、

H
2
7
梶

田
隆

章
氏

）

○
年

間
約

１
万

人
の

共
同

研
究

者
（
そ

の
約

半
数

が
外

国
人

）
が

集
結

し
、

国
際

共
同

研
究

を
推

進
（
共

同
研

究
者

数
：
1
0
,0

2
7
名

内
外

国
人

：
5
,1

8
9
名

H
2
8
実

績
）

○
産

業
界

と
連

携
し

た
最

先
端

の
研

究
装

置
開

発
に

よ
り

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
に

も
貢

献
（
す

ば
る

望
遠

鏡
の

超
高

感
度

カ
メ

ラ
➠

医
療

用
X
線

カ
メ

ラ
）

大
規
模
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
で
推
進
す
る
主
な
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

太
陽
系
外
惑
星
の
探
査
、
宇
宙
初
期
の
天
体
の
成
り
立
ち

な
ど
新
た
な
宇
宙
像
の
開
拓

３
０
ｍ
光
学
赤
外
線
望
遠
鏡
(
Ｔ
Ｍ
Ｔ
)
計
画
の
推
進

〔
自
然
科
学
研
究
機
構
国
立
天
文
台
〕

実
施

機
関

：
国

立
大

学
法

人
及

び
大

学
共

同
利

用
機

関
法

人
事

業
規

模
：
（
Ｈ

２
９

）
３

２
６

億
円

／
計

１
２

事
業

事
業

期
間

：
１

０
年

程
度

国

運
営
費

交
付
金
等

国
立
大
学
法
人

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人

国
立
大
学
法
人

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人

第
４
章
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
的
な
力
の
強
化

（
２
）
知
の
基
盤
の
強
化

［
Ｂ
］
重
き
を
置
く
べ
き
課
題

①
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
と
し
て
の
学
術
研
究
と
戦
略
的
・
要
請
的
な
基
礎
研
究
の
推
進

国
際
性
の
観
点
か
ら
、
〔
中
略
〕
学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や
国
際
共
同
研
究
の

戦
略
的
な
推
進
を
図
り
、
優
れ
た
研
究
環
境
と
高
い
研
究
水
準
を
誇
り
、
国
内
外
か
ら
第
一
線
の
研

究
者
を
引
き
付
け
、
国
際
頭
脳
循
環
の
中
核
と
な
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
拠
点
の
形
成
が
必
要
で

あ
る
。

我
が
国
の
大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
を
支
え
る

情
報
基
盤
の
強
化

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
S
I
N
E
T
）
整
備

〔
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所
〕

国
内

の
大

学
等

を
１

０
０

G
bp

sの
高

速
通

信
回

線
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

結
び

、

共
同

研
究

の
基

盤
を

提
供

。
全

国
８

０
０

以
上

の
大

学
や

研
究

機
関

、
約

３
０

０
万

人
の

研
究

者
・
学

生
が

活
用

す
る

我
が

国
の

学
術

研
究

・
教

育

活
動

に
必

須
の

学
術

情
報

基
盤

。

世
界
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
先
導
す
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）
：
3
2
,
5
7
8
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
2
,
5
7
8
百
万
円
）

参
考

ハ
ワ

イ
島

マ
ウ

ナ
ケ

ア
山

頂
域

に
、

日
・
米

・
カ

ナ
ダ

・
中

国
・
イ

ン
ド

の
国

際
協

力
事

業
と

し
て

口
径

3
0
ｍ

の
光

学
赤

外
線

望
遠

鏡
（
Ｔ

Ｍ
Ｔ

(T
h
ir
ty

 M
e
te

r
T
e
le

sc
o
pe

)）
を

建
設

し
、

太
陽

系
外

の
第

２
の

地
球

探
査

、
宇

宙
で

最
初

に
誕

生
し

た
星

や
銀

河
の

検
出

等
を

目
指

す
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
予
言
し
た
重
力
波
（
時
空
の
歪
み
）

観
測
に
よ
る
重
力
波
天
文
学
の
創
成

大
型
低
温
重
力
波
望
遠
鏡
(
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
)
計
画

〔
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
〕

一
辺

３
km

の
L
字

型
の

レ
ー

ザ
ー

干
渉

計
に

よ
り

重
力

波
を

観
測

し
、

ブ
ラ

ッ
ク

ホ
ー

ル
や

未
知

の
天

体
等

の
解

明
を

目
指

す
と

と
も

に
、

日
米

欧
に

よ
る

国
際

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

、
重

力
波

天
文

学
の

構
築

を
目

指
す

。
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４
．
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
・
確
保

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
多
様
な
人
材
の
育
成
や
活
躍
促
進
を
図
る
た
め
の
様
々
な
取
組
を
重
点
的
に
推
進
。

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
5
,
8
6
2
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
6
,
9
8
8
百
万
円
）

高
校

中
学
校

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
支
援
事
業

大
学

大
学
院

次
世
代
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
事
業
（
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
-
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
）

特
別
研
究
員
事
業

ポ
ス
ド
ク

科
学
技
術
人
材
育
成
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
築

研
究
者

1
,2
4
2
百
万
円
（
1
,3
2
6
百
万
円
）

9
8
9
百
万
円
（
1
,0
8
8
百
万
円
）

1
5
,8
5
7
百
万
円
（
1
6
,0
8
2
百
万
円
）

2
,2
1
9
百
万
円
（
2
,2
1
9
百
万
円
）

■
若
手
研
究
者
等
の
育
成
・
活
躍
促
進

4
5
百
万
円
（
4
5
百
万
円
）

3
5
7
百
万
円
（
3
3
0
百
万
円
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｐ
Ｍ
）
の
育
成
・
活
躍
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
4
0
百
万
円
（
1
4
0
百
万
円
）

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
環
境

実
現
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

■
女
性
研
究
者
の
活
躍
促
進

特
別
研
究
員
(Ｒ
Ｐ
Ｄ
)事
業

女
子
中
高
生
の
理
系
進
路

選
択
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

研
究

と
出

産
・

育
児

・
介

護
等

と
の

両
立

や
女

性
研

究
者

の
研

究
力

向
上

を
通

じ
た

リ
ー

ダ
ー

育
成

な
ど

、
大

学
等

に
お

け
る

研
究

環
境

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

実
現

を
支

援
。

科
学
技
術
、
理
科
・
数
学
へ
の

さ
ら
な
る
関
心
向
上
、
優
れ
た

素
質
を
持
つ
生
徒
の
発
掘
・
才

能
の
伸
長
を
図
る
。

◆
各
学
校
段
階
に
お
け
る
力
試
し
・

切
磋
琢
磨
の
場

国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

○
優
秀
な
若
手
研
究
者
に
対
す
る
主
体
的
な
研
究
機
会
の
提
供

○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
な
る
多
様
な
人
材
の
育
成
・
確
保

○
我
が
国
を
牽
引
す
る
若
手
研
究
者
の
育
成
・
活
躍
促
進

卓
越
研
究
員
事
業

1
,6
6
8
百
万
円
(1
,5
1
0
百
万
円
)

優
秀

な
若

手
研

究
者

に
対

し
、

安
定

か
つ

自
立

し
て

研
究

を
推

進
で

き
る

環
境

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

全
国

の
産

学
官

の
研

究
機

関
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
た

新
た

な
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

提
示

。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業

5
1
4
百
万
円
（
6
4
4
百
万
円
）

先
進

的
な

理
数

系
教

育
を

実
施

す
る

高
等

学
校

等
を

S
S

H
に

指
定

し
、

支
援

。
女

子
中

高
生

の
理

系
分

野
へ

の
興

味
・

関
心

を
高

め
、

適
切

に
理

系
進

路
を

選
択

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

よ
う

、
地

域
で

継
続

的
に

行
わ

れ
る

取
組

を
推

進
。

ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
育
成
塾
2
1
0
百
万
円
（
1
0
0
百
万
円
）

デ
ー
タ
関
連
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
5
2
百
万
円
（
2
1
3
百
万
円
）

理
数

・
情

報
分

野
で

特
に

意
欲

や
突

出
し

た
能

力
を

有
す

る
全

国
の

小
中

学
生

を
対

象
に

、
大

学
等

が
特

別
な

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

。

こ
れ

ま
で

各
大

学
等

で
実

施
し

て
き

た
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
育

成
に

係
る

取
組

の
成

果
や

知
見

を
活

用
し

つ
つ

、
起

業
活

動
率

の
向

上
、

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

醸
成

を
目

指
し

、
我

が
国

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

創
出

力
を

強
化

。

小
学
校

■
次
代
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
の
育
成

9
3
0
百
万
円
（
9
3
0
百
万
円
）

※
特
別
研
究
員
事
業
の
一
部

■
研
究
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
促
進

優
れ

た
研

究
者

が
、

出
産

・
育

児
に

よ
る

研
究

中
断

後
に

、
円

滑
に

研
究

現
場

に
復

帰
で

き
る

よ
う

、
研

究
奨

励
金

を
支

給
し

、
支

援
。

（
R

P
D

: 
R

e
s
ta

rt
 P

o
s
td

o
c
tr

a
l

F
e
llo

w
s
h

ip
)

若
手

研
究

者
・

女
性

研
究

者
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

構
築

に
係

る
大

学
等

の
取

組
へ

の
支

援
を

一
体

的
に

実
施

す
る

こ
と

で
、

全
学

的
な

キ
ャ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
促

す
。



卓
越
研
究
員
事
業

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
閣
議
決
定
文
書
等
に
お
け
る
記
載
】

○
第

5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
抄

）
（
平

成
2
8
年

1
月

2
2
日

閣
議

決
定

）
優

れ
た

若
手

研
究

者
に

対
し

て
は

、
安

定
し

た
ポ

ス
ト

に
就

き
な

が
ら

独
立

し
た

自
由

な
研

究
環

境
の

下
で

活
躍

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
制

度
を

創
設

し
、

若
手

支
援

の
強

化
を

図
る

。

○
未

来
投

資
戦

略
2
0
1
7
（
-
S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

た
改

革
-
）
（
抄

）
（
平

成
2
9
年

6
月

9
日

閣
議

決
定

）
優

秀
な

人
材

が
研

究
者

を
目

指
す

よ
う

、
卓

越
研

究
員

事
業

の
推

進
等

に
よ

り
若

手
研

究
者

の
安

定
・
自

立
し

た
研

究
環

境
を

確
保

す
る

。

○
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
1
7
に

つ
い

て
（
抄

）
（
平

成
2
9
年

6
月

9
日

閣
議

決
定

）
卓

越
大

学
院

（
仮

称
）
の

具
体

化
や

高
等

専
門

学
校

教
育

の
高

度
化

に
よ

る
教

育
研

究
拠

点
の

強
化

や
卓

越
研

究
員

制
度

等
に

よ
る

人
材

の
育

成
・
確

保
等

を
進

め
る

。

●
若

手
研

究
者

が
、

任
期

付
き

雇
用

な
ど

不
安

定
な

雇
用

に
よ

っ
て

、
新

た
な

研
究

領
域

に
挑

戦
し

、
独

創
的

な
成

果
を

出
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
環

境
に

置
か

れ
て

い
な

い
。

●
博

士
号

を
取

得
し

、
高

度
な

専
門

性
を

持
つ

研
究

者
が

産
学

官
の

セ
ク

タ
ー

間
を

超
え

て
十

分
に

活
躍

で
き

て
お

ら
ず

、
世

界
規

模
で

の
急

速
な

産
業

構
造

変
化

へ
の

対
応

が
困

難
な

状
況

。

●
特

に
国

立
大

学
に

つ
い

て
は

、
「
国

立
大

学
経

営
力

戦
略

」
等

に
基

づ
く
自

己
改

革
を

基
盤

と
し

て
、

若
手

研
究

者
が

活
躍

で
き

る
環

境
整

備
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

✔
支

援
対

象
機

関
：

国
公

私
立

大
学

、
国

立
研

究
開

発
法

人
、

民
間

企
業

等

✔
人

数
：
1
0
0
名

程
度

（
平

成
3
0
年

度
新

規
分

）

✔
支

援
内

容
：

研
究

費
→

年
間

6
百

万
円

（
上

限
）
／

人
（
2
年

間
）

研
究

環
境

整
備

費
→

年
間

2
～

3
百

万
円

（
上

限
）
／

人
（
5
年

間
）

※
人

文
・
社

会
科

学
系

は
、

そ
れ

ぞ
れ

3
分

の
2
程

度
の

額
を

支
援

予
定

○
新

た
な

研
究

領
域

に
挑

戦
す

る
よ

う
な

若
手

が
安

定
か

つ
自

立
し

て
研

究
を

推
進

で
き

る
環

境
を

実
現

す
る

。
○

全
国

の
産

学
官

の
研

究
機

関
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
て

活
躍

し
得

る
若

手
研

究
者

の
新

た
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
開

拓
す

る
。

本
事

業
で

は
、

産
学

官
の

研
究

機
関

で
活

躍
し

得
る

意
欲

や
柔

軟
性

を
有

し
、

新
た

な
研

究
領

域
の

開
拓

等
を

実
現

で
き

る
よ

う
な

若
手

研
究

者
が

、
産

学
官

の
研

究
機

関
に

お
い

て
安

定
か

つ
自

立
し

た
研

究
環

境
を

得
た

場
合

に
、

当
該

研
究

機
関

に
対

し
支

援
を

行
う

。

≪
実

施
イ

メ
ー

ジ
≫

卓
越

研
究

員
希

望
機

関
（
大

学
、

研
究

開
発

法
人

、
企

業
等

）
若

手
研

究
者

文
部

科
学

省
（
J
S
P

S
）

B
:当

事
者

間
交

渉
の

完
了

C
:雇

用
の

開
始成

立
（
ⅱ

）
（
ⅳ

）
を

経
て

、
B

、
C

（
平

成
3
0
年

度
中

）
の

場
合

、
・
卓

越
研

究
員

候
補

者
を

平
成

3
0
年

度
の

卓
越

研
究

員
と

し
て

決
定

・
支

援
希

望
機

関
に

対
し

て
、

研
究

費
、

研
究

環
境

整
備

費
の

補
助

申
請

（
ⅲ

）

審
査

、
卓

越
研

究
員

候
補

者
の

決
定

（
ⅳ

）
ポ

ス
ト

の
一

覧
化

公
開

（
ⅱ

）
A

：
当

事
者

間
交

渉

ポ
ス

ト
の

提
示

（
ⅰ

）

平
成

2
8
年

度
は

、
本

事
業

を
通

じ
て

少
な

く
と

も
1
1
9
名

の
若

手
研

究
者

に
安

定
か

つ
自

立
的

な
研

究
環

境
を

創
出

（
平

成
2
9
年

4
月

1
日

時
点

）
。

卓
越

研
究

員
に

決
定

し
た

者
は

8
7
名

。

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
6
6
8
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
5
1
0
百
万
円
）

背
景
・
課
題

事
業
概
要
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⃝
若

手
研

究
者

・
女

性
研

究
者

は
研

究
現

場
の

原
動

力
で

あ
り

、
そ

の
育

成
・
活

躍
促

進
に

は
明

確
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
下

、
多

様
な

経
験

や
挑

戦
の

機
会

が
必

要
。

⃝
我

が
国

の
基

礎
科

学
力

の
低

下
が

深
刻

化
し

て
い

る
が

、
現

状
、

若
手

研
究

者
の

雇
用

は
引

き
続

き
不

安
定

で
あ

り
、

こ
う

し
た

状
況

か
ら

、
博

士
課

程
へ

の
進

学
率

は
減

少
傾

向
。

ま
た

女
性

研
究

者
の

研
究

力
向

上
等

を
通

じ
た

研
究

環
境

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

実
現

や
研

究
者

の
国

内
外

の
流

動
性

も
依

然
と

し
て

課
題

。

⃝
こ

の
た

め
、

多
く
の

若
手

研
究

者
・
女

性
研

究
者

を
抱

え
る

大
学

等
に

お
い

て
、

研
究

人
材

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
構

築
に

係
る

取
組

を
総

合
的

に
実

施
し

、
全

学
的

な
キ

ャ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

促
す

こ
と

が
急

務
で

あ
り

、
大

学
改

革
の

一
環

と
し

て
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

。

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

「
未

来
投

資
戦

略
2
0
1
7
」
（
平

成
2
9
年

6
月

9
日

閣
議

決
定

）
【
抄

】

・
大

学
等

に
お

け
る

優
れ

た
人

材
育

成
・
人

事
シ

ス
テ

ム
改

革
を

加
速

す
る

方
策

を
来

年
度

中
に

構
築

す
る

。

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

総
合

戦
略

2
0
1
7
」

（
平

成
2
9
年

6
月

2
日

閣
議

決
定

）
【
抄

】

・
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
に

極
め

て
重

要
な

役
割

を
担

う
大

学
に

つ
い

て
、

経
営

・
人

事
シ

ス
テ

ム
の

改
革

や
若

手
ポ

ス
ト

の
確

保
等

、
課

題
に

適
切

に
対

応
し

、
大

学
内

の
人

材
、

知
、

資
金

を
よ

り
効

果
的

・
効

率
的

に
機

能
さ

せ
る

べ
く
、

抜
本

的
な

大
学

改
革

を
推

進
す

る
。

・
大

学
の

教
員

・
研

究
者

人
事

に
お

け
る

公
正

で
透

明
性

が
高

い
評

価
・
育

成
シ

ス
テ

ム
の

導
入

拡
大

（
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

等
）
、

優
秀

な
若

手
研

究
者

が
自

立
し

た
環

境
で

挑
戦

で
き

る
機

会
の

更
な

る
拡

充
（
「
卓

越
研

究
員

事
業

」
の

推
進

）
な

ど
に

よ
り

、
流

動
性

と
安

定
性

に
配

慮
し

た
キ

ャ
リ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
継

続
的

に
取

り
組

む
。

平
成
3
0
年
度
概
算
要
求
額

3
,
6
9
0
百
万
円
（
4
,
4
7
0
百
万
円
）

研
究
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
促
進

背
景
・
課
題

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
3
,
4
2
2
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
,
3
4
6
百
万
円
）

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

究
環

境
実

現
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

平
成

30
年

度
予

算
額

（
案

）
：
98

9百
万

円

研
究

と
出

産
・
育

児
・
介

護
等

と
の

両
立

や
、

国
内

外
で

研
鑽

を
積

む
機

会
の

提
供

等
に

よ
る

女
性

研
究

者
の

研
究

力
向

上
を

通
じ

た
リ

ー
ダ

ー
育

成
を

一
体

的
に

推
進

す
る

な
ど

、
女

性
研

究
者

の
活

躍
促

進
を

通
じ

た
研

究
環

境
の

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
実

現
に

取
り

組
む

大
学

等
を

支
援

。

科
学

技
術

人
材

育
成

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
構

築
平

成
30

年
度

予
算

額
（
案

）
：
1,

24
2百

万
円

国
際

的
な

活
躍

が
期

待
で

き
る

研
究

者
の

育
成

平
成

30
年

度
予

算
額

（
案

）
：
76

8百
万

円

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

普
及

・
定

着
事

業
平

成
30

年
度

予
算

額
（
案

）
：
66

百
万

円

事
業
概
要

○
対

象
機

関
：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
○

支
援

取
組

：
単

一
機

関
の

取
組

（
特

色
型

）
、

海
外

研
鑽

の
機

会
の

提
供

を
含

む
単

一
機

関
の

取
組

（
国

際
型

）
、

複
数

機
関

の
連

携
に

よ
る

取
組

（
牽

引
型

）
、

幹
事

機
関

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
○

事
業

期
間

：
６

年
間

（
う

ち
補

助
期

間
３

年
間

）
○

支
援

金
額

：
２

千
万

円
程

度
／

年
（
特

色
型

）
、

５
千

万
円

程
度

／
年

（
牽

引
型

、
国

際
型

）等

支
援

対
象

等

複
数

の
大

学
・
研

究
機

関
が

形
成

す
る

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

お
い

て
、

流
動

性
を

確
保

し
つ

つ
、

自
ら

の
適

性
に

応
じ

た
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

を
図

る
モ

デ
ル

を
構

築
。

○
対

象
機

関
：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
○

事
業

期
間

：
８

年
間

（
う

ち
補

助
期

間
５

年
間

）
○

支
援

金
額

：
１

億
円

／
年

を
上

限
＜

平
成

2
8
年

度
以

降
の

新
規

採
択

は
実

施
せ

ず
、

平
成

3
1
年

度
ま

で
で

終
了

＞

支
援

対
象

等

国
際

的
な

活
躍

が
期

待
で

き
る

研
究

者
の

育
成

に
資

す
る

よ
う

、
海

外
の

研
究

機
関

と
の

間
の

研
究

者
の

派
遣

・
受

入
れ

を
支

援
。

○
対

象
機

関
：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
○

事
業

期
間

：
３

年
間

○
支

援
金

額
：
４

千
万

円
程

度
／

年
＜

平
成

3
0
年

度
以

降
の

新
規

採
択

は
実

施
せ

ず
、

平
成

3
1
年

度
ま

で
で

終
了

＞

支
援

対
象

等

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

制
を

活
用

し
、

公
正

で
透

明
な

人
事

評
価

の
下

、
若

手
研

究
者

が
自

立
し

て
研

究
に

専
念

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

。

○
対

象
機

関
：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
○

事
業

期
間

：
原

則
５

年
間

（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

研
究

費
の

支
援

は
採

用
後

２
年

間
の

み
）

○
支

援
金

額
：
２

年
間

で
1
2
0
0
万

円
以

内
（
研

究
者

個
人

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

研
究

費
）

3
0
0
万

円
／

年
（
機

関
に

お
け

る
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

実
施

の
た

め
の

経
費

）
＜

平
成

２
８

年
度

以
降

の
新

規
採

択
は

実
施

せ
ず

、
平

成
3
1
年

度
ま

で
で

終
了

＞

支
援

対
象

等
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特
別
研
究
員

（
Ｄ
Ｃ
）

特
別
研
究
員

（
Ｒ
Ｐ
Ｄ
）

特
別
研
究
員

（
Ｐ
Ｄ
）

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）

【
対

象
：
博

士
の

学
位

取
得

者
、

研
究

奨
励

金
：
年

額
4
3
4
.4

万
円

（
P

D
）
、

5
3
5
.2

万
円

（
S

P
D

）
、

採
用

期
間

：
3
年

間
】

○
博

士
の

学
位

取
得

者
で

優
れ

た
研

究
能

力
を

有
す

る
者

（
P

D
）
及

び
世

界
最

高
水

準
の

研
究

能
力

を
有

す
る

者
（
S
P

D
）
が

、
大

学
等

の
研

究
機

関
で

研
究

に
専

念
し

、
研

究
者

と
し

て
の

能
力

を
向

上
で

き
る

よ
う

支
援

○
支

援
人

数
P

D
：

1
,0

0
0
人

⇒
 1

,0
0
0
人

（
新

規
3
5
3
人

→
3
4
2
人

）
（
4
,3

4
4
百

万
円

⇒
4
,3

4
4
百

万
円

）
S
P

D
：

3
6
人

⇒
 3

6
人

（
新

規
1
2
人

→
1
2
人

）
（
1
9
3
百

万
円

⇒
1
9
3
百

万
円

）

【
対

象
：
出

産
・
育

児
に

よ
る

研
究

中
断

か
ら

復
帰

す
る

博
士

の
学

位
取

得
者

、
研

究
奨

励
金

：
年

額
4
3
4
.4

万
円

、
採

用
期

間
：
3
年

間
】

○
博

士
の

学
位

取
得

者
で

優
れ

た
研

究
能

力
を

有
す

る
者

が
、

出
産

・
育

児
に

よ
る

研
究

中
断

後
、

円
滑

に
研

究
現

場
に

復
帰

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
大

学
等

の
研

究
機

関
で

研
究

に
専

念
し

、
研

究
者

と
し

て
の

能
力

を
向

上
で

き
る

よ
う

支
援

○
支

援
人

数
2
1
4
人

⇒
 2

1
4
人

（
新

規
6
4
人

→
7
5
人

）
（
9
3
0
百

万
円

⇒
9
3
0
百

万
円

）

【
対

象
：
博

士
課

程
（
後

期
）
学

生
、

研
究

奨
励

金
：
年

額
2
4
0
万

円
、

採
用

期
間

：
3
年

間
（
D

C
1
）
、

2
年

間
（
D

C
2
）
】

○
優

れ
た

研
究

能
力

を
有

す
る

博
士

課
程

（
後

期
）
学

生
が

、
経

済
的

に
不

安
を

感
じ

る
こ

と
な

く
研

究
に

専
念

し
、

研
究

者
と

し
て

の
能

力
を

向
上

で
き

る
よ

う
支

援
○

支
援

人
数

4
,3

8
6
人

⇒
 4

,2
9
3
人

（
新

規
1
,8

0
7
人

→
1
,7

7
8
人

）
（
1
0
,5

2
6
百

万
円

⇒
1
0
,3

0
3
百

万
円

）

優
れ
た
若
手
研
究
者
に
対
し
て
、
そ
の
研
究
生
活
の
初
期
に
お
い
て
、
自
由
な
発
想
の
も
と
に
主
体
的
に
研
究
課
題
等
を
選
び
な
が
ら
研
究
に
専
念
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
、

特
別
研
究
員
と
し
て
採
用
・
支
援
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
学
術
研
究
の
将
来
を
担
う
創
造
性
に
富
ん
だ
研
究
者
の
養
成
・
確
保
を
図
る
。

「
第

５
期

科
学

技
術

基
本

計
画

」
（

平
成

2
8

年
1

月
2

2
日

閣
議

決
定

）
（

抜
粋

）
第

4
章

（
1
）
①

知
的

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

し
て

の
人

材
の

育
成

・
確

保
と

活
躍

促
進

ⅰ
）
若

手
研

究
者

の
育

成
・
活

躍
促

進
・

国
は

、
若

手
研

究
者

が
研

究
能

力
を

高
め

、
そ

の
能

力
と

意
欲

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
た

め
の

研
究

費
支

援
等

の
取

組
を

推
進

す
る

。
ⅲ

）
大

学
院

教
育

改
革

の
推

進
・

国
は

、
各

機
関

の
取

組
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

の
充

実
等

を
図

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

「
博

士
課

程
（
後

期
）
在

籍
者

の
２

割
程

度
が

生
活

費
相

当
額

程
度

を
受

給
で

き
る

こ
と

を
目

指
す

」
と

の
第

３
期

及
び

第
４

期
基

本
計

画
が

掲
げ

た
目

標
に

つ
い

て
の

早
期

達
成

に
努

め
る

。

博 士 課 程 学 生 ポ ス ト ド ク タ ー ■
特

別
研

究
員

終
了

後
の

就
職

状
況

平
成

2
8
年

4
月

1
日

現
在

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

総
合

戦
略

2
0

1
7

」
（

平
成

2
9

年
6

月
2

日
閣

議
決

定
）

（
抜

粋
）

・
Ｄ

Ｃ
採

用
終

了
か

ら
1
0
年

経
過

後
・
Ｐ

Ｄ
採

用
終

了
か

ら
５

年
経

過
後

第
4
章

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

基
盤

的
な

力
の

強
化

①
知

的
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
の

人
材

の
育

成
・
確

保
と

活
躍

促
進

ⅰ
）
若

手
研

究
者

の
育

成
・
活

躍
促

進
・

博
士

課
程

修
了

後
に

独
立

し
た

研
究

者
に

至
る

ま
で

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

明
確

化
す

る
と

と
も

に
、

若
手

研
究

者
が

キ
ャ

リ
ア

の
段

階
に

応
じ

て
高

い
能

力
と

意
欲

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
。

②
人

材
の

多
様

性
確

保
と

流
動

化
の

促
進

ⅰ
）
女

性
の

活
躍

促
進

・
科

学
技

術
活

動
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

参
考

⇒
約

９
割

が
常

勤
の

研
究

職
に

就
職

特
別
研
究
員
事
業

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
5
,
8
5
7
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
6
,
0
8
2
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

事
業
概
要
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【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
閣
議
決
定
文
書
等
に
お
け
る
記
載
】

○
第

5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
抄

）
（
平

成
2
8
年

1
月

22
日

閣
議

決
定

）
超

ス
マ

ー
ト

社
会

サ
ー

ビ
ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
活

用
し

、
新

し
い

価
値

や
サ

ー
ビ

ス
を

生
み

出
す

事
業

の
創

出
や

、
新

し
い

事
業

モ
デ

ル
を

構
築

で
き

る
人

材
、

デ
ー

タ
解

析
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
等

の
基

本
的

知
識

を
持

ち
つ

つ
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
や

A
I等

の
基

盤
技

術
を

新
し

い
課

題
の

発
見

・
解

決
に

活
用

で
き

る
人

材
な

ど
の

強
化

を
図

る
。

○
未

来
投

資
戦

略
2
0
1
7
（
-
S
o
ci

e
ty

5
.0

の
実

現
に

向
け

た
改

革
-
）（

抄
）（

平
成

29
年

6月
9
日

閣
議

決
定

）
教

育
機

関
に

お
い

て
実

践
的

な
IT

・
デ

ー
タ

等
に

係
る

能
力

・
ス

キ
ル

や
課

題
設

定
力

の
育

成
を

図
る

教
育

を
実

施
す

る
た

め
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
積

極
的

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、

企
業

が
現

場
で

直
面

し
て

い
る

実
際

の
課

題
や

現
場

の
実

デ
ー

タ
を

用
い

た
P

B
L
（
P

ro
je

c
t 

B
as

e
d 

L
e
ar

n
in

g：
課

題
解

決
型

学
習

）
の

手
法

な
ど

に
よ

る
産

学
が

連
携

し
た

実
践

的
な

教
育

や
そ

れ
ら

を
用

い
た

コ
ン

テ
ス

ト
形

式
の

人
材

育
成

の
取

組
を

推
進

す
る

。

●
我

が
国

が
第

4
次

産
業

革
命

を
勝

ち
抜

き
、

未
来

社
会

を
創

造
す

る
た

め
に

は
、

A
I、

Io
T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
等

を
高

度
に

活
用

す
る

知
識

や
ス

キ
ル

を
有

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

化
等

の
実

社
会

で
の

活
用

能
力

を
併

せ
持

つ
デ

ー
タ

関
連

人
材

の
育

成
・

確
保

が
喫

緊
の

課
題

。
●

高
度

デ
ー

タ
関

連
人

材
の

不
足

は
、

ユ
ー

ザ
ー

企
業

に
お

け
る

デ
ー

タ
利

活
用

の
不

足
、

人
材

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

不
透

明
さ

、
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

有
す

る
博

士
人

材
等

を
対

象
と

し
た

育
成

の
取

組
の

不
足

、
体

系
的

・
発

展
的

な
人

材
の

発
掘

・
育

成
ス

キ
ー

ム
な

ど
様

々
な

原
因

が
複

合
的

に
重

な
っ

て
い

る
。

●
こ

の
よ

う
な

状
況

の
下

、
広

範
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

を
巻

き
込

ん
だ

取
組

が
不

足
し

て
お

り
、

産
官

学
の

潜
在

的
な

ニ
ー

ズ
と

シ
ー

ズ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
が

適
切

に
な

さ
れ

て
お

ら
ず

、
両

者
を

連
動

さ
せ

る
取

組
も

不
足

し
て

い
る

。
●

高
度

デ
ー

タ
関

連
人

材
が

輩
出

さ
れ

な
い

こ
と

と
、

第
４

次
産

業
革

命
（
S
o
c
ie

ty
5
.0

）
に

対
応

で
き

る
人

材
が

圧
倒

的
に

不
足

し
て

い
る

こ
と

が
負

の
連

鎖
と

な
っ

て
お

り
、

そ
の

打
破

の
た

め
の

取
組

が
必

要
。

我
が

国
が

第
4
次

産
業

革
命

を
勝

ち
抜

く
上

で
求

め
ら

れ
る

A
I、

Io
T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
等

を
高

度
に

駆
使

す
る

人
材

（
高

度
デ

ー
タ

関
連

人
材

）
に

つ
い

て
、

発
掘

・
育

成
・
活

躍
促

進
を

一
貫

し
て

行
う

企
業

や
大

学
等

に
お

け
る

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
デ

ー
タ

利
活

用
社

会
の

エ
コ

シ
ス

テ
ム

構
築

へ
の

貢
献

を
目

指
す

。

博
士
課
程
学
生
・

博
士
号
取
得
者
等

コン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
研
修
プ
ログ
ラム
の
開
発
・実
施
）

連
携
機
関

（
イン
ター
ン受
入
れ
等
）

参
画
機
関

連
携
機
関

（
イン
ター
ン受
入
れ
等
）

連
携
機
関

（
イン
ター
ン受
入
れ
等
）

＜
多
様
な
キ
ャリ
ア
＞

コン
ソー
シ
アム
に
参
加
す
る
企
業
等
に

お
け
る
雇
用
を
通
じて
、博
士
課
程
学

生
・博
士
号
取
得
者
等
の
デ
ー
タ関
連

人
材
とし
て
の
多
様
な
キ
ャリ
ア
を
実
現

○
博

士
課

程
学

生
・
博

士
号

取
得

者
等

の
高

度
人

材
に

対
し

て
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

等
の

ス
キ

ル
を

習
得

さ
せ

る
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
我

が
国

社
会

で
求

め
ら

れ
る

デ
ー

タ
関

連
人

材
を

育
成

し
、

社
会

の
多

様
な

場
で

の
活

躍
を

促
進

。
○

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・
実

施
を

行
う

代
表

機
関

が
、

デ
ー

タ
関

連
人

材
の

雇
用

を
希

望
す

る
企

業
、

大
学

等
と

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

形
成

し
、

博
士

課
程

学
生

・
博

士
号

取
得

者
に

対
し

て
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・
P

B
L
（
※

）
等

に
よ

る
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
・

実
施

す
る

こ
と

で
、

各
々

の
専

門
性

を
有

し
な

が
ら

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
等

の
ス

キ
ル

を
習

得
さ

せ
る

と
と

も
に

、
キ

ャ
リ

ア
開

発
の

支
援

を
実

施
す

る
。

（
※

P
ro

je
c
t-

B
as

e
d
 L

e
ar

n
in

g 
：

課
題

解
決

型
学

習
）

参
画
機
関

●
代

表
機

関
が

、
デ

ー
タ

関
連

人
材

の
雇

用
を

希
望

す
る

複
数

の
企

業
、

大
学

等
の

他
機

関
と

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

形
成

●
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

が
博

士
課

程
学

生
・
博

士
号

取
得

者
等

を
募

集
・
選

定
し

、
連

携
機

関
の

協
力

を
受

け
な

が
ら

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
等

の
ス

キ
ル

を
習

得
さ

せ
る

た
め

の
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
・
実

施
●

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
者

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

参
画

機
関

や
連

携
機

関
を

含
む

社
会

の
多

様
な

場
で

の
活

躍
を

促
進

✔
支

援
対

象
経

費
：

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・
実

施
経

費
（
補

助
率

1
/
2
、

補
助

金
上

限
額

7
0
百

万
円

）

✔
事

業
期

間
：

最
大

8
年

間
（
補

助
対

象
期

間
は

5
年

間
）

※
3
年

目
に

中
間

評
価

を
実

施
✔

支
援

拠
点

数
：

新
規

１
～

２
拠

点
（
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

）
程

度
✔

研
修

対
象

人
数

：
7
0
人

程
度

／
年

・
拠

点代
表

機
関

研
修

内
容

イ
メ

ー
ジ

（
例

：
研

修
期

間
2
～

3
ヶ

月
程

度
の

場
合

）
前

半
（
1
ヶ

月
程

度
）
：
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

修
得

（
半

年
程

度
を

か
け

て
、

週
末

等
を

利
用

し
た

研
修

の
活

用
も

可
）

後
半

（
1
ヶ

月
程

度
）
：
中

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
ワ

ー
ク

プ
レ

イ
ス

メ
ン

ト

デ
ー
タ
関
連
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
5
2
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
1
3
百
万
円
）

背
景
・
課
題

事
業
概
要

以
下

の
４

機
関

を
選

定
・
東

京
医

科
歯

科
大

学
（
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
医

療
・
A

I創
薬

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
）

・
電

気
通

信
大

学
（
デ

ー
タ

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

フ
ェ

ロ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

・
大

阪
大

学
（
デ

ー
タ

関
連

人
材

育
成

関
西

地
区

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
）

・
早

稲
田

大
学

（
高

度
デ

ー
タ

関
連

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

【
平
成
2
9
年
度
の
実
績
】
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⃝
日

本
の

起
業

率
は

他
国

に
比

べ
非

常
に

低
く
、

こ
れ

は
起

業
に

よ
る

失
敗

の
恐

れ
よ

り
も

、
知

識
・
経

験
の

不
足

や
身

近
な

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
不

足
が

原
因

で
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

て
い

る
。

⃝
未

来
投

資
戦

略
2
0
1
7
や

ベ
ン

チ
ャ

ー
チ

ャ
レ

ン
ジ

2
0
2
0
等

に
お

い
て

、
起

業
家

人
材

の
育

成
を

含
め

ベ
ン

チ
ャ

ー
創

出
力

を
強

化
す

る
方

向
性

が
打

ち
出

さ
れ

て
い

る
。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
・
事
業
ス
キ
ー
ム
】

○
こ
れ
ま
で
各
大
学
等
で
実
施
し
て
き
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
に
係

る
取
組
の
成
果
や
知
見
を
活
用
し
つ
つ
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

受
講
生
の
拡
大
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
創
出
の
加
速
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
起
業
活
動
率
の
向
上
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成
を
目
指
し
、
我
が
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
力
を
強

化
す
る
。

○
取

組
内

容
学

生
等

に
よ

る
ア

イ
デ

ィ
ア

創
出

に
と

ど
ま

ら
ず

、
実

際
に

起
業

ま
で

行
え

る
実

践
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築
、

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

育
成

に
必

須
の

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
等

、
国

全
体

の
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

醸
成

に
係

る
取

組
を

実
施

。

○
支

援
内

容
５

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
（
主

幹
機

関
【
東

北
大

学
、

東
京

大
学

、
名

古
屋

大
学

、
九

州
大

学
、

早
稲

田
大

学
】
）
に

対
し

て
、

ア
ン

ト
プ

レ
ナ

ー
育

成
に

係
る

高
度

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

等
、

エ
コ

シ
ス

テ
ム

構
築

に
資

す
る

費
用

を
支

援
。

（
事

業
期

間
終

了
後

の
自

立
的

運
営

に
向

け
て

、
1
、

2
年

目
2
0
%
以

上
等

の
外

部
資

金
の

導
入

の
基

準
を

設
定

）

○
支

援
期

間
平

成
２

９
年

度
か

ら
５

年
間

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
（
2
0
1
7
年
６
月
９
日
閣
議
決
定
）
【抜
粋
】

•
学
校
を
卒
業
し
企
業
に
就
職
、
が
当
た
り
前
で
は
な
く
、
起
業
と
い
う
選
択
肢
が
一
般
的
に
な
り
、

独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
シ
ー
ズ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
た
成
功
ス
トー
リ
ー
が
年
齢
を
問
わ
ず
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
。

日
本

5
.3
%

イ
ギ

リ
ス

8
.8
%

中
国

1
0
.3
%

米
国

1
2
.6
%

台
湾

8
.2

%

平
成
2
8
年
起
業
家
精
神
に
関
す
る
調
査
(G
E
M
）

各
国
の
起
業
活
動
率

①
採
択
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

我
が
国
に
お
い
て
高
い
相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
る
３
大
学

以
上
が
連
携
し
、
高
度
化
し
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。

②
近
隣
大
学
等
と
の
連
携

•コ
ア
機
関
は
複
数
の
機
関
と
連
携
し
て
人
材
育
成
を
実
施

③
民
間
企
業
・V
C
・海
外
機
関
等
と
の
連
携

•関
係
者
間
の
人
・組
織
・資
金
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
実
施

事
業
イ
メ
ー
ジ

民
間
企
業
・
Ｖ
Ｃ
・
海
外
機
関
等
と
の
連
携

近
隣
大
学
等
と
の
連
携

②

③

【
支
援
す
る
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
】

・
多
様
な
受
講
者
に
対
す
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
醸
成
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
て
大
学
全
体
さ
ら
に
は
大
学
を
超
え
て

取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
民
間
企
業
等
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
実
際
に
起
業
で
き
る
能
力

を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
起
業
に
向
け
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
構
築
し
、
世
界

市
場
に
挑
む
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
創
出
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
海

外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
採
択
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

国
協
働
機
関

（
大
学
）

補
助
金

主
幹
機
関

（
大
学
）

主
幹
機
関

（
大
学
）

一
部
委
託

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

次
世
代
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
事
業
（
E
D
G
E
-
N
E
X
T
）

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
3
5
7
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
3
0
百
万
円
）

背
景
・
課
題

事
業
概
要
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ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
S
H
）
支
援
事
業

背
景
・
課
題

事
業
概
要

○
将

来
に

わ
た

り
、

日
本

が
科

学
技

術
分

野
で

世
界

を
牽

引
す

る
た

め
に

は
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

を
担

う
、

科
学

技
術

関
係

人
材

の
育

成
を

中
等

教
育

段
階

か
ら

体
系

的
に

実
施

す
る

こ
と

が
不

可
欠

。

「
第

5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

」
（
抄

）
（
平

成
2
8
年

1
月

2
2
日

閣
議

決
定

）

・
国

は
、

学
校

に
お

け
る

「
課

題
の

発
見

・
解

決
に

向
け

た
主

体
的

・
協

働
的

な
学

び
（
い

わ
ゆ

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
」
の

視
点

か
ら

の
学

習
・
指

導
方

法
の

改
善

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

先

進
的

な
理

数
教

育
を

行
う

高
等

学
校

等
を

支
援

す
る

。

「
全

て
の

子
供

た
ち

の
能

力
を

伸
ば

し
可

能
性

を
開

花
さ

せ
る

教
育

へ
（
第

9
次

提
言

）
」
（
抄

）
（
平

成
2
8
年

5
月

2
0
日

教
育

再
生

実
行

会
議

決
定

）
・

国
、

地
方

公
共

団
体

、
大

学
、

高
等

学
校

等
は

、
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

・
・
・
の

取
組

の
成

果
を

検
証

し
つ

つ
、

効
果

の
上

が
っ

て
い

る
取

組
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
優

良
事

例
の

普
及

を
図

る
。

⇒
「
課

題
研

究
」
（
科

学
に

関
す

る
課

題
を

設
定

し
、

観
察

・
実

験
等

を
通

し
た

研
究

）
に

お
い

て
、

大
学

・
企

業
等

の
支

援
を

受
け

な
が

ら
、

主
体

的
･協

働
的

に
学

習
・
研

究
を

実
施

⇒
「
課

題
研

究
」
（
科

学
に

関
す

る
課

題
を

設
定

し
、

観
察

・
実

験
等

を
通

し
た

研
究

）
に

お
い

て
、

大
学

・
企

業
等

の
支

援
を

受
け

な
が

ら
、

主
体

的
･協

働
的

に
学

習
・
研

究
を

実
施

○
海

外
2
0
カ

国
・
地

域
か

ら
高

校
生

が
集

ま
る

「
J
ap

an
 

S
u
pe

r 
S
c
ie

n
c
e
 F

ai
r」

を
開

催
○

国
境

や
文

化
を

越
え

た
グ

ル
ー

プ
で

、
研

究
発

表
に

加
え

て
食

糧
問

題
に

関
す

る
科

学
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

ー
に

取
組

む

○
第

3
0
回

C
A

S
T
IC

日
本

代
表

と
し

て
参

加
○

福
島

県
内

外
及

び
海

外
の

線
量

調
査

を
実

施
し

、
結

果
を

国
内

は
じ

め
、

フ
ラ

ン
ス

、
イ

タ
リ

ア
の

発
表

会
で

紹
介

○
論

文
は

英
国

物
理

学
会

発
行

の
論

文
誌

に
掲

載

⇒
 国

際
的

に
活

躍
す

る
意

欲
能

力
の

育
成

⇒
 国

際
的

に
活

躍
す

る
意

欲
能

力
の

育
成

⇒
国

や
地

域
を

越
え

た
社

会
へ

の
貢

献
⇒

国
や

地
域

を
越

え
た

社
会

へ
の

貢
献

（
学

校
法

人
立

命
館

立
命

館
高

等
学

校
）

（
福

島
県

立
福

島
高

等
学

校
）

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

■
先

進
的

な
理

数
教

育
を

実
施

し
て

い
る

高
等

学
校

等
を

「
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

（
S
S
H

）
」
に

指
定

し
支

援
。

■
中

等
教

育
段

階
か

ら
体

系
的

に
先

進
的

な
理

数
教

育
の

実
践

を
通

じ
て

、
・生

徒
の

科
学

的
能

力
や

科
学

的
思

考
力

等
を

培
い

、
将

来
の

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
を

担
う

科
学

技
術

関
係

人
材

の
育

成
を

図
る

。
・高

等
学

校
等

の
理

数
教

育
課

程
の

改
善

に
資

す
る

実
証

的
資

料
を

得
る

。

Ｈ
3
0
 新

規
指

定
校

数
：
5
0
件

程
度

指
定

期
間

：
5
年

、
支

援
額

：
年

間
9
～

1
3
百

万
円

、
指

定
校

数
：
2
0
3
校

(H
2
9
現

在
)

○
学

習
指

導
要

領
の

枠
を

超
え

、
理

数
を

重
視

し
た

教
育

課
程

を
編

成
○

主
体

的
・
協

働
的

な
学

び
（
い

わ
ゆ

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
を

重
視

○
研

究
者

の
講

義
に

よ
る

興
味

関
心

の
喚

起
や

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
等

に
よ

る
自

主
研

究
の

取
組

○
上

記
取

組
を

高
大

連
携

や
企

業
連

携
に

よ
り

高
度

に
実

施
等

＜
重
点
枠
＞

最
長

3
年

、
支

援
額

：
年

間
5
～

1
3
百

万
円

、
重

点
枠

数
：
1
7
校

(H
2
9
現

在
)

○
S
S
H

指
定

校
の

中
で

、
さ

ら
に

、
以

下
の

取
組

を
行

う
学

校
を

重
点

枠
に

指
定

・
理

数
教

育
課

程
や

指
導

法
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
を

他
の

学
校

へ
普

及
し

、
地

域
全

体
の

理
数

教
育

の
向

上
を

目
指

す
。

・
海

外
の

先
進

的
な

理
数

教
育

を
行

う
学

校
等

と
の

定
常

的
な

連
携

関
係

を
構

築
し

、
国

際
性

の
育

成
を

図
る

。
・
大

学
等

と
連

携
し

た
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
教

育
や

民
間

企
業

と
の

共
同

研
究

の
推

進
な

ど
、

社
会

課
題

解
決

へ
の

貢
献

を
意

識
し

た
取

組
を

実
施

。

（
平

成
2
9
年

度
S
S
H

生
徒

研
究

発
表

会
表

彰
テ

ー
マ

）

○
文

部
科

学
大

臣
表

彰
：
兵

庫
県

立
加

古
川

東
高

等
学

校
「
微

小
重

力
下

で
の

濡
れ

性
を

利
用

し
た

管
内

流
の

制
御

」
○

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

賞
・
奈

良
女

子
大

学
附

属
中

等
教

育
学

校
「
三

角
形

の
垂

心
と

ト
ロ

コ
イ

ド
」

・
長

崎
県

立
長

崎
西

高
等

学
校

「
オ

オ
ア

メ
ン

ボ
が

エ
サ

の
探

知
と

配
偶

行
動

に
利

用
す

る
水

面
波

に
つ

い
て

」

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

文
科
省

高 等 学 校 等高 等 学 校 等
各
種
経
費
支
援

運
営
費

交
付
金

৾ ૅ भ ੐ ৒৾ ૅ भ ੐ ৒

௬ ੼௬ ੼

੐ ଑ ஃ ੉੐ ଑ ஃ ੉

管 理 機 関

（ 教 育 委 員 会 等 ）

管 理 機 関

（ 教 育 委 員 会 等 ）

੐ ଑ ஃ ੉ ಉ੐ ଑ ஃ ੉ ಉ

地
域
の
他
の
高
校

近
隣
の
小
中
学
校

地
域
の
他
の
高
校

近
隣
の
小
中
学
校

大
学

研
究
機
関

民
間
企
業
等

大
学

研
究
機
関

民
間
企
業
等

連
携

成
果
の
普
及

支
援
協
力

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
,
2
1
9
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
,
2
1
9
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
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レ
ポ

ー
ト

・
発

言
・
面

接
・

出
席

率
・
試

験
等

を
参

考
に

、
興

味
・
進

度
に

応
じ

て
、

特
に

意
欲

・
能

力
の

高
い

小
中

学
生

に
、

一
層

創
造

性
、

専
門

性
を

向
上

愛
媛

大
学

科
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

挑
戦

す
る

次
世

代
リ

ー
ダ

ー
科

学
者

の
養

成

鳴
門

教
育

大
学

徳
島

高
等

教
育

機
関

連
携

型
「
ジ

ュ
ニ

ア
ド

ク
タ

ー
発

掘
・
養

成
講

座
」

～
社

会
を

牽
引

す
る

未
来

の
科

学
技

術
者

を
徳

島
か

ら
育

て
よ

う
～

仙
台

高
等

専
門

学
校

高
専

の
早

期
教

育
を

生
か

し
た

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
人

材
の

育
成

シ
ス

テ
ム

筑
波

大
学

つ
く
ば

S
K
IP

ア
カ

デ
ミ

ー
～

S
c
ie

n
c
e
 K

id
s 

In
sp

ir
at

io
n
 P

ro
gr

am
～

長
崎

大
学

人
間

性
豊

か
で

科
学

に
熱

狂
で

き
る

傑
出

し
た

科
学

者
リ

ー
ダ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発

鳥
取

大
学

め
ざ

せ
！

地
球

を
救

う
環

境
博

士

株
式

会
社

リ
バ

ネ
ス

持
続

可
能

な
ジ

ュ
ニ

ア
ド

ク
タ

ー
育

成
・

輩
出

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

モ
デ

ル
の

構
築

東
京

大
学

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

と
専

門
家

シ
ニ

ア
に

よ
る

き
め

細
か

い
指

導
を

活
用

し
た

ジ
ュ

ニ
ア

ド
ク

タ
ー

の
育

成

金
沢

大
学

未
来

の
科

学
・
技

術
を

担
う

探
求

意
欲

と
科

学
を

楽
し

む
心

を
も

っ
た

子
ど

も
（
未

来
の

科
学

者
）
の

育
成

琉
球

大
学

美
ら

海
・
美

ら
島

の
未

来
を

担
う

科
学

者
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
育
成
塾

（
大
学
等
と
連
携
し
た
科
学
技
術
人
材
育
成
活
動
の
実
践
・
環
境
整
備
支
援
）

背
景
・
課
題

事
業
概
要

○
第

4
次

産
業

革
命

を
見

据
え

た
、

未
来

を
創

造
す

る
人

材
の

早
期

育
成

が
重

要
○

理
数

・
情

報
系

分
野

に
関

し
て

突
出

し
た

意
欲

や
能

力
の

あ
る

小
中

学
生

に
対

す
る

取
組

が
希

薄

理
数

分
野

で
特

に
意

欲
や

突
出

し
た

能
力

を
有

す
る

全
国

の
小

中
学

生
を

対
象

に
、

大
学

等
が

特
別

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

、
そ

の
能

力
等

の
更

な
る

伸
長

を
図

る
。

「
全

て
の

子
供

た
ち

の
能

力
を

伸
ば

し
可

能
性

を
開

花
さ

せ
る

教
育

へ
（
第

9
次

提
言

）
」
（
抄

）
（
平

成
2
8
年

5
月

2
0
日

教
育

再
生

実
行

会
議

決
定

）
国

は
、

理
数

分
野

等
で

突
出

し
た

意
欲

や
能

力
の

あ
る

小
中

学
生

を
対

象
に

、
大

学
・
民

間
団

体
等

が
体

系
的

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

り
指

導
を

行
い

、
そ

の
能

力
を

大
き

く
伸

ば
す

た
め

の
新

た
な

取
組

を
全

国
各

地
で

実
施

す
る

。
「
日

本
再

興
戦

略
2
0
1
6
」
（
抄

）
（
平

成
2
8
年

６
月

2
日

閣
議

決
定

）
新

た
な

時
代

を
牽

引
す

る
突

出
し

た
人

材
の

育
成

に
向

け
て

、
既

存
の

取
組

を
見

直
し

つ
つ

、
理

数
・
情

報
分

野
で

特
に

意
欲

や
突

出
し

た
能

力
を

有
す

る
全

国
の

小
中

学
生

を
対

象
と

し
た

特
別

な
教

育
の

機
会

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

そ
の

能
力

を
大

き
く
伸

ば
す

た
め

の
取

組
を

検
討

・
推

進
す

る
。

採
択

期
間

：
5
年

間
実

施
規

模
：
1
0
機

関
（
H

2
9
現

在
）

H
3
0
新

規
採

択
：
1
0
機

関
支

援
額

：
1
0
百

万
円

/
機

関
対

象
：
小

学
校

５
年

生
～

中
学

生

二
次

段
階

（
１

機
関

1
0
名

程
度

）
・
配

属
す

る
研

究
室

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
、

研
究

・
論

文
作

成
に

お
け

る
教

員
等

の
個

別
指

導
、

各
種

機
会

で
の

発
表

等
に

よ
り

、
創

造
性

・
課

題
設

定
能

力
・
専

門
分

野
の

能
力

を
伸

長
。

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

応
募

・
自

己
推

薦
（
保

護
者

推
薦

）
・
教

育
委

員
会

・
学

校
推

薦
・
各

種
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
科

学
の

甲
子

園
J
r出

場
者

・
科

学
館

・
博

物
館

等
の

取
組

を
通

じ
た

推
薦

・
そ

の
他

（
機

関
独

自
の

手
法

に
よ

る
募

集
）

各
地

域
に

お
け

る
意

欲
の

あ
る

小
中

学
生

特
に

意
欲

・
能

力
の

高
い

小
中

学
生

選
抜

選
抜

【
H
2
9
採
択
機
関
】

国
大
学
・
高
専
・

民
間
団
体
等

大
学
・
高
専
・

民
間
団
体
等

運
営
費

交
付
金

採
択

全
国

規
模

の
イ

ベ
ン

ト
（
対

象
：
卓

越
し

た
小

中
学

生
）

・
各

地
域

の
卓

越
し

た
子

供
に

よ
る

合
同

合
宿

・
研

究
発

表
会

を
数

日
間

実
施

。
・
地

域
や

専
門

分
野

を
超

え
て

、
小

中
学

生
が

集
い

切
磋

琢
磨

す
る

機
会

の
提

供
。

例
：
ノ

ー
ベ

ル
賞

受
賞

者
等

に
よ

る
講

義
・
実

験
、

各
々

が
実

施
し

て
き

た
研

究
の

発
表

会
、

未
知

の
分

野
の

研
究

、
国

内
ト

ッ
プ

層
の

大
学

生
・
高

校
生

と
の

交
流

等

一
次

段
階

（
1機

関
4
0名

程
度

）
・
各

種
講

義
、

講
演

、
少

人
数

で
の

実
験

、
最

先
端

施
設

の
見

学
、

倫
理

・
社

会
に

お
け

る
科

学
の

役
割

等
、

科
学

の
基

礎
を

徹
底

的
に

学
習

。
科

学
技

術
人

材
と

し
て

の
基

盤
を

構
築

。
・
多

様
な

分
野

の
受

講
を

経
た

後
、

特
に

興
味

を
持

て
る

分
野

を
発

見
し

て
い

く
。

メ
ン

タ
ー

（
教

員
や

大
学

院
生

等
）

に
よ

る
、

き
め

細
や

か
な

支
援

※
3
対

1
～

マ
ン

ツ
ー

マ
ン

ノ
ー

ベ
ル

賞
受

賞
者

と
の

実
験

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
1
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
0
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
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科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
女
性
の
活
躍
促
進

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

究
環

境
実

現
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

○
我

が
国

の
女

性
研

究
者

の
割

合
は

増
加

傾
向

に
あ

る
が

、
主

要
国

と
比

較
す

る
と

、
い

ま
だ

低
い

水
準

。
研

究
者

が
研

究
活

動
を

継
続

す
る

上
で

、
研

究
等

と
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

（
出

産
・
育

児
・
介

護
等

）
と

の
両

立
が

困
難

な
状

況
に

あ
り

、
そ

の
影

響
も

あ
り

、
上

位
職

に
占

め
る

女
性

の
割

合
も

低
い

状
況

。
○

次
代

を
担

う
自

然
科

学
系

の
大

学
学

部
・
大

学
院

に
お

け
る

女
子

学
生

の
割

合
も

低
い

状
況

。

○
様

々
な

視
点

を
持

っ
た

多
様

な
研

究
者

等
が

共
に

研
究

活
動

を
行

う
環

境
が

構
築

さ
れ

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
生

み
出

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

○
女

性
が

理
工

系
へ

の
進

路
を

選
択

し
、

そ
の

能
力

を
活

か
し

、
社

会
の

様
々

な
場

に
お

い
て

活
躍

す
る

こ
と

を
期

待

9
8
9
百

万
円

（
1
,0

8
8
百

万
円

）

○
対

象
：
研

究
中

断
か

ら
復

帰
す

る
博

士
課

程
修

了
者

等
○

支
援

人
数

：
2
1
4
人

○
月

額
：
3
6
.2

万
円

（
研

究
奨

励
金

）
○

採
用

期
間

：
３

年
間

特
別

研
究

員
（
R

P
D

）

優
れ

た
研

究
者

が
、

出
産

・
育

児
に

よ
る

研
究

中
断

後
に

、
円

滑
に

研
究

現
場

に
復

帰
で

き
る

よ
う

、
研

究
奨

励
金

を
支

給
し

、
支

援
。

（
R

P
D

: 
R

e
st

ar
t 

P
o
st

d
o
c
tr

al
F
e
llo

w
sh

ip
)

9
3
0
百

万
円

（
9
3
0
百

万
円

）

支
援

対
象

等

○
対

象
機

関
：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
○

支
援

取
組

：
単

一
機

関
の

取
組

（
特

色
型

）
、

海
外

研
鑽

の
機

会
の

提
供

を
含

む
単

一
機

関
の

取
組

（
国

際
型

）
、

複
数

機
関

の
連

携
に

よ
る

取
組

（
牽

引
型

）
、

幹
事

機
関

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
○

事
業

期
間

：
６

年
間

（
う

ち
補

助
期

間
３

年
間

）
○

支
援

金
額

：
２

千
万

円
程

度
／

年
（
特

色
型

）
、

５
千

万
円

程
度

／
年

（
牽

引
型

、
国

際
型

）等

研
究

と
出

産
・
育

児
・
介

護
等

と
の

両
立

や
、

国
内

外
で

研
鑽

を
積

む
機

会
の

提
供

等
に

よ
る

女
性

研
究

者
の

研
究

力
向

上
を

通
じ

た
リ

ー
ダ

ー
育

成
を

一
体

的
に

推
進

す
る

な
ど

、
女

性
研

究
者

の
活

躍
促

進
を

通
じ

た
研

究
環

境
の

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
実

現
に

取
り

組
む

大
学

等
を

支
援

。

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム

女
子

中
高

生
の

理
系

分
野

へ
の

興
味

・
関

心
を

高
め

、
適

切
に

理
系

進
路

を
選

択
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
よ

う
、

地
域

で
継

続
的

に
行

わ
れ

る
取

組
を

推
進

。

支
援

対
象

等

○
対

象
機

関
：
大

学
・
高

専
等

を
含

め
た

連
携

機
関

等
○

支
援

取
組

：
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催
、

実
験

、
出

前
講

座
、

理
系

キ
ャ

リ
ア

相
談

会
等

○
支

援
金

額
：
3
0
0
万

円
／

年
・
件

○
実

施
期

間
：
２

年
間

4
5
百

万
円

（
4
5
百

万
円

）

平
成
２
８
年
度
学
校
基
本
調
査
よ
り
文
部
科
学
省
作
成

自
然

科
学

系
の

大
学

学
部

・
大

学
院

入
学

者
に

占
め

る
女

性
の

割
合

36
.7

% 20
.6

%26
.4

%28
.8

% 23
.0

% 15
.5

% 15
.1

%
12

.1
%15

.1
%45

.1
% 38

.7
% 32

.1
%63

.9
% 53

.4
% 32

.1
%

0.
0%

10
.0

%

20
.0

%

30
.0

%

40
.0

%

50
.0

%

60
.0

%

70
.0

%

学
部

修
士

博
士

学
部

修
士

博
士

学
部

修
士

博
士

学
部

修
士

博
士

学
部

修
士

博
士

理
・
工

・
農

・
保

理
学

工
学

農
学

保
健

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
9
6
3
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
,
0
6
2
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

各
国

に
お

け
る

女
性

研
究

者
の

割
合

の
推

移

〈
出

典
〉

総
務

省
「
平

成
2
8
年

科
学

技
術

研
究

調
査

報
告

」
、

O
E
C

D
“
M

ai
n

S
c
ie

n
c
e
 

an
d
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
 

In
d
ic

at
o
rs

”
、

N
S
F
 “

 S
c
ie

n
c
e
 a

n
d
 

E
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

In
d
ic

at
o
rs

 
2
0
1
4
 ”

を
基

に
文

部
科

学
省

作
成

支
援

対
象

等

日
本韓

国

フ
ラ

ン
スド
イ

ツ

米
国

英
国

背
景
・
課
題

事
業
概
要

期
待
さ
れ
る
効
果
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５
．
最
先
端
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・
共
用
の
促
進 NM

R

レ
ー

ザ
ー

大
型

放
射

光
施

設
「S

Pr
in

g-
8」

Ｘ
線

自
由

電
子

レー
ザー

施
設

「S
AC

LA
」

共
用

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

※
３

ス
ー

パ
ー

コン
ピ

ュー
タ

「京
」

大
強

度
陽

子
加

速
器

施
設

「J
-P

AR
C」

ポ
ス

ト
「京

」の
開

発
人

材
育

成
共

通
基

盤
技

術
の

開
発

特
定

先
端

大
型

研
究

施
設

の
共

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

指
定

放
射

光
施

設

生
命

科
学

や
地

球
・惑

星
科

学
等

の
基

礎
研

究
か

ら
新

規
材

料
開

発
や

創
薬

等
の

産
業

利
用

に
至

る
ま

で
幅

広
い

分
野

の
研

究
者

に
世

界
最

高
性

能
の

放
射

光
利

用
環

境
を

提
供

し、
学

術
的

に
も

社
会

的
に

も
イン

パ
クト

の
高

い
成

果
の

創
出

を
促

進
。

国
家

基
幹

技
術

とし
て

整
備

され
て

き
た

Ｘ
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

の
性

能
（

超
高

輝
度

、極
短

パ
ル

ス
幅

、高
コヒ

ー
レ

ン
ス

）
を

最
大

限
に

活
か

し
、

原
子

レ
ベ

ル
の

超
微

細
構

造
解

析
や

化
学

反
応

の
超

高
速

動
態

・変
化

の
瞬

時
計

測
・分

析
等

の
最

先
端

研
究

を
実

施
。

世
界

最
高

レ
ベ

ル
の

大
強

度
陽

子
ビー

ム
か

ら生
成

され
る

中
性

子
、ミ

ュオ
ン

等
の

多
彩

な
２

次
粒

子
ビー

ム
を

利
用

し、
素

粒
子

・原
子

核
物

理
、

物
質

・生
命

科
学

、産
業

利
用

な
ど広

範
な

分
野

に
お

い
て

先
導

的
な

研
究

成
果

を
創

出
。

99
億

円
※

1 （
98

億
円

※
1 ）

70
億

円
※

2 （
70

億
円

※
2 ）

12
6億

円
（

12
6億

円
）

11
1億

円
（

11
0億

円
）

※
1 

SA
CL

A分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

※
2 

 S
Pr

in
g-

8分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

我
が

国
が

世
界

に
誇

る
最

先
端

の
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・共
用

を
進

め
る

こと
に

よ
り、

産
学

官
の

研
究

開
発

ポ
テ

ンシ
ャル

を
最

大
限

に
発

揮
す

る
た

め
の

基
盤

を
強

化
し、

世
界

を
先

導
す

る
学

術
研

究
・産

業
利

用
成

果
の

創
出

等
を

通
じて

、研
究

力
強

化
や

生
産

性
向

上
に

貢
献

す
る

とと
も

に
、国

際
競

争
力

の
強

化
に

つ
な

げ
る

。

ス
ー

パ
ー

コン
ピュ

ー
タ「

京
」を

中
核

とし
、多

様
な

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
革

新
的

な
計

算
環

境
（

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｉ

：
革

新
的

ハ
イパ

フォ
ー

マ
ン

ス
・コ

ン
ピュ

ー
テ

ィン
グ

・イ
ン

フラ
）

を
構

築
し

、そ
の

利
用

を
推

進
す

る
こと

で
、我

が
国

の
科

学
技

術
の

発
展

、産
業

競
争

力
の

強
化

、安
全

・
安

心
な

社
会

の
構

築
に

貢
献

。

我
が

国
が

直
面

す
る

社
会

的
・科

学
的

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

た
め

、シ
ス

テ
ム

とア
プ

リケ
ー

シ
ョン

を協
調

的
に

開
発

（
Co

-d
es

ig
n）

す
る

こと
に

よ
り、

20
21

～
22

年
の

運
用

開
始

を
目

標
に

世
界

最
高

水
準

の
汎

用
性

の
あ

る
ス

ー
パ

ー
コン

ピュ
ー

タを
実

現
し、

世
界

を
先

導
す

る
成

果
の

創
出

を目
指

す
。

※
３

「３
．

基
礎

研
究

力
強

化
と世

界
最

高
水

準
の

研
究

拠
点

の
形

成
」に

計
上

5,
63

0百
万

円
（
6,

70
0百

万
円

）

39
,2

54
百

万
円

（
39

,0
11

百
万

円
）

最
先

端
大

型
研

究
施

設

最
先

端
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・共
用

民
間

活
力

の
導

入
等

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
4
5
,
2
5
4
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
4
5
,
8
1
2
百
万
円
）

官
民

地
域

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ップ
に

よ
る

次
世

代
放

射
光

施
設

の
推

進
科

学
的

に
も

産
業

的
に

も
高

い
利

用
が

見
込

ま
れ

、研
究

力
強

化
と生

産
性

向
上

に
貢

献
す

る
、軟

X線
に

強
み

を
持

つ
高

輝
度

3G
eV

級
放

射
光

源
（

次
世

代
放

射
光

施
設

）
に

つ
い

て
、官

民
地

域
パ

ー
トナ

ー
シ

ップ
に

よ
る

施
設

の
具

体
化

等
を

推
進

す
る

。
23

4百
万

円
（
新

規
）

新
た

な
共

用
シ

ス
テ

ム
※

３

研
究

開
発

基
盤

を
支

え
る設

備
・機

器
共

用
及

び
維

持
・高

度
化

等
の

推
進

～
研

究
開

発
と共

用
の

好
循

環
の

実
現

～

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
4
8
0
百
万
円
】
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大
型
放
射
光
施
設
（
S
P
ri
n
g
-
8
）
の
整
備
・
共
用

○
S
P

ri
n
g-

8
は

、
微

細
な

物
質

構
造

の
解

析
が

可
能

な
世
界
最
高
性
能
の
放
射
光
施
設

。
生

命
科

学
、

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

か
ら

新
材

料
開

発
ま

で
広

範
な

分
野

で
先

端
的

・
革

新
的

な
研

究
開

発
に

貢
献

。

○
平

成
9
年

の
共

用
開

始
か

ら
1
9
年

以
上

が
経

過
し

、
利

用
者

は
着

実
に

増
加

。
毎

年
約

16
,0

00
人

の
産

学
官

の
研

究
者

が
利

用
。

○
同

等
性

能
の

大
型

放
射

光
施

設
を

有
す

る
の

は
日

米
欧

の
み

で
あ

り
（
他

に
米

国
A

P
S
、

欧
州

E
S
R

F
）
、

S
P

ri
n
g-

8
は

安
定

な
ビ

ー
ム

性
能

を
発

揮
中

。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

S
P

ri
n
g-

8
に

つ
い

て
、

安
定

的
な

運
転

の
確

保
及

び
利

用
環

境
の

充
実

を
行

い
、

産
学

の
広

範
な

分
野

の
研

究
者

等
の

利
用

に
供

す
る

こ
と

で
、

世
界

を
先

導
す

る
利

用
成

果
の

創
出

等
を

促
進

し
、

我
が

国
の

国
際

競
争

力
の

強
化

に
つ

な
げ

る
。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

第
5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
P

3
2
）
４

（
２

）
②

ⅱ
）

（
P

1
4
）
２

（
３

）
②

ⅱ
）

①
S

P
ri
n
g-

8の
共

用
運

転
の

実
施

8
,5

3
0百

万
円

（
8,

4
45

百
万

円
）

-
5
,4

0
0
時

間
運

転
の

確
保

及
び

維
持

管
理

等

②
S

P
ri
n
g-

8・
S
A

C
L
A

の
利

用
促

進
※

1
,3

7
9百

万
円

（
1,

3
79

百
万

円
）

-
利

用
者

選
定

・
利

用
支

援
業

務
の

着
実

な
実

施
※

 S
A

C
L
A

と
一

体
的

・
効

率
的

に
実

施
。

施
設

設
置

者
：

（
国

研
）
理

化
学

研
究

所
［
理

研
］

登
録

施
設

利
用

促
進

機
関

：
（
公

財
）
高

輝
度

光
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
［
J
A

S
R

I］
•論

文
発

表
：
ネ

イ
チ

ャ
ー

・
サ

イ
エ

ン
ス

誌
を

は
じ

め
、

S
P

ri
n
g-

8
を

利
用

し
た

研
究

論
文

は
累
計
約
1
3
,4
0
0
報
。

（
例

え
ば

、
サ

イ
エ

ン
ス

誌
の

2
0
1
1
年

の
世

界
の

1
0
大

成
果

の
う

ち
２

件
が

S
P

ri
n
g-

8
固

有
の

成
果

。
※

は
や

ぶ
さ

試
料

解
析

、
光

化
学

系
Ⅱ

複
合

体
。

）

•産
業

利
用

：
稼

働
・
整

備
中

の
5
7
本

の
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
の

う
ち
４
本
は
産
業
界
が
自
ら
設
置

。
共

用
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
に

お
け

る
全

実
施

課
題

に
占

め
る
産
業
利
用
の
割
合
は
約
２
割

。

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
9
,
9
0
9
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
9
,
8
2
4
百
万
円
）

兵
庫

県
播

磨
科

学
公

園
都

市

50
0mSP

ri
ng

-8

放
射

光
の

発
生

原
理

光
速

近
くま

で
加

速
した

電
子

に
磁

場
をか

け
て

軌
道

を曲
げ

た
とき

に
接

線
方

向
に

放
射

光
が

発
生

電
子

放
射

光

Su
pe

r 
Ph

ot
on

 r
in

g-
8

Ge
V

•
SP

rin
g-

8の
X線

構
造

解
析

に
より

、エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
効

率
が

10
％

を
超

え
る

有
機

薄
膜

太
陽

電
池

内
の

半
導

体
ポ

リマ
ー

の
向

き
や

分
布

等
が

エネ
ル

ギ
ー

変
換

効
率

の
向

上
の

鍵
で

あ
る

こと
を解

明
。

•
エネ

ル
ギ

ー
変

換
効

率
を向

上
させ

る
半

導
体

ポ
リマ

ー
の

分
子

構
造

や
分

布
等

の
条

件
が

明
らか

に
な

った
た

め
、太

陽
電

池
の

実
用

化
の

目
安

で
あ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

効
率

15
％

の
到

達
に

向
け

た
研

究
の

加
速

に
期

待
。

•
SP

rin
g-

8及
び

J-
PA

RC
、ス

ー
パ

ー
コン

ピュ
ー

タ「
京

」の
連

携
活

用
に

より
、ゴ

ム
の

内
部

構
造

を
ナ

ノか
らミ

クロ
レ

ベ
ル

ま
で

連
続

的
に

解
析

・シ
ミュ

レ
ー

シ
ョン

す
る

技
術

を開
発

。
•

本
技

術
に

より
、耐

摩
耗

性
能

を従
来

製
品

より
51

%
向

上
させ

た
新

製
品

が
販

売
開

始
。

20
17

年
2月

に
は

、ド
イツ

で
開

催
され

た
タイ

ヤ
技

術
発

表
・展

示
会

で
「T

ire
 T

ec
hn

ol
og

y 
of

 th
e 

Ye
ar

」を
受

賞
す

る
な

ど、
国

際
的

に
も

高
く評

価
。

【使
用

ビー
ム

ライ
ン

】
BL

03
XU

、B
L4

0B
2、

BL
20

XU
【利

用
期

間
】2

00
3年

度
～

【中
心

研
究

者
】

岸
本

浩
通

（
住

友
ゴ

ム
工

業
(株

)）
【研

究
協

力
者

】雨
宮

慶
幸

・篠
原

佑
也

（
東

京
大

学
）

他

住
友

ゴ
ム

の
「エ

ナ
セ

ー
ブ

NE
XT

-Ⅱ
」

とし
て

製
品

化

高
性

能
・高

品
質

な
低

燃
費

タ
イ

ヤ
の

開
発

【使
用

ビー
ム

ライ
ン

】
BL

46
XU

[N
at

ur
e 

Ph
ot

on
ic

s（
20

15
.5

.2
5）

掲
載

]
【中

心
研

究
機

関
】

理
化

学
研

究
所

、北
陸

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
等

高
変

換
効

率
な

有
機

薄
膜

太
陽

電
池

の
構

造
を

解
明

SP
rin

g-
8に

より
半

導
体

ポ
リマ

ー
分

子
の

分
布

状
態

を解
明

94
23

4
51

6
74

8
96

210
85

11
83

11
24

11
80

12
74

15
20

14
41

13
91

14
29

14
70

14
08

12
43

14
82

14
00

14
57

0
7

98

18
8

21
6

25
2

31
8

30
7

33
3

42
5

48
5

44
9

51
3

61
8

62
8

59
9

56
1

62
3

55
2

59
9

0

25
0

50
0

75
0

10
00

12
50

15
00

17
50

20
00

22
50

H9
H1

0
H1

1
H1

2
H1

3
H1

4
H1

5
H1

6
H1

7
H1

8
H1

9
H2

0
H2

1
H2

2
H2

3
H2

4
H2

5
H2

6
H2

7
H2

8

共
用

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

利
用

研
究

課
題

数

専
用

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

利
用

研
究

課
題

数

（
年

）

利 用 研 究 課 題 数
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X
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設
（
S
A
C
L
A
）
の
整
備
・
共
用

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

S
A

C
L
A

に
つ

い
て

、
安

定
的

な
運

転
時

間
の

確
保

及
び

利
用

環
境

の
充

実
を

行
い

、
産

学
の

広
範

な
分

野
の

研
究

者
等

の
利

用
に

供
す

る
こ

と
で

、
世

界
を

先
導

す
る

利
用

成
果

の
創

出
等

を
促

進
し

、
我

が
国

の
国

際
競

争
力

の
強

化
に

つ
な

げ
る

。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

○
S
A

C
L
A

は
、

原
子

レ
ベ

ル
の

超
微

細
構

造
や

化
学

反
応

の
超

高
速

動
態

・
変

化
の

瞬
時

計
測

・
分

析
が

可
能

な
世
界
最
高
性
能
の
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設

。
放

射
光

（
波

長
の

短
い

光
）
と

レ
ー

ザ
ー

（
質

の
高

い
光

）
の

両
方

の
特

長
を

併
せ

持
つ

高
度

な
光

源
。

○
国

家
基

幹
技

術
と

し
て

平
成

1
8
年

度
に

整
備

開
始

、
平

成
2
4
年

3月
に

供
用

開
始

。

○
X
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

は
人
類
が
初
め
て
手
に
し
た
革
新
的
光
源

。
稼

働
は

世
界

に
日

米
の

２
つ

の
み

（
米

国
L
C

L
S
は

平
成

2
2
年

に
供

用
開

始
）
。

欧
州

・
ス

イ
ス

・
韓

国
が

追
随

し
、

平
成

2
9
年

に
供

用
開

始
予

定
。

S
A

C
L
A

は
最

も
コ

ン
パ

ク
ト

な
施

設
で

最
も

短
い

波
長

が
得

ら
れ

る
点

で
優

位
性

を
発

揮
。

•供
用

開
始

以
来

、
採

択
課

題
数

は
3
5
1
課

題
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
を
は
じ
め
と
す
る
ト
ッ
プ
論
文
誌
に
累
計
3
6
報
の
論
文
掲
載

。

•平
成

2
9
年

9
月

よ
り
３
本
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
同
時
に
供
用
を
開
始

し
て

お
り

、
更

な
る

高
イ

ン
パ

ク
ト

成
果

の
創

出
に

期
待

。

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

施
設

設
置

者
：

（
国

研
）
理

化
学

研
究

所
［
理

研
］

登
録

施
設

利
用

促
進

機
関

：
（
公

財
）
高

輝
度

光
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
［
J
A

S
R

I］

兵
庫

県
播

磨
科

学
公

園
都

市

70
0m

SA
CL

A

①
S

A
C

L
A

の
共

用
運

転
の

実
施

5
,6

39
百

万
円

（5
,6

00
百

万
円

）

-
6
,2

5
0
時

間
運

転
の

確
保

及
び

維
持

管
理

等

②
S

P
ri
n
g-

8・
S
A

C
L
A

の
利

用
促

進
【再

掲
】

※
  

1
,3

79
百

万
円

（1
,3

7
9百

万
円

）

-
利

用
者

選
定

・
利

用
支

援
業

務
の

着
実

な
実

施
※

 S
P

ri
n
g-

8
と

一
体

的
・
効

率
的

に
実

施
。

•
電

子
線

や
X線

な
どを

用
い

た
従

来
の

顕
微

鏡
・放

射
光

で
は

、観
察

に
必

要
な

一
定

の
ビー

ム
照

射
や

結
晶

化
に

よ
り細

胞
は

死
ん

で
しま

って
い

た
が

、S
AC

LA
の

フェ
ム

ト（
10

-1
5 ）

秒
オ

ー
ダー

の
発

光
時

間
を

使
うこ

とで
、自

然
な

状
態

の
生

き
て

い
る

細
胞

内
部

の
ナ

ノ構
造

を捉
え

る
こと

に
成

功
。

•
生

き
た

細
胞

を
ナ

ノメ
ー

トル
の

分
解

能
で

定
量

的
に

観
察

で
き

る
手

法
を

世
界

で
初

め
て

確
立

。
未

だ
解

明
され

て
い

な
い

原
核

微
生

物
の

ゲ
ノム

複
製

や
それ

に
続

く細
胞

分
裂

な
どの

重
要

な
細

胞
内

現
象

の
解

明
に

期
待

。
生

きた
細

胞
内

部
の

ナ
ノ構

造
を高

コン
トラ

ス
トで

可
視

化

•
植

物
は

、光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

とい
うタ

ン
パ

ク質
で

水
分

解
を行

い
、生

命
が

必
要

とす
る

酸
素

を作
り出

す
こと

は
長

く知
られ

て
い

た
が

、原
子

構
造

や
機

構
は

未
知

の
まま

だ
った

。2
0年

来
の

研
究

とS
AC

LA
で

開
発

した
解

析
法

に
よ

り、
1.

95
Å分

解
能

で
全

構
造

とそ
の

触
媒

中
心

構
造

を正
確

に
解

明
す

る
こと

に
世

界
で

初
め

て
成

功
。さ

らに
続

け
て

、触
媒

中
心

が
水

分
子

を分
解

す
る

過
程

を
捉

え
、酸

素
分

子
が

発
生

す
る

直
前

の
構

造
を

世
界

で
初

め
て

解
明

。
•

自
然

界
の

光
合

成
が

原
子

レ
ベ

ル
で

い
か

に
行

わ
れ

て
い

る
か

の
解

明
に

つ
な

が
る

重
要

成
果

で
あ

り、
人

工
光

合
成

開
発

の
実

現
に

向
け

て
前

進
。

光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

の
触

媒
中

心
の

原
子

構
造

（
M

n 4
Ca

O
5ク

ラ
ス

ター
; 

“歪
ん

だ
椅

子
”）

[N
at

ur
e

(2
01

5.
1.

1)
 、

Na
tu

re
（

20
17

.2
.2

1）
掲

載
]

【使
用

ビー
ム

ライ
ン

】
BL

3
【利

用
開

始
年

】2
01

1年
度

【中
心

研
究

者
】

沈
建

仁
（

岡
山

大
学

）
他

光
合

成
を

行
う正

確
な

3次
元

原
子

構
造

を
解

明
～

人
工

光
合

成
開

発
へ

の
糸

口
～

[N
at

ur
e 

Co
m

m
un

ic
at

io
ns

（
20

14
.1

.7
）

掲
載

]
【使

用
ビー

ム
ライ

ン
】

BL
3

【利
用

期
間

】2
01

1年
度

～
20

14
年

度
【中

心
研

究
者

】
西

野
吉

則
（

北
海

道
大

学
）

生
き

た
細

胞
を

ナ
ノレ

ベ
ル

で
観

察
す

る
こと

に
成

功
（

ナ
ノ：

10
－

９
＝

10
億

分
の

１
）

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
7
,
0
1
9
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
6
,
9
7
9
百
万
円
）

X線
自

由
電

子
レ

ー
ザ

ー
（

放
射

光
＋

レ
ー

ザ
ー

）
の

特
長

○
鋭

く、
明

る
い

試
料

を
特

別
な

調
整

（
結

晶
化

な
ど）

せ
ず

とも
、分

子
・物

質
を

あ
りの

ま
ま解

析
可

能
（

結
晶

化
に

は
数

ヶ
月

か
ら数

年
を要

す
る

難
し

い
も

の
も

あ
る

）
○

短
パ

ル
ス

化
学

反
応

や
細

胞
内

反
応

等
の

極
め

て
速

い
動

き
を解

析
可

能
（

SP
rin

g-
8の

10
00

分
の

1の
フェ

ム
ト秒

パ
ル

ス
）

SP
rin

g-
8 

An
gs

tr
om

 C
om

pa
ct

 F
re

e 
El

ec
tr

on
 L

As
er

（
光

子
数

/秒
/m

m
2 /

m
ra

d2 /
0.

1%
バ

ン
ド

幅
）

コヒーレント度（％）

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

第
5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
P

3
2
）
４

（
２

）
②

ⅱ
）

（
P

1
4
）
２

（
３

）
②

ⅱ
）
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大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設
（
J-
P
A
R
C
）
の
整
備
・
共
用

○
J
-
P

A
R

C
は

、
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

(J
A

E
A

)及
び

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
(K

E
K
) 

が
共

同
運

営
し

、
物

質
・
生

命
科

学
実

験
施

設
（
M

L
F
）
の

中
性

子
線

施
設

は

世
界
最
大
の
パ
ル
ス
中
性
子
線
強
度
を
誇
る
共
用
施
設

。

○
平

成
2
4
年

1
月

に
共

用
開

始
。

パ
ル

ス
ビ

ー
ム

は
0
.1

M
W

か
ら

段
階

的
に

強
度

を
上

げ
、

1
M

W
の

安
定

運
転

に
よ

る
最

大
限

の
共

用
を

目
指

す
。

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

J
-
P

A
R

C
に

つ
い

て
、

安
定

的
な

運
転

の
確

保
及

び
利

用
環

境
の

充
実

を
行

い
、

産
学

の
広

範
な

分
野

の
研

究
者

等
の

利
用

に
供

す
る

こ
と

で
、

世
界

を
先

導
す

る
利

用
成

果
の

創
出

等
を

促
進

し
、

我
が

国
の

国
際

競
争

力
の

強
化

に
つ

な
げ

る
。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

①
J
-
P

A
R

C
の

共
用

運
転

の
実

施
1
0
,3

1
7百

万
円

（
10

,2
37

百
万

円
）

-
８

サ
イ

ク
ル

運
転

の
確

保
及

び
維

持
管

理
等

②
J
-
P

A
R

C
の

利
用

促
進

7
3
9
百

万
円

（
7
3
9
百

万
円

）

-
利

用
者

選
定

・
利

用
支

援
業

務
の

着
実

な
実

施

施
設

設
置

者
：

（
国

研
）
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

[J
A

E
A

]
登

録
施

設
利

用
促

進
機

関
：

（
一

財
）
総

合
科

学
研

究
機

構
［
C

R
O

S
S
］

•利
用

者
数

：
平

成
２

８
年

度
の

M
L
F
利

用
者

数
は
約
1
4
,3
5
0
人
。

•論
文

発
表

：
供

用
開

始
（
H

2
4
.1

）
以

来
の

ネ
イ

チ
ャ

ー
・
サ

イ
エ

ン
ス

誌
を

含
む

研
究

論
文

数
は
累
計
約
6
0
0
報
。

•産
業

利
用

：
中

性
子

線
施

設
の

全
実

施
課

題
の

う
ち
２
～
３
割
が
民
間
企
業
に
よ
る
産
業
利
用
。

背
景
・
課
題

中
性

子
ビ

ー
ム

の
特

長
○

壊
さ

ず
透

過
す

る
電

子
殻

とほ
ぼ

相
互

作
用

しな
い

た
め

、物
質

を
破

壊
せ

ず
内

部
構

造
が

観
察

可
能

○
原

子
核

の
動

き
や

軽
元

素
を

見
る

原
子

核
と相

互
作

用
し、

特
に

水
素

や
リチ

ウム
な

どの
軽

元
素

の
観

察
に

強
み

○
磁

気
構

造
を

見
る

ス
ピン

を
持

つ
た

め
、微

小
磁

石
とし

て
振

る
舞

い
、物

質
の

磁
気

構
造

が
観

察
可

能

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
1
,
0
5
7
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
0
,
9
7
7
百
万
円
）

陽
子

を
光

速
近

く
ま

で
加

速
し

、
原

子
核

と
衝

突
さ

せ
る

こ
と

で
、

二
次

粒
子

ビ
ー

ム
を

生
成

Ja
pa

n 
Pr

ot
on

 A
cc

el
er

at
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

m
pl

ex

50
0m

[N
at

ur
e 

Ph
ys

ic
s 

(2
01

4.
3.

16
オ

ン
ライ

ン
版

) 掲
載

]
【使

用
ビー

ム
ライ

ン
】

BL
08

、B
L2

1
【利

用
期

間
】2

01
3年

度
【中

心
機

関
】

KE
K、

J-
PA

RC
セ

ンタ
ー

、東
京

工
業

大
学

鉄
系

超
伝

導
体

R E
Fe

As
(O

1-
xF

x)
の

構
造

•
J-

PA
RC

の
中

性
子

線
実

験
に

より
、世

界
的

に
高

い
関

心
を

集
め

て
い

る
鉄

系
超

伝
導

体
の

磁
気

的
性

質
や

構
造

の
詳

細
を

解
明

。こ
れ

に
よ

り超
伝

導
転

移
温

度
が

よ
り高

い
ピー

クを
示

す
新

た
な

超
伝

導
状

態
（

第
二

の
超

伝
導

磁
気

秩
序

相
）

を発
見

。

•
超

伝
導

状
態

の
本

質
に

迫
り、

将
来

的
な

高
温

（
室

温
）

超
伝

導
物

質
の

開
発

の
可

能
性

を
拓

くも
の

と期
待

。

長
距

離
航

続
が

可
能

な
電

気
自

動
車

を
実

現
す

る
全

固
体

型
セ

ラ
ミッ

ク
ス

電
池

の
開

発
世

界
的

に
注

目
さ

れ
る

鉄
系

超
伝

導
物

質
で

新
しい

タ
イ

プ
の

超
伝

導
状

態
を

発
見

[N
at

ur
e 

en
er

gy
(2

01
6.

3.
21

オ
ン

ライ
ン

版
) 

掲
載

]
【使

用
ビー

ム
ライ

ン
】

BL
09

、B
L2

0
【利

用
期

間
】2

01
1~

20
16

年
度

【中
心

機
関

】
東

京
工

業
大

学
、ト

ヨタ
自

動
車

（
株

）
、K

EK
、他

中
性

子
線

実
験

に
よ

り明
ら

か
に

な
った

リチ
ウム

イオ
ンの

電
導

経
路

•
電

気
自

動
車

の
実

現
に

向
け

、高
出

力
・高

容
量

か
つ

安
全

な
電

池
開

発
が

重
要

な
中

、
中

性
子

線
実

験
に

よる
電

池
材

料
の

詳
細

解
明

に
よ

り高
性

能
電

池
材

料
が

開
発

され
全

固
体

セ
ラミ

ック
ス

電
池

が
実

現
。

•
トヨ

タ自
動

車
は

20
22

年
に

全
固

体
セ

ラミ
ック

ス
電

池
を

搭
載

した
電

気
自

動
車

を
日

本
国

内
で

発
売

す
る

方
針

。

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

第
5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
P

3
2
）
４

（
２

）
②

ⅱ
）

（
P

1
4
）
２

（
３

）
②

ⅱ
）
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心
臓
の
拍
動
を
世
界
で
初
め
て
分
子
レ
ベ
ル
か
ら
精
密
に
再
現
。

特
定
の
遺
伝
子
異
常
と
病
気
と
の
相
関
性
が
知
ら
れ
て
い
た

肥
大
型
心
筋
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
貢
献
。

〇
「
京
」
を
中
核
と
し
て
国
内
の
大
学
等
の
ス
パ
コ
ン
を
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
利
用
者

が
一
つ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
り
様
々
な
ス
パ
コ
ン
や
ス
ト
レ
ー
ジ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
多
様
な
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
を
構
築
し
、
全
国
の
ユ
ー
ザ
ー
の
利
用
に
供
す
る
。

ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟｭ
ｰ
ﾀ
｢
京
｣
及
び

革
新
的
ﾊ
ｲ
ﾊ
ﾟﾌ
ｫ
ｰ
ﾏ
ﾝ
ｽ
･
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟｭ
ｰ
ﾃ
ｨﾝ
ｸ
ﾞ･
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾗ
(
H
P
C
I)
の
運
営

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
2
,
6
4
9
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
2
,
6
1
0
百
万
円
）

〇
「
京
」
を
中
核
と
し
、
多
様
な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
革
新
的
な
計
算
環
境
（
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
：
革
新
的
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

イ
ン
フ
ラ
）
を
構
築
し
、
そ
の
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
科
学
技
術
の
発
展
、
産
業
競
争
力
の
強
化
、
安
全
・
安
心
な
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
。

【成
長

戦
略

等
に

お
け

る
記

載
】（
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
2
0
1
7
）

（
兵

庫
県

神
戸

市
）

「
京
」
の
利
用
実
績
（
平
成
2
9
年
9
月
末
時
点
）

・
利
用
者

2
,
2
0
0
人
以
上

・
全
体
の
3
割
が
産
業
界
（
1
7
0
社
以
上
）

「
京
」
の
運
転
実
績
（
平
成
2
8
年
度
実
績
）

・
運
転
時
間

8
,
3
2
1
時
間

・
稼
働
率

9
8
.
7
％

〇
国
は
、
研
究
開
発
活
動
を
支
え
る
共
通
基
盤
技
術
や
先
端
的
な
研
究
機
器
、
基
盤
と
な
る
施
設
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
研
究
施
設
・
設
備
等
の
全
体
像
を

俯
瞰
し
た
上
で
、
そ
の
規
模
や
特
性
等
に
応
じ
た
戦
略
的
な
共
用
の
促
進
や
、
研
究
開
発
と
共
用
の
好
循
環
の
確
立
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

１
．
「
京
」
の
運
営

1
1
,1
7
6
百
万
円
（
1
1
,1
8
2
百
万
円
）

〇
平
成
2
4
年
９
月
末
に
共
用
を
開
始
し
た
「
京
」
の
運
用
を

着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
を
推
進
。

①
「
京
」
の
運
営

1
0
,
3
3
6
百
万
円
（
1
0
,
3
4
2
百
万
円
）

②
「
京
」
の
利
用
促
進

8
4
0
百
万
円

（
8
4
0
百
万
円
）

２
．
H
P
C
Iの
運
営

1
,4
7
3
百
万
円
（
1
,4
2
8
百
万
円
）

第
２

階
層

ス
パ

コ
ン

フ
ラ

ッ
グ

シ
ッ

プ
シ

ス
テ

ム

東
北
大

筑
波
大

阪
大

九
大

名
大

北
大

統
数
研

東
工
大

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

京
大

東
大

【こ
れ

ま
で

の
成

果
例

】

•地
表

の
揺

れ
の

推
計

結
果

タ
ン
パ
ク
質

医
療
・
創
薬

実
際
の
材
料
に
近
い
1
0
万
原
子
規
模
の
第
一
原
理
計
算
に
よ
り
、
世
界
初

の
ナ
ノ
レ
ベ
ル
高
精
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
。
微
細
化
限
界
を
突

破
し
た
デ
バ
イ
ス
設
計
に
道
筋
（
2
0
1
5
年
ゴ
ー
ド
ン
ベ
ル
賞
受
賞
）
。

も
の
づ
く
り

長
周
期
地
震
動
に
よ
る
地
表
や
超
高
層
建
築
物
の

詳
細
な
揺
れ
を
初
め
て
明
ら
か
に
。
内
閣
府
に
よ

る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
及
び
首
都
直
下
地
震

へ
の
対
策
」
に
貢
献
。

宇
宙
の
構
造
形
成
過
程
の
解
明
の
た
め
、
世
界
最
大
規
模
の

数
兆
個
の
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
粒
子
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
2
0
1
2
年
ゴ
ー
ド
ン
ベ
ル
賞
受
賞
）
。

宇
宙
誕
生
か
ら

１
億
年
後
の

ダ
ー
ク
マ
タ
ー

空
間
分
布

自
動
車
の

周
り
の

空
気
の
流
れ

地
震
・
防
災
・
研
究

心
臓
全
体

宇
宙

地
表
の
揺
れ
の
推
計
結
果

世
界

で
初

め
て

、
空

気
の

流
れ

を
忠

実
に

実
現

し
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
風

洞
実

験
の

代
替

を
実

証
。

自
動

車
メ

ー
カ

ー
等

か
ら

な
る

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

よ
る

共
同

研
究

を
実

施
（
2
2
企

業
・
機

関
等

が
参

画
）
。

タ
ン

パ
ク

質
の

結
合

の
度

合
い

を
分

子
レ

ベ
ル

で
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
。

新
薬

候
補

化
合

物
を

選
定

し
、

前
臨

床
試

験
を

実
施

中
。

製
薬

メ
ー

カ
－

等
か

ら
な

る
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
よ

る
共

同
研

究
を

実
施

（
3
2
企

業
・
機

関
等

が
参

画
）
。

標
的
タ
ン
パ
ク
質

（
緑
）
と
薬
候
補

化
合
物
（
赤
）

断
面
の
電
流
密
度
分
布

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
4
8
0
百
万
円
】
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〇
我

が
国

が
直

面
す

る
課

題
に

対
応

す
る

た
め

、
2
0
2
1
年

～
2
2
年

の
運

用
開

始
を

目
標

に
、

世
界

最
高

水
準

の
汎

用
性

の
あ

る
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

実
現

を
目

指
す

。

〇
シ
ス
テ
ム
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
協
調
的
に
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、

世
界
最
高
水
準
の
汎
用
性
、
最
大
で
「
京
」
の
1
0
0
倍
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

実
効
性
能
を
目
指
す
。

〇
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
と
し
て
、
健
康
長
寿
、
防
災
・
減
災
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
も
の
づ
く
り
分
野
等
の
社
会
的
・
科
学
的
課
題
を
選
定
。

〇
消
費
電
力
：
3
0
～
4
0
M
W
（
「
京
」
は
1
2
.
7
M
W
）

○
国
費
総
額
：
約
1
,
1
0
0
億
円

ポ
ス
ト
｢
京
｣
の
開
発

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
5
,
6
3
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
6
,
7
0
0
百
万
円
）

電
気
自
動
車
の
モ
ー
タ
ー
や
発
電
機
の

た
め
の
永
久
磁
石
を
省
レ
ア
メ
タ
ル
化

で
実
現

気
象
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
、

局
地
的
豪
雨
を
的
確
に
予
測

創 薬 基 盤

燃
料
電
池
の
電
流
・
電
圧
性
能
を
予
測
・

高
性
能
化

飛
行
機
の
実
機
試
験
を
一
部
代
替
し
、

開
発
期
間
・
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減

地
震
の
揺
れ
・
津
波
の
進
入
・
市
民
の

避
難
経
路
を
メ
ー
ト
ル
単
位
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン

高
速
・
高
精
度
な
創
薬
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現

宇
宙
で
い
つ
ど
の
よ
う
に
物
質
が
創
ら

れ
た
の
か
な
ど
、
科
学
の
根
源
的
な
問

い
へ
の
挑
戦

気 象 ・ 気 候 地 震 ・ 防 災

燃 料 電 池 高 性 能 材 料

も の づ く り 宇 宙

【期
待

さ
れ

る
成

果
例

】

世
界
最
高
水
準
の

★
消
費
電
力
性
能

★
計
算
能
力

★
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
・
使
い
勝
手
の
良
さ

★
画
期
的
な
成
果
の
創
出

【シ
ス

テ
ム

の
特

色
】

★
平
成
3
0
年
度
秋
頃
（
予
定
）
の

中
間
評
価
を
踏
ま
え
、
製
造
段
階

へ
の
移
行
を
最
終
的
に
判
断
。

FY
20

14
（

H2
6）

FY
20

15
（

H2
7）

FY
20

16
（

H2
8）

FY
20

17
（

H2
9）

FY
20

18
（

H3
0）

FY
20

19
（

H3
1）

FY
20

20
（

H3
2）

FY
20

21
（

H3
3）

シ
ス

テ
ム

ア
プ

リケ
ー

シ
ョン

基
本
設
計

試
作
・
詳
細
設
計

製
造
・
調
整

運
用

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
・
研
究
開
発

実
証

理
化
学
研
究
所

計
算
科
学
研
究
機
構

（
兵
庫
県
神
戸
市
）

【事
業

の
目

的
】

【事
業

の
概

要
】

〇
高
精
度
・
高
速
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
最
先
端
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
に
係
る
研
究
開
発
と
そ
の
産
業
利
用
の
促
進

〇
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
理
論
、
実
験
と
並
ぶ
科
学
技
術
第
３
の
手
法
で
あ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
強
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
国
民
生
活
の
安
全
・
安

心
や
国
際
競
争
力
の
確
保
の
た
め
の
先
端
的
な
研
究
に
不
可
欠
な
研
究
情
報
基
盤
で
あ
る
。

【成
長

戦
略

等
に

お
け

る
記

載
】（
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
）

背
景
・
課
題

事
業
概
要

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
で
、
個
人
の

が
ん
・
心
疾
患
予
防
と
治
療
支
援
を
実
現

個 別 化 医 療
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触
媒

表
面

の
複

雑
な

化
学

反
応

を解
析

官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
次
世
代
放
射
光
施
設
の
推
進

背
景
・
課
題

【
事
業
概
要
】

①
施

設
の

調
査

費
3
4
百

万
円

官
民

地
域

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
パ

ー
ト

ナ
ー

の
具

体
化

・
調

整
等

②
加

速
器

技
術

開
発

2
0
0
百

万
円

蓄
積

リ
ン

グ
（
円

形
加

速
器

）
の

周
長

を
短

縮
化

、
合

理
化

す
る

た
め

の
、

磁
石

セ
ル

等
の

試
作

・
研

究
開

発

【成
長

戦
略

等
に

お
け

る
記

載
】

第
5期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
P3

2）
４

（
２

）
②

ⅱ
）

、（
P1

4）
２

（
３

）
②

ⅱ
）

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

支
出

先
：
量

子
科

学
技

術
研

究
開

発
機

構

国
量
研

補
助
金

【
次
世
代
放
射
光
施
設
で
拓
か
れ
る
学
術
・
産
業
】

創
薬

生
体

内
の

タン
パ

ク質
の

電
子

状
態

の
詳

細
解

析
に

よ
る

機
能

発
現

の
原

理
解

明
タン

パ
ク質

の
働

き
を

制
御

す
る

候
補

物
質

の
ス

クリ
ー

ニン
グ

を
合

理
化

これ
ま

で
場

当
た

り的
だ

った
創

薬
に

つ
い

て
、

合
理

的
な

設
計

に
よ

る
効

率
的

な
開

発
が

実
現

○
最

先
端

の
科

学
技

術
は

、
物

質
の

「
構

造
解

析
」
に

加
え

て
物

質
の

「
機

能
理

解
」
へ

と
向

か
っ

て
お

り
、

物
質

表
面

の
電

子
状

態
変

化
を

時
間

的
に

追
え

る
高

輝
度

の
軟

Ｘ
線

利
用

環
境

の
整

備
が

重
要

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

学
術

・
産

業
と

も
に

高
い

利
用

が
見

込
ま

れ
る

、
軟

Ｘ
線

に
強

み
を

持
つ

高
輝

度
3G

eV
級

放
射

光
源

（次
世

代
放

射
光

施
設

）
の

早
期

整
備

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

○
審

議
会
※

に
お

い
て

は
、

財
源

負
担

も
含

め
た

官
民

地
域

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

り
整

備
を

推
進

す
る

こ
と

が
重

要
と

の
見

解
が

示
さ

れ
て

お
り

、
我

が
国

の
研

究
力

強
化

と
生

産
性

向
上

に
貢

献
す

る
次

世
代

放
射

光
施

設
に

つ
い

て
、

官
民

地
域

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
施

設
の

具
体

化
等

を
推

進
す

る
。

※
「
軟

X線
向

け
高

輝
度

放
射

光
源

に
関

す
る

中
間

的
整

理
」
（
平

成
29

年
2月

7日
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

量
子

ビ
ー

ム
利

用
推

進
小

委
員

会
）

硬
X線

の
特

徴
○

重
元

素
の

分
析

が
得

意
で

構
造

解
析

が
主

【物
質

の
原

子
配

列
や

結
晶

構
造

の
解

明
等

】
○

物
質

内
部

の
分

析
が

可
能

例
）

タン
パ

ク質
の

構
造

解
析

、タ
イヤ

の
分

子
構

造
の

解
明

軟
X線

の
特

徴
○

軽
い

元
素

の
分

析
が

得
意

で
、電

子
状

態
が

良
く見

え
る

【物
質

機
能

を
現

す
電

子
の

動
的

挙
動

や
物

性
の

解
明

等
】

○
物

質
表

面
の

分
析

が
主

例
）

触
媒

や
電

池
材

料
の

機
能

解
明

、超
微

細
な

磁
石

材
料

の
詳

細
解

析

相
補

的

SP
rin

g-
8

軟
X線

向
け

高
輝

度
放

射
光

源

磁
性

・ス
ピ

ン
ト

ロ
ニ

ク
ス

材
料

超
高

精
度

の
磁

力
解

析
に

よ
る

新
た

な
磁

性
現

象
の

発
見

や
ス

ピン
が

作
り出

す
巨

大
ス

ピ
ン波

伝
搬

な
ど、

新
た

な
現

象
の

解
明

希
少

金
属

を
使

わ
ず

に
高

い
磁

力
を

も
つ

、
新

た
な

エ
コ磁

性
材

料
の

開
発

新
た

な
ス

ピン
トロ

ニク
ス

素
子

の
開

発
に

よ
り、

超
低

消
費

電
力

ス
トレ

ー
ジ

が
実

現

触
媒

反
応

の
動

的
解

析
や

、新
た

な
触

媒
の

反
応

因
子

の
特

定
に

よ
る

触
媒

機
能

の
学

理
解

明
触

媒
の

理
論

的
な

設
計

が
可

能
とな

り、
安

価
で

高
性

能
な

触
媒

開
発

が
実

現
触

媒
の

理
想

的
な

反
応

条
件

の
決

定
に

よ
る

高
効

率
化

、長
寿

命
化

、高
収

率
な

化
学

プ
ラン

ト
の

設
計

や
、高

生
産

プ
ロセ

ス
の

実
現

に
貢

献

触
媒

化
学

放 射 光 （ X 線 ） の 輝 度

新
設

が
進

む
海

外
の

軟
X線

向
け

次
世

代
放

射
光

施
設

SP
rin

g-
8

（
硬

Ｘ
線

向
け

放
射

光
施

設
）

海
外

の
軟

X線
向

け
放

射
光

施
設

同
規

模
の

海
外

施
設

とし
て

は
、

米
国

（
AP

S）
、欧

州
（

ES
RF

）
が

あ
る

（
19

90
年

代
に

建
設

）

（
20

10
年

代
～

）

国
内

の
軟

Ｘ
線

向
け

放
射

光
施

設

英
国

、仏
国

、ス
イス

、ス
ペ

イン
、

豪
州

、中
国

、韓
国

等
（

20
00

年
代

に
建

設
）

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
3
4
百
万
円
（
新
規
）

主
に

物
質

の
構

造
を

知
る

（
物

質
内

部
の

原
子

構
造

の
解

析
）

主
に

物
質

の
機

能
を

知
る

（
物

質
表

面
の

電
子

状
態

の
解

析
）

軟
X線

（
～

2 
ke

V）
硬

X線
（

5～
20

 k
eV

）

※
輝

度
：

放
射

光
の

明
る

さ。
輝

度
が

高
い

と、
様

々
な

も
の

が
より

くっ
きり

と見
え

る
。

また
、よ

り短
時

間
で

、よ
り微

小
な

領
域

を、
時

間
的

な
変

化
も

より
詳

細
に

観
察

で
きる

。

電
子

状
態

の
動

的
解

析
に

より
タン

パ
ク質

と候
補

物
質

の
反

応
を理

解
磁

力
を持

た
な

い
とさ

れ
た

物
質

に
磁

性
現

象
を発

見

事
業
概
要

10
eV

10
0e

V
1k

eV
10

ke
V 

10
0k

eV

次
世

代
放

射
光

施
設

（
イメ

ー
ジ

図
）

＜
官

民
地

域
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ップ

に
よ

る
次

世
代

放
射

光
施

設
の

具
体

化
等

＞

出
典

）
高

輝
度

光
科

学
研

究
セ

ン
ター
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6．科学技術イノベーションの戦略的国際展開
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【
機

密
性
○（

取
扱

制
限
）

】
６
．
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
戦
略
的
国
際
展
開

◇
国

際
科

学
技

術
共

同
研

究
推
進

事
業

等

◇
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
す

る
若

手
研

究
者

の
育

成

○
地

球
規

模
課

題
対

応
国

際
科

学
技

術
協

力
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
SA

TR
EP

S）
平

成
3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：
1
,7

1
8
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
1
,6

9
0
百

万
円

）

我
が

国
の

優
れ

た
科

学
技

術
と

O
D

Aと
の

連
携

に
よ

り
、

ア
ジ

ア
等

の
開

発
途

上
国

と
、

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
防

災
、

生
物

資
源

等
の

地
球

規
模

の
課

題
の

解
決

に
つ

な
が

る
国

際
共

同
研

究
を

推
進

す
る

。

○
戦

略
的

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
SI

C
O

R
P）

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：
9
5
9
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
1
,0

3
0
百

万
円

）

戦
略

的
な

国
際

協
力

に
よ

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
目

指
し

、
各

国
と

の
合

意
に

基
づ

く
イ

コ
ー

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
（
対

等
な

協
力

関
係

）
の

下
、

相
手

国
・
地

域
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

・
分

野
と

協
力

フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
た

多
様

な
国

際
共

同
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
AS

EA
N

を
は

じ
め

と
す

る
新

興
国

等
と

我
が

国
の

「
顔

の
見

え
る

」
持

続
的

な
研

究
協

力
を

推
進

す
る

。

○
日

本
・
ア

ジ
ア

青
少

年
サ

イ
エ

ン
ス

交
流

事
業

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：
2
,0

7
0
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
1
,8

7
0
百

万
円

）

海
外

の
優

秀
な

人
材

の
獲

得
を

目
指

し
、

ア
ジ

ア
諸

国
と

の
若

手
人

材
交

流
を

推
進

す
る

。

○
海

外
特

別
研

究
員

事
業

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：
2
,0

3
6
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
2
,0

0
3
百

万
円

）

優
れ

た
若

手
研

究
者

に
対

し
所

定
の

資
金

を
支

給
し

、
海

外
に

お
け

る
大

学
等

研
究

機
関

に
お

い
て

長
期

間
（
２

年
間

）
研

究
に

専
念

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

○
外

国
人

特
別

研
究

員
事

業
平

成
3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：
3
,2

8
8
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
3
,6

4
6
百

万
円

）

分
野

や
国

籍
を

問
わ

ず
、

外
国

人
若

手
研

究
者

を
大

学
・
研

究
機

関
等

に
招

へ
い

し
、

我
が

国
の

研
究

者
と

外
国

人
若

手
研

究
者

と
の

研
究

協
力

関
係

を
通

じ
、

国
際

化
の

進
展

を
図

っ
て

い
く
こ

と
で

我
が

国
に

お
け

る
学

術
研

究
を

推
進

す
る

。

○
若

手
研

究
者

海
外

挑
戦

プ
ロ

グ
ラ

ム
平

成
3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
：
3
2
1
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
2
6
0
百

万
円

）
海

外
と

い
う

新
た

な
環

境
へ

挑
戦

し
、

３
か

月
～

1年
程

度
、

海
外

の
研

究
者

と
共

同
し

て
研

究
に

従
事

す
る

機
会

を
提

供

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
将

来
国

際
的

な
活

躍
が

期
待

で
き

る
豊

か
な

経
験

を
持

ち
合

わ
せ

た
博

士
後

期
課

程
学

生
等

の
育

成
に

寄
与

す
る

。

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

研
究

環
境

の
国

際
化

世
界

の
科

学
的

出
版

物
と

共
著

論
文

の
状

況

出
典

：
エ

ル
ゼ

ビ
ア

社
ス

コ
ー

パ
ス

に
基

づ
い

て
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
作

成

研
究

の
国

際
化

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
機

関
や

大
学

の
教

育
研

究
環

境
の

国
際

化

若
手

研
究

者
の

国
際

化

・
国

内
の

優
れ

た
研

究
チ

ー
ム

が
海

外
の

卓
越

し
た

研
究

者
と

連
携

し
、

共
同

研
究

を
行

う
こ

と
に

よ
る

成
果

の
効

果
的

な
創

出

・
優

れ
た

成
果

創
出

に
つ

な
が

る
、

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
機

関
の

制
度

・
運

用
の

改
善

・
大

学
の

教
育

研
究

環
境

の
国

際
化

・
国

際
交

流
の

促
進

や
、

若
手

研
究

者
の

海
外

で
の

研
究

機
会

の
増

加

国
際

的
な

人
材

・
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

、
先

端
科

学
技

術
分

野
で

の
戦

略
的

な
国

際
協

力
の

推
進

、
地

球
規

模
課

題
の

解
決

へ
の

貢
献

等
に

取
り

組
み

、
科

学
技

術
の

戦
略

的
な

国
際

展
開

を
一

層
推

進
す

る
。

▷
近

年
、

我
が

国
研

究
者

の
国

際
流

動
性

（
派

遣
・

受
入

れ
研

究
者

数
）

が
各

国
と

比
較

し
て

低
く

、
停

滞
ま

た
は

低
下

傾
向

に
あ

る
。

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
国

際
的

な
課

題

▷
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

環
境

の
国

際
化

が
進

む
中

、
我

が
国

は
論

文
数

シ
ェ

ア
や

共
著

に
お

け
る

国
際

的
な

地
位

が
低

下
し

て
い

る
。

世
界

の
研

究
者

の
主

な
流

動
海

外
へ

の
研

究
者

の
派

遣
者

数
・

海
外

か
ら

の
研

究
者

の
受

入
れ

者
数

出
典

：
O

EC
D

 “S
ci

en
ce

, T
ec

hn
ol

og
y 

an
d 

In
du

st
ry

Sc
or

eb
oa

rd
 2

01
3”

を
基

に
文

部
科

学
省

作
成

出
典

：
文

部
科

学
省

「
国

際
研

究
交

流
状

況
調

査
」

（
平

成
29

年
6月

）

出
典

：
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所

平
成
３

０
年

度
予
算

額
（

案
）

：
1
3
,
9
7
6
百
万
円

（
平
成

２
９

年
度
予

算
額

：
1
3
,
9
7
4
百
万
円

）
※
運
営
費

交
付

金
中
の

推
計

額
含

む

国
際

に
関

す
る

今
後

の
改

革
の

方
向

性

「
科

学
技

術
・

学
術

分
野

の
国

際
展

開
に

つ
い

て
ー

我
が

国
の

国
際

競
争

力
の

向
上

に
向

け
て

ー
」

（
科

学
技

術
・

学
術

分
野

に
お

け
る

国
際

的
な

展
開

に
関

す
る

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
）

（
平

成
29

年
7月

）
よ

り

- 66-



国
際
科
学
技
術
共
同
研
究
推
進
事
業
等

戦
略

的
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
IC

O
R

P
）

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
: 
  
9
5
9
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

: 
1
,0

3
0
百

万
円

）

先
進

・
新

興
国

、
開

発
途

上
国

と
の

共
同

研
究

等
を

推
進

し
、

地
球

規
模

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
科

学
技

術
分

野
の

国
際

交
流

を
促

進
し

、
国

際
科

学
技

術
協

力
の

戦
略

的
展

開
に

資
す

る
。

地
球

規
模

課
題

対
応

国
際

科
学

技
術

協
力

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
S
A

T
R

E
P

S
）

【
事

業
の

成
果

】

▷
各

国
と

の
合

意
に

基
づ

く
イ

コ
ー

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

相
手

国
に

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
拠

点
を

設
置

す
る

等
、

相
手

国
・
地

域
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

・
分

野
と

協
力

フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
た

多
様

な
国

際
共

同
研

究
を

推
進

国
（
文

部
科

学
省

）
省

庁
間

合
意

等

相
手

国
資

金
配

分
機

関

相
手

国
・
地

域

Ｊ
Ｓ

Ｔ
相

互
協

力

日
本

側
研

究
機

関
・
研

究
者

相
手

国
側

研
究

機
関

・
研

究
者

提
案

申
請

支
援

国
際

共
同

研
究

通
知

（
相

手
国

・
研

究
分

野
）

実
施

方
針

の
伝

達

提
案

申
請

支
援

二
国

間
多

国
間

協
力

日
本

・
ア

ジ
ア

青
少

年
サ

イ
エ

ン
ス

交
流

事
業

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（案
）

: 
2
,0

7
0百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

: 
1
,8

7
0百

万
円

）
▷
海

外
の

優
秀

な
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

の
獲

得
に

資
す

る
た

め
、

ア
ジ

ア
諸

国
の

青
少

年
と

の
科

学
技

術
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
平

成
3
0
年

度
に

お
い

て
は

、
Ａ

Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ

等
と

の
交

流
を

拡
充

予
定

。

平
成
３

０
年

度
予
算
額

（
案

）
：
4
,
7
4
7
百
万
円

（
平
成

２
９

年
度
予

算
額

：
4
,
5
9
0
百
万
円

）
※
運
営
費

交
付

金
中
の

推
計

額

・
文

部
科

学
省

及
び

科
学

技
術

振
興

機
構

（
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
と

、
外

務
省

及
び

国
際

協
力

機
構

（
Ｊ
ＩＣ

Ａ
）
が

連
携

。
・
そ

れ
ぞ

れ
日

本
側

研
究

機
関

・
研

究
者

及
び

相
手

国
側

研
究

機
関

、
研

究
者

を
支

援

【
本

事
業

の
政

策
的

な
意

義
】

・
我

が
国

に
お

け
る

「
持

続
可

能
な

開
発

目
標

（
SD

Gs
）実

施
指

針
」
の

付
表

に
お

い
て

、
SA

TR
EP

Sが
具

体
的

施
策

と
し

て
記

載
。

・
地

球
規

模
課

題
の

解
決

を
目

指
す

SA
TR

EP
Sは

SD
Gs

と
の

親
和

性
は

高
く
、

日
本

が
先

導
的

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

可
能

。

「
イ

オ
ン

の
流

れ
を

光
に

よ
っ

て
ス

イ
ッ

チ
ン

グ
で

き
る

固
体

材
料

の
合

成
に

成
功

」
・
金

属
と

有
機

分
子

か
ら

な
る

配
位

高
分

子
と

呼
ば

れ
る

結
晶

を
用

い
、

イ
オ

ン
輸

送
の

オ
ン

／
オ

フ
を

光
に

よ
っ

て
制

御
す

る
材

料
を

開
発

。
・
光

に
よ

る
イ

オ
ン

制
御

機
構

を
有

す
る

メ
モ

リ
や

ト
ラ

ン
ジ

ス
タ

な
ど

へ
応

用
が

期
待

。

「
超

極
微

量
試

料
の

化
学

構
造

を
決

定
で

き
る

量
子

セ
ン

シ
ン

グ
N

M
R

の
開

発
に

成
功

」
・
従

来
の

N
M

R
（
核

磁
気

共
鳴

）
の

1
1
桁

も
少

な
い

超
極

微
量

資
料

か
ら

の
N

M
R

信
号

を
、

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

結
晶

中
の

量
子

セ
ン

サ
を

用
い

て
常

温
・
常

圧
で

検
出

・
本

研
究

チ
ー

ム
が

開
発

し
た

特
殊

な
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
結

晶
の

被
膜

を
使

用
し

、
高

感
度

セ
ン

サ
と

高
磁

場
測

定
を

実
現

S
T
Iフ

ォ
ー

ラ
ム

2
01
7於

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

国
連
本

部
※
カ

マ
ウ

共
同

議
長

よ
り
「

Bo
ok

 o
f 
Ja

pa
n’

s
 

pr
ac

ti
ce

f
or
 S

DG
s」

に
つ

い
て

発
言

す
る
な

ど
世
界

が
我
が

国
の

SD
Gｓ

達
成

へ
の
取

組
に

注
目
。

▷
我

が
国

の
優

れ
た

科
学

技
術

と
政

府
開

発
援

助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ

）
と

の
連

携
に

よ
り

、
開

発
途

上
国

と
、

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

、
防

災
分

野
、

生
物

資
源

分
野

等
に

お
け

る
地

球
規

模
課

題
の

解
決

に
つ

な
が

る
国

際
共

同
研

究
を

推
進

【
事
業
の
目
的
・
概
要
】

支
援

対
象

機
関

：
大

学
、

国
公

立
研

究
機

関
等

の
公

的
研

究
機

関
、

民
間

企
業

等
支

援
額

：
３

６
百

万
円

／
年

・
課

題
（
別

途
J
IC

A
が

６
０

百
万

円
／

年
を

上
限

に
支

援
）

事
業

期
間

：
平

成
２

０
年

度
～

支
援

期
間

：
原

則
３

～
５

年
間

新
規

採
択

課
題

：
７

課
題

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
JS
T

運
営
費
交
付
金

大
学
・
研
究

機
関
等

大
学
・
研
究

機
関
等

委
託

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

（
ス

キ
ー

ム
） 文

部
科

学
省

Ｊ
Ｓ

Ｔ

外
務

省
Ｊ

ＩＣ
Ａ

政
府

開
発

援
助

（
Ｏ

Ｄ
Ａ

）

日
本

側
研

究
機

関
・
研

究
者

途
上

国
側

研
究

機
関

・
研

究
者

国
際

共
同

研
究

提
案

申
請

支
援

連
携 協

力
要

請

【
事
業
の
目
的
・
概
要
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

(上
)高

圧
高

温
合

成

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

結
晶

支
援

対
象

機
関

：
大

学
、

国
公

立
研

究
機

関
等

の
公

的
研

究
機

関
、

民
間

企
業

等
支

援
額

：
５

百
万

円
～

1
億

円
/
課

題
・
年

事
業

期
間

：
平

成
２

１
年

度
～

支
援

期
間

：
３

年
間

新
規

採
択

課
題

：
１

７
課

題

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

(下
)切

り
出

し
た

被
膜

配
位

高
分

子
結

晶
の

構
造

と
光

応
答

性
の

ピ
ラ

ニ
ン

分
子

の
構

造

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
: 
1
,7

1
8
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

: 
1
,6

9
0
百

万
円

）

国
JS
T

運
営
費
交
付
金

大
学
・
研
究

機
関
等

大
学
・
研
究

機
関
等

委
託

■
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

複
合

的
な

チ
ー

ム
を

構
成

し
て

実
施

す
る

大
型

の
共

同
研

究
>

3
0
百

万
～

5
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
3
～

5
年

間
）

■
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

複
合

的
な

チ
ー

ム
を

構
成

し
て

実
施

す
る

大
型

の
共

同
研

究
>

3
0
百

万
～

5
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
3
～

5
年

間
）

■
コ

ア
チ

ー
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

1
～

2
チ

ー
ム

で
実

施
す

る
中

型
の

共
同

研
究

>
1
0
百

万
～

3
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
コ

ア
チ

ー
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

1
～

2
チ

ー
ム

で
実

施
す

る
中

型
の

共
同

研
究

>
1
0
百

万
～

3
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
国

際
協

力
加

速
タ

イ
プ

<
相

応
の

基
盤

を
有

す
る

研
究

の
加

速
>

5
百

万
～

1
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
国

際
協

力
加

速
タ

イ
プ

<
相

応
の

基
盤

を
有

す
る

研
究

の
加

速
>

5
百

万
～

1
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
戦

略
的

国
際

協
力

研
究

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
共

同
ラ

ボ
タ

イ
プ

<
共

同
ラ

ボ
を

相
手

国
に

形
成

し
、

我
が

国
の

「
顔

の
見

え
る

」
持

続
的

な
研

究
協

力
を

推
進

>
1
億

円
／

年
・
拠

点
（
5
年

間
，

評
価

に
よ

り
1
0
年

間
）

発
展

発
展

（
ス

キ
ー

ム
）

（
課

題
タ

イ
プ

）

国
JS
T

運
営
費
交
付
金

大
学
・
研
究

機
関
等

大
学
・
研
究

機
関
等

委
託

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

【
対

象
】

高
校

生
、

大
学

生
、

大
学

院
生

、
ポ

ス
ド

ク
等

【
人

数
・
受

入
れ

期
間

】
約

6,
00

0人
（
約

1～
3週

間
）

ド
イ

ツ
化

学
会

誌
「
A

n
ge

w
an

dt
e

C
h
e
m

ie
In

ta
rn

at
io

n
al

E
di

ti
o
n
」
の

オ
ン

ラ
イ

ン
版

に
て

公
開

（
平

成
2
9
年

4
月

）
採

択
時

期
：
平

成
2
8
年

採
択

課
題

研
究

代
表

者
：
堀

毛
悟

史
京

都
大

学
高

等
研

究
院

物
質

ー
細

胞
統

合
シ

ス
テ

ム
拠

点
准

教
授

「
S
c
ie

n
c
e
」
の

オ
ン

ラ
イ

ン
版

に
て

公
開

（
平

成
2
9
年

6
月

）
採

択
時

期
：
平

成
2
1
年

採
択

課
題

研
究

代
表

者
：
磯

谷
順

一
筑

波
大

学
名

誉
教

授

飛
躍

的
発

展
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グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
若
手
研
究
者
の
育
成

国
際

的
な

頭
脳

循
環

の
進

展
を

踏
ま

え
、

我
が

国
に

お
い

て
優

秀
な

人
材

を
育

成
・
確

保
す

る
た

め
、

若
手

研
究

者
に

対
す

る
海

外
研

鑽
機

会
の

提
供

、
短

期
間

の
共

同
研

究
に

よ
る

海
外

挑
戦

の
支

援
や

諸
外

国
の

優
秀

な
研

究
者

の
招

へ
い

を
実

施
す

る
。

海
外

特
別

研
究

員
採

用
者

の
被

引
用

数
T
O

P
1
0
％

論
文

の
割

合

平
成
３

０
年

度
予
算
額

（
案

）
：
5
,
6
4
4
百
万
円

（
平
成

２
９

年
度
予

算
額

：
5
,
9
1
0
百
万
円

）
※
運
営
費

交
付

金
中
の

推
計

額

海
外

特
別

研
究

員
事

業

若
手

研
究

者
海

外
挑

戦
プ

ロ
グ

ラ
ム

▷
博

士
の

学
位

を
有

す
る

者
の

中
か

ら
優

れ
た

若
手

研
究

者
を

「
海

外
特

別
研

究
員

」
と

し
て

採
用

▷
海

外
の

大
学

等
研

究
機

関
に

お
い

て
長

期
間

（
２

年
間

）
研

究
に

専
念

で
き

る
よ

う
支

援

▷
将

来
国

際
的

な
活

躍
が

期
待

で
き

る
博

士
後

期
課

程
学

生
等

を
育

成
す

る
た

め
、

短
期

間
の

海
外

の
研

究
者

と
共

同
し

て
研

究
に

従
事

す
る

機
会

を
提

供

▷
海

外
か

ら
優

秀
な

人
材

を
我

が
国

に
呼

び
込

む
た

め
、

分
野

や
国

籍
を

問
わ

ず
、

外
国

人
若

手
研

究
者

を
大

学
・
研

究
機

関
等

に
招

へ
い

▷
我

が
国

の
研

究
者

と
外

国
人

若
手

研
究

者
と

の
研

究
協

力
関

係
を

通
じ

国
際

化
の

進
展

を
図

っ
て

い
く
こ

と
で

我
が

国
に

お
け

る
学

術
研

究
を

推
進

外
国

人
特

別
研

究
員

事
業

支
援

対
象

者
：
ポ

ス
ド

ク
等

支
援

経
費

：
往

復
航

空
費

、
滞

在
費

、
研

究
活

動
費

等
事

業
開

始
時

期
：
昭

和
５

７
年

度
支

援
期

間
：
２

年
間

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
JS
P
S

運
営
費
交
付
金

海
外
特
別

研
究
員

海
外
特
別

研
究
員

【
事
業
の
目
的
・
概
要
】

（
イ
メ
ー
ジ
図
）

【
事
業
の
成
果
】

○
海

外
特

別
研

究
員

と
し

て
の

経
験

が
、

採
用

者
に

お
け

る
今

後
の

研
究

能
力

の
向

上
に

役
立

っ
て

い
る

・
採

用
前

に
比

べ
て

、
採

用
期

間
終

了
後

の
被

引
用

数
T
O

P
1
0
％

論
文

の
割

合
が

増
加

※
平

成
2
0
年

度
新

規
採

用
1
4
1
人

を
調

査
。

※
E
ls

e
vi

e
r社

S
c
o
pu

sを
基

に
、

同
社

の
研

究
分

析
ツ

ー
ル

S
c
iV

al
を

用
い

集
計

。
※

集
計

日
：
2
0
1
7
年

6
月

5
日

海
外

特
別

研
究

員
採

用
期

間

東
京
工
業
大
学

地
球
生
命
研
究
所
（
E
L
S
I）
所
長
・
教
授

廣
瀬

敬
（
ひ
ろ
せ
け
い
）

【
平
成
9
年
度
採
用
】

名
古
屋
大
学
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ

生
命
分
子
研
究
所
客
員
教
授
、
海
外
主
任
研
究
者
鳥
居
啓
子
（
と
り
い
け
い
こ
）
【
平
成
7
年
度
採
用
】

平
成

２
１

年
度

に
、

最
先

端
研

究
開

発
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
F
IR

S
T
)に

採
択

さ
れ

た
。

量
子

ド
ッ

ト
の

提
唱

者
と

し
て

半
導

体
ナ

ノ
技

術
や

ナ
ノ

デ
バ

イ
ス

の
研

究
で

、
世

界
を

リ
ー

ド
し

て
い

る
。

荒
川
泰
彦
（
あ
ら
か
わ
や
す
ひ
こ
）
【
昭
和
5
8
年
度
採
用
】

東
京
大
学

ナ
ノ
量
子
情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
機
構
長

遺
伝

学
的

・
分

子
生

物
学

的
解

析
に

よ
っ

て
明

ら
か

に
し

た
気

孔
形

成
シ

ス
テ

ム
は

、
植

物
分

化
の

最
も

シ
ン

プ
ル

か
つ

美
し

い
シ

ス
テ

ム
と

し
て

世
界

の
注

目
を

集
め

て
お

り
、

平
成

2
0
年

度
日

本
学

術
振

興
会

を
受

賞
。

地
球

内
部

の
深

さ
2
6
0
0
km

付
近

か
ら

マ
ン

ト
ル

の
底

（
深

さ
2
9
0
0
km

）
ま

で
を

構
成

す
る

誰
も

見
た

こ
と

の
な

い
未

知
の

鉱
物

「
ポ

ス
ト

ペ
ロ

フ
ス

カ
イ

ト
」
の

発
見

を
2
0
0
4
年

5
月

科
学

誌
「
S
c
ie

n
c
e
」
で

発
表

。

＜
海
外
特
別
研
究
員
経
験
者
＞

【
事
業
の
目
的
・
概
要
】

支
援

対
象

者
：
ポ

ス
ド

ク
等

支
援

経
費

：
往

復
航

空
費

、
滞

在
費

等
事

業
開

始
時

期
：
昭

和
６

３
年

度
支

援
期

間
：
２

年
以

内

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
JS
P
S

外
国
人

特
別
研
究
員

外
国
人

特
別
研
究
員

（
イ
メ
ー
ジ
図
）

Dr
. R

ich
ar

d 
CU

LL
ET

O
N

（
平

成
17

年
度

大
阪

大
学

受
入

、
イ

ギ
リ

ス
）

採
用

期
間

終
了

後
、

長
崎

大
学

で
の

任
期

付
助

教
授

（
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
）
を

経
て

、
20

11
年

よ
り

、
同

大
熱

帯
医

学
研

究
所

で
マ

ラ
リ

ア
学

研
究

室
を

開
設

。
O

ut
st

an
di

ng
 R

ev
ie

w
 A

w
ar

d 
fro

m
 C

lin
ica

l I
nf

ec
tio

us
 D

ise
as

es
受

賞
。

Dr
. P

at
ry

k 
LY

KA
W

KA
（
平

成
19

年
度

神
戸

大
学

受
入

、
ブ

ラ
ジ

ル
）

採
用

期
間

中
、

受
入

研
究

者
と

と
も

に
太

陽
系

「
第

９
惑

星
」
の

可
能

性
を

発
表

。
採

用
期

間
終

了
後

は
、

近
畿

大
学

総
合

社
会

学
部

に
て

助
教

、
講

師
を

経
て

、
現

在
、

准
教

授
。

Dr
. G

ua
n 

GU
I

（
平

成
24

年
度

東
北

大
学

受
入

、
中

国
）

採
用

期
間

途
中

で
、

秋
田

県
立

大
学

シ
ス

テ
ム

科
学

技
術

学
部

電
子

情
報

シ
ス

テ
ム

学
科

特
任

助
教

に
就

任
。

20
14

年
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

開
催

さ
れ

た
IE

EE
 In

te
rn

at
io

na
l C

on
fe

re
nc

e 
on

 C
om

m
un

ica
tio

ns
 2

01
4

に
お

い
て

、
最

優
秀

論
文

賞
を

受
賞

。

【
事
業
の
成
果
】

＜
外
国
人
特
別
研
究
員
経
験
者
＞

【
事
業
の
目
的
・
概
要
】

支
援

対
象

者
：
博

士
後

期
課

程
学

生
等

支
援

経
費

：
往

復
航

空
費

、
滞

在
費

等
事

業
開

始
時

期
：
平

成
２

９
年

度
渡

航
期

間
：
3
か

月
～

1
年

程
度

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
JS
P
S

採
用
者

採
用
者

（
イ
メ
ー
ジ
図
）

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
: 
2
,0

3
6
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

: 
2
,0

0
3
百

万
円

）
平

成
3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
: 3

,2
8
8百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

: 
3
,6

4
6
百

万
円

）

平
成

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
: 

3
2
1百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

: 
2
6
0百

万
円

）

採
用

人
数

（
見

込
み

）
平

成
29

年
度

46
0人

→
平

成
30

年
度

50
7人

採
用

人
数

（
見

込
み

）
平

成
29

年
度

1,
11

2人
→

平
成

30
年

度
1,

04
2人

採
用

人
数

（
見

込
み

）
平

成
29

年
度

14
0人

→
平

成
30

年
度

16
0人

運
営
費
交
付
金

運
営
費
交
付
金
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7．社会とともに創り進める 

科学技術イノベーション政策の推進
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○
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
「
政
策
の
た
め
の
科
学
」の
推
進

客
観
的
根
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
く
合
理
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
政
策
形
成

の
実
現
に
向
け
、
政
策
形
成
の
実
践
に
資
す
る
研
究
を
進
め
る
中
核
的
拠
点
機
能
を

充
実
す
る
と
と
も
に
、
基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
間
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、

「
政
策
の
た
め
の
科
学
」
を
推
進
す
る
。

○
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
（
社
会
技
術
研
究
開
発
）

自
然
科
学
に
加
え
、
人
文
・
社
会
科
学
の
知
見
を
活
用
し
、
広
く
社
会
の
関
与
者
の
参

画
を
得
た
研
究
開
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
ア
ー
ス
構
想
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
具
体
的
問
題
を
解
決
す
る
。

○
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

大
変
革
時
代
に
お
い
て
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
社
会
的
課
題
な
ど
へ

の
対
応
を
図
る
た
め
、
日
本
科
学
未
来
館
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
の
運
営

・
提
供
、
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
養
成
、
共
創
的
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
に
向
け
た
取
組
を
実
施
す
る
。

○
研
究
活
動
の
不
正
行
為
へ
の
対
応

「
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏

ま
え
、
資
金
配
分
機
関
（
日
本
学
術
振
興
会
、
科
学
技
術
振
興
機
構
、
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構
）
と
の
連
携
に
よ
り
、
研
究
倫
理
教
育
に
関
す
る
標
準
的
な
教
材
等
の
作
成

や
研
究
倫
理
教
育
の
高
度
化
等
を
推
進
す
る
研
究
公
正
推
進
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
、

公
正
な
研
究
活
動
を
推
進
す
る
。

※
一
部
「
８
．
健
康
・
医
療
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進
」
計
上
分
と
重
複

1
,4
1
7
百
万
円
（1
,6
2
7百
万
円
）

経
済
・
社
会
的
な
課
題
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
対
話
・
協
働
な
ど
、
科
学
技
術
と

社
会
と
の
関
係
を
深
化
さ
せ
る
取
組
を
行
う
。
ま
た
、
客
観
的
根
拠
に
基
づ
い
た
実
効
性
あ
る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

政
策
や
、
公
正
な
研
究
活
動
を
推
進
す
る
。

7
．
社
会
と
と
も
に
創
り
進
め
る

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
推
進

2
,6
0
7
百
万
円
（2
,6
4
4百
万
円
）

←
「
地
域
に
根
ざ
し
た
脱
温
暖
化
・
環
境
共

生
社
会
」
[戦
略
創
造
研
究
推
進
事
業
(社
会

技
術
研
究
開
発
)]
の
成
果
（
８
輪
す
べ
て
が

動
輪
の
EV
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ー
グ
ル
）

一
体
的
な
推
進

推
進
機
能
の
構
築

デ
ー
タ
・
情
報
基
盤

の
構
築

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
等

基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

公
募
型
研
究
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
6
,
7
0
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
6
,
9
6
4
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

5
7
2
百
万
円
（5
97
百
万
円
）

1
2
5
百
万
円
※
（
1
04
百
万
円
）
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⃝
経
済
・
社
会
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
、
社
会
的
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、
客
観
的
根
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
き
、
合
理
的
な

プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
政
策
を
形
成
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

支
援
対
象
機
関
：
大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人

事
業
規
模
：
事
業
推
進
体
制
の
整
備
・
調
査
分
析
等
０
．
４
億
円

基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
４
．
３
億
円
／
５
拠
点
（
６
大
学
）

＋
拠
点
間
連
携
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
充
０
．
３
億
円

デ
ー
タ
・
情
報
基
盤
の
整
備
０
．
７
億
円

公
募
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
費
交
付
金
の
内
数

事
業
期
間
：
平
成
２
３
年
度
～

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

（
目
的
）
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
政
策
を
推
進
す
る
た
め
、
科
学
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
や
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
経
済
・
社
会
へ
の
影
響
を
可
視

化
し
、
政
策
形
成
の
実
践
の
場
で
適
用
す
る
と
と
も
に
、
成
果
を
社

会
の
共
有
資
産
と
し
て
活
用

（
目
標
）
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
形
成
を
行
う
人
材
や
研
究
者
等
の

創
出
や
、
科
学
技
術
基
本
計
画
の
策
定
へ
の
具
体
的
貢
献
等

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

国

補
助
金

大
学

（
5
拠
点
（
６
大
学
）
）

大
学

（
5
拠
点
（
６
大
学
）
）

支
出
委
任

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
け
る
記
載
】

客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
政
策
の
企
画
立
案
、
評
価
、
政
策
へ
の
反
映
等
を
進
め
る
。
こ
の
た
め
、
経
済
・
社
会
の
有
り
得
る
将
来
展
開
な
ど
を
客
観
的
根
拠
に
基
づ
き
体
系
的
に

観
察
・
分
析
す
る
仕
組
み
の
導
入
や
、
政
策
効
果
を
評
価
・
分
析
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
及
び
情
報
の
体
系
的
整
備
、
指
標
及
び
ツ
ー
ル
の
開
発
等
を
推
進
す
る
。

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所

科
学
技
術
振
興
機
構

社
会
技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

科
学
技
術
振
興
機
構

社
会
技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

運
営
費
交
付
金

基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

・
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
科
学
的

に
進
め
る
た
め
の
人
材
育
成
及
び
研
究
を
推
進
す
る
た
め
、
大
学
院

を
中
核
と
し
た
国
際
的
水
準
の
拠
点
の
構
築
を
支
援
す
る
。

・
政
策
形
成
へ
の
実
践
を
目
指
し
た
拠
点
間
連
携
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
H
2
8
年
度
～
）
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。
〔H
3
0年
度
拡
充
〕

デ
ー
タ
・
情
報
基
盤
の
構
築

・
政
策
形
成
や
調
査
・
分
析
・
研
究
に
活
用
し
う
る
デ
ー
タ
及
び
情
報

の
体
系
的
・
継
続
的
な
蓄
積
を
行
う
。

・
政
策
形
成
に
寄
与
し
う
る
成
果
創
出
を
目
指
し
た
指
標
開
発
等
を

公
募
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
推
進
す
る
。

公
募
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

〔
拠
点
間
連
携
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
充
〕

デ
ー
タ
・
情
報
基
盤
の
整
備

公
募
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
右
上
の
額
に
は
含
ま
な
い

○
人
材
育
成

H
2
9
年
６
月
ま
で
に
、
履
修
：
8
1
5
名

修
了
：
1
3
3
名

履
修
者
・
修
了
者
は
行
政
や
研
究
助
成
機
関
、
大
学

等
へ
進
学
・
就
職

○
政
策
形
成
の
実
務
へ
の
貢
献

ST
I政
策
の
経
済
効
果
の
分
析
を
各
種
会
議
へ
提
供

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
関
す
る
分
析
を
科
学
技
術
白
書
等
へ

活
用

な
ど

IC
T技
術
の
開
発
に
関
す
る
政
府

R&
D投
資
効
果
の
比
較
分
析

2

事
業
推
進
体
制
の
整
備
・
調
査
分
析
等

・
事
業
全
体
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
内
局
の
事
務

体
制
の
整
備
や
調
査
分
析
等
を
行
う
。

委
託

シ
ン
ク
タ
ン
ク
等

シ
ン
ク
タ
ン
ク
等

事
業
推
進
体
制
の
整
備
・
調
査
分
析
等

※
調
査
分
析
の
委
託

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
「
政
策
の
た
め
の
科
学
」
の
推
進

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
「
政
策
の
た
め
の
科
学
」
の
推
進

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
5
7
2
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
5
9
7
百
万
円
）
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戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
（
社
会
技
術
研
究
開
発
）

戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
（
社
会
技
術
研
究
開
発
）

⃝
研
究
開
発
成
果
が
社
会
実
装
さ
れ
具
体
的
な
問
題
解
決
に
結
び
つ
く
た
め
に
は
、
学
問
領
域
を
超
え

た
研
究
者
に
加
え
、
社
会
問
題
に
係
わ
る
様
々
な
立
場
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、
研
究
開
発
領
域

の
設
計
段
階
か
ら
参
加
す
る
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー

(T
D

)研
究
の
推
進
が
必
要

⃝
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
に
よ
る

TD
研
究
開
発
の
方
法
論
な
ど
の
確
立
・
普
及
は
不
十
分

⃝
「
社
会
実
装
に
向
け
た
異
分
野
融
合
に
よ
る
倫
理
的
・
法
制
度
的
・
社
会
的
取
組
の
強
化
、
適
切
な
規

制
や
制
度
作
り
に
資
す
る
科
学
の
推
進
等
を
図
る
」
（
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
2
01
7（
平
成

2
9
年
6
月
2
日
閣
議
決
定
）
）

＜
委
託
研
究
部
分
＞

対
象
機
関
：
大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人
、
N
P
O
法
人
等

予
算
規
模
：
1
5
.6
百
万
円
／
Ｐ
Ｊ
・
年
（
6
9
課
題
を
採
択
予
定
）

研
究
期
間
：
3
年
間

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

自
然
科
学
に
加
え
人
文
・
社
会
科
学
の
知
見
を
活
用
し
、
広
く
社
会
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
を

得
た
研
究
開
発
に
よ
り
、
社
会
の
具
体
的
問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
科
学
技
術
の
社
会
実

装
に
関
し
て
生
じ
る
倫
理
的
・
法
制
度
的
・
社
会
的
課
題
（
E
L
S
I）
に
対
応
す
る
。

・
国
の
政
策
等
を
踏
ま
え
研
究
開
発
領
域
を
設
定
し
、
公
募
に
よ
り
、
採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
決
定
。
領
域

総
括
の
強
力
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
も
と
、
研
究
開
発
を
推
進
。

・
未
来
社
会
創
造
事
業
等
と
の
連
携
に
向
け
、
E
L
S
Iを
初
め
と
す
る
社
会
技
術
に
取
り
組
む
た
め
の
体

制
を
構
築
。

・
社
会
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
行
い
、
問
題
解
決
の
た
め
の
基
盤
を
構
築
。
T
D
研
究
、
社
会
実
装
等
の
方
法
論
の
抽
出
を
推
進
。

国
JS
T

運
営
費
交
付
金

大
学
・
国
立
研
究
開
発

法
人
、
N
P
O
法
人
等

大
学
・
国
立
研
究
開
発

法
人
、
N
P
O
法
人
等

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

●
震
災
罹
災
証
明
の
短
期
間
で
の
発
行

（
林
春
男
：
京
都
大
学
教
授

(終
了
当
時

) 、
田
村

圭
子
：
新
潟
大
学
教
授
）

→
被
災
者
台
帳
を
用
い
た
生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
様
々
な
災
害
で
の
罹
災
証
明
の
迅
速
な

発
行
に
貢
献
。
東
海
・
東
南
海
連
動
地
震
等
の
巨
大

災
害
へ
の
備
え
を
含
め
、
各
自
治
体
が
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
積
極
的
に
検
討
。

H
28
年
熊
本
地
震
で
は
、
被
災
し
た

15
自
治
体
で
本
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。

罹
災
証
明
発
行
訓
練
の
様
子

●
「
発
達
障
害
の
要
支
援
度
評
価
尺
度
（
M

SP
A）
」
の
保
険
収
載

（
船
曳
康
子
：
京
都
大
学
大
学
院
准
教
授
）

→
発
達
障
害
の
支
援
に
つ
な
が
る
「
発
達
障
害
の
要
支
援
度
評
価
尺
度
（
Ｍ

Ｓ
Ｐ
Ａ
）
」
が
平
成
２
８
年
４
月
１
日
よ
り
保
険
収
載
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
発
達

特
性
の
要
支
援
度
を
多
面
的
に
示
す
評
価
法
を
一
般
の
医
療
・
療
育
の
現
場

で
広
く
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

「
科
学
技
術
の
社
会
実
装
に
際
し
て
の
倫
理
的
・
法
制
度
的
・
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
、
人
文
・
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の
連
携
に
よ
る
取
組
」
や
「
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

(研
究
者
、
国
民
、

メ
デ
ィ
ア
等

)が
双
方
向
で
対
話
・
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
形
成
や
知
識
創
造
に
結

び
つ
け
る
た
め
の
取
組
」
に
つ
い
て
は
、
大
学
・
公
的
研
究
機
関
グ
ル
ー
プ
は
不
十
分
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
俯
瞰
グ
ル
ー
プ
（
産
業
界
等
の
有
識
者
、
研
究
開
発
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
る
者
等
）
も
不
十
分
と
の
強
い
認
識
を
示
し
て
い
る
。

（
出
典
）
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所

, 科
学
技
術
に
係
る
総
合
的
意
識
調
査

（
N

IS
TE

P定
点
調
査

20
16
）
, N

IS
TE

P 
R

EP
O

R
T 

N
o.

17
1,

 2
01

7年
5月

＜
研
究
部
分
＞

予
算
規
模
：
1
0
百
万
円

○
俯
瞰
・
戦
略
ユ
ニ
ッ
ト
の
拡
充

未
来
社
会
創
造
事
業
等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
機
能
を
拡
充
す
る
。

○
研
究
開
発
領
域
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
つ
な
ぐ
安
全
・
安
心
な
都
市
・
地
域
の
創
造
」
研
究
開
発
領
域
(H
2
4
～
)

「
持
続
可
能
な
多
世
代
共
創
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
研
究
開
発
領
域
(H
2
6
～
)

「
安
全
な
暮
ら
し
を
つ
く
る
新
し
い
公
／
私
空
間
の
構
築
」
研
究
開
発
領
域
(H
2
7
～
)

「
人
と
情
報
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
研
究
開
発
領
域
(H
2
8
～
)

「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
た
め
の
科
学
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
(H
2
3
～
)

「
研
究
開
発
成
果
実
装
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
公
募
型
）
」
（
H
1
9
～
）

「
研
究
開
発
成
果
実
装
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
成
果
統
合
型
）
」
（
H
2
5
～
）

○
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
ア
ー
ス
構
想
の
推
進

(H
26
～
）
日
本
の
強
み
を
生
か
し
た

TD
研
究
（
仮
）
【
新
規
】

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
4
1
7
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
6
2
7
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
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科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

第
5期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て
、
推
進
に
当
た
っ
て
の
重
要
項
目
に
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
と
の
関
係
深
化
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
向
け
て
は
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
対
話
・
協
働
し
、
政
策
形
成
や
知
識
創
造
へ
と
結
び
つ
け
る
「
共
創
」
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、
平
成

28
年

11
月
に
設
置
さ
れ
た
「
基
礎
科
学
力
の
強
化
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
の
議
論
の
ま
と
め
に
お
い
て
も
、
地
域
に
存
在
す
る

各
機
関
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
に
対
し
て
対
話
・
協
働
活
動
を
牽
引
で
き
る
人
的
支
援
及
び
財
政
的
支
援
の
重
要
性
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
社
会
全
体
で
科
学
を
文
化
と
し
て
育
む
た
め
に
、
研
究
開
発
と
社
会
の
関
わ
り
や
研
究
の
本
質

を
見
せ
る
と
同
時
に
、
全
国
各
地
で
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
対
話
・
協
働
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
人
類
が
持
続
的
に
発
展
で
き
る
豊
か
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
引
き
続

き
重
要
で
あ
る
。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
】

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

第
5
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
2
0
2
0
年
度
は
大
会
の
開
催
年
で
あ
り
、
大
会
を
国
内
外
に
我
が
国
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
を
発
信
す
る
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
産
業
の
世
界
展
開
や

海
外
企
業
の
対
日
投
資
等
を
喚
起
し
、
2
0
2
0
年
度
以
降
も
我
が
国
全
体
で
経
済
の
好
循
環
を
引
き
起
こ
す
絶
好
の
機
会
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
2
01
7（
平
成
29
年
6月
2
日
閣
議
決
定
）抜
粋
）

未
来
館
の
平
成
2
8年
度
国
内
外
V
IP
実
績
：3
6ヶ
国
1
,0
5
4人

世
界
へ
向
け
た
日
本
の
先
端
科
学
技
術
に
関
す
る
情
報
発
信
や
、
社
会
に
応
え
る

様
々
な
活
動
に
よ
り
、
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
日
本
の
代
表
拠
点

と
し
て
認
知
・
評
価
さ
れ
、
海
外
の

VI
Pが
研
究
者
と
と
も
に
進
め
る
科
学
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
視
察
の
た
め
に
数
多
く
来
館
。

来
館
者
の
意
見
を
集
約
し
、
未
来
社
会
に
い
か
す
活
動

C
S
T
Iが
有
識
者
や
学
識
経
験
者
を
集
め
て
開
催
し
て
い
る
「
人
工
知
能
と
人
間
社
会
に
関
す
る
懇
談
会
」
と

連
携
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
取
れ
な
い
、
よ
り
具
体
的
な
一
般
市
民
の
声
を
対
話
で
収
集
。
平
成
2
9

年
1
月
2
0
日
の
第
6
回
懇
談
会
に
て
報
告
。
内
閣
府
の
Ｈ
Ｐ
に
て
公
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
H
2
9
年
度
か
ら
の
検

討
材
料
と
し
て
使
用
。

地
域
の
核
と
な
る
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
支
援

支
援
実
績
か
ら
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

普
及
・
展
開
を
推
進
。
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
自
治
体
・
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
協
力
を
得

た
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
支
援
終
了
後
も
地
域
の
核
と
な
り
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
根
付
か
せ
る
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
が
日
本
の
主
要
な
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
角
と
し
て
認
知

国
内
外
の
政
策
立
案
者
や
企
業
、
研
究
者
を
招
聘
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
催
や

米
国
科
学
振
興
協
会
（
A
A
A
S
）
の
C
E
O
に
よ
る
基
調
講
演
を
実
現
。

海
外
の
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
り
、

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
が
日
本
の
主
要
な
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
角
と
し
て

広
く
認
知
さ
れ
た
。

平
成
2
8
年
1
1
月
2
9
日

ト
ニ
ー
・
タ
ン
・
ケ
ン
・
ヤ
ム

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
統
領

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
社
会
的
課
題
な
ど
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
日
本
科
学
未
来
館
等
の
科
学
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
の
運
営
・
提
供
、
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
養
成
等
、
共
創
的
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

に
向
け
た
取
組
を
実
施
す
る
。

国
JS
T

運
営
費
交
付
金

大
学
、
地
方
公
共

団
体
、
N
P
O
等

大
学
、
地
方
公
共

団
体
、
N
P
O
等

支
援

支
援
対
象
期
間
：
大
学
、
地
方
公
共
団
体
、
N
P
O
等

事
業
規
模
：
5
百
万
円
／
機
関
・
年

事
業
期
間
：
平
成
2
8
年
度
～
平
成
3
0
年
度
（
平
成
2
8年
度
採
択
分
の
場
合
）
※
原
則
3年
間
と
す
る
。

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】
（
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
の
一
例
）

・
共
創
的
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

対
話
・
協
働
推
進

対
話
・
協
働
を
通
じ
た
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
む
機
関
に
対
し
、
社
会
の
中
で
顕
在
化
し
て

い
る
問
題
や
潜
在
的
な
問
題
へ
取
り
組
む
た
め
の
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
各
地
に
お
け
る
対
話
・
協
働
の
場
の
構
築

や
情
報
発
信
等
を
行
う
。

多
様
な
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

7
5
8百
万
円
（
75
7百
万
円
）

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
運
営

1
,8
49
百
万
円
（1
,8
87
百
万
円
）

・
科
学
技
術
対
話
促
進

・
共
創
に
向
け
た
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
人
材
養
成
・
手
法
等
開
発

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成

科
学
技
術
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
国
民
の
疑
問
や
期
待
を
研
究
者
に
伝
え
る
な
ど
、
科
学
者
・
技
術
者
と
市

民
と
の
橋
渡
し
と
と
も
に
、
共
創
に
向
け
た
対
話
・
協
働
の
場
を
構
築
す
る
人
材
の
育
成
。

展
示
・
手
法
開
発
等

第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
・
技
術
者
の
監
修
・
参
画
の
も
と
、
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
た
、
科
学
技

術
と
社
会
の
関
わ
り
や
可
能
性
を
共
有
す
る
取
組
・
展
示
手
法
の
開
発
。
ま
た
、
開
発
し
た
手
法
を
各
地
に
展
開
。

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
の
開
催

日
本
最
大
級
の
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
関
連
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
、
及
び
科
学
技
術

と
社
会
の
対
話
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
共
創
を
促
す
。

・
日
本
科
学
未
来
館
の
運
営

参
加
体
験
型
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
、
実
験
教
室
の
ほ
か
、
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
の
対
話
を
通
じ
、
最
先
端
の
科

学
技
術
と
人
と
を
つ
な
ぐ
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

多
く
の
来
館
者
を
迎
え
る
施
設
と
し
て
安
全
で
安
定
的
・
継
続
的
な
運
用
を
図
る
た
め
の
設
備
の
保
守
費
、
光
熱
水

料
、
人
件
費
な
ど
。

ア
ゴ
ラ
の
プ
レ
ス
向
け
記
者
会
見

開
幕
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
壇
の

高
校
生
と
ラ
ッ
シ
ュ
・
D
・
ホ
ル
ト
氏

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
,
6
0
7
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
,
6
4
4
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

背
景
・
課
題

事
業
概
要
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研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
の
事
案
が
後
を
絶
た
ず
、
社
会
的
に
も
昨
今
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
「
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
へ
の
対

応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
２
６
年
８
月
２
６
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
。

当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
公
正
な
研
究
活
動
の
推
進
に
関
す
る
国
内
外
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
調
査
や
、
資
金
配
分
機
関
（
日
本
学
術
振
興
会
、
科
学
技
術
振
興
機
構
、
日
本
医
療

研
究
開
発
機
構
）
の
連
携
に
よ
り
、
研
究
倫
理
教
育
に
関
す
る
標
準
的
な
教
材
等
の
作
成
や
研
究
倫
理
教
育
の
高
度
化
等
を
推
進
す
る
研
究
公
正
推
進
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公

正
な
研
究
活
動
を
推
進
す
る
。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

・
研
究
倫
理
教
育
電
子
教
材
の
開
発
及
び
英
語
版
研
究
倫
理
教
育
教
材
の
公
開
等
（
日
本
学
術
振
興
会
）

・
研
究
倫
理
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
（
科
学
技
術
振
興
機
構
）

・
医
療
分
野
の
研
究
不
正
の
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
の
作
成
（
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
）
等

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

＜
文
部
科
学
省
＞
○
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
履
行
状
況
調
査
等
（
３
百
万
円
）

＜
日
本
学
術
振
興
会
＞

（
3
9
百
万
円
）

＜
科
学
技
術
振
興
機
構
＞

（
4
2
百
万
円
）

＜
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
＞

（
2
1
百
万
円
）

研
究
倫
理
教
育
教
材
の
開
発
・
普
及

研
究
倫
理
教
育
高
度
化

○
電
子
教
材
の
運
用
・
保
守
・
改
修
・

拡
充
、
電
子
教
材
の
説
明
会
開
催

○
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
作
成
・

配
信
・
運
営
等

○
競
争
的
資
金
等
事
業
と
の
連
携
整
備
、
研
究
機
関
等
に
よ
る
活
用
の
促
進

○
個
別
事
案
の
情
報
把
握
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
高
度

化
等
の
た
め
の
研
究
公
正
推
進
担
当
者
の
配
置

○
研
究
機
関
に
お
け
る
不
正
行
為
を
防
止
す
る
体
制
の
構
築
の
相
談
対
応
・
助
言

不
正
防
止
・
対
応
相
談
窓
口

○
医
療
分
野
の
研
究
不
正
ケ
ー
ス
ブ
ッ

ク
の
作
成
、
研
究
現
場
の
事
例
収
集

○
各
研
究
機
関
に
お
け
る
研
究
倫
理
教
育
の
高
度
化
を
目
的
と
し
た
、
研
修
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施

研
究
倫
理
教
育
教
材
の
普
及
・
開
発
や
研
究
倫
理
教
育
高
度
化
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
効
果
的
な

研
究
倫
理
教
育
の
実
施
等
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
公
正
な
研
究
活
動
を
推
進
す
る
。

○
研
究
倫
理
教
育
を
担
当
す
る
人
材
の

育
成
の
た
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

研
究
活
動
の
不
正
行
為
へ
の
対
応

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
2
5
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
0
4
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

※
一
部
「
８
.健
康
・
医
療
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進
」
計
上
分
と
重
複
集
計

研
究
公
正
推
進
事
業

10
4百
万
円
（
10

4百
万
円
）

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

公
正
な
研
究
活
動
の
推
進
に
関
す
る
国
内
外
の
状
況
等
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
、
今
後
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
や
公
正
な
研

究
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
主
な
調
査

内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
を
見
据
え
た
調
査
・
検
討

②
公
正
な
研
究
活
動
の
推
進
に
関
す
る
諸
外
国
に
お
け
る
取

組
状
況
等
の
調
査
・
分
析

③
研
究
倫
理
教
育
の
内
容
、
実
施
方
法
等
に
関
す
る
調
査
・
分
析

④
大
学
等
の
研
究
機
関
に
お
け
る
公
正
な
研
究
活
動
の
推
進
に

関
す
る
取
組
の
調
査
・
分
析

研
究
活
動
の
不
正
行
為
へ
の
対
応
に
関
す
る
調
査
・
検
討

21
百
万
円
（
新
規
）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
課
題

諸
外
国
の
状
況

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
必
要
に
応
じ
た
改
正
や
、

公
正
な
研
究
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の

企
画
・
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

研
究
倫
理
教
育
の
内
容

各
大
学
・
研
究
機
関

に
お
け
る
取
組

研
究
公
正
の
推
進
に
関
す
る
施
策
等
の
検
討
に
必
要
な
課
題

に
つ
い
て
、
重
要
性
・
有
用
性
高
い
課
題
を
優
先
的
に
調
査

背
景
・
課
題
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【
精

神
・
神

経
疾

患
】

精
神
・

神
経

疾
患

の
克
服

等
に

向
け

、
非

ヒ
ト
霊

長
類
研
究

等
の
我
が

国
の
強

み
・
特

色
を

生
か
し

つ
つ

、
ヒ

ト
の

脳
の

神
経
回

路
レ

ベ
ル

で
の
動
作

原
理
等

の
解
明
を

目
指

す
。

○
健

康
・
医

療
戦

略
（
平

成
2
6
年

7
月

閣
議

決
定

）
等

に
基

づ
き

、
iP

S
細

胞
等

に
よ

る
世

界
最

先
端

の
医

療
の

実
現

や
、

疾
患

の
克

服
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
臨

床
応

用
・
治

験
や

産
業

応
用

へ
と

つ
な

げ
る

取
組

を
実

施
。

○
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
（
A

M
E
D

）
に

お
け

る
基

礎
か

ら
実

用
化

ま
で

の
一

貫
し

た
研

究
開

発
を

関
係

府
省

と
連

携
し

て
推

進
す

る
た

め
、

文
部

科
学

省
に

お
い

て
は

、
大

学
・
研

究
機

関
等

を
中

心
と

し
た

医
療

分
野

の
基

礎
的

な
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。

概
要

世
界
最
先
端
の
医
療
の
実
現

【
再

生
医

療
】

京
都

大
学

iP
S
細

胞
研

究
所

を
中

核
と

し
た

研
究

機
関

の
連

携
体

制
を

構
築

し
、

関
係

府
省

と
の

連
携

の
下

、
革

新
的

な
再

生
医

療
・
創

薬
を

い
ち

早
く
実

現
す

る
た

め
の

研
究

開
発

を
推

進
。

○
再

生
医

療
実

現
拠

点
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
プ

ロ
グ

ラ
ム

8
,9

9
3
百

万
円

（
8
,9

9
3
百

万
円

）

○
脳

科
学

研
究

戦
略

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
脳

機
能

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
全

容
解

明
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
5
,9

5
4
百

万
円

（
5
,7

5
5
百

万
円

）

疾
病
領
域
ご
と
の
取
組

【ゲ
ノ

ム
医

療
】

既
存

の
バ

イ
オ

バ
ン

ク
等

を
研

究
基

盤
・連

携
の

ハ
ブ

と
し

て
再

構
築

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
研

究
基

盤
を

利
活

用
し

た
目

標
設

定
型

の
先

端
研

究
開

発
を

一
体

的
に

実
施

。

○
東

北
メ

デ
ィ

カ
ル

・
メ

ガ
バ

ン
ク

計
画

（
健

常
者

コ
ホ

ー
ト

）
1
,3

6
0
百

万
円

（
1
,3

6
0
百

万
円

）

臨
床
研
究
・
治
験
へ
の
取
組

そ
の
他
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

【
感

染
症

】
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
の

海
外

研
究

拠
点

を
活

用
し

た
感

染
症

の
疫

学
研

究
や

、
B

S
L
4
施

設
を

中
核

と
し

た
感

染
症

研
究

拠
点

に
対

す
る

研
究

支
援

、
病

原
性

の
高

い
病

原
体

等

に
関

す
る

創
薬

シ
ー

ズ
の

標
的

探
索

研
究

等
を

行
う

。

○
感

染
症

研
究

革
新

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
1
,5

8
0
百

万
円

（
7
2
0
百

万
円

）

【
医

薬
品

・医
療

機
器

、
基

礎
研

究
や

基
盤

整
備

、
国

際
的

な
取

組
等

】
医

薬
品

創
出

・
医

療
機

器
開

発
、

医
療

分
野

の
先

端
的

な
基

礎
研

究
、

老
化

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

・
制

御
に

向
け

た
取

組
、

バ
イ

オ
リ

ソ
ー

ス
の

整
備

、
国

際
共

同
研

究
、

産
学

連
携

の
取

組
等

を
推

進
。

実
用
化

基
礎
研
究

切
れ
目
の
な
い
実
用
化
支
援

基
礎

研
究

応
用
研
究

臨
床
試
験

（
治
験
）

審
査

・承
認

保
険

適
用

【橋
渡

し
研

究
】

ア
カ

デ
ミ

ア
等

の
革

新
的

な
基

礎
研

究
の

成
果

を
臨

床
研

究
・
実

用
化

へ
効

率
的

に
橋

渡
し

が
で

き
る

体
制

を
我

が
国

全
体

で
構

築
し

、
よ

り
多

く
の

革
新

的
な

医
薬

品
・
医

療
機

器
等

を
持

続
的

に
創

出
。

○
橋

渡
し

研
究

戦
略

的
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

4
,7

5
2
百

万
円

（
4
,3

4
7
百

万
円

）

【
が

ん
】

が
ん

の
生

物
学

的
な

本
態

解
明

に
迫

る
研

究
等

を
推

進
し

て
、

画
期

的
な

治
療

法
や

診
断

法
の

実
用

化
に

向
け

た
研

究
を

推
進

。

※
こ

の
他

、
理

化
学

研
究

所
や

量
子

科
学

技
術

研
究

開
発

機
構

等
に

お
い

て
、

健
康

・医
療

を
支

え
る

基
礎

・基
盤

研
究

を
実

施
。

※
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
に

係
る

経
費

（
復

興
特

別
会

計
分

を
除

く
）

：
総

額
58

8億
円

８
．
健
康
・
医
療
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

○
ゲ

ノ
ム

医
療

実
現

推
進

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

1
,9

2
9
百

万
円

（
1
,9

1
4
百

万
円

）

○
東

北
メ

デ
ィ

カ
ル

・
メ

ガ
バ

ン
ク

計
画

1
,5

8
4
百

万
円

（
1
,5

9
3
百

万
円

）
＜
参
考
：

復
興
特

別
会
計

＞

平
成
３

０
年

度
予
算

額
（

案
）

：
8
4
,
7
5
4
百
万
円

（
平
成

２
９

年
度
予

算
額

：
8
4
,
0
6
8
百
万
円

）
※
復

興
特

別
会

計
に
別

途
1
,
5
8
4
百
万
円

（
1
,
5
9
3
百
万
円

）
計

上
※
運
営
費

交
付

金
中
の

推
計

額
含

む
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再
生
医
療
実
現
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
３

０
年

度
予
算
額

（
案

）
：
8
,
9
9
3
百
万
円

（
平
成

２
９

年
度
予

算
額

：
8
,
9
9
3
百
万
円

）

健
康

・
医

療
戦

略
（
平

成
2
6
年

7
月

閣
議

決
定

）
及

び
医

療
分

野
研

究
開

発
推

進
計

画
（
平

成
2
6年

7
月

健
康

・医
療

戦
略

推
進

本
部

決
定

）
等

に
基

づ
き

、
iP

S
細

胞
等

を
用

い
た

革
新

的
な

再
生

医
療

・
創

薬
を

い
ち

早
く
実

現
す

る
た

め
の

研
究

開
発

の
推

進
を

図
る

。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

京
都

大
学

iP
S
細

胞
研

究
所

を
中

核
拠

点
と

し
た

研
究

機
関

の
連

携
体

制
を

構
築

し
、

厚
生

労
働

省
及

び
経

済
産

業
省

と
の

連
携

の
下

、
iP

S
細

胞
等

を
用

い
た

革
新

的
な

再
生

医
療

・
創

薬
を

い
ち

早
く
実

現
す

る
た

め
の

研
究

開
発

を
推

進
す

る
。

疾
患
・組
織
別
実
用
化
研
究
拠
点

○
分
化
細
胞
の
安
全
性
、
品
質
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

○
効
果
的
・
効
率
的
に
再
生
医
療
を
実
施
す
る
た
め
の
技
術
開
発

臨
床

応
用

を
見

据
え

た
安

全
性

・
標

準
化

に
関

す
る

研
究

等
を

実
施

し
、

再
生

医
療

用
iP

S
細

胞
ス

ト
ッ

ク
を

構
築

Ⅰ
 ｉ
Ｐ

Ｓ
細

胞
研

究
中

核
拠

点
２

７
億

円

Ⅱ
 疾

患
・
組

織
別

実
用

化
研

究
拠

点
再

生
医

療
の

実
現

化
ハ

イ
ウ

ェ
イ

３
７

億
円

疾
患

・
組

織
別

に
再

生
医

療
の

実
現

を
目

指
す

研
究

体
制

を
構

築

V
疾

患
特

異
的

iP
S
細

胞
の

利
活

用
促

進
・
難

病
研

究
加

速
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
1
億

円

再
生

医
療

の
い

ち
早

い
実

現
の

た
め

、
関

係
省

庁
が

連
続

的
に

再
生

医
療

研
究

を
支

援

知
財

戦
略

、
規

制
対

応
等

の
支

援
体

制
を

構
築

し
、

iP
S細

胞
等

の
実

用
化

を
推

進
※

AM
ED

課
題

管
理

費
を

含
む

再
生

医
療

研
究

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
構

築
７

億
円

Ⅲ
技

術
開

発
個

別
課

題
４

億
円

幹
細

胞
の

臨
床

応
用

の
幅

を
広

げ
る

技
術

開
発

、
よ

り
高

度
な

再
生

医
療

を
目

指
し

た
技

術
開

発
、

産
業

応
用

を
目

指
し

た
技

術
開

発
を

実
施

患
者

由
来

の
iP

S細
胞

を
用

い
た

疾
患

発
症

機
構

の
解

明
、

創
薬

研
究

や
予

防
・
治

療
法

の
開

発
等

を
更

に
加

速
さ

せ
る

と
と

も
に

iP
S細

胞
の

利
活

用
を

促
進

次
世

代
の

再
生

医
療

・
創

薬
の

実
現

に
資

す
る

幹
細

胞
・
再

生
医

学
研

究
を

支
援

IV
幹

細
胞

・
再

生
医

学
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

プ
ロ

グ
ラ

ム
５

億
円

1
0
年
間
で
約
1
,1
0
0
億
円
の
支
援

世
界
に
先
駆
け
て
再
生
医
療
を
実
現
！

iP
S
細
胞
研
究
中
核
拠
点

○
世
界
最
高
水
準
の
基
礎
研
究
能
力
を
最
大
限
に
活
か
し
、

安
全
か
つ
標
準
的
な
再
生
医
療
用
iP
S
細
胞
を
確
立

iP
S
細
胞

1
0
年
間
の
長
期

か
つ
集
中
的
支
援

心
疾

患

大
阪
大
学

網
膜
疾
患

理
化
学
研
究
所

慶
應
大
学

脊
髄
損
傷

京
都
大
学

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

京
都
大
学
iP
S
細
胞
研
究
所

再
生
医
療
用
iP
S
細
胞

ス
ト
ッ
ク
の
整
備

基
礎
か
ら
臨
床
ま
で
の

研
究
を
迅
速
か
つ

重
点
的
に
実
施

国
A
M

E
D

補
助
金

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
】

・
平

成
2
9
年

2
月

、
再

生
医

療
用

iP
S
細

胞
ス

ト
ッ

ク
を

用
い

て
、

疾
患

・組
織

別
実

用
化

研
究

拠
点

（
理

化
学

研
究

所
）
に

お
い

て
加

齢
黄

斑
変

性
の

患
者

を
対

象
に

臨
床

研
究

を
開

始
。
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国
内

の
コ

ホ
ー

ト
研

究
や

関
連

事
業

（
革

新
脳

、
融

合
脳

、
東

北
M

M
等

）

戦
略

的
国

際
脳

科
学

研
究

の
推

進

連
携

①
ヒ

ト
脳

の
経

時
的

臨
床

デ
ー

タ
の

比
較

研
究

②
非

ヒ
ト

霊
長

類
脳

と
ヒ

ト
脳

の
比

較
研

究

③
神

経
回

路
解

析
の

た
め

の
革

新
的

技
術

開
発

④
AI

研
究

と
の

連
携

に
よ

る
脳

型
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

構
築

革
新

的
技

術
開

発
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

開
発

等

米
国

BR
AI

N 
In

iti
at

iv
e

Hu
m

an
 C

on
ne

ct
om

e 
Pr

oj
ec

t 等

欧
州

Hu
m

an
 B

ra
in

 P
ro

je
ct

UK
 B

io
ba

nk
 等

脳
科
学
研
究
の
戦
略
的
な
推
進

（
脳
科
学
研
究
戦
略
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
脳
機
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
容
解
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

・
認

知
症

や
う

つ
病

な
ど

の
精

神
・
神

経
疾

患
の

克
服

は
世

界
共

通
の

課
題

で
あ

り
、

健
康

・
医

療
戦

略
及

び
医

療
分

野
研

究
開

発
推

進
計

画
に

お
い

て
、

脳
神

経
回

路
・
機

能
の

解
明

に
向

け
た

研
究

開
発

や
基

盤
整

備
の

強
力

な
推

進
が

掲
げ

ら
れ

て
い

る
。

・
Ｇ

７
伊

勢
志

摩
サ

ミ
ッ

ト
（
平

成
2
8年

5
月

）で
も

、
国

際
連

携
に

よ
る

脳
科

学
研

究
の

取
組

の
加

速
に

つ
い

て
各

国
首

脳
に

よ
り

確
認

さ
れ

た
。

精
神

・
神

経
疾

患
の

克
服

等
に

向
け

、
非

ヒ
ト

霊
長

類
研

究
等

の
我

が
国

の
強

み
・
特

色
を

生
か

し
つ

つ
、

ヒ
ト

の
脳

の
神

経
回

路
レ

ベ
ル

で
の

動
作

原
理

等
の

解
明

を
目

指
す

。
平

成
3
0
年

度
は

、
脳

画
像

等
の

大
規

模
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
の

た
め

の
技

術
基

盤
整

備
や

、
ヒ

ト
と

マ
ー

モ
セ

ッ
ト

な
ど

の
脳

構
造

・
機

能
の

種
間

比
較

の
た

め
の

探
索

研
究

、
Ａ

Ｉ研
究

と
の

連
携

に
よ

る
脳

理
解

に
関

す
る

研
究

開
発

な
ど

を
実

施
す

る
。

国国
A
M

E
D

A
M

E
D

補
助
金

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
】

・
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

を
見

分
け

る
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

を
、

脳
の

Ｍ
Ｒ

Ｉ画
像

の
Ａ

Ｉに
よ

る
判

別
・
予

測
技

術
を

用
い

て
世

界
で

初
め

て
確

立
・
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

の
進

行
を

抑
制

す
る

薬
剤

の
候

補
化

合
物

を
創

製

④
新

た
な

脳
型

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
構

築

Ａ
Ｉ研

究
と

の
連

携

革
新

的
技

術
に

よ
る

脳
機

能
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
全

容
解

明
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（革

新
脳

）
霊

長
類

の
高

次
脳

機
能

を
担

う
神

経
回

路
の

全
容

を
ニ

ュ
ー

ロ
ン

レ
ベ

ル
で

解
明

脳
科

学
研

究
戦

略
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
脳

プ
ロ

）
・
融

合
脳

（
臨

床
と

基
礎

研
究

の
連

携
強

化
に

よ
る

精
神

・
神

経
疾

患
の

克
服

）
・
環

境
適

応
脳

（
行

動
選

択
・
環

境
適

応
を

支
え

る
脳

機
能

原
理

の
抽

出
と

解
明

）

戦
略

的
国

際
脳

科
学

研
究

の
推

進

国
際

連
携

に
よ

り
、

神
経

回
路

レ
ベ

ル
で

の
ヒ

ト
の

脳
の

動
作

原
理

等
の

解
明

を
目

指
す

。
ま

た
、

精
神

・
神

経
疾

患
の

早
期

発
見

・
早

期
介

入
の

実
現

や
新

た
な

脳
型

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

に
基

づ
く

次
世

代
Ａ

Ｉの
開

発
に

貢
献

す
る

。

②
非

ヒ
ト

霊
長

類
脳

と
の

比
較

研
究

①
ヒ

ト
脳

デ
ー

タ
比

較
研

究

国
際

連
携

の
下

で
の

取
組

③
革

新
的

技
術

開
発

連
携

背
景
・
課
題

事
業
概
要

分
子

生
物

学
的

な
ミ
ク

ロ
レ

ベ
ル

と
脳

画
像

な
ど

の
マ

ク
ロ

レ
ベ

ル
の

デ
ー

タ
の

間
を

つ
な

ぐ
神

経
回

路
レ

ベ
ル

の
機

能
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

、

①
正

常
と

疾
患

と
そ

の
中

間
段

階
に

お
け

る
ヒ

ト
の

脳
の

経
時

的
画

像
デ

ー
タ

等
を

比
較

し
、

精
神

・
神

経
疾

患
の

発
症

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

。

②
マ

ー
モ

セ
ッ

ト
等

の
疾

患
モ

デ
ル

を
用

い
て

、
ヒ

ト
で

は
で

き
な

い
神

経
回

路
の

構
造

や
活

動
を

計
測

・
制

御
す

る
こ

と
に

よ
り

、
各

神
経

回
路

と
疾

患
等

の
関

係
性

を
解

明
。

③
上

記
の

研
究

等
に

必
要

な
神

経
回

路
の

計
測

・
制

御
技

術
を

開
発

す
る

と
と

も
に

、
Ａ

Ｉに
よ

っ
て

疾
患

の
原

因
と

な
る

回
路

を
特

定
す

る
技

術
を

開
発

。

④
Ａ

Ｉ研
究

と
の

連
携

に
よ

り
新

た
な

脳
型

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
構

築
し

て
次

世
代

Ａ
Ｉ開

発
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
脳

の
動

作
原

理
の

よ
り

深
い

理
解

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

。

分
子

生
物

学
（
ゲ

ノ
ム

、
タ

ン
パ

ク
質

等
）

神
経

回
路

レ
ベ

ル
の

機
能

の
解

明

脳
画

像
（

M
RI

,P
ET

等
）

ミ
ク

ロ
レ

ベ
ル

マ
ク

ロ
レ

ベ
ル

平
成

３
０

年
度

予
算

額
（

案
）

：
5,
95

4百
万

円
（
平

成
２

９
年

度
予

算
額

：
5,
75

5百
万

円
）
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橋
渡
し
研
究
戦
略
的
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

健
康

・
医

療
戦

略
（
平

成
2
6
年

7
月

閣
議

決
定

）
及

び
医

療
分

野
研

究
開

発
推

進
計

画
（
平

成
2
6年

7
月

健
康

・医
療

戦
略

推
進

本
部

決
定

）
等

に
基

づ
き

、
全

国
に

橋
渡

し
研

究
拠

点
を

整
備

し
、

ア
カ

デ
ミ

ア
等

の
基

礎
研

究
の

成
果

を
一

貫
し

て
実

用
化

に
繋

ぐ
体

制
を

構
築

す
る

。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

全
国

の
大

学
等

の
拠

点
に

お
い

て
、

ア
カ

デ
ミ

ア
等

の
優

れ
た

基
礎

研
究

の
成

果
を

臨
床

研
究

・
実

用
化

へ
効

率
的

に
橋

渡
し

が
で

き
る

体
制

を
構

築
し

、
拠

点
内

外
の

シ
ー

ズ
の

積
極

的
支

援
や

産
学

連
携

の
強

化
を

通
じ

て
、

よ
り

多
く
の

革
新

的
な

医
薬

品
・
医

療
機

器
等

を
持

続
的

に
創

出
す

る
。

国
A
M

E
D

補
助
金

大
学

（
拠

点
）

大
学

（
拠

点
）

補
助

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

○
拠

点
体

制
の

構
築

８
億

円
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
や

知
財

等
の

支
援

人
材

に
よ

る
、

拠
点

内
外

の
シ

ー
ズ

に
対

す
る

実
用

化
ま

で
の

一
貫

し
た

支
援

体
制

を
構

築
。

・
事

業
期

間
中

2
-
5
年

内
の

自
立

化
を

目
指

す

○
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

４
億

円
・
企

業
や

異
分

野
の

研
究

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
よ

る
シ

ー
ズ

開
発

の
加

速
・
専

門
人

材
の

育
成

○
シ

ー
ズ

の
育

成
３

３
億

円
・
拠

点
の

機
能

・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

活
用

や
シ

ー
ズ

の
進

捗
管

理
の

徹
底

に
よ

り
、

企
業

へ
の

ラ
イ

セ
ン

ス
ア

ウ
ト

や
他

事
業

へ
の

導
出

、
実

用
化

を
促

進

※
拠

点
：
北

海
道

大
学

（
分

担
：
旭

川
医

科
大

学
、

札
幌

医
科

大
学

）
、

東
北

大
学

、
筑

波
大

学
、

東
京

大
学

、
慶

応
義

塾
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

京
都

大
学

、
大

阪
大

学
、

岡
山

大
学

、
九

州
大

学

シ
ー

ズ
Ａ

シ
ー

ズ
Ｃ

シ
ー

ズ
Ｂ

臨
床

研
究

中
核

病
院

橋
渡

し
研

究
支

援
拠

点
支

援

支
援

連
携

基
礎
研
究

臨
床
研
究

・
治
験

非
臨
床

応
用

研
究

医
療

と
し

て
実

用
化

産
学

連
携

の
推

進

ラ
イ

セ
ン

ス
ア

ウ
ト

他
の

事
業

他
の

事
業

他
の

事
業

他
の

事
業

シ
ー

ズ
の

育
成

を
支

援
事

業
間

連
携

、
早

期
ラ

イ
セ

ン
ス

ア
ウ

ト
の

加
速

支
援

進
捗

管
理

支
援

革
新

的
医

療
技

術
創

出
拠

点

シ
ー

ズ
A：

特
許

取
得

等
を

目
指

す
課

題
シ

ー
ズ

B：
非

臨
床

PO
C取

得
等

を
目

指
す

課
題

シ
ー

ズ
C：

臨
床

PO
C取

得
を

目
指

す
課

題

研
究

開
発

フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
て

戦
略

的
に

支
援

【
こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
】
（
H
1
9
～
2
8
年
度
）

・
医

師
主

導
治

験
に

移
行

し
た

研
究

開
発

73
件

・
製

造
販

売
承

認
・
認

証
等

21
件

・
保

険
医

療
化

13
件

・
企

業
へ

の
ラ

イ
セ

ン
ス

ア
ウ

ト
76

件
国

A
M

E
D

補
助
金

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
大

学
・
国

立
研

究
開

発
法

人

委
託

○
拠
点
強
化
・
シ
ー
ズ
A
等

○
シ
ー
ズ
B
・
C
（
研
究
費
支
援
シ
ー
ズ
）

シ
ー

ズ
A

約
70

百
万

円
／

拠
点

×
10

拠
点

シ
ー

ズ
B

約
70

百
万

円
／

課
題

×
16

課
題

シ
ー

ズ
C

約
10

0百
万

円
／

課
題

×
16

課
題

※
継

続
課

題
も

含
む

平
成
３

０
年

度
予
算
額

（
案

）
：
4
,
7
5
2
百
万
円

（
平
成

２
９

年
度
予

算
額

：
4
,
3
4
7
百
万
円

）
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ゲ
ノ
ム
医
療
実
現
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

○
健

康
・
医

療
戦

略
（
平

成
2
6
年

7
月

閣
議

決
定

）
に

お
い

て
、

ゲ
ノ

ム
医

療
の

実
現

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
が

掲
げ

ら
れ

て
い

る
。

○
ゲ

ノ
ム

医
療

実
現

推
進

協
議

会
の

中
間

と
り

ま
と

め
（平

成
2
7
年

７
月

）
に

お
い

て
、

国
際

的
に

ゲ
ノ

ム
科

学
が

急
速

か
つ

著
し

く
進

展
し

て
い

る
中

、
我

が
国

は
欧

米
に

先
行

さ
れ

て
お

り
、

研
究

環
境

の
整

備
及

び
研

究
の

推
進

が
必

要
と

提
言

さ
れ

た
。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

*
国
際
的
に
ゲ
ノ
ム
科
学
が
急
速
か
つ
著
し
く
進
展
し
て
い
る
中
、
我
が
国
は
欧
米
に
先
行
さ
れ
て
お
り
、
研
究
環
境
の
整
備
及
び
研
究
の
推
進
が
必
要
と
提
言
。
（
平
成
2
7
年
7
月
1
5
日
中
間
と
り
ま
と
め
）

ゲ
ノ

ム
医

療
実

現
推

進
協

議
会

の
提

言
*
を

踏
ま

え
、

ゲ
ノ

ム
医

療
実

現
を

目
指

し
、

既
存

の
バ

イ
オ

バ
ン

ク
等

を
研

究
基

盤
・
連

携
の

ハ
ブ

と
し

て
再

構
築

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
研

究
基

盤
を

利
活

用
し

た
目

標
設

定
型

の
先

端
研

究
開

発
を

一
体

的
に

行
う

。

A
M
E
D
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
医
療
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
実
行

そ
の
他
の
疾
患
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

厚
生
労
働
省

研
究
チ
ー
ム

目
標

設
定

型
の

先
端

ゲ
ノ

ム
研

究
開

発
9
.8

億
円

（
1
1
.5

億
円

）
●

研
究

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
利

活
用

す
る

大
規

模
ゲ

ノ
ム

解
析

や
オ

ミ
ッ

ク
ス

解
析

等
を

実
施

す
る

疾
患

を
対

象
と

し
た

研
究

等
を

支
援

①
糖

尿
病

、
循

環
器

疾
患

等
、

多
く
の

国
民

が
罹

患
す

る
一

般
的

な
疾

患
等

の
多

因
子

疾
患

研
究

②
革

新
的

基
盤

技
術

開
発

の
加

速
○

平
成

2
8
年

度
採

択
分

（
8
件

）
○

平
成

3
0
年

度
採

択
分

連
携 導
出

ゲ
ノ

ム
研

究
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
利

活
用

シ
ス

テ
ム

8
.9

 億
円

（
7
.1

億
円

）

●
既

存
の

バ
イ

オ
バ

ン
ク

、
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
等

を
有

し
て

い
る

研
究

機
関

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

オ
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
構

築
●

国
内

バ
イ

オ
バ

ン
ク

の
試

料
・
情

報
の

利
活

用
を

促
進

○
バ

イ
オ

バ
ン

ク
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

・
試

料
・
情

報
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

の
構

築
（
横

断
検

索
シ

ス
テ

ム
の

3
大

バ
イ

オ
バ

ン
ク

以
外

へ
の

拡
大

、
検

索
項

目
の

充
実

等
）

○
ス

パ
コ

ン
等

の
解

析
研

究
設

備
共

用
○

倫
理

的
、

法
的

、
社

会
的

課
題

へ
の

対
応

研
究
基
盤

（
バ
イ
オ
バ
ン
ク
/コ
ホ
ー
ト
）

・
高
性
能
シ
ー
ケ
ン
サ
ー

・
試
料
保
存
、
提
供

・
健
常
人
等
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ー
タ

・
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

民
間
企
業

（
高
性
能

シ
ー
ケ
ン
サ
ー
）

A
M
E
D
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ

（
ゲ
ノ
ム
医
療
研
究
支
援
機
能
）

治
験
・
臨
床

研
究
の
推
進
と

ゲ
ノ
ム
医
療

の
体
制
整
備

還
元

連
携

国
A
M

E
D

補
助
金

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

委
託

・
補
助

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
】

・
目

標
設

定
型

の
先

端
ゲ

ノ
ム

研
究

開
発

（
全

研
究

課
題

と
も

に
平

成
28

年
9月

に
研

究
開

始
）

既
知

の
２

型
糖

尿
病

治
療

薬
が

、
２

型
糖

尿
病

感
受

性
遺

伝
子

産
物

と
相

互
作

用
す

る
こ

と
が

判
明

。
同

手
法

に
よ

る
解

析
か

ら
、

２
型

糖
尿

病
遺

伝
子

産
物

と
相

互
作

用
す

る
タ

ン
パ

ク
質

（
新

規
薬

剤
タ

ー
ゲ

ッ
ト

）
を

同
定

。
・
ゲ

ノ
ム

研
究

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

利
活

用
シ

ス
テ

ム
ス

パ
コ

ン
の

共
用

、
バ

イ
オ

バ
ン

ク
カ

タ
ロ

グ
の

公
開

、
バ

イ
オ

バ
ン

ク
横

断
検

索
シ

ス
テ

ム
開

発
等

を
開

始
。

平
成
３

０
年

度
予
算

額
（

案
）

：
1
,
9
2
9
百
万
円

（
平
成

２
９

年
度
予

算
額

：
1
,
9
1
4
百
万
円

）
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感
染
症
研
究
革
新
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
J-
PR
ID
E）

国
際
的

に
脅

威
と

な
る
感

染
症

対
策

関
係

閣
僚
会

議
で
決

定
さ
れ

た
「

国
際
的
に

脅
威

と
な
る
感

染
症

対
策
の

強
化

に
関

す
る

基
本

計
画

」
(平

成
2
8年

2月
)
、

「
長
崎

大
学

の

高
度
安

全
実
験
施

設
(B
SL
4
施

設
)整

備
に
係

る
国
の

関
与
に

つ
い

て
」

(
11
月

)
に

お
い

て
、

BS
L4
施

設
を

中
核

と
す

る
感
染

症
研

究
拠

点
の

形
成
に

よ
る
感

染
症
研

究
機

能
の
強

化
や
感

染
症
人
材

育
成
の

必
要

性
等

を
指

摘
。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

感
染
症
の

革
新
的

な
医
薬

品
の

創
出

を
図

る
た
め

、
BS

L4
施

設
を

中
核

と
し

た
感
染

症
研

究
拠

点
に

対
す
る

研
究
支

援
、
病

原
性

の
高
い
病

原
体

等
に
関
す

る
創

薬
シ
ー

ズ
の
標
的

探
索

研
究

等
を
行

う
。

平
成

29
年

度
よ

り
開
始
。

平
成

30
年

度
は

、
BS
L
4施

設
を

中
核

と
し

た
感
染

症
研

究
拠

点
に

対
す
る

研
究
支

援
を
本

格
化

。

病
原
性
の
高
い
病
原
体
に
関
す
る
研
究

エ
ボ
ラウ
イル
ス
感
染
症
等
の
病
原
性
の
高
い
感
染
症
に
つ
い
て
、国
内

研
究
者
層
の
裾
野
を
広
げ
る
とと
も
に
、ウ
イル
ス
感
染
の
予
防
と治
療
に

最
適
な
標
的
を
明
らか
に
す
る
た
め
の
研
究
等
を
推
進
。

J-
PR
ID
E

創
薬
シ
ー
ズ
の
標
的
探
索
研
究

BS
L4
施
設
を
中
核
とし
た
感
染
症
研
究
拠
点
に
対
す
る
研
究
支
援

次
世
代
を
担
う若
手
研
究
者
が
行
う異
分
野
連
携
、斬
新
な
視
点
・発
想
等

に
基
づ
く創
薬
の
標
的
探
索
に
つ
な
が
る
基
礎
か
らの
感
染
症
研
究
を
推
進
。

長
崎
大
学
が
行
う病
原
性
の
高
い
病
原
体
の
研
究
（
海
外
の
BS
L4
施
設
を

活
用
した
研
究
等
）
や
人
材
育
成
、世
界
最
高
水
準
の
安
全
性
を
備
え
た
研

究
設
備
の
整
備
等
を
支
援
。

病
原
体
−
宿
主
因
子
の
相
互
作
用
及
び
感
染
制
御
機
構
等
に

関
す
る
研
究

臨
床
現
場
で
観
察
され
る
課
題
等
を
糸
口
に
、異
分
野
の
研
究
者
が

連
携
した
新
た
な
方
法
を
展
開
す
る
、細
胞
内
で
の
増
殖
な
どの
感
染
成

立
過
程
に
着
目
した
研
究
等
を
推
進
。

ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
概
念
に
基
づ
い
た
病
原
体
の
生
態
に
関
す
る
研
究

人
、家
畜
、野
生
動
物
、環
境
中
の
微
生
物
を
一
体
とし
て
とら
え
る
概

念
（
ワ
ンヘ
ル
ス
）
に
基
づ
き
、ヒ
トに
感
染
し、
強
い
病
原
性
を
示
す
こと

が
危
惧
され
る
動
物
感
染
症
の
宿
主
域
要
因
に
関
す
る
研
究
等
を
推
進
。

高
気
密
扉

安
全
キ
ャビ
ネ
ット
内
で
の

ウイ
ル
ス
を
用
い
た
作
業

・陽
圧
防
護
ス
ー
ツの
着
用

・複
数
の
実
験
者
に
よ
る
作
業

病
原
性
の
高
い
病
原
体
の
研
究

エ
ボ
ラウ
イル
ス
や
ラッ
サ
ウイ
ル
ス
に
つ
い
て
、治
療

効
果
が
高
く副
作
用
が
な
い
治
療
薬
開
発
や
ワ
クチ

ン開
発
に
資
す
る
ウイ
ル
ス
増
殖
機
構
の
解
明
等
を

行
う。

研
究
拠
点
が
形
成
され
る
ま
で
は
、海
外
の
BS
L4

施
設
と共
同
研
究
等
を
行
う。

エボ
ラウ
イル
ス

海
外
の
BS
L4
施
設
の
様
子

J
a
pa
ne

se
 I

ni
ti

at
iv

e 
fo

r 
Pr

o
gr

es
s 

of
 R

es
ea

rc
h 

on
 I

nf
e
ct

io
us
 D

is
ea

se
 f

or
 g

lo
ba

l
 E
pi
de

mi
c 

そ
の
他
の
関
連
事
業
な
ど

AM
ED

●
新
興
・再
興
感
染
症
に

対
す
る
革
新
的
医
薬
品

等
開
発
推
進
研
究
事
業

●
感
染
症
研
究
国
際
展

開
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
J-
G
RI
D
）

●
AM
ED
他
事
業
（
創

薬
支
援
ネ
ット
ワ
ー
ク

等
） 製
薬
企
業
・感
染
症
関

連
学
会
・国
際
研
究
機

関
な
ど

【5
00
百
万
円
】

【1
,0
80
百
万
円
】

国
A
M

E
D

補
助
金

補
助

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

長
崎

大
学

長
崎

大
学

国
A
M

E
D

補
助
金

大
学

等
大

学
等

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

連
携

国
立
感
染
症
研
究
所

平
成
３

０
年

度
予
算

額
（

案
）

：
1
,
5
8
0
百
万
円

（
平
成

２
９

年
度
予

算
額

：
7
2
0
百
万
円

）
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東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
計
画

○
東

日
本

大
震

災
で

未
曾

有
の

被
害

を
受

け
た

被
災

地
に

お
い

て
、

地
域

医
療

の
復

興
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
創

薬
研

究
や

個
別

化
医

療
の

基
盤

を
形

成
し

、
将

来
的

に
得

ら
れ

る
成

果
を

被
災

地
を

は
じ

め
と

す
る

住
民

の
方

々
に

還
元

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

始
ま

っ
た

事
業

で
あ

る
。

○
健

康
・
医

療
戦

略
（
平

成
2
6
年

7
月

閣
議

決
定

）
等

に
お

い
て

、
ゲ

ノ
ム

医
療

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

が
掲

げ
ら

れ
、

ゲ
ノ

ム
医

療
実

現
推

進
協

議
会

の
中

間
と

り
ま

と
め

（
平

成
2
7

年
７

月
）
で

は
、

東
北

メ
デ

ィ
カ

ル
・
メ

ガ
バ

ン
ク

計
画

は
３

大
バ

イ
オ

バ
ン

ク
の

一
つ

に
位

置
づ

け
ら

れ
、

研
究

基
盤

・
連

携
の

ハ
ブ

と
し

て
、

「
貯

め
る

だ
け

で
な

く
、

活
用

さ
れ

る
バ

ン
ク

」
と

し
て

再
構

築
す

る
こ

と
が

提
言

さ
れ

た
。

背
景
・
課
題

東
日

本
大

震
災

で
未

曾
有

の
被

害
を

受
け

た
被

災
地

住
民

の
健

康
向

上
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
ゲ

ノ
ム

情
報

を
含

む
大

規
模

な
コ

ホ
ー

ト
*研

究
等

を
実

施
し

、
個

別
化

予
防

等
の

東
北

発
次

世
代

医
療

の
実

現
を

目
指

す
。

ま
た

、
ゲ

ノ
ム

医
療

実
現

推
進

協
議

会
の

中
間

と
り

ま
と

め
（平

成
27

年
7月

）を
踏

ま
え

、
ゲ

ノ
ム

医
療

の
実

現
を

推
進

す
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
構

築
し

て
き

た
バ

イ
オ

バ
ン

ク
等

の
研

究
基

盤
を

他
の

バ
ン

ク
等

と
連

携
さ

せ
、

利
活

用
さ

れ
る

ハ
ブ

と
し

て
再

構
築

す
る

。

【
こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
】

*
長

期
間

追
跡

調
査

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

、
あ

る
特

定
の

条
件

（
地

域
等

）
に

属
す

る
人

々
の

集
団

○
宮

城
県

及
び

岩
手

県
の

被
災

者
を

対
象

に
、

健
康

調
査

を
実

施
し

、
調

査
結

果
の

回
付

等
を

通
じ

て
、

住
民

の
健

康
向

上
と

自
治

体
の

健
康

管
理

に
貢

献
。

○
健

康
調

査
を

通
じ

て
得

た
生

体
試

料
、

健
康

情
報

、
診

療
情

報
等

を
持

つ
15

万
人

規
模

の
バ

イ
オ

バ
ン

ク
を

構
築

し
、

試
料

や
情

報
を

他
の

研
究

機
関

等
に

分
譲

。

＜
取

組
内

容
＞

・
生

体
試

料
（
血

液
・
尿

等
）

・
健

康
情

報
・
診

療
情

報

最
先

端
研

究
に

携
わ

る
意

欲
の

高
い

医
療

関
係

人
材

が
、

健
康

調
査

を
実

施
（
一

定
期

間
、

地
域

医
療

に
も

従
事

）
。

健
康

調
査

に
よ

っ
て

収
集

し
た

生
体

試
料

や
健

康
情

報
、

診
療

情
報

、
ゲ

ノ
ム

解
析

結
果

等
を

蓄
積

し
、

バ
イ

オ
バ

ン
ク

を
構

築
し

、
試

料
・
情

報
を

分
譲

。

被
災

地
住

民
（
１

５
万

人
）

被
災

地
に

お
い

て
、

今
後

増
加

が
懸

念
さ

れ
る

疾
患

（
脳

卒
中

、
心

筋
梗

塞
等

）
を

中
心

に
、

疾
患

発
症

の
リ

ス
ク

予
測

手
法

の
開

発
等

。

遺
伝

情
報

結
果

も
含

む
健

康
調

査
結

果
を

個
人

へ
回

付
。

●
被

災
地

住
民

の
健

康
向

上
へ

の
貢

献

●
ゲ

ノ
ム

医
療

の
実

現
の

た
め

の
研

究
基

盤
の

構
築

●
個

別
化

予
防

・
個

別
化

医
療

の
先

導
モ

デ
ル

の
構

築

【
平

成
30

年
度

の
取

組
】

●
約

3万
人

の
コ

ホ
ー

ト
参

加
者

を
対

象
に

二
次

調
査

、
及

び
追

跡
調

査
を

引
き

続
き

実
施

（
復

興
特

会
）

●
生

体
試

料
、

健
康

情
報

、
診

療
情

報
等

の
蓄

積
に

よ
り

バ
イ

オ
バ

ン
ク

を
充

実
さ

せ
、

試
料

・
情

報
を

分
譲

（
一

般
会

計
）

【
平

成
32

年
度

ま
で

の
目

標
】

国
A
M

E
D

補
助
金

東
北

大
学

岩
手

医
科

大
学

東
北

大
学

岩
手

医
科

大
学

補
助

・
コ

ホ
ー

ト
調

査
の

解
析

結
果

と
し

て
、

沿
岸

部
で

は
内

陸
部

よ
り

抑
う

つ
症

状
の

リ
ス

ク
が

優
位

に
高

い
等

の
成

果
を

公
表

。

・
ゲ

ノ
ム

医
療

の
実

現
化

に
は

日
本

人
の

標
準

的
な

ゲ
ノ

ム
配

列
情

報
が

必
要

。
こ

の
た

め
、

約
3
5
0
0
人

分
の

全
ゲ

ノ
ム

解
析

結
果

に
よ

る
全

頻
度

の
遺

伝
子

多
型

情
報

を
も

と
に

し
た

日
本

人
全

ゲ
ノ

ム
参

照
パ

ネ
ル

（
３

．
５

K
J
P

N
）
を

作
成

し
、

公
開

。

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

研
究

機
関

等
研

究
機

関
等

東
北

メ
デ

ィ
カ

ル
・
メ

ガ
バ

ン
ク

計
画

推
進

合
同

運
営

協
議

会

・・・

東
北

メ
デ

ィ
カ

ル
・
メ

ガ
バ

ン
ク

機
構

い
わ

て
東

北
メ

デ
ィ

カ
ル

・
メ

ガ
バ

ン
ク

機
構

試
料

・
情

報
分

譲
審

査
委

員
会

遺
伝

情
報

等
回

付
検

討
委

員
会

様
々

な
コ

ホ
ー

ト
や

バ
ン

ク
と

の
連

携
、

他
の

研
究

機
関

へ
の

試
料

・
情

報
等

の
提

供

事
業
概
要

平
成
３

０
年

度
予
算

額
（

案
）

：
1
,
3
6
0
百
万
円

（
平
成

２
９

年
度
予

算
額

：
1
,
3
6
0
百
万
円

）
※
復

興
特

別
会

計
に
別

途
1
,
5
8
4
百
万
円

（
1
,
5
9
3
百
万
円

）
計

上
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9．クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現
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９
．
ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
現

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
制
約
を
克
服
し
、
経
済
成
長
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
な
排
出
削
減
の
両
立
や
気
候
変
動
へ
の
適
応
等
に
貢
献
す
る
た

め
、
ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発
を
推
進
す
る
。

概
要

徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

未
来
社
会
創
造
事
業
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
の
推
進

「
地
球
規
模
課
題
で
あ
る
低
炭
素
社
会
の
実
現
」領
域

6
8
0
百
万
円
（
4
0
0
百
万
円
）

戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（A
L
C
A
）
5
,0
0
3
百
万
円
（5
,1
1
6
百
万
円
）

革
新
的
な
低
炭
素
化
技
術
の
研
究
の
推
進

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
資
す
る
次
世
代
半
導
体
研
究
開
発
1
,4
4
0
百
万
円
（1
,2
5
3
百
万
円
）

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
等
を
踏
ま
え
、

2
05
0
年
の
社
会
実
装
を
目
指
し
、
抜
本
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

向
け
た
従
来
技
術
の
延
長
線
上
に
な
い
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
技

術
の
研
究
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

に
代
わ
る
革
新
的
な
次
世
代
蓄
電
池
や
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
化
成
品
等

を
製
造
す
る
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の
世
界
に
先
駆
け

た
革
新
的
低
炭
素
化
技
術
の
研
究
開
発
を
推
進
。

電
力
消
費
の
大
幅
な
効
率
化
を
可
能
と
す
る
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
（
Ga
N
）
等

を
活
用
し
た
次
世
代
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
、
レ
ー
ザ
ー
デ
バ
イ
ス
、
高
周
波
デ

バ
イ
ス
の
実
現
に
向
け
、
理
論
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
活
用
し
た
材
料
創

製
か
ら
デ
バ
イ
ス
化
・
シ
ス
テ
ム
応
用
ま
で
の
次
世
代
半
導
体
に
係
る
研
究

開
発
を
一
体
的
に
推
進
。

接
合
構
造
太
陽
電
池

充
電
中
の
電
気
自
動
車

地
球
観
測
・予
測
情
報
を
活
用
し
て
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
応

気
候
変
動
適
応
戦
略
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
1
,3
3
0
百
万
円
（1
,4
1
2
百
万
円
）

気
候
変
動
に
係
る
政
策
立
案
や
具
体
の
対
策
の
基
盤
と
な
る
気
候
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や

高
精
度
予
測
情
報
の
創
出
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
て
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
産
学
官
で
活
用

で
き
る
地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
・
安
定
的
運
用
（
デ
ー
タ
統
合
・
解
析
シ
ス
テ
ム

（
Ｄ
ＩＡ
Ｓ
）
）
、
地
域
に
お
け
る
気
候
変
動
適
応
策
の
立
案
・
推
進
に
資
す
る
将
来
予
測
情
報
等
の

開
発
・
提
供
を
一
体
的
に
推
進
。

独
自
の
全
球
気
候
モ
デ
ルデ
ー
タ
統
合
・
解
析
シ
ス
テ
ム

（
D

IA
S
）

温
州
ミ
カ
ン
栽
培
適
地
の
将
来
変
化

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
3
7
,7
1
6百

万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
7
,6
5
6百

万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
等
に
よ
り
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
応

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
1
6
8百

万
円
】

【
平
成
29
年
度
補
正
予
算
案
：

1
68
百
万
円
】

長
期
的
視
点
で
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
根
本
的
に
解
決

実
験
炉
ＩＴ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ラ
ン
ス
に
建
設
中
）

原
発
と
全
く
違
う
燃
料
（
水
素
の

同
位
体
）と
原
理
を
活
用

豊
富
な
資
源
量

と
高
い
安
全
性

○
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
に
向
け
、
科
学
技
術
先
進
国
と
し
て
、

以
下
の
国
際
約
束
に
基
づ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
施
。

・核
融
合
実
験
炉
の
建
設
・運
転
を
通
じ
て
、
科
学
的
・技
術
的

実
現
可
能
性
を
実
証
す
る
ＩＴ
Ｅ
Ｒ
計
画

・発
電
実
証
に
向
け
た
先
進
的
研
究
開
発
を
国
内
で
行
う
幅
広
い

ア
プ
ロ
ー
チ
（Ｂ
Ａ
）活
動

ＩＴ
Ｅ
Ｒ
（国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）
計
画
等
の
実
施

2
1
,9
3
9
百
万
円
（2
2
,5
2
9
百
万
円
）

Ｂ
Ａ
活
動
サ
イ
ト

（
青
森
県
六
ヶ
所
村
）
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未
来
社
会
創
造
事
業
（
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
の
推
進
）

「
地
球
規
模
課
題
で
あ
る
低
炭
素
社
会
の
実
現
」
領
域

⃝
パ
リ
協
定
で
掲
げ
ら
れ
た

20
50
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
大
幅
削
減
目
標
の
達
成
に
は
、
現
状
の
削
減
努
力
だ
け
で
な
く
世
界
全
体
の
排
出
量
の
抜
本
的
な
削
減
を
実
現
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。

⃝
経
済
成
長
と
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
排
出
抑
制
を
両
立
す
る
た
め
に
は
、
低
炭
素
化
を
阻
害
す
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
克
服
す
る
革
新
技
術
を
学
界
が
創
出
し
、
産
業
界
へ
橋
渡
し
す
る
こ

と
に
よ
る
産
業
競
争
力
の
強
化
が
必
要
。

✓
支
援
対
象
期
間
：
大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人
等

✓
事
業
規
模
：３
千
万
円
程
度
（探
索
研
究
）／
課
題
／
年

✓
事
業
期
間
：
平
成

29
年
度
～

研
究
期
間
は
原
則
５
年
間
と
し
、
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
評
価
を
経
て
本
格
研
究

へ
移
行
（さ
ら
に
最
長
５
年
間
）。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

国
JS
T

運
営
費

交
付
金

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

・
次
世
代
デ
バ
イ
ス
、
次
世
代
太
陽
光
、
次
世
代
地
熱
、
次
世
代
蓄
電
池
、
水
素
（
製
造
・
貯
蔵
・
輸
送
・
利
用
）
等
の
革
新
的
な
技
術
の
開
発
を
重
点
化
＜
未
来
投
資
戦
略

2
01

7（
平
成

29
年
６
月
閣
議
決
定
）＞

・
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
、

C
O

2排
出
削
減
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
中
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
の
研
究
開
発
を
、
産
学
官
の
英
知
を
結
集
し
て
強
力
に
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
世
界
に
展
開
し
て
い
く
。

＜
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（
平
成

2
8年
４
月
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
）
＞

・
2
05

0
年
の
社
会
実
装
を
目
指
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
等
を
踏
ま

え
、
従
来
技
術
の
延
長
線
上
に
な
い
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
技
術
の
研
究
開
発
を
強

力
に
推
進
。

○
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定

・
20

50
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
大
幅
削
減
と
い
う
ゴ
ー
ル
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
し
、
既
存
技
術

の
延
長
に
な
く
2
05

0
年
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技
術
に
向
け
て
、
今
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
な
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
設
定
。

○
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
＆
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
方
式
の
導
入

・
採
択
時
に
は
少
額
の
課
題
を
多
数
採
択
し
研
究
競
争
を
実
施
。
途
中
段
階
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト

達
成
度
及
び
投
資
可
能
性
判
断
に
基
づ
く
厳
し
い
評
価
に
よ
り
、
成
績
優
秀
者
の
み
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
す
る
仕
組
み
を
採
用
。

○
優
秀
な
人
材
に
よ
る
厳
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
評
価
等
に
応
じ
た
研

究
費
の
追
加
、
削
減
、
研
究
の
中
止

等
の
厳
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
実
施
。

※
先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（
A

L
C

A
）
事
業
の
仕
組
み
を
発
展
さ
せ
、

2
0
50
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け

た
研
究
開
発
を
未
来
社
会
創
造
事
業
「
地
球
規
模
課
題
で
あ
る
低
炭
素
社
会
の
実
現
」
領
域
と
し
て
推
進
。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
68
0百

万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
40
0百

万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

【
研
究
開
発
テ
ー
マ
例
】

＜
テ
ー
マ
例
＞

溶
液
を
塗
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、

温
度
変
化
に
応
じ
た

C
O

2
の
吸

着
・
透
過
を
可
能
と
す
る
分
離
膜

を
開
発

高
効
率
C
O
2
回
収
・有

効
利
用
技
術

C
O

2の
大
規
模
排
出
源
か
ら
の

C
O

2の
分
離
・
貯
留
及
び
貯
留
さ
れ
た

C
O

2を
資
源
化
す

る
研
究
開
発
を
推
進
。

・エ
ネ
ル
ギ
ー
・環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
技
術
分
野
も
踏
ま
え
、

20
50
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
大
幅
削
減
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
資
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
。

大
学
・国
立
研
究

開
発
法
人
等
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戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（
A
L
C
A
)

⃝
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
産
業
部
門
、
運
輸
部
門
、
民
生
部
門
に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
大
幅
に
削
減
す
る
革
新
的
な
技
術
の
開
発
が
必
要
。

⃝
パ
リ
協
定
を
踏
ま
え
、
日
本
も

2
03

0
年
度
ま
で
に

20
1
3
年
度
比
で

26
％
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
を
目
標
と
し
て
い
る
。

✓
支
援
対
象
期
間
：大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人
等

✓
事
業
規
模
：３
千
万
円
程
度
（革
新
技
術
領
域
）
／
課
題
／
年

✓
事
業
期
間
：平
成

22
年
度
～
平
成

37
年
度

研
究
期
間
は
原
則
５
年
間
と
し
、
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
評
価
を
経
て
「
実
用
技
術
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」へ
移
行
（
さ
ら
に
最
長
５
年
間
）
。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

次
世
代
デ
バ
イ
ス
、
次
世
代
太
陽
光
、
次
世
代
地
熱
、
次
世
代
蓄
電
池
、
水
素
（
製
造
・
貯
蔵
・
輸
送
・
利
用
）等
の
革
新
的
な
技
術
の
開
発
を
重
点
化
＜
未
来
投
資
戦
略

2
0
17
（平
成

2
9年
６
月
閣
議
決
定
）
＞

○
2
0
3
0
年
の
社
会
実
装
を
目
指
し
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
革
新
的
な
技
術

シ
ー
ズ
及
び
実
用
化
技
術
の
研
究
開
発
や
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
に
代
わ
る
革
新

的
な
次
世
代
蓄
電
池
や
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
化
成
品
等
を
製
造
す
る
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
等
の
世
界
に
先
駆
け
た
革
新
的
低
炭
素
化
技
術
の
研
究
開
発
を
推
進
。

○
特
別
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
3
0
年
の
社
会
実
装
を
目
指
し
て
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
と
経

済
産
業
省
が
合
同
検
討
会
を
開
催
し
て
設
定
し
、
産
学
官
の
多
様
な
関
係
者
が
参
画
し

て
共
同
研
究
開
発
を
実
施

(「
次
世
代
蓄
電
池
研
究
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
「
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
次
世
代
化
成
品
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
中

)。

○
実
用
技
術
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（革
新
的
技
術
シ
ー
ズ
の
発
掘
含
む
）

・
20

30
年
の
社
会
実
装
を
目
指
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
大
き
な
可
能
性
を
有
す
る
世

界
に
先
駆
け
た
革
新
的
な
技
術
シ
ー
ズ
を
発
掘
。

・
要
素
技
術
開
発
を
統
合
し
つ
つ
実
用
技
術
化
の
研
究
開
発
を
加
速
。

※
2
05

0
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
抜
本
的
削
減
を
目
指
す
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
に
つ
い
て
は
、
本
事
業

の
仕
組
み
を
発
展
さ
せ
た
未
来
社
会
創
造
事
業
「
地
球
規
模
課
題
で
あ
る
低
炭
素
社
会
の
実
現
領
域
」
に

お
い
て
研
究
開
発
を
推
進
。

次
世
代
蓄
電
池
研
究
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
に
代
わ
る
新
し
い
蓄
電
池
の
研
究
開
発
）

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
延
長
線
上
に
は

な
い
、
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
蓄
電
池
を
開
発
し
、

従
来
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の

10
倍
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
、

1
/
10
の
コ
ス
ト
を
目
指
す
。

・
天
然
に
は
微
量
し
か
存
在
し
な
い
が
、
透
明
か
つ
高
耐
熱
性
、

高
強
度
に
つ
な
が
る
原
料
（
シ
ナ
モ
ン
系
分
子
）
を
発
見
し
、
こ

れ
を
用
い
た
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
開
発
に
成
功
。

・
自
動
車
部
品
な
ど
の
金
属
や
ガ
ラ
ス
を
代
替
す
る
物
質
と
し
て
、

自
動
車
軽
量
化
等
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
が
期
待
。

世
界
最
高
強
度
・最
高
耐
熱
の
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
開
発

・
自
動
車
の
車
体
等
に
使
わ
れ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
に
匹

敵
す
る
優
れ
た
室
温
成
形
性
と
強
度
を
示
す
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
圧
延
材
を
開
発
。

・
鋼
材
製
造
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
自
動
車
や
新
幹
線
の

構
造
部
材
の
軽
量
化
等
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
が
期
待
。

室
温
形
成
が
可
能
で
軽
量
な
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
を
開
発

充
電
中
の
電
気

自
動
車
（
現
在
の

最
大
走
行
距
離

は
約

1
2
0
km
）

背
景
・
課
題

事
業
概
要

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
5
,
00
3百

万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
5
,
11
6百

万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

国
JS
T

運
営
費

交
付
金

委
託

大
学
・国
立
研
究

開
発
法
人
等
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
資
す
る
次
世
代
半
導
体
研
究
開
発

⃝
高
電
圧
・
低
抵
抗
で
使
用
で
き
、
大
き
な
省
エ
ネ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
（
G

aN
）等
の
次
世
代
半
導
体
が
世
界
で
注
目
。

⃝
高
品
質
結
晶
や
デ
バ
イ
ス
作
成
の
成
功
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
と
と
も
に
大
き
な
世
界
市
場
＊
の
獲
得
が
可
能
。

背
景
・課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

○
G

aN
等
の
次
世
代
半
導
体
を
用
い
た
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
等
の

2
0
3
0年
の
実
用
化
に
向
け
て
、

20
20
年
（
平
成

32
年
）
度
ま
で
の
事
業
期
間
中
に
結
晶
作
製
技
術
を
創
出
す
る
と
と
も
に
デ

バ
イ
ス
作
製
方
法
の
目
途
を
た
て
る
。

○
理
論
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
活
用
し
た
材
料
創
製
か
ら
デ
バ
イ
ス
化
・
シ
ス
テ
ム
応
用
ま
で
、

G
a
N
等
の
次
世
代
半
導
体
の
研
究
開
発
を
一
体
的
に
推
進
。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

✓
支
援
対
象
機
関
：大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人
等

✓
想
定
事
業
規
模
：２
～
６
億
円

/
拠
点
・領
域

✓
事
業
期
間
：平
成

28
年
度
～
平
成

32
年
度

国
大
学
・国
立
研
究

開
発
法
人
等

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
政
策
文
書
に
お
け
る
記
載
（
抄
）
】

・
G

aN
等
の
革
新
材
料
を
用
い
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
資
す
る
次
世
代
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
事
業
化
に
向
け
た
革
新
的
な
研
究
開
発
・
技
術
開
発
・
普
及
を
加
速
。

＜
未
来
投
資
戦
略

2
0
1
7
（
工
程
表
）
（平
成

2
9
年
６
月
閣
議
決
定
）＞

・
高
耐
熱
周
辺
部
材
、
高
温

/
高
速

/高
電
圧

/
高
電
流
密
度
デ
バ
イ
ス
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
実
装
技
術
が
未
確
立
で
あ
り
、
材
料
・
デ
バ
イ
ス
開
発
の
み
な
ら
ず
、
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を

装
置
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
経
済
性
を
成
立
さ
せ
る
た
め
、
大
面
積
で
高
品
質
な
、
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
用
半
導
体
ウ
ェ
ハ
の
作
成
技
術
の
開
発
が
必
要
。

＜
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（
平
成

2
8年
４
月
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
）
＞

○
G

aN
結
晶
の
成
長
に
悪
影
響
を
与
え
る
欠
陥
の
種
類
・
分
布
を
世
界
で
初
め

て
ほ
ぼ
特
定
す
る
と
と
も
に
、

G
aN
の
結
晶
成
長
に
お
け
る
反
応
過
程
を
世
界
で

初
め
て
解
明
。
こ
の
成
果
を
基
に
研
究
開
発
を
加
速
。

電
流
が
リ
ー
ク
し
て
い
る
混
合
転
位
が
キ
ラ
ー

欠
陥
で
あ
る
こ
と
を
特
定

○
革
新
的
な
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
パ
ワ
ー
デ
バ
イ

ス
応
用
、
レ
ー
ザ
ー
デ
バ
イ
ス
応
用
に
係
る
研
究

開
発
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
平
成

30
年
度
よ
り

新
た
に
、
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
の
特
性
を
活
か
し
た
高

周
波
デ
バ
イ
ス
（
無
線
給
電
・
通
信
デ
バ
イ
ス
）

応
用
に
係
る
研
究
開
発
を
実
施
。

＊
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
市
場
見
込
み
：2

0
25
年
に
約

3.
5兆
円
（2

0
15
年
の

1.
3倍
）
出
典
：2

01
6
年
版
次
世
代
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
＆
パ
ワ
エ
レ
関
連
機
器
市
場
の
現
状
と
将
来
展
望
（富
士
経
済
） G

aN
結
晶
成
長
過
程
の
解
明

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
44
0百

万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
25
3百

万
円
）

○
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
と
と
も
に
、
新
た
な

価
値
を
有
し
た
革
新
的
な
集
積
化
デ
バ
イ
ス
・
シ

ス
テ
ム
を
実
現
し
、
世
界
市
場
の
獲
得
を
目
指
す
。

○
名
古
屋
大
学
が
中
核
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
、
多
く

の
企
業
が
参
画
す
る

G
aN
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
等

を
活
用
し
て
、
企
業
と
の
連
携
を
強
化
し
、
実
用

化
に
向
け
た
大
規
模
な
共
同
研
究
を
既
に
開
始
。

名
古
屋
大
学

代
表
：加
地
教
授

名
城
大
学

代
表
：竹
内
教
授

名
古
屋
大
学

代
表
：天
野
教
授

レ
ー
ザ
ー
デ
バ
イ
ス
・

シ
ス
テ
ム
領
域

パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
・

シ
ス
テ
ム
領
域

研
究
開
発

法
人

大
学

企
業

中
核
拠
点

物
質
・材
料
研
究
機
構

代
表
：小
出
部
門
長

評
価
基
盤
領
域

高
周
波
デ
バ
イ
ス

（
無
線
給
電
・
通
信

デ
バ
イ
ス
）
・
シ
ス

テ
ム
領
域

（
新
規
）

従
来
の
考
え
方

マ
ル
チ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

原
料

G
a(

C
H

3
) 3

G
a(

C
H

3
) 3

中
間

生
成
物

(C
H

3
) 2

G
aN

H
G
a（
ガ
ス
）

生
成
物

G
aN

G
aN

計
算

手
法

第
一
原
理
計
算
(ナ
ノ
レ
ベ
ル

解
析
)と
流
体
力
学
解
析
(マ
ク

ロ
レ
ベ
ル
解
析
)

熱
力
学
解
析
（
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
解

析
）
を
加
え
た
マ
ル
チ
フ
ィ
ジ
ッ

ク
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
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⃝
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

➢
燃
料
と
な
る
資
源
が
海
中
に
豊
富
に
存
在
し
、
少
量
の
燃
料
か
ら
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
生
す
る
こ
と

➢
連
鎖
反
応
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
燃
料
の
供
給
を
止
め
る
と
す
み
や
か
に

反
応
が
停
止
す
る
と
い
う
固
有
の
安
全
性
を
有
す
る
こ
と

➢
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
発
生
し
な
い
こ
と

等
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
そ
の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

背
景
・
課
題

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
環
境
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
に
向
け
、
国
際
約
束
に
基
づ
き
、
核
融
合
実
験
炉
の
建
設
・運
転
を
通
じ
て
科

学
的
・
技
術
的
実
現
可
能
性
を
実
証
す
る

IT
E
R
計
画
及
び
発
電
実
証
に
向
け
た
先
進
的
研
究
開
発
を
国
内
で
行
う
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
（
B

A
）活
動
等
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
施
。

【
閣
議
決
定
文
書
に
お
け
る
記
載
】

ＩＴ
Ｅ
Ｒ
計
画

Ｂ
Ａ
活
動
等

平
成

3
0
年
度
予
算
額
（
案
）
：
1
5
,5

7
9
百
万
円

(1
6,

08
0百
万
円
）

平
成

3
0
年
度
予
算
額
（
案
）
：

6
,3

6
0
百
万
円

(6
,4

5
0百
万
円
）

ＩＴ
Ｅ
Ｒ
（国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）計
画
等
の
実
施

⃝
協
定
：
20

0
7
年

1
0
月
発
効

⃝
参
加
極
：
日
、
欧
、
米
、
露
、
中
、
韓
、
印

⃝
各
極
の
費
用
分
担
（建
設
期
）：

欧
州
、
日
本
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド

45
.5

% 
 9
.1
%

9
.1

%
  
 9

.1
%
  
  
9
.1

%
  
  

9.
1%

  
 9

.1
% 

 

※
各
極
が
分
担
す
る
機
器
を
調
達
・製
造
し
て
持
ち
よ
り
、

IT
E
R
機
構
が
全
体
を
組
み
立
て
る
仕
組
み

⃝
計
画
：
運
転
開
始
：
20

25
年

12
月

核
融
合
運
転
：
20

35
年

1
2月

⃝
成
果
：I

T
E
R
サ
イ
ト
の
建
設
状
況
が
進
捗
す
る

と
と
も
に
、
超
大
型
で
高
性
能
の

超
伝
導
コ
イ
ル
の
実
機
製
作
が
進
む

な
ど
、
機
器
製
作
が
着
実
に
進
展

⃝
協
定
：
20

07
年

6
月
発
効

⃝
実
施
極
：日
、
欧

⃝
実
施
地
：青
森
県
六
ヶ
所
村
、
茨
城
県
那
珂
市

⃝
計
画
：
20

20
年

3
月
ま
で

（
2
0
2
0
年
以
降
の
活
動
に
つ
い
て
は
日
欧
両
極
で
協
議
中
）

⃝
実
施
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
事
業

②
核
融
合
中
性
子
源
用
原
型
加
速
器
の
建
設
と
実
証

③
先
進
超
伝
導
ト
カ
マ
ク
装
置
（
J
T
-6

0S
A
）の
建
設
と
利
用

⃝
成
果
：高
性
能
加
速
器
の

据
付
・調
整
や

J
T
-
60

S
A
の
建
設
等
が

順
調
に
進
展

目
的

J
T
-
6
0
S
A

実
験
炉
ＩＴ
Ｅ
Ｒ

（
フ
ラ
ン
ス
に
建
設
中
）

⃝
国
際
協
力
で
進
め
ら
れ
て
い
る

IT
E
R
計
画
や
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
活
動
を
始
め
と
す
る
核
融
合
を
長
期
的

視
野
に
た
っ
て
着
実
に
推
進
す
る

/「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」（
平
成

26
年

4
月

1
1日
閣
議
決
定
）

⃝
将
来
に
向
け
た
重
要
な
技
術
で
あ
る
核
融
合
等
の
革
新
的
技
術
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
技
術
の
確
立
に
向
け

た
研
究
開
発
に
も
取
り
組
む

/「
科
学
技
術
基
本
計
画
」（
平
成

28
年

1月
22
日
閣
議
決
定
）

⃝
超
長
期
的
視
点
に
お
い
て
重
要
な
技
術
で
あ
る
核
融
合
、
宇
宙
太
陽
光
発
電
等
の
技
術
の
研
究
開
発
を

推
進
す
る

/
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略

20
1
7」
（
平
成

29
年

6
月

2
日
閣
議
決
定
）

➢
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
（
QS
T）

に
お
け
る

IT
ER
計
画
の
補
完
・
支
援
及
び
核
融
合
原
型
炉
に
必
要
な
技
術
基
盤
の
確
立
に
向
け
た

先
進
的
研
究
開
発
等
（
補
助
金
）

・
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
事
業

2,
36
5百

万
円
（
1,
86
0百

万
円
）

・
核
融
合
中
性
子
源
用
原
型
加
速
器
の
建
設
と
実
証

46
8百

万
円
（
42
2百

万
円
）

・
先
進
超
伝
導
ト
カ
マ
ク
装
置
（
JT
-
60
SA
）
の
建
設
と
利
用 3
,5
27
百
万
円
（
4,
16
8百

万
円
）

※
超
伝
導
コ
イ
ル
の
全
実
機
製
作
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
主
要
機
器
に
つ
い
て
も
実
機
製
作
を
継
続

超
伝
導
コ
イ
ル

➢
IT
ER
機
構
の
活
動
（
分
担
金
）

3,
89
1百

万
円
（
4,
48
1百

万
円
）

➢
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
（
QS
T）

に
お
け
る

IT
ER
機
器
の
製
作
や
試
験
、
人
員
派
遣
等
（
補
助
金
）

11
,6
88
百
万
円
（
11
,5
98
百
万
円
）

Ｂ
Ａ
活
動
サ
イ
ト

（
青
森
県
六
ヶ
所
村
）

※
そ
の
他
、
核
融
合
科
学
研
究
所
に
お
け
る
大
型
ヘ
リ
カ
ル
装
置
（

LH
D
）
計
画
（
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金

に
別
途
計
上
）
を
実
施

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
1
,9
3
9百

万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
2
,5
2
9百

万
円
）

核
融
合
中
性
子
源
用
原
型
加
速
器

IT
E
R
サ
イ
ト
の
建
設
状
況

T
F
コ
イ
ル
組
立
て
が
進
む

J
T
-
6
0
S
A
本
体
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気
候
変
動
適
応
戦
略
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

⃝
平
成

2
8
年

11
月
の
「
パ
リ
協
定
」
発
効
等
を
踏
ま
え
、
具
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
取
組
や
、
気
候
変
動
に
よ
る

影
響
へ
の
適
応
等
の
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⃝
ま
た
、
我
が
国
独
自
で
蓄
積
す
る
世
界
最
大
級
の
地
球
環
境
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
衛
星
観
測
情
報
・
気
候
予
測
情
報
等
）

を
有
効
に
活
用
し
、
気
候
変
動
等
の
国
内
外
の
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
必
要
が
あ
る
。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

○
気
候
変
動
に
係
る
政
策
立
案
や
具
体
の
対
策
の
基
盤
と
な
る
気
候
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
高
精
度
予
測
情
報
の
創
出
を
推
進
す
る
。

○
地
球
環
境
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
、
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
産
学
官
で
活
用
で
き
る
「地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
構
築
す
る
。

○
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
適
応
策
立
案
・推
進
を
支
援
す
る
た
め
、
汎
用
的
に
活
用
可
能
な
将
来
予
測
情
報
等
の
創
出
・提
供
等
を
行
う
。

【
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
（
平
成
2
8
年
１
月
閣
議
決
定
）
に
お
け
る
記
載
（
抄
）
】

・
地
球
規
模
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
な
削
減
を
目
指
す
と
と
も
に
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
に
お
け
る
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
適
応
に
貢
献
す
る
。

・
気
候
変
動
の
監
視
の
た
め
、
地
球
環
境
の
情
報
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
捉
え
、
気
候
変
動
に
起
因
す
る
経
済
・
社
会
的
課
題
の
解
決
の
た
め
に
地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
。

【
参
考
：
パ
リ
協
定
の
主
な
内
容
】

・
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
比
２
℃
よ
り
十
分
低
く
保
つ
と

と
も
に
、

1
.5
℃
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
。

・
気
候
変
動
へ
の
適
応
能
力
の
向
上
、
強
靱
性
の
強
化
。

統
合
的
気
候
モ
デ
ル
高
度
化
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

気
候
変
動
適
応
技
術
社
会
実
装
プ
ロ
グ
ラ
ム

要
求
・要
望
額
等

5
8
2百
万
円
（
5
82
百
万
円
）

3
7
3
百
万
円
（
4
0
0
百
万
円
）

【
平
成

2
9
年
度
補
正
予
算
案
：
1
6
8
百
万
円
】

3
7
4百
万
円
（
43

0
百
万
円
）

事
業
概
要

・
全
て
の
気
候
変
動
対
策
の
基
盤
と
な
る
気
候
モ

デ
ル
の
高
度
化
、
気
候
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、

気
候
変
動
予
測
情
報
を
創
出
。

・
IP

C
C
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
や

G
7

作
業
部
会
等
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
際
的

な
気
候
変
動
に
関
す
る
議
論
を

リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
に

お
け
る
具
体
の
気
候
変
動
対
策

に
活
用
。

・
世
界
最
大
級
の
地
球
環
境
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

D
IA

S
上

で
蓄
積
・
統
合
解
析
。

G
E
O
（
地
球
観
測
に
関
す
る
政
府

間
会
合
）
や

IP
C

C
等
を
通
じ
た
国
際
貢
献
、
学
術
研
究

の
場
面
へ
の
利
活
用
を
一
層
推
進
。

・
企
業
等
の
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、

安
定
的
な
運
用
体
制
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
水
資
源
分
野
等
の

具
体
的
な
課
題
解
決
に
向
け
た

共
同
研
究
等
を
実
施
。

・
地
方
公
共
団
体
の
参
画
を
得
て
、
実
際
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
、
防
災
・農
業
等
の
適
応
策
立
案
・推
進
に
汎
用

的
に
活
用
可
能
な
近
未
来
の
超
高
解
像
度
気
候
変
動

予
測
情
報
等
を
開
発
。

・
研
究
開
発
成
果
を
地
方
公
共
団
体

等
に
提
供
。
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
適
応
策
立
案
・推
進
を
積
極

的
に
支
援
。

主
な
成
果

（
一
部
前
身
事
業
の
成

果
を
含
む
。
）

✓
IP

C
C
等
に
お
い
て
、
開
発
し
た
気
候
モ
デ
ル
が

世
界
一
活
用
さ
れ
、
ま
た
論
文
被
引
用
が
増
加
。

✓
創
出
し
た
気
候
変
動
リ
ス
ク
情
報
が
環
境
省
報

告
書
に
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
の
適
応
策
立
案

の
基
盤
と
し
て
活
用
。

✓
D

IA
S
ユ
ー
ザ
ー
数
が
３
年
で
５
倍
に
な
る
な
ど
、
利
用

者
・
利
用
範
囲
が
国
内
外
で
拡
大
。

✓
平
成

2
9
年
５
月
末
に
発
生
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
洪
水
の
復

旧
計
画
の
策
定
等
に

D
IA

S
を
活
用
す
る
な
ど
国
際
貢

献
に
活
用
。

✓
７
つ
の
モ
デ
ル
自
治
体
の
参
画
を
得
て
、
簡
便
な
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
の
第
一
版
を
作
成
。
モ
デ
ル
自
治
体
に
お
け
る
試

用
を
開
始
。

事
業
ス
キ
ー
ム

支
援
対
象
機
関
：
大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人
等

デ
ー
タ
統
合
・解

析
シ
ス
テ
ム

（
D
IA
S
）

独
自
の
全
球
気
候
モ
デ
ル

国
大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人
等

委
託

* 
以
下
３
事
業
を
連
携
し
て
実
施

温
州
ミ
カ
ン
栽
培
適
地
の
将
来
変
化

≪
平
成

2
9
～

3
3
年
度
≫

≪
平
成

2
7
～

3
1
年
度
≫

≪
平
成

2
8
～

3
2
年
度
≫

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
33
0百

万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
41
2百

万
円
）

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
1
6
8百

万
円
】
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10．自然災害に対する強靱な社会に向けた研究開発の推進
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１
０
.自

然
災
害
に
対
す
る
強
靱
な
社
会
に
向
け
た
研
究
開
発
の
推
進

南
海

ト
ラ

フ
広

域
地

震
防

災
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

日
本

海
地

震
・津

波
調

査
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

防
災

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
地

方
自

治
体

の
防

災
施

策
に

活
か

す
た

め
、

地
震

・津
波

の
切

迫
性

が
高

い
地

域
や

調
査

が
不

十
分

な
地

域
に

お
い

て
、

重
点

的
な

地
震

防
災

研
究

を
実

施
。

6
4
6
百

万
円

（
6
8
5
百

万
円

）

（
事

業
）

・
日

本
海

溝
海

底
地

震
津

波
観

測
網

（
S
-
n
e
t）

及
び

地
震

・
津

波
観

測
監

視
シ

ス
テ

ム
（
Ｄ

Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｔ

）
の

運
用

海
底

地
震

・津
波

観
測

網
の

運
用

1
,0

5
1
百

万
円

（
1
,0

6
1
百

万
円

）

日
本

海
溝

沿
い

及
び

南
海

ト
ラ

フ
地

震
震

源
域

に
整

備
し

た
リ

ア
ル

タ
イ

ム
海

底
地

震
・津

波
観

測
網

を
運

用
す

る
。

次
世

代
火

山
研

究
・人

材
育

成
総

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
6
5
0
百

万
円

（
6
5
0
百

万
円

）

火
山

災
害

の
軽

減
に

貢
献

す
る

た
め

、
他

分
野

と
の

連
携

・融
合

を
図

り
、
「観

測
・予

測
・対

策
」

の
一

体
的

な
火

山
研

究
と

火
山

研
究

者
の

育
成

・確
保

を
推

進
。

（
事

業
）

・
次

世
代

火
山

研
究

推
進

事
業

・
火

山
研

究
人

材
育

成
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

構
築

事
業

◆
防

災
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

収
集

・整
備

・解
析

を
推

進
し

、
官

民
一

体
と

な
っ

た
総

合
防

災
力

向
上

を
図

る
。

◆
地

震
調

査
研

究
推

進
本

部
（地

震
本

部
）の

地
震

発
生

予
測

（長
期

評
価

）に
資

す
る

調
査

観
測

研
究

、
海

底
地

震
・
津

波
観

測
網

の
運

用
、

南
海

ト
ラ

フ
地

震
等

を
対

象
と

し
た

調
査

研
究

、
先

端
的

な
火

山
研

究
の

推
進

と
火

山
研

究
人

材
育

成
・確

保
な

ど
を

推
進

。
◆

地
震

・火
山

・
風

水
害

等
に

よ
る

災
害

等
に

対
応

し
た

基
盤

的
な

防
災

科
学

技
術

研
究

を
推

進
。

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
0
,9

6
9
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
0
,9

6
3
百
万
円
）

地
震

調
査

研
究

推
進

本
部

関
連

事
業

（
事

業
）

・
活

断
層

調
査

の
総

合
的

推
進

・
地

震
調

査
研

究
推

進
本

部
支

援
等

地
震

調
査

研
究

推
進

本
部

の
地

震
発

生
予

測
（長

期
評

価
）に

資
す

る
調

査
観

測
研

究
等

を
推

進
。

9
5
4
百

万
円

（
1
,0

2
4
百

万
円

）

全
国

地
震

動
予

測
地

図

活
断

層
の

長
期

評
価

概
要

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
1
,4

0
1
百
万
円
】

基
礎

的
・
基

盤
的

な
防

災
科

学
技

術
の

研
究

開
発

の
推

進
7
,2

0
5
百

万
円

（
7
,1

0
0
百

万
円

）
国
立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所

（
事

業
）

○
自

然
災

害
観

測
・
予

測
研

究
・
地

震
・
津

波
・
火

山
の

基
盤

的
観

測
・
予

測
研

究
・
基

盤
的

地
震

・
火

山
観

測
網

の
維

持
・
運

用
○

減
災

実
験

・
解

析
研

究
・
Ｅ

－
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
等

を
活

用
し

た
社

会
基

盤
強

靱
化

研
究

○
災

害
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

・
極

端
気

象
災

害
リ

ス
ク

の
軽

減
研

究
・
自

然
災

害
の

ハ
ザ

ー
ド

評
価

に
関

す
る

研
究

・
自

然
災

害
に

関
す

る
情

報
の

利
活

用
研

究
等

4
5
6
百

万
円

（
3
9
6
百

万
円

）

首
都

圏
を

中
心

と
し

た
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
総

合
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

首
都

直
下

地
震

等
へ

の
防

災
力

を
向

上
す

る
た

め
、

官
民

連
携

超
高

密
度

地
震

観
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

非
構

造
部

材
を

含
む

構
造

物
の

崩
壊

余
裕

度
に

関
す

る
セ

ン
サ

ー
情

報
の

収
集

に
よ

り
、

官
民

一
体

の
総

合
的

な
災

害
対

応
や

事
業

継
続

、
個

人
の

防
災

行
動

等
に

資
す

る
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

整
備

す
る

。
ま
た
、
Io
T/
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る

都
市
機
能
維
持
の
観
点
か
ら
の

情
報

の
利

活
用

手
法

の
開

発
を

目
指

す
。

◀
E
-
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
に

よ
る

震
動

実
験

防
災

科
学

技
術

研
究

所
に

お
い

て
、

地
震

・火
山

・
風

水
害

等
の

各
種

災
害

に
対

応
し

た
基

盤
的

な
防

災
科

学
技

術
研

究
、

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進
。

▲
気

象
レ

ー
ダ

ー
に

よ
る

積
乱

雲
観

測

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
額
（
案
）
：

1
,4

0
1
百
万
円
】
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首
都
圏
を
中
心
と
し
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
総
合
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


首

都
直

下
地

震
は

切
迫

性
が

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

経
済

被
害

推
定

額
は

約
95

兆
円

に
の

ぼ
る

。
被

害
推

定
で

は
、

地
震

時
に

は
延

焼
火

災
が

広
範

囲
に

生
じ

、
死

者
は

２
万

人
に

達
す

る
な

ど
、

地
震

被
害

の
み

な
ら

ず
、

地
震

に
起

因
す

る
複

合
災

害
等

へ
の

対
策

も
重

要
か

つ
喫

緊
の

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
災

害
発

生
後

に
で

き
る

だ
け

早
急

か
つ

有
効

な
災

害
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

あ
ら

ゆ
る

組
織

や
個

人
の

安
全

・
安

心
が

確
保

さ
れ

る
と

い
う

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

な
社

会
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

以
下

の
取

組
を

達
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

精
緻

な
即

時
被

害
把

握
等

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

官
民

一
体

の
総

合
的

な
災

害
対

応
や

事
業

継
続

、
個

人
の

防
災

行
動

等
に

資
す

る
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

整
備

す
る

。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
Io
T
/

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
都
市
機
能
維
持
の
観
点
か
ら
の

情
報

の
利

活
用

手
法

の
開

発
を

目
指

す
。

✓
官

民
連

携
超

高
密

度
地

震
観

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

✓
構

造
物

の
崩

壊
余

裕
度

に
関

す
る

デ
ー

タ
収

集

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

✓
補

助
機

関
：
国

立
研

究
開

発
法

人
✓

事
業

期
間

：
平

成
29

年
度

～
平

成
33

年
度

※
 産

学
官

が
利

用
で

き
る

物
質

・材
料

開
発

等
の

研
究

開
発

に
資

す
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

及
び

解
析

ツ
ー

ル
等

の
構

築
・
利

活
用

に
向

け
て

、
本

年
度

か
ら

デ
ー

タ
収

集
や

解
析

手
法

の
開

発
等

を
進

め
る

。
（
未

来
投

資
戦

略
20

17
）

※
 南

海
ト

ラ
フ

地
震

、
首

都
直

下
地

震
な

ど
の

大
規

模
地

震
や

津
波

、
水

害
、

土
砂

災
害

、
火

山
災

害
な

ど
の

自
然

災
害

に
対

し
、

ＩＣ
Ｔ

の
活

用
・
研

究
・人

材
育

成
を

含
め

、
堤

防
整

備
、

ダ
ム

再
生

な
ど

、
防

災
・
減

災
の

取
組

を
推

進
し

つ
つ

、
首

都
機

能
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

多
重

性
・
代

替
性

の
確

保
を

図
る

。
（
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
20

1
7）

※
 首

都
直

下
型

地
震

等
の

大
規

模
災

害
の

発
生

時
に

複
合

災
害

へ
の

対
応

も
含

め
て

都
市

機
能

を
確

実
に

維
持

す
る

こ
と

を
目

的
に

官
民

の
連

携
に

よ
る

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
・
Ａ

Ｉ等
を

活
用

し
た

高
精

度
な

被
害

予
測

・推
定

の
た

め
の

研
究

開
発

（
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

総
合

戦
略

20
17

）

背
景
・課
題

政
府

関
係

機
関

、
地

方
公

共
団

体
、

民
間

企
業

等
が

保
有

す
る

地
震

観
測

デ
ー

タ
を

統
合

し
、

官
民

連
携

に
よ

る
超

高
密

度
地

震
観

測
シ

ス
テ

ム
を

構
築

。

Ｅ
-
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
を

用
い

て
、

非
構

造
部

材
（配

管
、

天
井

等
）を

含
む

構
造

物
の

崩
壊

余
裕

度
※

に
関

す
る

セ
ン

サ
ー

情
報

を
収

集
。

②
構

造
物

の
崩

壊
余

裕
度

に
関

す
る

デ
ー

タ
収

集

③
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

整
備

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
4
5
6百

万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
9
6百

万
円
）

①
官

民
連

携
超

高
密

度
地

震
観

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

協
議

会
民

間
企

業
（ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
、

通
信

、
交

通
等

）や
地

方
公

共
団

体
、

関
係

機
関

と
連

携

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

精
度

・密
度

が
不

揃
い

な
デ

ー
タ

を
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョン
・統

合

建
物

の
崩

壊
余

裕
度

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

地
震

被
害

把
握

自
然

地
震

と
人

工
地

震
と

の
相

補
的

融
合

※
地

震
動

に
よ

る
構

造
物

へ
の

影
響

（
損

傷
発

生
～

崩
壊

）
を

定
量

化
し

た
も

の
。

国
防
災
科
学

技
術
研
究
所

補
助
金
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地
震

本
部

支
援

地
震

本
部

で
実

施
す

る
地

震
の

長
期

予
測

（長
期

評
価

）に
必

要
と

な
る

調
査

観
測

デ
ー

タ
を

収
集

す
る

た
め

の
、

海
溝

型
地

震
や

海
陸

の
活

断
層

を
対

象
と

し
た

調
査

観
測

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
本

部
の

円
滑

な
運

営
を

支
援

す
る

。

長
周

期
地

震
動

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ

超
高

層
ビ

ル
、

大
型

構
造

物
が

立
ち

並
ぶ

都
市

域
に

お
い

て
広

範
囲

に
脅

威
と

な
る

長
周

期
地

震
動

の
揺

れ
の

分
布

を
示

し
た

「長
周

期
地

震
動

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」を

作
成

。

国
や

地
方

公
共

団
体

に
お

け
る

効
果

的
・

効
率

的
な

防
災

・減
災

対
策

に
寄

与

地
震

本
部

の
長

期
評

価
等

を
支

援
す

る
た

め
、

地
震

・津
波

に
関

す
る

基
礎

資
料

の
収

集
・
作

成
等

の
技

術
的

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

地
震

本
部

の
成

果
展

開
を

実
施

。

地
震

本
部

の
業

務
の

円
滑

な
実

施
と

成
果

普
及

に
貢

献
⇒

活
断

層
調

査
の

総
合

的
推

進

活
断

層
に

よ
る

地
震

・
津

波
の

評
価

、
「全

国
地

震
動

予
測

地
図

」の
高

度
化

、
自

治
体

の
防

災
計

画
等

に
貢

献
⇒

①
地

震
の

発
生

確
率

が
高

く
、

社
会

的
影

響
が

大
き

い
活

断
層

の
調

査
②

陸
域

活
断

層
の

沿
岸

海
域

延
長

部
の

調
査

③
活

断
層

の
評

価
に

関
す

る
調

査
研

究
等

3
9
7百

万
円

（
42

0
百

万
円

）

2
26

百
万

円
（
2
2
6
百

万
円

）

地
震

本
部

の
長

期
評

価
等

に
活

用
、

大
学

等
の

研
究

機
関

の
研

究
活

動
に

活
用

気
象

庁
、

防
災

科
学

技
術

研
究

所
、

大
学

等
の

地
震

波
形

デ
ー

タ
を

一
元

的
に

収
集

・
処

理
す

る
こ

と
に

よ
り

、
詳

細
な

震
源

決
定

作
業

等
を

実
施

。

地
震

観
測

デ
ー

タ
集

中
化

の
促

進
41

百
万

円
（
41

百
万

円
）

32
百

万
円

（
32

百
万

円
）

長
周

期
地

震
動

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ

海
域

に
お

け
る

断
層

情
報

総
合

評
価

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

地
震

本
部

の
海

底
活

断
層

に
よ

る
地

震
・津

波
の

評
価

、
自

治
体

の
地

震
・津

波
想

定
の

検
討

に
貢

献
⇒

17
4
百

万
円

(2
20

百
万

円
）

海
域

活
断

層
の

長
期

評
価

を
行

う
た

め
の

基
礎

資
料

と
な

る
、

海
域

断
層

の
位

置
・

形
状

等
の

情
報

を
統

一
的

な
基

準
で

整
理

し
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
整

備
。

①
既

存
の

海
底

地
形

図
や

地
下

構
造

デ
ー

タ
の

収
集

・
整

理
②

収
集

・
整

理
し

た
デ

ー
タ

の
統

一
的

な
再

解
析

の
実

施
に

よ
る

海
域

断
層

の
特

定
③

海
域

断
層

の
位

置
・
形

状
等

を
ま

と
め

た
海

域
断

層
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

作
成

⇒

⇒
九

州
地

域
の

活
断

層
の

長
期

評
価

（第
一

版
）

と
熊

本
地

震
を

生
じ

た
活

断
層

→

地
震

本
部

が
全

国
の

活
断

層
の

評
価

を
行

う
上

で
必

要
な

活
断

層
調

査
を

計
画

的
に

実
施

。

評
価

結
果

の
公

表

地
震
本
部

過
去

地
震

の
震

度
・

震
源

分
布

等
の

比
較

震
源

カ
タ

ロ
グ

学
術

論
文

等

基
礎

デ
ー

タ
の

収
集

基
礎

デ
ー

タ
に

基
づ

き
評

価

地
震

本
部

の
支

援
・
地

震
情

報
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

管
理

・
長

期
評

価
支

援
・
地

震
本

部
の

会
議

運
営

支
援

等

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
関
連
事
業

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
9
54
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1,
0
24
百
万
円

）
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海
底
地
震
・
津
波
観
測
網
の
運
用

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

:
1
,0
5
1百

万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

:
1
,0
6
1百

万
円

）

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

背
景
・課
題

国
防
災
科
学

技
術
研
究
所

✓
補
助
機
関
：
国
立
研
究
開
発
法
人

地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
域
に
整
備
。

地
震
計
、
水
圧
計
等
を
組
み
込
ん
だ
マ
ル
チ
セ
ン
サ
ー
を

備
え
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
観
測
可
能
な
高
密
度
海
底
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
。

日
本
海
溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網
（
Ｓ
－
ｎ
ｅ
ｔ
）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
中
心
と
す
る
日
本
海
溝
沿
い
に
整
備
。

地
震
計
、
水
圧
計
等
を
組
み
込
ん
だ
マ
ル
チ
セ
ン
サ
ー
を
広

域
か
つ
多
点
に
展
開
し
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
観
測
可
能
な

イ
ン
ラ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
式
シ
ス
テ
ム
。

イ
メ
ー
ジ
図

イ
メ
ー
ジ
図

ケ
ー
ブ
ル
式
海
底
観
測
装
置

（
地
震
計
・
水
圧
計
）

✓
津
波
即
時
予
測
技
術
の
開
発
及
び
津
波
情
報
提
供
の
高
精
度
化
・
迅
速
化

（
最
大
20
分
程
度
早
く
検
知
）

✓
南
海
ト
ラ
フ
や
日
本
海
溝
沿
い
で
発
生
す
る
地
震
像
の
解
明

✓
将
来
起
き
る
地
震
の
正
確
な
予
測

✓
緊
急
地
震
速
報
の
高
度
化
（
最
大
3
0秒

程
度
早
く
検
知
）

高
精
度
な

津
波
即
時
予
測

地
震
像
の
解
明

緊
急
地
震
速
報
へ
の
活
用


南
海
ト
ラ
フ
や
日
本
海
溝
で
発
生
が
想
定
さ
れ
る
海
溝
型
の
地
震
は
規
模
が
大
き
く
、
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば
地
震
・
津
波
に
よ
り
甚
大
な
人
的
・

物
的
被
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
。


緊
急
地
震
速
報
や
津
波
警
報
等
は
、
主
に
陸
上
の
地
震
計
に
よ
り
地
震
の
規
模
や
津
波
の
高
さ
等
を
推
定
し
て
い
る
た
め
精
度
に
限
界
が
あ
る
。

⇒
海
底
地
震
・
津
波
観
測
網
に
よ
り
地
震
や
津
波
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
か
つ
直
接
検
知
し
、
早
期
に
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
。 補
助
金

関
係
機
関
へ
観
測
デ
ー
タ
を
配
信
し
、

✓
気
象
庁
に
お
い
て
緊
急
地
震
速
報
や

津
波
警
報
等
に
活
用

✓
研
究
機
関
や
大
学
等
に
お
い
て
地
震

調
査
研
究
に
活
用

✓
地
方
公
共
団
体
や
民
間
企
業
に
お
い

て
津
波
即
時
予
測
シ
ス
テ
ム
を
導
入

※
「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
1
7
」や

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

総
合

戦
略
2
01
7」

、
「国

土
強

靱
化

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン
2
0
1
7」

等
に

お
い

て
地

震
・津

波
観

測
網

の
活

用
等

に
つ

い
て

記
載

。

Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
２

Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
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
地

方
自

治
体

の
防

災
施

策
に

活
か

す
た

め
、

地
震

・
津

波
の

切
迫

性
が

高
い

地
域

や
調

査
が

不
十

分
な

地
域

に
お

い
て

、
重

点
的

な
地

震
防

災
研

究
を

実
施

。

○
南

海
ト

ラ
フ

広
域

地
震

防
災

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
8
１

百
万

円
（
29

8
百

万
円

）

南
海

ト
ラ

フ
で

発
生

す
る

巨
大

地
震

・津
波

に
よ

る
被

害
軽

減
を

図
る

た
め

、
巨

大
津

波
発

生
の

解
明

や
、

長
期

評
価

を
実

施

す
る

た
め

の
デ

ー
タ

取
得

、
広

域
の

被
害

予
測

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、

防
災

・減
災

対
策

や
復

旧
復

興
計

画
の

検
討

を
行

う
。

（
具
体
的
取
組
）

・
大
津
波
の
発
生
要
因
と
な
る
ト
ラ
フ
軸
沿
い
の
調
査
観
測

・
長
期
評
価
を
実
施
す
る
た
め
の
南
西
諸
島
周
辺
海
域
の

デ
ー
タ
取
得

・
地
震
・
津
波
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

・
地
震
動
・
津
波
発
生
・
被
害
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
被
害
予
測
に
基
づ
く
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
、
復
旧
復
興

計
画
の
検
討

○
日

本
海

地
震

・
津

波
調

査
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
3
6
6
百

万
円

（
3
87

百
万

円
）

日
本

海
側

で
は

観
測

デ
ー

タ
等

が
不

足
し

、
自

治
体

の
地

震
の

想
定

や
防

災
対

策
の

検
討

が
困

難
な

状
況

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

自
治

体
の

要
望

等
も

踏
ま

え
、

日
本

海
側

の
地

震
・津

波
像

の
解

明
等

を
行

う
。

（
具
体
的
取
組
）

・
海
底
地
殻
構
造
の
調
査
観
測

・
地
震
・
津
波
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

・
地
震
・
津
波
発
生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
の
検
討

等

津
波

石
調

査
津

波
・
地

震
動

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

研
究

海
溝
型
巨
大
地
震
と

内
陸

地
震

の
関

係

海
陸
統
合
探
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

新
潟
地
域
の
震
源
断
層
モ
デ
ル

南
海
ト
ラ
フ
広
域
地
震
防
災
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

日
本
海
地
震
・
津
波
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
6
46
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
6
85
百
万
円
）

事
業
概
要

【
事
業
概
要
】

【
事
業
概
要
】

✓
委

託
先

機
関

：大
学

、
国

立
研

究
開

発
法

人
✓

事
業

期
間

：
平

成
25

年
度

～
平

成
3
2年

度

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
大
学
・

国
立
研
究
開
発
法
人

委
託

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

✓
地

震
・津

波
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

に
不

足
し

て
い

る
デ

ー
タ

の
収

集
✓

未
来

に
発

生
す

る
地

震
や

津
波

の
精

緻
な

予
測

✓
観

測
・調

査
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
の

成
果

を
自

治
体

や
住

民
に

共
有

し
、

防
災

対
策

に
活

用

地
域

で
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
産

官
連

携
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
愛

知
県

の
地

震
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン

内
閣

府
「南

海
巨

大
地

震
に

よ
る

長
周

期
地

震
動

に
関

す
る

報
告

」

背
景
・課

題

※
「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2

0
1

7
」
や

「科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
総

合
戦

略
2

0
1

7
」、

「
国

土
強

靱
化

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

2
0

1
7
」
等

に
お

い
て

記
載

。
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次
世
代
火
山
研
究
・
人
材
育
成
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


平

成
2
6
年

９
月

の
御

嶽
山

の
噴

火
等

を
踏

ま
え

、
火

山
研

究
の

推
進

及
び

人
材

育
成

・確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

が
、

既
存

の
火

山
研

究
は

「観
測

」研
究

が
主

流
で

あ
り

、
防

災
・減

災
に

資
す

る
「観

測
・予

測
・対

策
」の

一
体

的
な

火
山

研
究

が
不

十
分

。
そ

れ
に

加
え

、
火

山
研

究
者

は
約
8
0
人

と
少

数
。

→

✓
委

託
先

機
関

：大
学

、
国

立
研

究
開

発
法

人
等

✓
事

業
期

間
：平

成
28

年
度

～
平

成
3
7年

度

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

✓
「観

測
・予

測
・対

策
」の

一
体

的
な

火
山

研
究

の
推

進
・直

面
す

る
火

山
災

害
へ

の
対

応
（災

害
状

況
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
把

握
し

、
活

動
の

推
移

予
測

を
提

示
）

・火
山

噴
火

の
発

生
確

率
を

提
示

✓
理

学
に

と
ど

ま
ら

ず
工

学
・社

会
科

学
等

の
広

範
な

知
識

と
高

度
な

技
能

を
有

す
る

火
山

研
究

者
の

育
成

・確
保

・当
面

５
年

間
で
8
0
人
→
1
6
0
人

の
確

保

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

国
大
学
・

国
立
研
究
開
発

法
人
等

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

背
景
・課

題

●
火

山
研

究
人

材
育

成
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

✓
参

画
機

関
（
平

成
2
9
年

12
月

時
点

）
・火

山
透

過
技

術
（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
）

・リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
（
資
源
工
学
）

・火
山

ガ
ス

観
測

（
地
球
化
学
）

・機
動

観
測

（
地
球
物
理
学
）

次
世

代
火

山
研

究
推

進
事

業

修
了
証
明
書

国
立

研
究

開
発

法
人

集
中
講
義

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

海
外

の
研

究
機

関

事
務
局

海
外
研
修

※
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携

人
材

育
成

運
営

委
員

会
大

学

・
博

士
課

程
学

生
を

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

画
・
博

士
課

程
修

了
後

に
ポ

ス
ド

ク
と

し
て

起
用

✓
火

山
研

究
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
受

講
生

の
状

況

運
営

指
針

地
方

自
治

体
の

研
究

機
関

・火
山

噴
出

物
分

析
（
物
質
科
学
）

・噴
火

履
歴

調
査

（
歴
史
学
、
考
古
学
、
地
質
学
）

・シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
（
計
算
科
学
）

・ド
ロ

ー
ン

に
よ

る
災

害
把

握
技

術
（
測
量
、
画
像
処
理
）

・リ
ア

ル
タ

イ
ム

降
灰

予
測

（
計
算
化
学
、
気
象
学
）

・災
害

対
策

情
報

ツ
ー

ル
の

開
発

（
社
会
防
災
）

各
種

観
測

デ
ー

タ
の

一
元

化

本
事

業
で

開
発

す
る

観
測

技
術

に
よ

る
観

測
デ

ー
タ

及
び

既
存

の
観

測
機

器
に

よ
る

観
測

デ
ー

タ
を

、
一

元
化

共
有

す
る

シ
ス

テ
ム

の
開

発

火
山

研
究

人
材

育
成

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム

国
内

外
の

研
究

資
源

・教
育

資
源

を
結

集
し

、
主

要
３

分
野

（地
球

物
理

学
、

地
質

・岩
石

学
、

地
球

化
学

）に
加

え
、

工
学

、
社

会
科

学
等

の
関

連
分

野
を

体
系

的
に

学
ぶ

こ
と

の
で

き
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

策
定

・実
施

行
政

機
関

（
国

、
地

方
）
、

民
間

企
業

協
力

・
連

携

先
端

的
な

火
山

観
測

技
術

の
開

発
火

山
噴

火
の

予
測

技
術

の
開

発
火

山
災

害
対

策
技

術
の

開
発

相
互

に
連

携
・
融

合

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

の
強

力
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

他
分

野
と

の
連

携
・融

合
を

図
り

、
「観

測
・予

測
・対

策
」の

一
体

的
な

研
究

を
推

進
。

・「
火

山
研

究
人

材
育

成
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」を
構

築
し

、
大

学
間

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

最
先

端
の

火
山

研
究

と
連

携
さ

せ
た

体
系

的
な

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

。
※

「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
1
7
」や

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

総
合

戦
略
2
01
7」

、
「国

土
強

靱
化

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン
2
0
1
7」

等
に

お
い

て
火

山
災

害
対

策
の

取
組

に
つ

い
て

記
載

。

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
参

画
・
協

力

平
成

2
8年

度
受
入
：

3
6
名

平
成

2
9
年
度
受
入
：

4
名

(
M
1：

1
8名

, 
M
2：

11
名
,
 
D1
：

7名
,

D
2：

4名
)

平
成
29
年
11
月
：
30
名
の
基
礎
コ
ー
ス
修
了
を
認
定

代
表
機
関
：
東
北
大

参
加
機
関
：
北
大
、
山
形
大
、
東
工
大
、

東
大
、
名
大
、
京
大
、
九
大
、

鹿
児
島
大

協
力
機
関
：
防
災
科
研
、
産
総
研
、

国
土
地
理
院
、
気
象
研
究
所

神
戸
大
、
信
州
大

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
6
50
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
6
50
百
万
円
）

- 96-



基
礎
的
・
基
盤
的
な
防
災
科
学
技
術
の
研
究
開
発
の
推
進

○
防
災
科
学
技
術
研
究
の
産
学
官
に
よ
る

W
in

-W
in
の
関
係
拡
大
・
資
金
の
好
循
環
を
目
指
し
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
を
結
集
、
企
業
の
事
業

戦
略
に
関
わ
る
共
同
研
究
を
集
中
管
理
す
る
体
制
の
構
築
を
通
じ
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

○
地
震
・
火
山
等
の
観
測
・
予
測
技
術
の
研
究
開
発
、
実
大
三
次
元
震
動
破
壊
実
験
施
設
（

E
－
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
を
活
用
し
た
耐
震
技
術
の
研
究
開
発
、

災
害
リ
ス
ク
軽
減
情
報
の
創
出
・
利
活
用
手
法
の
開
発
等
を
推
進

○
全
国
の
地
震
観
測
網
の
維
持
・
運
用
、
火
山
観
測
網
の
維
持
・
運
用
、
な
ら
び
に

E
－
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
保
守
・
運
用
を
着
実
に
実
施

国
立
研
究
開
発
法
人

防
災
科
学
技
術
研
究
所

自
然

災
害

観
測

・
予

測
研

究

○
火

山
活

動
の

観
測

・
予

測
研

究

○
地

震
・
津

波
の

観
測

・
予

測
研

究

・
全

国
の

地
震

観
測

網
を

運
用

し
、

研
究

機
関

や
防

災
機

関
等

の
研

究
活

動
・防

災
活

動
に

資
す

る
観

測
デ

ー
タ

を
提

供
。

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
観

測
デ

ー
タ

等
を

活
用

し
、

新
し

い
即

時
地

震
動

予
測

技
術

、
津

波
の

一
生

予
測

技
術

等
を

開
発

。

・海
域

の
観

測
デ

ー
タ

を
効

果
的

に
活

用
す

る
技

術
開

発
に

よ
り

、
海

域
大

地
震

に
対

す
る

予
測

技
術

高
度

化
を

実
施

。

・
ケ

ー
ブ

ル
式

海
底

地
震

・
津

波
観

測
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
検

討
を

実
施

。

・
故

障
、

老
朽

化
し

た
地

震
観

測
網

の
更

新
を

実
施

。

▲
世

界
に

類
を

見
な

い
稠

密
な

地
震

・
津

波
等

観
測

網
の

運
用

○
極

端
気

象
災

害
リ

ス
ク

の
軽

減
研

究

減
災

実
験

・
解

析
研

究

○
Ｅ

－
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
等

を
活

用
し

た
社

会
基

盤
強

靱
化

研
究

・
実

大
三

次
元

震
動

破
壊

実
験

施
設

（E
-デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
）に

つ
い

て
、

そ
の

安
全

・確
実

な
運

用
の

た
め

、
施

設
・設

備
・装

置
等

の
保

守
、

点
検

を
実

施
。

・地
震

発
生

時
の

建
築

物
や

附
帯

設
備

等
の

機
能

維
持

の
た

め
、

破
壊

過
程

の
解

明
と

効
果

的
な

被
害

低
減

対
策

の
提

案
に

向
け

た
耐

震
技

術
研

究
を

実
施

。

▲
E
-
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
に

よ
る

震
動

実
験

災
害

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究

○
自

然
災

害
の

ハ
ザ

ー
ド

評
価

に
関

す
る

研
究

・低
頻

度
・巨

大
地

震
に

も
対

応
し

た
地

震
ハ

ザ
ー

ド
評

価
手

法
の

開
発

、
津

波
を

引
き

起
こ

す
可

能
性

の
あ

る
す

べ
て

の
地

震
を

対
象

と
し

た
津

波
ハ

ザ
ー

ド
評

価
を

実
施

。

○
自

然
災

害
に

関
す

る
情

報
の

利
活

用
研

究

・社
会

全
体

の
防

災
力

を
高

め
る

た
め

の
リ

ス
ク

コ
ミ

ニ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

法
の

開
発

等

・火
山

観
測

網
を

着
実

に
運

用
し

、
研

究
活

動
・防

災
活

動
に

資
す

る
観

測
デ

ー
タ

を
提

供
。

・リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
に

よ
る

火
山

の
地

殻
変

動
等

の
観

測
及

び
取

得
デ

ー
タ

の
解

析
等

を
実

施
。

・気
象

レ
ー

ダ
ー

等
を

着
実

に
運

用
し

、
研

究
活

動
・防

災
活

動
に

資
す

る
観

測
デ

ー
タ

を
提

供
。

・ゲ
リ

ラ
豪

雨
等

の
局

地
的

気
象

災
害

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

解
明

を
進

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
リ

ス
ク

の
軽

減
に

資
す

る
手

法
の

開
発

を
実

施
。

▲
地

震
ハ

ザ
ー

ド
・
リ

ス
ク

評
価

▲
新

し
い

即
時

地
震

動
予

測
技

術
の

開
発

・震
動

実
験

を
数

値
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

再
現

す
る

た
め

の
研

究
開

発
を

実
施

。

▲
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

に
よ

る
火

山
観

測

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
7
,2
05
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
7
,1
00
百
万
円
）

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
1
,4
01
百
万
円
】

▲
気

象
レ

ー
ダ

ー
に

よ
る

積
乱

雲
観

測
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11．人類のフロンティアの開拓 

及び国家安全保障・基幹技術の強化
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（1）宇宙・航空分野の研究開発に関する取組
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J
A
X
A
総
額

1
5
4
,
0
2
6
百
万
円
（
1
5
3
,
6
6
8
百
万
円
）

１
１
．
（
１
）
宇
宙
・
航
空
分
野
の
研
究
開
発
に
関
す
る
取
組

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
5
4
,
5
0
4
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
5
4
,
2
2
4
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

(
2
)
 
宇

宙
科

学
等

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
の

開
拓

4
2
2
億

円
（
4
6
4
億

円
）

・
国

際
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
日

本
実

験
棟

「
き

ぼ
う

」
の

運
用

等
1
1
6
億

円
（

1
1
6
億

円
）

・
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
補

給
機

「
こ

う
の

と
り

」
(
H
T
V
)

1
6
3
億

円
（

1
7
2
億

円
）

[
 
4
5
億

円
]

・
新

型
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
補

給
機

（
H
T
V
-
X
）

1
8
億

円
（

2
6
億

円
）

・
国

際
宇

宙
探

査
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
開

発
研

究
3
億

円
（

ー
）

・
X
線

天
文

衛
星

代
替

機
2
2
億

円
（

2
3
億

円
）

・
小

型
月

着
陸

実
証

機
（

S
L
I
M
）

1
6
億

円
（

4
4
億

円
）

・
小

惑
星

探
査

機
「

は
や

ぶ
さ

２
」

3
億

円
（

3
億

円
）

・
H
3
ロ

ケ
ッ

ト
2
1
2
億

円
（

1
9
1
億

円
）

[
1
1
3
億

円
]

・
イ

プ
シ

ロ
ン

ロ
ケ

ッ
ト

高
度

化
1
3
億

円
（

1
3
億

円
）

[
 
 
2
億

円
]

・
技

術
試

験
衛

星
9
号

機
1
1
億

円
（

8
億

円
）

・
先

進
光

学
衛

星
（

A
L
O
S
-
3
）

/
先

進
レ

ー
ダ

衛
星

（
A
L
O
S
-
4
）

2
4
億

円
（

2
6
億

円
）

[
 
4
1
億

円
]

・
光

デ
ー

タ
中

継
衛

星
3
5
億

円
（

1
2
億

円
）

[
 
1
2
億

円
]

・
温

室
効

果
ガ

ス
観

測
技

術
衛

星
2
号

「
い

ぶ
き

2
号

」
(
G
O
S
A
T
-
2
)
4
7
億

円
（

1
5
億

円
）

[
 
1
6
億

円
]

・
次

期
マ

イ
ク

ロ
波

放
射

計
の

開
発

研
究

1
.
0
億

円
（

0
.
5
億

円
）

・
宇

宙
状

況
把

握
（

S
S
A
）

シ
ス

テ
ム

1
8
億

円
（

1
7
億

円
）

(
1
)
 
安

全
保

障
・
防

災
／

産
業

振
興

へ
の

貢
献

7
3
0
億

円
（
6
4
6
億

円
）

(
3
)
次

世
代

航
空

科
学

技
術

の
研

究
開

発
3
3
億

円
（

3
3
億

円
）

宇
宙
基
本
計
画
（
平
成
２
８
年
４
月
１
日
閣
議
決
定
）
に
則
り
、
「
宇
宙
安
全
保
障
の
確
保
」
、
「
民
生
分
野
に
お
け
る
宇
宙
利
用
の

推
進
」
、
「
宇
宙
産
業
及
び
科
学
技
術
の
基
盤
の
維
持
・
強
化
」
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
次
世
代
航
空
科
学
技
術
の
研
究

開
発
を
推
進
す
る
。

「
こ
う
の
と
り
」
（
H
T
V
）

概
要

H
3
ロ
ケ
ッ
ト

先
進
レ
ー
ダ
衛
星

(
A
L
O
S
-
4
)

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

先
進
光
学
衛
星

(
A
L
O
S
-
3
)

「
は
や
ぶ
さ
２
」

※
［
］
は
補
正
予
算
案

国
際

宇
宙

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

日
本

実
験

棟
「

き
ぼ

う
」

「
い
ぶ
き
2
号
」

【
平

成
２

９
年

度
補

正
予

算
案

：
2
9
,
0
7
2
百

万
円

】
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安
全
保
障
・
防
災
／
産
業
振
興
へ
の
貢
献
（
１
／
２
）

【
安

全
保

障
・
防

災
】
安

全
保

障
・
防

災
を

含
め

た
宇

宙
利

用
の

拡
大

及
び

我
が

国
が

自
立

的
に

宇
宙

活
動

を
行

う
能

力
を

維

持
、
発

展
さ

せ
て

い
く
た

め
の

取
組

を
実

施

【
産

業
振

興
】

先
端

技
術

を
結

集
し

た
宇

宙
産

業
は

、
宇

宙
を

利
用

し
た

通
信

等
の

サ
ー

ビ
ス

に
繋

が
る

広
い

裾
野

を
有

す
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
先

端
技

術
開

発
に

よ
り

宇
宙

産
業

の
振

興
に

貢
献

○
技

術
試

験
衛

星
9
号

機

総
務
省
と
連
携
し
て
、
従
来
よ
り
も
大
容
量
通
信
を
実
現
し
、
次
世
代
静
止
通
信
衛
星
に
お
け
る
我

が
国
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
衛
星
重
量
半
減
に
よ
り
打
ち
上
げ
コ
ス
ト
を
大
幅
に
低
減

可
能
な
「
オ
ー
ル
電
化
」
と
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
器
の
搭
載
能
力
の
抜
本
的
向
上
の
た
め
「
大
電
力
化
」
を
実

現
す
る
技
術
試
験
衛
星
を
開
発
。
【
平
成
3
3
年
度
打
ち
上
げ
予
定
（
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
2
号
機
）
】

【
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

○
H
3
ロ

ケ
ッ

ト

我
が
国
の
自
立
的
な
衛
星
打
ち
上
げ
能
力
を
確
保
す
る
た
め
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
運
用
コ
ス
ト

の
半
減
や
多
様
な
打
ち
上
げ
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
国
際
競
争
力
あ
る
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
。
【
平
成
3
2

年
度
試
験
機
1
号
機
・
平
成
3
3
年
度
試
験
機
2
号
機
打
ち
上
げ
予
定
】

1
,
1
2
4
百
万
円
（

7
9
8
百
万
円
）

2
1
,
2
4
2
百
万
円
（
1
9
,
1
3
4
百
万
円
）
[
1
1
,
3
3
2
百
万
円
]

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
7
2
,
9
5
2
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
6
4
,
5
7
2
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

○
イ

プ
シ

ロ
ン

ロ
ケ

ッ
ト
高

度
化

小
型
衛
星
の
打
ち
上
げ
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
性
能
向
上
開
発
（
相
乗
り
対
応
改
修
）
を
実
施
。

ま
た
、
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
の
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
を
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
の
第
１
段
モ
ー
タ
に
適
用
す
る
た

め
の
開
発
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
の
ア
ビ
オ
ニ
ク
ス
等
に
つ
い
て
も
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ

ト
に
適
用
す
る
た
め
の
開
発
に
着
手
。

1
,
3
3
0
百
万
円
（

1
,
3
3
0
百
万
円
）

[
 
 
2
0
0
百
万
円
]

技
術
試
験
衛
星
9
号
機

固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
の
適
用

H
3
ロ
ケ
ッ
ト

※
［
］
は
補
正
予
算
案
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安
全
保
障
・
防
災
／
産
業
振
興
へ
の
貢
献
（
２
／
２
）

【
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

S
S
A
シ
ス
テ
ム
（
イ
メ
ー
ジ
）

○
宇

宙
状

況
把

握
（
S
S
A

）
シ

ス
テ

ム

ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
増
加
等
の
宇
宙
の
混
雑
化
等
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、
防
衛
省
等
の
関
係
府
省
と

連
携
し
て
、
平
成
3
0
年
代
前
半
ま
で
に
宇
宙
状
況
把
握
（
S
S
A
）
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
日
米
連
携
の
下
、
我

が
国
の
宇
宙
状
況
把
握
能
力
の
強
化
を
図
る
。

1
,
7
9
1
百
万
円
（
1
,
7
2
6
百
万
円
）

○
次

期
マ

イ
ク

ロ
波

放
射

計
の

開
発

研
究

水
循
環
変
動
観
測
衛
星
（
G
C
O
M
-
W
）
に
搭
載
し
た
高
性
能
マ
イ
ク
ロ
波
放
射
計
2
（
A
M
S
R
2
）
の
後
継
セ
ン

サ
で
あ
る
次
期
マ
イ
ク
ロ
波
放
射
計
に
つ
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
3
号
機
と
の
相
乗
り
を
前
提

と
し
た
セ
ン
サ
要
素
技
術
の
試
作
試
験
を
実
施
。

1
0
0
百
万
円
（

5
0
百
万
円
）

○
光

デ
ー

タ
中

継
衛

星

今
後
の
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
衛
星
の
高
度
化
、
高
分
解
能
化
に
対
応
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
中
継
用
衛
星
間

通
信
機
器
の
大
幅
な
小
型
化
・
軽
量
化
・
大
通
信
容
量
化
・
抗
た
ん
性
向
上
を
実
現
す
る
光
衛
星
間
通
信
技

術
を
用
い
た
光
デ
ー
タ
中
継
衛
星
を
開
発
。
【
平
成
3
1
年
度
打
ち
上
げ
予
定
】

3
,
5
2
3
百
万
円
（
1
,
1
5
2
百
万
円
）
[
 
1
,
1
8
4
百
万
円
]

光
デ
ー
タ
中
継
衛
星

○
先

進
光

学
衛

星
（
A

L
O
S
-
3
）
/

先
進

レ
ー

ダ
衛

星
（
A

L
O
S
-
4
）

我
が
国
の
防
災
・
災
害
対
策
等
を
含
む
広
義
の
安
全
保
障
、
農
林
水
産
、
国
土
管
理
等
に
貢
献
す
る
、
広

域
か
つ
高
分
解
能
で
観
測
可
能
な
先
進
光
学
衛
星
（
A
L
O
S
-
3
）
を
開
発
。
【
平
成
3
2
年
度
打
ち
上
げ
予
定
】

ま
た
、
超
広
域
の
被
災
状
況
を
迅
速
に
把
握
す
る
こ
と
や
、
地
震
・
火
山
に
よ
る
地
殻
変
動
等
の
精
密
な
検

出
の
た
め
、
「
だ
い
ち
2
号
」
（
A
L
O
S
-
2
）
で
培
っ
た
広
域
・
高
分
解
能
セ
ン
サ
技
術
を
発
展
さ
せ
た
先
進
レ
ー
ダ

衛
星
（
A
L
O
S
-
4
）
を
開
発
。
【
平
成
3
2
年
度
打
ち
上
げ
予
定
（
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
1
号
機
）
】

2
,
3
7
8
百
万
円
（
2
,
6
0
7
百
万
円
）
[
 
4
,
1
2
6
百
万
円
]

先
進
レ
ー
ダ
衛
星
（
A
L
O
S
-
4
）

先
進
光
学
衛
星
(
A
L
O
S
-
3
)

※
［
］
は
補
正
予
算
案

○
温

室
効

果
ガ

ス
観

測
技

術
衛

星
2
号

「
い

ぶ
き

2
号

」
(
G
O
S
A

T
-
2
)

環
境
省
と
連
携
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
世
界
的
な
取
組
に
貢
献
す
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ

ス
観
測
技
術
衛
星
「
い
ぶ
き
」
を
発
展
さ
せ
、
よ
り
高
精
度
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
・
排
出
量
を
観
測
す
る

「
い
ぶ
き
2
号
」
を
開
発
。
【
平
成
3
0
年
度
打
ち
上
げ
予
定
】

4
,
7
3
4
百
万
円
（
1
,
4
8
6
百
万
円
）
[
 
1
,
6
4
8
百
万
円
]

「
い
ぶ
き
2
号
」
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宇
宙
科
学
等
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
（
１
／
２
）

宇
宙

分
野

に
お

け
る

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

の
開

拓
は

、
人

類
の

知
的

資
産

の
蓄

積
、

活
動

領
域

の
拡

大
等

の
可

能
性

を
秘

め
て

お
り

、

宇
宙

先
進

国
と

し
て

我
が

国
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

維
持

・
拡

大
の

た
め

の
取

組
を

実
施

。

【
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
4
2
,
2
3
8
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
4
6
,
4
1
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

○
国

際
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

日
本

実
験

棟
「
き

ぼ
う

」
の

運
用

等

国
際
水
準
の
有
人
宇
宙
技
術
の
獲
得
・
蓄
積
や
科
学
的
知
見
の
獲
得
、
科
学
技
術
外
交
へ
の
貢
献
等
に
向
け
「
き

ぼ
う
」
の
運
用
を
行
い
、
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
養
成
、
宇
宙
環
境
を
利
用
し
た
実
験
の
実
施
や
産
学
官
連
携
に
よ

る
成
果
の
創
出
等
を
推
進
。

○
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

補
給

機
「
こ

う
の

と
り

」
（
H
T
V
）

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
I
S
S
）
に
大
型
貨
物
を
運
ぶ
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
の
着
実
な
打
ち
上

げ
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
国
際
的
な
責
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
宇
宙
産
業
の
ア
ン
カ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
も
貢
献
。

1
1
,
5
8
3
百
万
円
（

1
1
,
6
3
0
百
万
円
）

1
6
,
3
2
3
百
万
円
（

1
7
,
1
9
4
百
万
円
）

[
4
,
5
1
9
百
万
円
]

日
本
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」

「
こ
う
の
と
り
」
（
H
T
V
）

○
新

型
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

補
給

機
（
H
T
V
-
X
）

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
（
H
T
V
）
を
改
良
し
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
輸
送
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削

減
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
応
用
可
能
な
基
盤
技
術
の
獲
得
な
ど
「
将
来
へ
の
波
及
性
」
を
持
た

せ
た
新
型
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
を
開
発
。
ま
た
、
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
の
搭
載
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
併
せ
て
開
発
。

1
,
7
6
4
百
万
円
（

2
,
6
3
4
百
万
円
）

H
T
V
-
X

※
［
］
は
補
正
予
算
案

○
国

際
宇

宙
探

査
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
開

発
研

究

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
I
S
S
）
計
画
を
通
じ
て
蓄
積
し
た
我
が
国
の
技
術
的
優
位
性
を
踏
ま
え
て
、
月
近
傍
の
有

人
拠
点
構
築
へ
の
参
画
や
、
月
へ
の
着
陸
探
査
活
動
の
実
施
な
ど
を
念
頭
に
、
国
際
宇
宙
探
査
に
戦
略
的
に
参
画

す
る
た
め
、
深
宇
宙
補
給
技
術
、
有
人
宇
宙
滞
在
技
術
、
重
力
天
体
離
着
陸
技
術
、
重
力
天
体
探
査
技
術
に
関
す
る

技
術
実
証
等
を
実
施
。

3
0
0
百
万
円
（

－
）
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宇
宙
科
学
等
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
（
２
／
２
）

【
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

○
小

型
月

着
陸

実
証

機
（
S
L
I
M

）

小
型
探
査
機
に
よ
り
、
我
が
国
と
し
て
は
初
め
て
の
月
面
着
陸
を
行
い
、
「
降
り
た
い
と
こ
ろ
に
降
り
る
」

た
め
の
高
精
度
着
陸
技
術
や
シ
ス
テ
ム
技
術
な
ど
、
将
来
の
月
・
惑
星
探
査
に
必
須
と
な
る
共
通
技
術

を
獲
得
。
【
平
成
3
2
年
度
打
ち
上
げ
予
定
】

○
X
線

天
文

衛
星

代
替

機

運
用
継
続
を
断
念
し
た
X
線
天
文
衛
星
「
ひ
と
み
」
（
A
S
T
R
O
-
H
）
に
つ
い
て
、
再
発
防
止
策
を
実
施
し
た

上
で
、
国
際
協
力
の
も
と
代
替
機
を
開
発
。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
超
新
星
爆
発
、
銀
河
団
な
ど
、
X
線
で
観
測

さ
れ
る
高
温
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
天
体
の
観
測
を
実
施
。
【
平
成
3
2
年
度
打
ち
上
げ
予
定
】

2
,
2
0
2
百
万
円
（
2
,
3
1
8
百
万
円
）

1
,
5
6
6
百
万
円
（
4
,
4
1
4
百
万
円
）

S
L
I
M

○
小

惑
星

探
査

機
「
は

や
ぶ

さ
２
」

太
陽
系
の
誕
生
と
進
化
を
解
明
す
る
た
め
に
、
水
・
有
機
物
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ

ウ
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
衝
突
体
を
衝
突
さ
せ
人
工
的
に
ク
レ
ー
タ
ー
を
作
り
、
太
陽
に
さ
ら
さ
れ
て
い

な
い
内
部
物
質
の
観
測
・
試
料
を
採
取
。
【
平
成
3
0
年
度
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
到
達
予
定
】

3
3
7
百
万
円
（

3
3
7
百
万
円
）

「
は
や
ぶ
さ
２
」
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次
世
代
航
空
科
学
技
術
の
研
究
開
発

我
が
国
の
航
空
機
産
業
の
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
先
導
的
・
基
盤
的
な
研
究
開
発
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を

我
が
国
の
産
業
全
体
に
還
元
。

【
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

○
航

空
環

境
・
安

全
技

術
の

研
究

開
発

2
,
7
6
2
百
万
円
（
2
,
7
4
3
百
万
円
）

航
空
機
に
求
め
ら
れ
て
い
る
環
境
適
合
性
、
経
済
性
及
び
安
全
性
の
３
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
日
本

が
強
み
を
持
つ
技
術
の
研
究
開
発
を
推
進
。

・
環
境
適
合
性
及
び
経
済
性
に
つ
い
て
は
、
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
、
燃
費
と
環
境
負
荷
性
能

を
大
幅
に
改
善
す
る
コ
ア
エ
ン
ジ
ン
技
術
（
燃
焼
器
、
タ
ー
ビ
ン
等
）
の
技
術
開
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、
技
術
実
証
に
向
け
て
F
7
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
を
進
め
る
。

・
ま
た
、
機
体
騒
音
の
大
き
な
原
因
と
な
る
フ
ラ
ッ
プ
や
脚
装
置
等
に
つ
い
て
低
騒
音
化
を
進
め
る

た
め
の
技
術
開
発
・
飛
行
実
証
を
実
施
。

・
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
運
航
経
路
に
存
在
す
る
乱
気
流
や
そ
の
他
特
殊
気
象
（
雪
氷
・
雷
・
火
山

灰
等
）
に
起
因
す
る
航
空
機
事
故
を
軽
減
で
き
る
技
術
開
発
・
実
証
を
実
施
。

 戦
略

的
次

世
代

航
空

機
研

究
開

発
ビ

ジ
ョ

ン
(
平

成
２

６
年

８
月

文
部

科
学

省
次

世
代

航
空

科
学

技
術

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
)
に

基
づ

き
、

我
が

国
の

航
空

機
産

業
が

２
０

４
０

年
に

世
界

シ
ェ

ア
２

０
％

産
業

へ
飛

躍
す

る
際

に
必

要
と

な
る

革
新

的
な

技
術

の
獲

得
に

向
け

、

以
下

の
目

標
を

設
定

し
、

研
究

開
発

を
推

進
。

目
標

：
２

０
２

５
年

ま
で

に
以

下
の

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

基
盤

技
術

を
獲

得

航
空

機
事

故
の

２
５

％
を

低
減

す
る

安
全

性
の

実
現

騒
音

を
１

／
１

０
に

低
減

す
る

環
境

適
合

性
の

実
現

燃
費

半
減

に
よ

る
画

期
的

な
経

済
性

の
実

現

こ
の
ほ
か
、
超
音
速
機
等
の
研
究
開
発
等
を
実
施
。

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
3
,
3
4
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
,
3
4
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

乱
気
流
事
故
防
止
機
体
技
術

機
体
騒
音
低
減
技
術

コ
ア
エ
ン
ジ
ン
技
術

タ
ー

ビ
ン

燃
焼
器

エ
ン
ジ
ン
技
術
実
証
設
備

技
術
実
証
用
エ
ン
ジ
ン
導
入

F
7
エ
ン
ジ
ン
（
哨
戒
機
P
-
1
に
搭

載
中
の
国
産
エ
ン
ジ
ン
）
を
整
備
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（2）海洋・極域分野の研究開発に関する取組
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北
極
域
研
究
の
戦
略
的
推
進

（
北
極
域
研
究
船
の
推
進
を
含
む
）

概
要

海
洋
科
学
技
術
に
対
す
る
国
内
外
の
状
況
を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁
や
研
究
機
関
、
産
業
界
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
海
洋
・
地
球
科
学
技
術
分
野
の
調
査
観
測
及
び

研
究
開
発
を
推
進
し
、
経
済
・
社
会
的
課
題
の
解
決
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
。

南
極
地
域
観
測
事
業

南
極
地
域
観
測
計
画
に
基
づ
き
、
地
球
環
境
変
動
の
解
明
に
向
け
、
地
球
の
諸
現
象
に

関
す
る
多
様
な
研
究
・
観
測
を
推
進
す
る
。

南
極
観
測
船
｢し
ら
せ
｣に
よ
る
南
極
地
域
（
昭
和
基
地
）
へ
の
観
測
隊
員
・
物
資
等
の

輸
送
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
「
し
ら
せ
」
及
び
南
極
輸

送
支
援
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
保
守
・
整
備
等
を
実
施
す
る
。

5
,0
6
4百
万
円
（
4
,5
0
7百
万
円
）

1
,1
0
0
百
万
円
（1
,0
2
7百
万
円
）

地
球
温
暖
化
の
影
響
が
最
も
顕
著
に
出
現
し
て
い
る
北
極
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
対
し
、

我
が
国
の
強
み
で
あ
る
科
学
技
術
を
活
か
し
て
貢
献
す
る
た
め
、
国
際
共
同
研
究
の
推

進
等
に
取
り
組
む
。

海
氷
下
の
観
測
を
可
能
と
す
る
自
律
型
無
人
探
査
機
に
係
る
技
術
開
発
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
研
究
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
北
極
域
研
究
船
を
推
進
す
る
。

国
土
強
靱
化
に
向
け
た
海
底
広
域
変
動
観
測

統
合
的
海
洋
観
測
網
の
構
築

1
2
,0
01
百
万
円
（
1
2
,1
1
1百
万
円
）

【
平
成
2
9
年
度
補
正
予
算
案
：
3
6
0
百
万
円
】

2
,6
4
2百
万
円
（
3
,0
9
6百
万
円
）

【
平
成
2
9
年
度
補
正
予
算
案
：
6
2
8
百
万
円
】

地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」
や
海
底
広
域
研
究
船
「
か
い
め
い
」
等
を
活
用
し
、

海
底
地
殻
変
動
を
連
続
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
観
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
整
備

す
る
と
と
も
に
、
海
底
震
源
断
層
の
広
域
か
つ
高
精
度
な
調
査
を
実
施
す
る
。

新
た
な
調
査
・
観
測
結
果
を
取
り
入
れ
、
地
殻
変
動
・
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高

精
度
化
を
行
う
。

ニ
ー
オ
ル
ス
ン
観
測
基
地

海
氷
下
を
含
む
北
極
海
観
測

シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ

海
底
地
殻
変
動
観
測
シ
ス
テ
ム
イ
メ
ー
ジ

海
底
広
域
研
究
船
「
か
い
め
い
」
と

3
次
元
海
底
下
構
造
イ
メ
ー
ジ

B
G
C
フ
ロ
ー
ト
に
よ
る
生
物
地
球
化
学
パ
ラ
メ
ー
タ

観
測
、
D
e
e
p
フ
ロ
ー
ト
に
よ
る
深
層
観
測

船
舶
に
よ
る
高
精
度
・
多
項
目
観
測
及
び

係
留
系
観
測
に
よ
る
高
時
間
分
解
能
観
測

「
し
ら
せ
」

漂
流
フ
ロ
ー
ト
に
よ
る
全
球
的
な
観
測
、
係
留
ブ
イ
に
よ
る
重
点
海
域
の
観
測
、
船

舶
に
よ
る
詳
細
な
観
測
等
を
組
み
合
わ
せ
、
統
合
的
な
海
洋
の
観
測
網
を
構
築
す
る
。

得
ら
れ
た
海
洋
観
測
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
基
に
、
革
新
的
な
海
洋
・
大
気
環
境
予
報

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

大
型
大
気
P
A
N
S
Y
レ
ー
ダ
ー
観
測

１
１
．
（
２
）
海
洋
・
極
域
分
野
の
研
究
開
発
に
関
す
る
取
組

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
3
7
,
3
2
8
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
7
,
6
0
7
百
万
円
）

※
復
興
特
別
会
計
に
別
途
6
4
5
百
万
円
（
7
0
7
百
万
円
）
計
上

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

北
極
域
研
究
船
の

イ
メ
ー
ジ
図

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
9
8
8
百
万
円
】
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国
土
強
靱
化
に
向
け
た
海
底
広
域
変
動
観
測

事
業
概
要

連
続
リ
ア
ル
タ
イ
ム
海
底
地
殻
変
動
デ
ー
タ
の
同
化
に
よ
る
地
震
発
生
準
備
か
ら
破
壊
に
至
る
過
程
の
予
測

⇒
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
が
実
施
す
る
長
期
評
価
へ
の
貢
献

ア
ウ
タ
ー
ラ
イ
ズ
地
震
、
プ
レ
ー
ト
内
地
震
を
引
き
起
こ
す
震
源
断
層
の
同
定
と
新
た
な
モ
デ
ル
構
築

⇒
自
治
体
等
が
提
供
す
る
津
波
浸
水
即
時
予
測
の
高
精
度
化

３
次
元
デ
ー
タ
に
基
づ
く
海
底
震
源
断
層
の
連
続
性
、
セ
グ
メ
ン
ト
化
を
評
価
し
た
活
断
層
マ
ッ
プ
の
作
成

⇒
海
底
震
源
断
層
に
よ
る
津
波
浸
水
評
価
の
高
精
度
化

等

目
指
す
成
果

海
底
広
域
研
究
船
「
か
い
め
い
」
と

3
次
元
海
底
下
構
造
イ
メ
ー
ジ

緊
急
性
・
重
要
性
が
高
い
海
域
の
高
精
度
海
底
下
構
造
調
査

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
高
精
度
観
測
デ
ー
タ
の
処

理
・
解
析
手
法
の
研
究
に
着
手

連
続
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
地
殻
変
動
デ
ー
タ
を
逐
次
同
化

す
る
手
法
開
発
・
評
価
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
調
査

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
よ
り
現
実
的
な
地
殻
構
造
を
取
り

入
れ
た
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
さ
ら
に
高
精
度
な
地
殻
変

動
・
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
貢
献

詳
細
地
殻
構
造
で
の
地
殻
変

動
・
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

あ
ら
か
じ
め
計
算
し
た
複

数
の
シ
ナ
リ
オ
に
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
観
測
デ
ー
タ

と
の
近
さ
に
応
じ
た
重
み

を
つ
け
て
、
そ
の
後
の
推

移
を
予
測

背
景
・
課
題

国
及
び
防
災
科
学
技
術
研
究
所
等
へ
成
果
の
展
開

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
帯
の
海
溝

軸
近
傍
で
誘
発
・
繰
り
返
す
「
ゆ
っ
く
り

滑
り
」
を
観
測

海
溝
軸
近
く
で
は
、
「
ゆ
っ
く
り
滑

り
」
に
よ
っ
て
頻
繁
に
蓄
積
さ
れ
た
歪

を
解
放
す
る
こ
と
が
、
海
底
及
び
海
底

下
で
の
高
感
度
か
つ
連
続
的
な
観
測

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
解
析
に
よ
っ
て
、

世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

巨
大
地
震
へ
の
準
備
段
階
と
し
て
注
目

さ
れ
る
「
ゆ
っ
く
り
滑
り
」
を
連
続
的
、

か
つ
広
域
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
測
、

監
視
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
南
海
ト

ラ
フ
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
・
津
波
に

よ
る
被
害
の
低
減
の
た
め
に
は
極
め
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
。

①
連
続
リ
ア
ル
タ
イ
ム
海
底
地
殻
変
動
観
測
技
術
の
開
発
・
展
開

②
海
底
震
源
断
層
の
高
精
度
広
域
調
査

②
海
底
震
源
断
層
の
高
精
度
広
域
調
査

③
新
た
な
調
査
・
観
測
結
果
を
取
り
込
ん
だ
よ
り
現
実
的
な
モ
デ
ル
構
築
及
び
推
移
予
測
手
法
の
開
発
・
評
価

③
新
た
な
調
査
・
観
測
結
果
を
取
り
込
ん
だ
よ
り
現
実
的
な
モ
デ
ル
構
築
及
び
推
移
予
測
手
法
の
開
発
・
評
価

こ
れ
ま
で
の
成
果

こ
れ
ま
で
の
成
果

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
2
,
0
0
1
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
2
,
1
1
1
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

R
O
V
を
用
い
た

津
波
計
（
水
圧
計
）
の
校
正

掘
削
孔
内
に
設
置
す
る

長
期
孔
内
観
測
装
置

海
底
地
殻
変
動
観
測
シ
ス
テ
ム
イ
メ
ー
ジ

プ
レ
ー
ト
境
界
の
固
着
状
況
の
変
化
や
プ
レ
ー
ト
内
を
含

む
「
ゆ
っ
く
り
滑
り
」
等
を
、
よ
り
高
感
度
で
観
測
す
る

た
め
の
傾
斜
変
動
観
測
装
置
の
整
備
に
着
手

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
3
6
0
百
万
円
】

平
成
2
3
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
以
降
も
、
平
成
2
8
年
の
熊
本
地
震
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
地
震
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
の
リ
ス
ク

を
的
確
に
把
握
・
評
価
す
る
と
と
も
に
、
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
地
震
・
津
波
発
生
予
測
を
高
精
度
化
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
。

ア
ク
セ
ス
の
困
難
さ
や
デ
ー
タ
取
得
・
伝
送
技
術
の
問
題
か
ら
海
域
で
の
地
殻
変
動
観
測
、
海
底
下
３
次
元
構
造
情
報
は
不
足
し
て
い
る
が
、
連
続
リ
ア
ル
タ
イ

ム
観
測
が
可
能
な
海
底
ケ
ー
ブ
ル
観
測
網
（
現
在
は
防
災
科
学
技
術
研
究
所
が
運
用
）
や
、
運
用
を
開
始
し
た
海
底
広
域
研
究
船
「
か
い
め
い
」
の
３
次
元
地
震

探
査
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
記
課
題
解
決
に
向
け
事
業
を
推
進
す
る
。

固
着
状
況
の
空
間
分
布
及
び
推
移
変
化
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
把
握
を
目
指
し
、
水
圧
計
校
正
に
よ
る
地
殻
変
動
観
測
に
加
え
て
、
よ
り
微
細
な
地
殻
変
動
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
観
測
が
可
能
と
な
る
傾
斜
変
動
観
測
装
置
の
整
備
や
、
海
底
下
構
造
の
高
精
度
広
域
調
査
及
び
3
次
元
解
析
研
究
を
実
施
す
る
。
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我
が
国
の
海
洋
状
況
把
握
（
M
D
A
)
能
力
の
向
上
、
E
E
Z
内
の
基
礎
生
産
力
の
把
握
に
よ
る
持
続
可
能
な
水
産
資
源
管
理
等
へ
の
貢
献
⇒
我
が
国
の
海
洋
権
益
の
確
保

S
D
G
s
の
達
成
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
、
B
B
N
J
な
ど
国
際
政
策
の
議
論
に
お
い
て
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
外
交
交
渉
⇒
我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
・
外
交
的
国
益
の
確
保

等

予
測
技
術
、
デ
ー
タ
統
合
技
術
を
応
用
し
た
付
加
価
値
情
報
の
生
成
の
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
⇒
海
洋
分
野
の
ス
マ
ー
ト
化
・
シ
ス
テ
ム
化
と
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の
実
現

統
合
的
海
洋
観
測
網
の
構
築

背
景
・
課
題

目
指
す
成
果

（
1）
漂
流
フ
ロ
ー
ト
開
発
・
展
開
：
フ
ロ
ー
ト
の
台
数
拡
充
及
び
信
頼
性
向
上
を
中

心
と
し
た
戦
略
的
な
展
開
を
実
施
し
、
酸
性
化
な
ど
海
洋
の
脅
威
の
実
態
に
迫
る

デ
ー
タ
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、
生
物
生
産
観
測
の
た
め
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
国
内

で
開
発
し
、
産
業
化
も
推
進

（
2）
基
盤
的
船
舶
観
測
の
実
施
：
国
際
枠
組
み
に
則
っ
た
高
精
度
・
多
項
目
観
測
網

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
整
備
、
公
開
。
特
に
気
象
庁
、
日
本

海
洋
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
へ
の
デ
ー
タ
提
供
を
通
し
て
社
会
活
動
に
寄
与

（
3）
重
点
海
域
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
ト
）
に
お
け
る
係
留
観
測
：
既
存
の
係
留
系
に
セ

ン
サ
ー
を
増
強
し
、
生
物
化
学
デ
ー
タ
等
を
拡
充

①
統
合
的
海
洋
観
測
網
の
構
築

事
業
概
要

②
海
洋
観
測
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
新
た
な
価
値
創
造

②
海
洋
観
測
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
新
た
な
価
値
創
造

ア
ル
ゴ
計
画

バ
ー
チ
ャ
ル
ア
ー
ス
の
構
築
：
膨
大
な
観
測
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
A
I
技
術
も
活

用
し
た
多
種
多
様
な
予
測
モ
デ
ル
に
よ
る
複
数
パ
タ
ー
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
（
海
洋
分
野
の
ス
マ
ー
ト
化
・
シ
ス
テ
ム
化
の
促
進
）

こ
れ
ま
で
の
成
果

観
測
デ
ー
タ

漂
流
フ
ロ
ー
ト
・
船
舶
等
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
に
よ
り

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
予
測
精
度
が
向
上

観
測
デ
ー
タ
を
応
用
し
た
新
し
い
予
測
ス
キ
ー
ム
が
実
際
の
観
測

結
果
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

漂
流
フ
ロ
ー
ト
や
船
舶
等
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
を

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
応
用
す
る
こ
と
で
従
来
に
比
べ
予
測
精
度
が
大

き
く
向
上
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

我
が
国
の
海
洋
状
況
把
握
能
力
の
向
上
を
は
じ
め

と
す
る
、
海
洋
権
益
の
確
保
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
る
。

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
2
,
6
4
2
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
,
0
9
6
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
6
2
8
百
万
円
】

国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
DG
s）
」
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
で
も
、
20
16
年
12
月
に
SD
Gs
推
進
本
部
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
指
針
が
決
定
さ
れ
た
。
統
合
的

な
海
洋
観
測
や
そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
気
候
変
動
予
測
は
、
こ
れ
ま
で
も
我
が
国
が
国
際
的
に
主
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
分
野
で
あ
り
、
SD
G1
4
（
海
洋
の
保
全
）
、
13
（
気

候
変
動
）
、
2（
飢
餓
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
SD
Gs
に
貢
献
で
き
る
分
野
で
あ
る
。
さ
ら
に
G7
伊
勢
志
摩
首
脳
宣
言
の
着
実
な
実
施
も
必
要
。

ま
た
、
本
分
野
は
、
第
5期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
So
c
ie
t
y5
.0
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
に
向
け
た
11
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
主
に
「
地
球
環
境
情
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
、
「
自
然
災
害
に
対
す
る
強
靭
な
社
会
」
の
実
現
に
お
い
て
重
要
な
構
成
要
素
と
な
る
分
野
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
我
が
国
の
海
洋
状
況
把
握
（
MD
A)
の
能
力

強
化
を
図
る
た
め
、
海
洋
状
況
把
握
の
基
礎
と
な
る
海
洋
情
報
の
収
集
・
取
得
に
関
す
る
取
組
の
強
化
及
び
海
洋
観
測
等
に
関
す
る
基
盤
の
強
化
が
総
合
海
洋
政
策
本
部
に
て
決
定

さ
れ
た
と
こ
ろ
。

引
き
続
き
我
が
国
の
発
展
と
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
様
々
な
社
会
的
課
題
や
シ
ス
テ
ム
構
築
に
貢
献
す
る
た
め
、
統
合
的
な
観
測
デ
ー
タ
の
充
実
を
図
る
。
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背
景
・
課
題

海
氷
下
を
含
む
北
極
海
観
測

シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ

北
極
域
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
A
r
C
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

8
2
4
百
万
円
（
8
2
4
百
万
円
）

北
極
域
に
お
け
る
環
境
変
動
と
地
球
全
体
へ
及
ぼ
す
影
響
の
包
括
的
な
把
握
や
精
緻
な
予
測
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
社
会
・
経
済
的
影
響
を
明
ら
か
に
し
、
適
切
な

判
断
や
課
題
解
決
の
た
め
の
情
報
を
内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
以
下
の
取
組
を
推
進
。

＜
国
際
連
携
拠
点
の
整
備
＞

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
国
際
連
携
拠
点
の
整
備
に

よ
っ
て
、
有
益
な
研
究
成
果
を
創
出
。

現
在
ま
で
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
た
ロ
シ
ア
沿
岸
区
域
に
拠
点
を
整
備
し
、
観
測
情
報
の
充
実
を
図
る
。

＜
国
際
共
同
研
究
の
推
進
＞

北
極
域
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
に
対
す
る
よ
り
精
緻
な
研
究
観
測
を
目
指
し
、
「
ロ
シ
ア
海
域
に
お
け

る
生
物
生
態
・
分
布
等
の
観
測
」
「
北
極
域
上
空
で
の
雲
・
エ
ア
ロ
ゾ
ル
観
測
」
を
新
た
に
実
施
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
実
用
的
な
情
報
の
提
供
に
向
け
、
「
北
極
海
航
海
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
開
発
」

を
新
た
に
実
施
。

＜
若
手
研
究
者
等
の
育
成
＞

海
外
研
究
機
関
等
へ
の
若
手
研
究
者
派
遣
等
を
行
い
、
領
域
横
断
的
素
養
を
持
つ
課
題
解
決
型
人
材
を

育
成
。

北
極
域
は
、
海
氷
の
急
速
な
減
少
を
は
じ
め
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
最
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
環
境
変
化
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
科
学
的
知
見
は
不
十
分
で
あ
る
。

北
極
域
に
お
け
る
環
境
変
動
は
、
全
球
的
な
環
境
変
動
を
増
幅
す
る
懸
念
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
北
極
域
の
環
境
変
動
は
単
に
北
極
圏
国
の
み
の
問

題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
極
端
気
象
の
頻
発
な
ど
非
北
極
圏
国
※
に
も
影
響
を
与
え
る
全
球
的
な
課
題
で
あ
る
。

「
我
が
国
の
北
極
政
策
」
(H
27
年
10
月
総
合
海
洋
政
策
本
部
決
定
)に
基
づ
き
、
強
み
で
あ
る
科
学
技
術
を
基
盤
に
北
極
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
取
組

に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

※
英
国
や
韓
国
は
、
非
北
極
圏
に
も
関
わ
ら
ず
北
極
に
関
す
る
国
家
戦
略
を
既
に
策
定
し
、
北
極
域
研
究
船
の
導
入
・
調
達
を
含
め
た
戦
略
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

先
進
的
北
極
域
観
測
技
術
の
開
発
等
【
J
A
M
S
T
E
C
】

2
7
6
百
万
円
（
2
0
3
百
万
円
）

最
新
鋭
の
海
洋
観
測
設
備
を
有
し
氷
海
航
行
が
可
能
な
北
極
域
研
究
船
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、

北
極
海
に
お
け
る
総
合
的
観
測
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

＜
先
進
的
北
極
域
観
測
技
術
の
開
発
＞

海
氷
下
で
も
自
律
航
行
や
観
測
が
可
能
な
自
律
型
無
人
探
査
機
（
A
U
V
）
等
の
開
発
・
運
用
を
実
施
。

＜
北
極
域
研
究
船
の
推
進
＞

研
究
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
北
極
域
研
究
船
を
推
進
。

北
極
域
研
究
の
戦
略
的
推
進
（
北
極
域
研
究
船
の
推
進
を
含
む
）

事
業
概
要

我
が
国
の
北
極
域
研
究
の
推
進
体
制 北
極
域
研
究
船
の

イ
メ
ー
ジ
図

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
1
,
1
0
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
0
2
7
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

国
立
極
地

研
究
所

JA
XA

北
海
道
大
学

JA
M

ST
EC

東
京
大
学
、東
北
大
学
、東
京
海
洋
大
学
な
ど多
くの
大
学
・研
究
機
関
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・
国
際
的
な
要
請
等
を
踏
ま
え
、
継
続
的
に
観
測
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
地
球
温
暖

化
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
等
の
地
球
規
模
で
の
環
境
変
動
等
の
解
明
に
資
す
る
。

・
具
体
的
に
は
、
人
間
活
動
に
起
因
す
る
影
響
が
極
め
て
少
な
い
南
極
域
の
特
性

を
活
か
し
た
、
電
離
層
、
気
象
、
測
地
、
海
底
地
形
、
潮
汐
な
ど
の
観
測
に
つ

い
て
、
他
省
庁
等
と
連
携
し
て
実
施
。

・
こ
の
た
め
、
定
常
観
測
の
着
実
な
実
施
、
老
朽
化
し
た
観
測
機
器
等
の
更
新
、

観
測
隊
員
経
費
の
確
保
等
を
行
う
。

南
極
地
域
観
測
事
業

○
地
球
規
模
の
気
候
変
動
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
、
将
来
の
気
候
を
高
精
度
で
予
測
す
る
こ
と
は
大
き
な
社
会
的
要
請
。

○
そ
の
た
め
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
解
明
の
鍵
で
あ
る
と
さ
れ
る
南
極
域
で
、
現
在
進
行
し
て
い
る
温
暖
化
等
の
環
境
変
動
シ
グ
ナ
ル
及
び
そ
の
影
響
を
精
密

観
測
に
よ
り
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

背
景
・
課
題

事
業
概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

・
南
極
地
域
観
測
に
欠
か
せ
な
い
「
し
ら
せ
」
及
び
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
用
に
伴

う
経
費
、
保
守
管
理
費
等
を
確
保
。

・
『
船
舶
の
造
修
等
に
関
す
る
訓
令
』
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
た
「
し
ら
せ
」
の

年
次
検
査
等
を
着
実
に
実
施
。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
事
業
の
推
進
体
制
】

・
南
極
地
域
観
測
統
合
推
進
本
部
（
本
部
長
：
文
部
科
学
大
臣
）
の
も
と
、
関

係
省
庁
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
実
施
（
Ｓ
３
０
閣
議
決
定
）

研
究
観
測
：
国
立
極
地
研
究
所
、
大
学
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
等

基
本
観
測
：
総
務
省
、
国
土
地
理
院
、
気
象
庁
、
海
上
保
安
庁
、
文
部
科
学
省

設
営
：
国
立
極
地
研
究
所

輸
送
：
防
衛
省
（
「
し
ら
せ
」
の
運
航
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
物
資
輸
送
等
）

・
南
極
条
約
協
議
国
原
署
名
国
と
し
て
の
中
心
的
な
役
割

－
継
続
的
観
測
デ
ー
タ
の
提
供
、
国
際
共
同
観
測
の
実
施
－

＜
南
極
条
約
の
概
要
＞

・
1
9
5
9
年
に
日
、
米
、
英
、
仏
、
ソ
等
１
２
か
国
に
よ
り
採
択
さ
れ
、
1
9
6
1
年
に
発
効

（
2
0
1
6
年
２
月
現
在
締
約
国
数
は
５
３
、
日
本
は
原
署
名
国
）

・
主
な
内
容
：
南
極
地
域
の
平
和
的
利
用
、
科
学
的
調
査
の
自
由
、
領
土
権
主
張
の
凍
結
等

・
南
極
地
域
観
測
計
画
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
環
境
変
動
の
解
明
に

向
け
、
各
分
野
に
お
け
る
地
球
の
諸
現
象
に
関
す
る
研
究
・
観
測
を
推
進
す
る
。

・
ま
た
、
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
に
よ
る
南
極
地
域
（
昭
和
基
地
）
へ
の
観
測

隊
員
・

物
資
等
の
輸
送
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
「
し
ら

せ
」
及
び
南
極
輸
送
支
援
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
保
守
・
整
備
等
を
着
実
に
進
め
る
。

「
し
ら
せ
」

輸
送
支
援
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
C

H
１
０
１
）

4
,
7
3
5
百
万
円
（
4
,
2
1
7
百
万
円
）

3
3
0
百
万
円
（
2
9
0
百
万
円
）

↓
地
球
環
境
、
地
球
シ
ス
テ
ム
の
研
究
領
域

（
南
極
最
大
の
大
気
レ
ー
ダ
ー
観
測
）

↓
超
大
陸
形
成
過
程
の
研
究
領
域

（
セ
ー
ル
・
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地
の
地
質
調
査
）

温
室
効
果
ガ
ス
の
変
動
（
過
去
3
0
年
の
変
動
）

昭
和
基
地
上
空
の
オ
ゾ
ン
量
の
経
年
変
化

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
発
見

↓
太
陽
系
始
源
物
質
の
研
究
領
域

（
新
種
の
炭
素
質
隕
石
を
発
見
）

↓
生
態
学
理
論
の
研
究
領
域

（
小
型
計
測
器
に
よ
る
ペ
ン
ギ
ン
の
行
動
解
析
）

観
測
開
始
以
降
初
め
て

4
0
0
p
p
m
を
突
破

○
「
し
ら
せ
」
等
の
着
実
な
運
用
等

○
地
球
環
境
の
観
測
・
監
視
等

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

：
5
,
0
6
4
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
4
,
5
0
7
百
万
円
）
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（3）原子力分野の研究開発・人材育成に関する取組
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原
子
力
が
抱
え
る
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
原
子
力
の
再
生
を
図
る
た
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
等
に
基
づ
き
、
高
温
ガ
ス
炉
に
係
る
国
際
協
力
を
含
め
た
原
子
力
基
盤
技
術
や
供
用
促
進
、
人
材
育
成
の
基
盤
の
維
持
・
発
展
を
着
実
に
進
め

る
。
ま
た
、
東
京
電
力
(
株
)
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
安
全
な
廃
止
措
置
等
に
求
め
ら
れ
る
研
究
開
発
基
盤
の
強
化
の
た
め
、
国
内
外
の
英
知
を
結
集
し
た
先
端
的

技
術
研
究
開
発
及
び
人
材
育
成
、
原
子
力
の
安
全
研
究
、
高
速
炉
や
加
速
器
を
用
い
た
放
射
性
廃
棄
物
の
減
容
化
・
有
害
度
低
減
の
た
め
の
研
究
開
発
等
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、
原
子
力
施
設
の
安
全
確
保
対
策
を
行
う
。
ま
た
、
被
災
者
の
迅
速
な
救
済
に
向
け
た
原
子
力
損
害
賠
償
の
円
滑
化
等
の
取
組
を
実
施
す
る
。

概
要

主
な

取
組

高
速

増
殖

原
型

炉
「
も

ん
じ

ゅ
」

高
温

工
学

試
験

研
究

炉
(H

T
T
R

)

＜
参

考
：
復

興
特

別
会

計
＞

○
東

京
電

力
(株

)福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

か
ら

の
環

境
回

復
に

関
す

る
研

究
2,

83
2百

万
円

（
3,

14
5百

万
円

）
○

原
子

力
損

害
賠

償
の

円
滑

化
4,

04
7百

万
円

（
4,

45
6百

万
円

)

原
子

炉
安

全
性

研
究

炉
(N

S
R

R
)

１
１
．
（
３
）
原
子
力
分
野
の
研
究
開
発
・
人
材
育
成
に
関
す
る
取
組

平
成
３
０
年
度
予
算
（
案
）

：
1
4
7
,
8
1
3
百
万
円

う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計

：
1
0
8
,
1
6
7
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
4
8
,
0
8
9
百
万
円
）

※
復
興
特
別
会
計
に
別
途
6
,
8
7
9
百
万
円
（
7
,
6
8
1
百
万
円
）
計
上

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

廃
炉

国
際

共
同

研
究

セ
ン

タ
ー

(C
L
A

D
S
)

「
国

際
共

同
研

究
棟

」

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
4
,
0
1
8
百
万
円
】

○
原

子
力

の
基

礎
基

盤
研

究
と

そ
れ

を
支

え
る

人
材

育
成

4
,7

6
3
百

万
円

（
4
,7

2
5
百

万
円

）
固

有
の

安
全

性
を

有
し

、
水

素
製

造
を

含
め

た
多

様
な

産
業

利
用

が
見

込
ま

れ
る

高
温

ガ
ス

炉
に

係
る

国
際

協
力

を
含

め
た

研
究

開
発

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

新
た

な
原

子
力

利
用

技
術

の
創

出
に

貢
献

す
る

基
礎

基
盤

研
究

を
着

実
に

実
施

す
る

。
ま

た
、

大
学

や
産

業
界

と
の

連
携

を
通

じ
た

原
子

力
施

設
の

供
用

促
進

や
次

代
の

原
子

力
を

担
う

人
材

の
育

成
を

着
実

に
推

進
す

る
。

○
「
東

京
電

力
(株

)福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
廃

止
措

置
等

研
究

開
発

の
加

速
プ

ラ
ン

」
の

実
現

4
,4

2
6
百

万
円

（
4
,7

7
6
百

万
円

）
【
平

成
２

９
年

度
補

正
予

算
案

：
5
5
0
百

万
円

】
東

京
電

力
（
株

）
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

安
全

か
つ

確
実

な
廃

止
措

置
に

資
す

る
た

め
、

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
廃

炉
国

際
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
を

中
核

と
し

、
廃

炉
現

場
の

ニ
ー

ズ
を

一
層

踏
ま

え
た

国
内

外
の

研
究

機
関

等
と

の
研

究
開

発
・

人
材

育
成

の
取

組
を

推
進

。

○
原

子
力

の
安

全
性

向
上

に
向

け
た

研
究

1
,9

4
6
百

万
円

（
2
,0

5
7
百

万
円

）
【
平

成
２

９
年

度
補

正
予

算
案

：
2
7
8
百

万
円

】
軽
水
炉
を
含
め
た
原
子
力
施
設
の
安
全
性
向
上
に
必
須
な
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
回
避
の
た
め
の
安
全
評
価
用
の

デ
ー
タ
の
取
得
や
安
全
評
価
手
法
の
整
備
等
を
着
実
に
実
施
す
る
。

○
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

及
び

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

処
理

処
分

の
研

究
開

発
3
8
,2

7
8
百

万
円

（
3
6
,0

7
8
百

万
円

）
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
9年
1
2月
に
原
子
力
機
構
が
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
た
廃
止
措
置
計
画
等
に
基
づ
き
、

安
全
、
着
実
か
つ
計
画
的
に
廃
止
措
置
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
や
未
来
投
資
戦
略
2
0
17
等
に
従
い
、
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の
大
幅
な
減
容
や
有
害
度
の
低
減
に
資
す
る
研
究
開
発
等
を
推
進
す
る
。

○
原

子
力

施
設

に
関

す
る

新
規

制
基

準
へ

の
対

応
等

、
施

設
の

安
全

確
保

対
策

1
0
,7

3
9
百

万
円

（
1
3
,7

5
0
百

万
円

）
【
平

成
２

９
年

度
補

正
予

算
案

：
3
,1

9
1
百

万
円

】
原

子
力

規
制

委
員

会
か

ら
の

指
示

等
を

踏
ま

え
、

新
規

制
基

準
へ

の
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
原

子
力

施
設

の
老

朽
化

対
策

等
着

実
な

安
全

確
保

対
策

を
行

う
。
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原
子
力
の
基
礎
基
盤
研
究
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
育
成

原
子

力
の

技
術

基
盤

に
係

る
基

礎
的

デ
ー

タ
の

取
得

や
、

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

の
負

担
軽

減
対

策
な

ど
新

た
な

課
題

解
決

に
向

け
、

原
子

力
機

構
や

大
学

等
研

究
機

関
に

お
け

る
基

礎
基

盤
研

究
を

推
進

す
る

。
○

原
子

力
技

術
の

基
礎

と
な

る
デ

ー
タ

や
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
研

究
開

発
○

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

先
端

基
礎

科
学

や
原

子
力

先
端

材
料

科
学

に
関

す
る

研
究

開
発

等

新
た

な
原

子
力

利
用

技
術

の
創

出
に

貢
献

す
る

基
礎

基
盤

研
究

の
実

施
や

、
大

学
や

産
業

界
と

の
連

携
を

通
じ

た
原

子
力

施
設

の
供

用
促

進
、

次
代

の
原

子
力

を
担

う
人

材
の

育
成

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
固

有
の

安
全

性
を

有
し

、
水

素
製

造
を

含
め

た
多

様
な

産
業

利
用

が
見

込
ま

れ
る

高
温

ガ
ス

炉
に

係
る

研
究

開
発

を
推

進
す

る
。

（
２

）
高

温
ガ

ス
炉

に
係

る
研

究
開

発
1
,5

3
3
百

万
円

（
1
,2

7
3
百

万
円

）

概
要

（
１

）
革

新
的

技
術

の
創

出
に

向
け

た
原

子
力

の
基

礎
基

盤
研

究
の

推
進

2
,5

4
6
百

万
円

（
2
,7

7
0
百

万
円

）

高
温

工
学

試
験

研
究

炉
(H

T
T
R

)

原
子

力
人

材
の

育
成

に
係

る
基

礎
技

術
の

実
習

各
元

素
の

イ
オ

ン
化

エ
ネ

ル
ギ

ー

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

元
素

で
あ

る
ロ

ー
レ

ン
シ

ウ
ム

の
イ

オ
ン

化
エ

ネ
ル

ギ
ー

測
定

に
成

功
（
ネ

イ
チ

ャ
ー

表
紙

に
掲

載
）

平
成
３
０
年
度
予
算
（
案
）

：
4
,
7
6
3
百
万
円

う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計

：
1
,
6
1
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
4
,
7
2
5
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

連
続

水
素

製
造

試
験

装
置

固
有

の
安

全
性

を
有

す
る

高
温

ガ
ス

炉
に

つ
い

て
、

以
下

の
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。
○

ポ
ー

ラ
ン

ド
等

国
際

協
力

に
向

け
た

高
温

ガ
ス

炉
研

究
開

発
○

H
T
T
R

の
早

期
再

稼
働

に
向

け
た

維
持

管
理

○
連

続
水

素
製

造
装

置
の

長
期

安
定

性
等

の
確

認
試

験

（
３

）
原

子
力

利
用

に
係

る
課

題
解

決
に

向
け

た
研

究
開

発
及

び
人

材
育

成
の

基
盤

強
化

6
8
3
百

万
円

（
6
8
1
百

万
円

）

我
が

国
の

原
子

力
研

究
開

発
基

盤
の

維
持

・
発

展
を

行
う

た
め

、
産

学
の

多
様

な
関

係
者

が
効

果
的

・
効

率
的

に
原

子
力

施
設

を
活

用
す

る
取

組
や

次
代

の
原

子
力

を
担

う
人

材
育

成
の

取
組

を
推

進
す

る
。

○
海

外
の

原
子

力
施

設
の

利
用

を
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
支

援
体

制
の

構
築

○
産

学
官

の
関

係
機

関
が

連
携

し
た

横
断

的
な

原
子

力
人

材
の

育
成

等
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（
１

）
国

内
外

の
英

知
を

結
集

す
る

場
の

整
備

1
3
0
百

万
円

（
6
8
0
百

万
円

）
【
H

2
9
補

正
(案

)：
5
5
0
百

万
円

】

○
廃

炉
国

際
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
「
国

際
共

同
研

究
棟

」の
整

備
等

国
内

外
の

英
知

を
結

集
し

廃
炉

に
係

る
研

究
開

発
・
人

材
育

成
を

実
施

す
る

た
め

の
、

大
学

・
研

究
機

関
等

が
供

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

廃
炉

国
際

共
同

研
究

セ
ン

タ
ー

「
国

際
共

同
研

究
棟

」
を

福
島

県
富

岡
町

に
整

備
し

、
平

成
2
9
年

４
月

か
ら

運
用

を
開

始
。

当
該

研
究

棟
に

お
い

て
、

大
学

・
研

究
機

関
等

へ
の

供
用

に
必

要
な

分
析

装
置

等
を

引
き

続
き

整
備

。

「
東
京
電
力
(株
)福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等
研
究
開
発
の
加
速
プ
ラ
ン
」
の
実
現

東
京

電
力

(株
)福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

安
全

か
つ

確
実

な
廃

止
措

置
に

資
す

る
た

め
、

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
廃

炉
国

際
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
を

中
核

と
し

、
廃

炉
現

場
の

ニ
ー

ズ
を

一
層

踏
ま

え
た

国
内

外
の

研
究

機
関

等
と

の
研

究
開

発
・人

材
育

成
の

取
組

を
推

進
。

概
要

（
２

）
国

内
外

の
廃

炉
研

究
の

強
化

・
中

長
期

的
な

人
材

育
成

機
能

の
強

化
4
,2

9
7
百

万
円

（
4
,0

9
6
百

万
円

）

平
成
３
０
年
度
予
算
（
案
）

：
4
,
4
2
6
百
万
円

う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計

：
1
,
4
4
3
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
4
,
7
7
6
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

国
際

共
同

研
究

棟

○
廃

炉
国

際
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

廃
炉

研
究

開
発

の
推

進
2
,7

6
3
百

万
円

（2
,5

6
3百

万
円

）
廃

炉
国

際
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
人

的
資

源
や

研
究

施
設

を
最

大
限

活
用

し
な

が
ら

、
廃

棄
物

処
理

処
分

、
燃

料
デ

ブ
リ

取
扱

・
分

析
、

事
故

進
展

挙
動

評
価

、
遠

隔
操

作
技

術
等

の
幅

広
い

分
野

に
お

い
て

、
基

礎
的

・
基

盤
的

な
研

究
を

実
施

。

○
O

E
C

D
/
N

E
A

 と
の

連
携

促
進

3
4
百

万
円

（
34

百
万

円
）

経
済

協
力

開
発

機
構

/
原

子
力

機
関

（
O

E
C

D
/
N

E
A

）
に

お
い

て
、

炉
内

物
質

の
化

学
特

性
に

関
す

る
国

際
共

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

平
成

2
9
年

度
か

ら
開

始
。

９
カ

国
・
１

国
際

機
関

か
ら

計
1
6
機

関
が

参
加

。

○
廃

炉
国

際
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
を

中
核

と
し

た
「英

知
を

結
集

し
た

原
子

力
科

学
技

術
・
人

材
育

成
推

進
事

業
」

の
推

進
4
7
1
百

万
円

（新
規

）
「
英

知
を

結
集

し
た

原
子

力
科

学
技

術
・
人

材
育

成
推

進
事

業
」
を

改
組

し
、

原
子

力
損

害
賠

償
・
廃

炉
等

支
援

機
構

が
取

り
ま

と
め

た
戦

略
プ

ラ
ン

等
に

基
づ

き
、

廃
炉

現
場

の
ニ

ー
ズ

を
一

層
踏

ま
え

た
国

内
外

の
研

究
機

関
等

と
の

研
究

開
発

・
人

材
育

成
の

取
組

を
廃

炉
国

際
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
を

中
核

と
し

て
推

進
。

○
廃

止
措

置
研

究
・
人

材
育

成
等

強
化

プ
ロ

グ
ラ

ム 5
5
0
百

万
円

（5
50

百
万

円
）

廃
止

措
置

に
資

す
る

基
礎

的
・
基

盤
的

研
究

や
学

生
等

を
対

象
と

し
た

講
義

・
研

修
等

の
実

施
を

通
じ

、
産

業
界

の
協

力
も

得
つ

つ
、

人
材

育
成

の
取

組
を

推
進

。
【
平

成
2
6
・
2
7
年

度
採

択
：
計

７
課

題
】

○
戦

略
的

原
子

力
共

同
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
3
9
百

万
円

（
36

4百
万

円
）

原
子

力
技

術
の

安
全

性
向

上
や

放
射

性
物

質
に

よ
る

放
射

線
影

響
等

、
原

子
力

の
課

題
解

決
に

資
す

る
基

礎
的

・
基

盤
的

研
究

に
つ

い
て

、
従

前
の

機
関

や
分

野
の

壁
を

越
え

て
緊

密
に

融
合

・
連

携
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

初
め

て
達

成
で

き
る

よ
う

な
研

究
を

推
進

。
【
平

成
2
8
・
2
9
年

度
採

択
：
計

1
9
課

題
】

○
廃

炉
加

速
化

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
3
3
9
百

万
円

（5
85

百
万

円
）

東
京

電
力

(株
)福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

廃
炉

の
加

速
に

資
す

る
た

め
、

国
際

共
同

研
究

を
含

め
、

様
々

な
分

野
の

研
究

を
融

合
・
連

携
し

幅
広

い
知

見
を

集
め

て
研

究
開

発
を

推
進

。
【
平

成
2
8
・
2
9
年

度
採

択
：
計

2
2
課

題
】

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
5
5
0
百
万
円
】
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原
子
力
の
安
全
性
向
上
に
向
け
た
研
究

○
原

子
力

施
設

の
安

全
性

向
上

に
欠

か
せ

な
い

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
研

究
等

1
,9

4
6
百

万
円

（
2
,0

5
7
百

万
円

）
【
H

2
9
補

正
(案

)：
2
7
8
百

万
円

】

原
子

炉
安

全
性

研
究

炉
（
N

S
R

R
）
や

燃
料

試
験

施
設

な
ど

、
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

が
有

す
る

研
究

施
設

を
活

用
し

、
国

が
実

施
す

る
新

規
制

基
準

に
基

づ
く
評

価
（
原

子
力

事
故

の
安

全
評

価
や

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
へ

の
進

展
の

防
止

・
影

響
緩

和
手

法
等

）
の

検
討

や
高

経
年

化
対

策
の

指
針

策
定

等
に

必
要

な
技

術
的

知
見

を
整

備
す

る
た

め
の

基
盤

研
究

や
試

験
を

実
施

す
る

。

概
要

軽
水

炉
・
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

施
設

・
廃

棄
物

処
分

施
設

等
の

安
全

性
向

上
に

必
須

な
、

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
回

避
の

た
め

の
安

全
評

価
用

の
デ

ー
タ

の
取

得
や

安
全

評
価

手
法

の
整

備
を

実
施

す
る

。

●
原

子
炉

安
全

性
研

究
炉

（
N

S
R

R
）

に
よ

る
設

計
基

準
事

故
を

超
え

る
条

件
下

で
の

燃
料

挙
動

評
価

実
験

●
再

処
理

施
設

の
臨

界
安

全
、

火
災

爆
発

時
の

放
射

性
核

種
閉

じ
込

め
、

廃
棄

物
処

分
の

安
全

評
価

約
29

m加 圧 器

蒸 気 発 生 器

蓄 圧 注 水 器

配
管

破
断

（
想

定
）

炉 心

●
大

型
非

定
常

実
験

装
置

（
L
S
T
F
）
に

よ
る

冷
却

材
喪

失
事

故
（
配

管
の

破
断

）
を

模
擬

し
た

実
験

核
燃

料
サ

イ
ク

ル

燃
料

加
工

施
設

再
処

理
施

設

処
分

施
設

廃
棄

物
処

分
核

燃
料

ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

施
設

・
軽

水
炉

で
実

績
の

あ
る

確
率

論
的

安
全

評
価

の
手

法
を

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
施

設
に

適
用

・
再

処
理

施
設

の
臨

界
安

全
や

火
災

爆
発

時
の

放
射

性
核

種
閉

じ
込

め
に

係
る

安
全

評
価

・
炉

内
構

造
物

廃
棄

物
等

の
低

レ
ベ

ル
で

あ
る

が
長

寿
命

の
放

射
性

核
種

を
含

む
廃

棄
物

処
分

に
係

る
安

全
評

価

実
機

燃
料

と
同

じ
太

さ
の

試
験

燃
料

棒
を

装
荷

し
、

カ
プ

セ
ル

上
部

に
配

置
し

た
高

速
度

カ
メ

ラ
で

の
観

察
に

よ
り

燃
料

破
損

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

し
、

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
へ

の
進

展
防

止
等

の
検

討
に

必
要

な
技

術
的

知
見

を
取

得
20

0 
m

m

約4300 mm

高
速

度
カ

メ
ラ

（
試

験
燃

料
棒

が
破

損
す

る
様

子
を

観
察

す
る

）

試
験

燃
料

棒約208 mm

燃
料

ペ
レ

ッ
ト

被
覆

管

平
成
３
０
年
度
予
算
（
案
）

：
1
,
9
4
6
百
万
円

う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計

：
7
4
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
,
0
5
7
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

軽
水

炉

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
2
7
8
百
万
円
】
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「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
9
年
1
2
月
に
原
子
力
機
構
が
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
た
廃
止
措
置
計
画
等
に
基
づ
き
、
安
全
、
着
実
か
つ
計
画
的
に

廃
止
措
置
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
や
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
等
に
従
い
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
大
幅
な
減
容
や
有
害
度
の
低
減
に
資
す

る
研
究
開
発
等
を
推
進
す
る
。

【
主

な
取

組
】

○
高

速
増

殖
原

型
炉

「
も

ん
じ

ゅ
」

1
7
,8

98
百

万
円

（1
7,

8
9
8百

万
円

）
平
成
2
9
年
1
2
月
に
原
子
力
機
構
が
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
た
廃
止
措
置
計
画
等
に
基
づ
き
、
廃
止
措
置
の
第
一
段
階
（
～

平
成

3
4
年

度
）
中

に
燃

料
体

取
出

し
作

業
を

終
了

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
装

置
の

点
検

・
復

旧
等

を
行

う
。

○
再

処
理

技
術

な
ど

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
関

連
技

術
開

発
1
3
,1

8
4百

万
円

（
10

,9
9
7百

万
円

）
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
液

の
よ

り
安

定
な

ガ
ラ

ス
固

化
体

処
理

の
着

実
な

実
施

等
に

向
け

て
施

設
の

安
全

性
向

上
を

図
り

つ
つ

、
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

を
実

現
す

る
た

め
の

関
連

技
術

開
発

を
行

う
。

○
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
棄

物
の

処
理

処
分

研
究

開
発

7
,1

96
百

万
円

（7
,1

83
百

万
円

）
高

速
炉

や
加

速
器

を
用

い
た

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

の
減

容
・
有

害
度

低
減

を
目

指
し

た
研

究
開

発
を

着
実

に
進

め
る

と
と

も
に

、
地

下
研

究
施

設
を

利
用

し
た

地
下

環
境

で
の

岩
盤

挙
動

や
地

下
水

の
水

質
等

の
調

査
試

験
の

実
施

等
、

地
層

処
分

技
術

の
信

頼
性

向
上

等
の

た
め

の
研

究
開

発
を

行
う

。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
及
び
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
理
処
分
の
研
究
開
発

概
要

実
証
炉

【
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
に
関
す
る
研
究
開
発
】

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

エ
ン

ト
リ

ー
ク

オ
リ

テ
ィ

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所

安
全
評
価
手
法
の
高
度
化

○
人

工
バ

リ
ア

等
の

長
期

挙
動

デ
ー

タ
整

備
と

モ
デ

ル
高

度
化

○
地

層
処

分
の

長
期

安
定

性
確

保
に

必
要

な
地

質
に

関
す

る
研

究
○

結
晶

質
岩

や
堆

積
岩

で
の

岩
盤

や
地

下
水

に
関

す
る

調
査

試
験

等

【
主

な
取

組
】

幌
延
深
地
層
研
究

セ
ン
タ
ー

●
幌
延
深
地
層

研
究
計
画

(
堆
積
岩
)

工
学
技
術
の
信
頼
性
向
上

深
地
層
の
科
学
的
研
究

●
超
深
地
層

研
究
所
計
画

(
結
晶
質
岩
)東
濃
地
科
学

セ
ン
タ
ー

【
再
処
理
技
術
な
ど
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
関
連
技
術
開
発
】

○
「
常

陽
」
研

究
開

発

○
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
燃

料
製

造
技

術
開

発

○
高

速
増

殖
炉

サ
イ

ク
ル

技
術

関
連

研
究

○
再

処
理

技
術

開
発

・
高

度
化

溶
融

炉
の

開
発

・
ガ

ラ
ス

固
化

体
保

管
能

力
の

増
強

・
ガ

ラ
ス

固
化

技
術

開
発

施
設

の
整

備

●
施

設
の

安
全

性
向

上
を

図
り

つ
つ

、
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

を

実
現

す
る

た
め

の
関

連
技

術
の

開
発

●
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
液

の
固

化
・
安

定
化

処
理

の
着

実
な

実
施

等
に

向
け

た
取

組

平
成
３
０
年
度
予
算
（
案
）

：
3
8
,
2
7
8
百
万
円

う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計

：
3
7
,
0
3
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
6
,
0
7
8
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

【
高
速
増
殖
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
】

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て

（
平
成
２
９
年
１
２
月

原
子
力
機
構
か
ら
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
提
出
）

【
廃

止
措

置
計

画
の

ポ
イ

ン
ト

】
●

廃
止

措
置

の
全

体
工

程
（
3
0
年

間
）
を

4
段

階
に

区
分

し
段

階
的

に
進

め
る

。
●

燃
料

体
の

取
出

し
を

最
優

先
に

実
施

し
第

1
段

階
（
～

平
成

3
4
年

度
）
中

に
取

出
し

を
完

了
す

る
。

主 な 実 施 事 項

区
分

年
度

第
1
段

階
燃

料
体

取
出

し
期

間
第

2
段

階
解

体
準

備
期

間
第

3
段

階
廃

止
措

置
期

間
Ⅰ

H
30

(2
01

8)
H

34
(2

02
2)

H
35

(2
02

3)
-

H
59

(2
04

7)
-

燃
料

体
の

取
出

し

ナ
ト

リ
ウ

ム
機

器
の

解
体

準
備

ナ
ト

リ
ウ

ム
機

器
の

解
体

撤
去

放
射

能
の

調
査

及
び

評
価

水
・
蒸

気
系

等
発

電
設

備
の

解
体

撤
去

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
処

理
・
処

分

第
4
段

階
廃

止
措

置
期

間
Ⅱ

建
物

等
解

体
撤

去
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原
子
力
施
設
に
関
す
る
新
規
制
基
準
へ
の
対
応
等
、
施
設
の
安
全
確
保
対
策

概
要

（
２

）
施

設
の

安
全

確
保

対
策

2
,6

2
1
百

万
円

（
4
,0

5
5
百

万
円

）
【
H

2
9
補

正
(案

)：
2
,4

2
5
百

万
円

】
○

老
朽

化
施

設
の

高
経

年
化

対
策

等
を

実
施

し
、

施
設

の
安

全
を

確
保

す
る

。

（
１

）
原

子
力

施
設

の
新

規
制

基
準

対
応

2
,5

6
4
百

万
円

（
4
,7

2
3
百

万
円

）
【
H

2
9
補

正
(案

)：
6
1
9
百

万
円

】
○

東
京

電
力

(株
)福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

事
故

の
教

訓
を

踏
ま

え
、

重
大

事
故

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
対

策
や

「
バ

ッ
ク

フ
ィ

ッ
ト

制
度

」
※

１

の
導

入
等

を
柱

と
し

て
「
核

原
料

物
質

、
核

燃
料

物
質

及
び

原
子

炉
の

規
制

に
関

す
る

法
律

」
が

改
正

。
（
平

成
2
4
年

６
月

改
正

公
布

）
○

当
該

法
令

改
正

を
受

け
て

、
新

規
制

基
準

が
策

定
、

施
行

※
２
さ

れ
た

。
バ

ッ
ク

フ
ィ

ッ
ト

が
要

求
さ

れ
て

い
る

原
子

力
施

設
等

に
は

、
新

規
制

基
準

へ
の

適
合

が
必

須
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
適

合
確

認
の

た
め

の
検

討
、

解
析

・
評

価
作

業
の

実
施

及
び

そ
れ

ら
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
を

確
実

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

（
３

）
そ

の
他

、
放

射
線

管
理

等
施

設
の

安
全

確
保

5
,5

5
4
百

万
円

（
4
,9

7
3
百

万
円

）
【
H

2
9
補

正
(案

)：
1
4
7
百

万
円

】
○

原
子

力
施

設
の

放
射

線
管

理
（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
）
や

核
物

質
防

護
措

置
等

、
事

業
を

行
っ

て
い

く
上

で
必

要
な

安
全

確
保

対
策

を
行

う
。

原
子

力
規

制
委

員
会

か
ら

の
指

示
等

を
踏

ま
え

、
新

規
制

基
準

へ
の

対
応

を
行

う
と

と
も

に
、

原
子

力
施

設
の

老
朽

化
対

策
等

着
実

な
安

全
確

保
対

策
を

行
う

。

※
１

既
に

許
可

を
得

た
原

子
力

施
設

に
対

し
て

も
最

新
の

規
制

基
準

へ
の

適
合

を
義

務
づ

け
る

制
度

※
２

発
電

用
原

子
炉

に
係

る
基

準
：

平
成

2
5
年

７
月

８
日

施
行

（
高

速
炉

特
有

の
も

の
は

現
在

、
原

子
力

規
制

委
員

会
に

お
い

て
検

討
中

）
発

電
用

原
子

炉
以

外
に

係
る

基
準

：
平

成
2
5
年

1
2
月

1
8
日

施
行

平
成
３
０
年
度
予
算
（
案
）

：
1
0
,
7
3
9
百
万
円

う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計

：
7
,
0
9
6
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
3
,
7
5
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

高
経

年
化

対
策

プ
ロ
セ
ス
系
冷
凍
機
の
更
新

（
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所
）

高
経

年
化

対
策

工
程
制
御
装
置
の
更
新

（
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所
）

【
平
成
２
９
年
度
補
正
予
算
案

：
3
,
1
9
1
百
万
円
】

高
経

年
化

対
策

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

固
化

処
理

施
設

浄
水

配
管

の
更

新
（
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所

）
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